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例白

1.本書は小松市が施工する串・額見地区産業団地造成事業に伴って、平成 6年から平成 12年度ま

でに小松市教育委員会が調査主体となって実施した額見町遺跡(ぬかみまちいせき)の発掘調査報

告書である。本報告は平成 17年度から平成 22年度までに 6分冊で、刊行を予定しており、本書は

その第4分冊目、 G地区と H地区西側の一部、前回の報告から除外したF地区南東端区域の北西端

区域の報告書にあたる。

2.発掘調査及び出土品整理は、小松市の単独事業として行なったものであるが、発掘調査費は小松

市土地開発公社からの受託という形態をと った。

3.発掘調査の調査地、調査面積、調査期間、調査担当者は次のとおりである。

〈調 査 地》石川県小松市額見町な l番地外

《報告対象面積>(F . G . H地区にわたる区域の一部)約3.700rrl 

《調査期間>(F地区)平成 10年 10月 12日~平成 12年 3月14日

(G地区)平成 11年 5月 10日~平成 12年 3月 14日

(H地区)平成 12年 4月 10日~平成 12年 11月30日

《調査担当者>(F地区)大橋由美子、岩本信一

(G地区)望月精司、津田隆志、福海貴子

(H地区)望月精司、大橋由美子

4.遺構の測量図作成については、向出泰央・坂利彦・稲石純子・松本敦子(以上臨時職員)・谷口佳代・

中村悦子 ・宮川明美・本村美那子 ・山岸陽平 ・西島一代・久乗仁美・塩原咲織・南 健一 ・森本雄

介ら測量補助員の協力を得て、調査担当者である望月と大橋、岩本、津田、福海が実施した。また、

遺構全体測量及び基準点測量に関しては、アジア航測株式会社に委託した。

5. 出土品整理は、平成 9年度から平成 20年度までの中で、遺跡全体として行ったものであり、当

該地区の整理は、その中で随時、出土品整理作業員を雇用し、望月精司が主に担当した。なお詳細

な整理経過は第 1分冊報告書『額見町遺跡 u第1章第3節の記載に基づく 。

6.遺物実測、製図、観察表作成、遺物構成把握、遺構図修正、原稿執筆については、出土品整理作

業員、江波圭、奥出桂子、柿田康子、国本久美子、谷口佳代、山崎千春の協力を得て、望月と大橋

が実施した。

7. 本書の編集は望月が担当し、執筆分担は目次に記載した。

8. 写真撮影は遺構を望月・大橋・岩本が、遺物を望月が担当し、空中写真についてはアジア航空株

式会社に委託した。

9.本調査において出土した遺物を始め、遺構・遺物の実測図、写真等の資料は、小松市教育委員会

が保管している。

10. 本書に掲載の写真等については、無断で複写、転載することを禁じています。転載利用の場合は

小松市教育委員会へ使用許可を申し入れてください。

11.発掘調査と報告書の作成にあたっては、次の方々、機関、団体からご協力、ご指導を賜った。ご

芳名を記し、感謝の意を表したい(所属及び敬称略、五十音字順)。

赤津徳明、穴i畢義功、池田敏宏、宇野隆夫、大津正己、柿田祐司、春日真実、亀田修一、

川畑誠、木立雅朗、北野博司、小嶋芳孝、小林正史、権五栄、坂井秀弥、笹津正史、

杉井健、須田勉、田嶋明人、出越茂和、戸澗幹夫、橋本澄夫、菱田哲郎、藤原学、

森内秀造、山中敏史、湯川善一、吉岡康暢、渡辺 一、(財)石川県埋蔵文化財センター、

額見町町内会
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凡 例

〈遺構について〉

1. 本書で示す方位は、座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標vn系に準拠した。また、水平基準は東

京湾平均海水面水準 (T. P.)である。

2.遺構名称は竪穴建物跡を SI、掘立柱建物跡を SB、土坑を SK(土師器焼成坑も SK)、溝状遺構を SD、炉状遺構を SJ(鍛

冶炉も SJ)、井戸を SE、特殊祭把遺構を SX、ピットを Pとし、土器溜まりは広範囲に集中していたため、地区名

と時代名を付して土器溜まりとした。Pは調査地区ごとに遺構番号を付したが、他は遺跡全体での通し番号とした。

3. 現場で付した遺構番号を別に変更したものについては、 SB260→ SB259へ吸収、 SB263→ SB265へ吸収、

SK292 . SK293 . SK297 -SK313・SK317-SK320→道路状遺構 1の側溝状土坑列へ変更、 SK387→SE03外周土

坑の4件のみ。遺構ナンバーの漏れから欠番となったものは、 SB290・SB296-SB300・SK328・SK380・SK405・

SD61の10f牛カZある。

4. 遺構図の基本的な図掲載縮尺は、竪穴建物跡に関して平面図・断面図を 1/60とし、掘方平面図は 1/120、造

り付けカマド平面・断面図は 1/30とする。掘立柱建物跡は平面・断面図を 1/100。土坑は平面 ・断面図を 1/

40とするが、一部 1/20の場合もある。炉状遺構は 1/20とし、生産遺構の平面・断面図は 1/30とする。道

路状遺構の平面図・断面図は 1/60とし、場合により 1/30とする。i薄状遺構の平面図は 1/100、断面図は l

/30とし、集石遺構・ピットの平面図・断面図は 1/30とする。

5. 遺構図で示す平面図の+はグリッド杭の位置を、断面図ーは水平レベルラインである。これに付記する H=とし

た数値は標高値を水平基準から求めた海抜高で示す。

6. 竪穴建物平面図に記載する細かいドット網掛け範囲は被熱焼土化範囲を、粗いドット網掛けはカマドソデ粘土範

囲を、ストライプ鰐掛けは切石を示し、砂目ドット網掛けはソデ被熱を、掘り方平面図に示した薄いドットは柱穴

を示す。また、竪穴建物跡及び掘立柱建物跡の柱穴内に示した網掛けは柱庄痕位置を示す。なお、土坑と竪穴建物

の遺物出土状況図に示す土器を結ぶラインは接合関係にあることを示すもので、それに付記した図Noは遺物図版の

図に付した番号と一致している。

7. 竪穴建物跡の土層断面図に示す数字は覆土土層を、アルファベットは床下土層を示し(床下のみの場合数字で示

すものあり)、その関の太線は床面ラインを示す。また、 土層註に示す色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監

修・財団法人日本色彩研究所色票監修 『新版標準土色帖jに基づく 。

〈古代の遺物について》

1.本書または観察表で示す遺物の種別や土器の器種名については、本文 162ページに示したとおり、基本的に前回

報告の 『額見町遺跡njの出土遺物分類に基づく 。また、観察表や本文に示す遺物帰属時期については、田嶋明人

氏の北陸古代土器編年軸(田嶋明人 19881古代土器編年輸の設定Hシンポジウム北陸古代土器研究の現状と課題(報

告編)J及び田嶋明人 19971加賀地域での 10・11世紀土器編年と暦年代Jrシンポジウム北陸の 10・11世紀代の土

器様相.Dに基づく編年標記であり、その編年の筆者暦年代観については観察表の巻末にまとめて掲載する。

2目遺物図版の縮尺は鉄器を 1/2に、それ以外を 1/3に統ーした。また、遺構図に掲載した造り付けカマド焚口

部材の石材実測図についても 1/4とした。

3.遺物図版で示す実測図断面に示される網掛けは、黒塗りが須恵器または須恵質製品、白抜きが土師器または土師

質製品、 ドット網掛けが陶磁器類、ストライプ網掛けが石器、鉄製品とした。また、土器の内外面に示される網掛

けについては、細かいドットが赤彩、粗いドットが黒色焼成、砂目が墨痕跡または油煙痕跡、漆付着痕跡であり、

カマドの支脚や焚口石材の網掛けは被熱部分を示す。

4 須恵器や土師器、陶磁器類の実測図右断面に示す「←→」はヘラケズリ調整の範囲を、外面や内面に記される「→」

はケズリに伴う砂粒移動の方向を示す。また、砥石に示す 「←→」は磨耗痕跡範囲を示す。

5. 須恵器、土師器の実測図においてロクロ(回転台等回転使用も含む)による成形や調整を行うものについては、

口縁部ラインや底部ライン、内外面調整ラインを非ロクロ製品と意識的に分けるため、定規で線を引き、非ロクロ

製品はフリーハンドで示した。ただ、中世土師器はロクロ使用でも回転惰力の弱いものはフリーハンドとしている。

6. 遺物説明、観察表で示す法量計測について、口径(受け部径・返り径)は口縁上端部(受け上端・返り上端)で

の直径を、底径は底部切り離し外端部での直径を、高台径は台の外端部径を、頚部径(基部径)は頚部(基部)屈

曲部の最小径を、胴部径(つまみ径)は胴部(つまみ部)最大径を、脚部径は脚下端部での直径を示す。なお、器

高等の高さ計測については、器形の安定している部分での平均的な数値とし、 立高や返り高は受け部下端から口縁

端部、返り端部までの垂直高とした。

7 遺物説明、観察表で示す胎土については、観察表巻末に凡例をまとめて掲載する。

8 遺物説明、観察表の土器成形痕跡の中で、叩き出し成形に伴う叩き痕跡については、内堀信雄分類案に基づき(内

堀信雄 19881須恵器斐類に見られる叩き目文についてJrシンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題J)、H類

を平行線文、 D類を同心円文とし、 Ha類は平行線彫り込みに直交して木目のあるもの、 Hb類は右上がり斜交の

木目のあるもの、 Hc類は左上がり斜交木目のあるもの、 He類は木目の見えないものとし、 Da類は木目の見え

ないもの、 Db類は同心円彫り込みに沿って同心円木目の見える芯材使用のもの、 Dc類は柾目状木目のもの、 SD

類は木製無文当て具の年輪痕跡、のものとした。また、別のものは記号以外の表記にした。

l
 

l
 

l
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所収遺跡名 所在地 市町村 !遺跡番号
。， " 。， " 調査期間

(ぱ)
調査原因

F地区

ぬ額か見みま町ち 石いしか川わけ県ん小こま松っ市しぬ額か見みま町ち 160 03089 36度 136度 1998.10.12 -2000.03.14 F.G. 小松市が施

21分 24分 G地区 H地区の 工する串・
な l番地外

16秒 30秒 1999.05.10 -20∞03.14 一部 額見地区産

H地区 約3.700 業団地造成

2000.04.10 -2000.11.30 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飛鳥 ・奈良-平安時
竪穴建物 6軒、掘立柱建 須恵、器・ 土師器・ 竃形 7世紀前半の L字型

物 47棟、 土坑 125基、井 土製品・円面硯・ 土製 カマド付設竪穴建物
代 今回報告区域は

戸 2基、道路状遺構2本、 馬形 ・土錘・ 専用焼台 ・ l軒と 9世紀の四面

額見町遺跡 集落跡
8世紀-9世紀と 11

i存状遺構 22条、炉状遺構 緑粕陶器・白磁・石帯・ 庇付建物、 大型井戸、
世紀後半-12世紀前

l基、土器溜ま り、土師 紡錘車・砥石・銭貨・ 古代末期 の大型総柱
半に集落経営の主体

器焼成坑 l基、鍛冶炉 l 鉄鉱・万子 ・鎌'ic奈器椀・ 建物群を軸とす る集
がある。

基 員合 落を検出。

6世紀代に墓域化した台地に、古墳群消滅とともに突如出現する古代集落遺跡。7世紀初頭の集落成立時にL

字型カマド付設竪穴建物を高い確率で選択している点から、朝鮮系移民を主とした集落と判断される。7世紀後

半に当集落内で生産される朝鮮系軟質土器や同時期に始まる鍛冶生産、須恵、器窯製品を選別した際に生じる窯道

具片の出土など、当集落が手工業生産に携わったことを示す。当集落の近隣にある南加賀丘陵製鉄・製陶遺跡群

要約
が7世紀に変革期を迎えることと関連性が強く、広義での台地上集落群は丘陵部工業生産地帯の母村としての性

格を持つ。7世紀後半は集落増加期であり、 8世紀前半までに全盛期を迎えるが、 7世紀後半の新たな建物様式

の導入や近江系煮炊具、丹波系煮炊具の導入など、朝鮮系移民のみならず、西日本各地または商を経由しての移

民流入によ って集落の拡大が図られたことを示す。律令政府主導の下で計画的に設置・経営された集落と言え、

それは地方支配政策、評制施行前段施策としての性格をもっ。当台地集落の成立は近隣地に置かれただろう江沼

評ゃ工業生産地と一体的なものであり、潟湖を媒体に屯倉的な領域支配がなされた地域と性格づけられよう。

SAMARY 
The NUKAM1MACH1 SITES are an ancient village ruins in the fee that appear suddenly on the plateau that was the 

grave region with the disappearance of the old tomb group in the sixth century. 1n view of the point to have selected 

the Ana building where L character type kitchen range is set up when the village is approved century seventh by short 

odds. this village ruins are judged to be ruins mainly composed of a Korean immigrant. The excavation of the kiln tool 

splinter caused when the blacksmith production and the Earthen kiln product that starts from existence of Earthenware 

group that introduces a Korean in be produced in the latter half of the seventh century technology and a simultaneous 

period are selected etc. show that this village was involved in the manual industry production. The vicinity Minamikaga 

hill steel manufacture and the pottery manufacture ruins group's in this village coming the revolution period in this in 

the seventh century has and the relation has the location village group on the plateau strongly said by the wide sense 

with the character as the mother's body village in the hill part industrial production zone. The latter half of the seventh 

century is a period of an increase of the village. and it is shown that not only Korean immigrants of the introduction 

of a new building style in the latter half of the seventh century and the Receptacle of cooking of the Ohmi system 

and the Receptacle of cooking of the Tanba system. etc. but also the expansion of the village was attempted by the 

immigrant infiow via West ]apan various places or the wests though the glory period will come by the eighth first half 

of the century. It can be said the village that was set up and managed in premeditation under the Ritsuryo government 

initiation. and has the character as the steps measure by it before enforcing the criticism system of the local rule policy 

The approval of this plateau village is an Enuma criticism. is industrial production ground that might have been put on 

the vicinity ground， is united， and it is thought the region where the seashore lake is assumed to be the medium and it 

was performed by area rule ton warehouse. 
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第 I章 額見町遺跡の概要と今回報告の調査区

第 I章 額見町遺跡の概要と今回報告の調査区

第 1節 額見町遺跡と発掘調査概要

第 1項 額見町遺跡と額見町古代集落遺跡群

額見町遺跡は、長軸 800m、短軸 550mの北東方に長い遺跡分布を示す 440.000rriの広大な集落遺跡である。

幾つかの集落単位が集合した結果、広大な面積の集落域となったものであり、大きくは額見町古代集落遺跡群と

称したエリアが広義の額見町遺跡であると評価する。当地は昭和 20年代の耕地整理に よって起伏に富んだ台地

地形が階段状に削り取られ、その際に台地南西端の茶臼山周辺が削平を受けた。茶臼山古墳や茶臼山祭把遺跡、

茶臼山遺跡はその時に発見された遺跡である。昭和 30年以降、加賀三湖干拓工事に伴い、額見町遺跡から北東

へ伸び、る台地は土砂採取により大きく削平を受けたが、その際、埋蔵文化財調査を行った形跡、はなく、存在した

であろう額見町遺跡の北側部は消失することとなった。その後、大規模な開発等が行われなかったこともあり、

当地は遺跡の発見が遅れ、昭和 56年の石川県立埋蔵文化財センタ ーが行った詳細分布調査まで、遺跡所在すら

確認されずにあった。石川県立埋蔵文化財センタ ーが平成8・9年度に発掘調査を行った額見町西遺跡に しても、

平成7年に小松市教育委員会埋蔵文化財調査室が地主の依頼によって行った試掘調査において新発見した遺跡で

あり、当台地上にはほぼ同一時期の集落遺跡が点在していたのだろう 。明治 42年及び昭和 37年に行われた地形

測量図をもとに、これまで近隣で調査してきた成果、遺存する地形等から額見町古代集落遺跡群の台地地形を復

元したものが右図に示したもの

である。当台地領域は柴山潟に

面して北東方に細長く伸びる台

地で、馬渡川の開析谷に面する

台地よりも若干小高い独立台地

状を呈す、長軸 2400m、短軸

750 m、約 150haにも及ぶ広大

な台地である。図に示した集落

分布予想図は、旧地形をもとに

想定したものだが、今回の調査

所見で得たように、台地には複

雑に小支谷や鞍部が入り込むた

め、さらに集落単位は分断され

ていた可能性が高い。今後の詳

細な地形把握と分布調査に よ

り、遺跡分布の検討はなされな

ければならないが、既に削平を

受けた地域は多く、 これから検

証することは困難を極めるだろ

つ。

第2項平成7年度，..，_， 12 

年度発掘調査概要

今回報告する額見町遺跡は、

平成 7年度から 12年度までの

6年間にわたる発掘調査報告

で、石川県立埋蔵文化財セン

ター調査分も含め、 38.500ぱの

面積を発掘調査した。当調査で 第 1図額見町古代集落遺跡群の復元地形と集落分布予想 (1/20，000)



第 1節額見町遺跡と発掘調査概要

検出した遺構は、竪穴建物 119軒、掘立柱建物 330棟、土坑424基(うち土師器焼成土坑 10基、製炭土坑7基、

墓坑 15基以上)、炉状遺構(うち鍛冶炉跡 12基)、井戸3基、構状遺構 53条(うち道路状遺構5本)、集石遺構

2基で、他に土器溜まり遺構を 20箇所以上確認している。後述するように調査面積の多くが削平されていたため、

相当数の遺構が既に消失した状態であり、遺跡が完存していれば、どれだけの建物数が存在していたのか、悔や

まれるところである。14世紀頃の集石遺構2基と縄文時代に遡るであろう落とし穴土坑 1基以外は全て、 7世

紀前半から 12世紀に位置づけられる古代遺構であり、多くの遺構が密集、重複する状況であった。

当地の旧地形を調査所見に基づいて作成したのが以下の図だが、調査区の東側に存在する標高 26mの尾根頂

上部(臼のほぞ古墳立地)から南西側に張り出すようにして尾根筋が延び、そこから北側へと緩く標高を減じる

形で、馬の背状に尾根筋が延びていく 。東側尾根頂上部から北側へ延びる尾根筋の聞には谷部が入り込み、尾根

頂部との比高差は 15mにも及ぶ。谷部から見て、臼のほぞ古墳の立地する尾根頂上は、見上げるような高さに

あり、集洛立地に際して古墳を意識したような選地を行っていたことは間違いない。また、北側へ細く延びた尾

根筋から北西方へは緩く張り出してテラス状の部分(テラス状部分の中央は鞍部が入ったように若干下がり気味

となる)を形成しており、そこから柴山潟の潟縁へは比高差7m以上の急傾斜となる。この張り出し部の南西側

では、柴山潟から南東側へ延び、てくる支谷に続く小さな谷が入り込み、楕円形状を呈する緩い傾斜地を形成して

いる。比高差 6m程度を測る傾斜面で、南西側へ谷は広がっている。

極めて起伏に富んだ複雑な地形を呈していることが復元地形コンタから見て取れると思うが、耕地整理におい

ては尾根筋部分を削り取り、鞍部や谷部へ土砂を埋めるという造成を行っている。この結果、約 14，000rrl、調

査面積の 36%が削平による破壊を受けてしまっていた。一部深い遺構に関しては、遺構基底部が遺存していたが、

大半は遺構痕跡も残さない状態であり、特に尾根筋部分は遺構がどのような分布をしていたのか、把握できる状

況にない。ただ、尾根筋でも削平を受けていない部分もあり、その箇所での遺構分布が確認できないことや鞍部

から尾根部へと徐々にではあるが、遺構密度が希薄となる傾向などから考えて、尾根筋上での遺構分布はもとも

/ 

⑧ 
第2図 額見町遺跡発掘調査区域内の復元地形 (1/2，000)
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⑧ 

尾根頂上

。

第3図 額見町遺跡主要遺構配置図 (1/ 1.000)
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第 I章 額見聞I遺跡の概要と今回報告の調査lぎ

と低かった可能性がある。尾根筋が集落の分岐線であった可能性があろう 。当地は柴山潟から吹き込む風が強く、

風当たりの強い尾根部を避けて選地していた可能性があり、建物立地は緩傾斜地を形成する谷部や鞍部を中心に

なされていたと予想される。鞍部や谷部は黒色土堆積が厚く、粘土質の黄褐色土地山が露出する尾根筋部分より

も比較的水捌けがよいという点も、建物選地の一つの要因であったろう 。削平地が多く不確定要素は多いが、以

上の集落分布傾向から想定すると、以下の集落群構成になるとみる。 I群集落はAD地区に展開する鞍部緩斜面

上の建物群、 H群集落はB地区から C地区そして F地区北端へ南北に延びる鞍部緩斜面上の建物群、 皿群集落は

F.G.H地区に分布する柴山潟へ緩く傾斜していく広い緩斜面上の建物群である。 I群集落は 7世紀前半の竪

穴建物の検出例が多く、 7世紀代から 8世紀前葉に主体を置く集落群と言える。H群集落は 7世紀前半から 8世

紀代までの長期集落と言えるが、 主体は 7世紀中頃から 8世紀中頃で、最も建物検出例の多い集住区域と言える。

皿群集落は 7世紀前半の建物も確認されるが、それは H群集落からの延長で捉えられるもので、総じて 8世紀以

降に主体を置く集落と言える。特に 11世紀後半から 12世紀の建物群が広く展開しており、 1 . II群集落では未

確認の井戸や道路状遺構、大規模な土器廃棄場遺構等を検出する。全ての遺構を検証したわけではないため、今後、

報告する中で、細部の修正が行われるものとみるが、大略的には、以上皿群の集落群構造を展開していたものと

考えている。当集落群のまとまりに基づき、報告書刊行順も、調査年度順に捕らわれず、 I群集落である A地区

とD地区の報告を報告書 Iとし、 H群集落である B地区と C地区の報告を報告書II.皿 とした。今年度はE群集

落の北西側に当たる G地区を主に報告書Wとして刊行する。平成21年度は、H地区を主とした報告としてVとし、

鉄関連遺物報告を報告書VIとして、平成 22年度には全ての報告を完了させる予定である。

/ 

/ 

‘‘‘、

03001  

" .... -
第4図 額見町遺跡の集落のまとまり概念図
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第2節 今回報告の調査区 (G地区及びF地区 .H地区の一部)概要

第 2節今回報告の調査区 (G地区及びF地区・ H地区の一部)概要

第 1項遺構の概要と分布

今回報告の区域は、当調査全区域の西端地にあたる。G地区の 3.000ぱ分、 H地区の 700rrl分が主体で、 F地

区と H地区に接する F地区は僅かな面積であり、これら総面積 3.700rrlの報告となる。前固までの報告区域でも

述べてきたように、昭和初期の農地開発に より完全削平され遺構の検出されない区域が700rrl存在し、上層削平

により遺構基部のみ検出される区域は 950ばである。前回までと違い、削平区域が比較的少ない区域と言える。

ここで、今回報告区域の旧地形を見てみると、遺跡全体の中央を走る尾根部から外れ、特にF地区南側尾根部

から下って緩やかな傾斜を伴いながら西側方向へ向かう途中から、更に西に傾斜して谷部形成地に至るまでが今

回報告区域となる。尾根部から西側に広がる B・C地区を中心としてF地区西側にも至るテラス状部分が存在し、

この西末端が今回報告区域の東側にあたる。このテラス状部分は、遺構の集中する現状がみられ、今回、当遺跡

内でも極めて密集度の高いものとなっている。これに加え当区域は、当遺跡内で最も標高が低い谷部をも含んで、

おり、このよう な地形的要素が削平を免れた区域が多かった現任と考えられる。

今回報告区域から検出された遺構数は、本報告のために遺構整理した結果、竪穴建物6軒、掘立柱建物 46棟、

土坑 109碁(この内道路状遺構 1に伴う土坑28基)、墓綴 10基、製炭土坑 1基、鍛冶炉 1基、土師器焼成坑 1基、

井戸2基、道路状遺構2本、溝状遺構 22条、炉状遺構 1基、集石遺構 1基である。

前固までの報告でも述べてきたように、今回報告区域においても遺構検出の困難さはひとしおであった。本遺

跡の包含層は基本が黒色土で、遺構埋土も黒色土や黒褐色土が主体であり、その上今回谷部に堆積した黒色土層

も加わり、更には遺構密集度が極めて高く、非常に遺構検出の困難な状況であったと言える。そのような検出状

況の中、約8年前に調査された遺構図面を改めて広げると、本当に遺構であるのか疑問を生じたものも確かに存

、、

第5図

」

額見町遺跡発掘調査区地区割図 (8= 1 / 2.000) 
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第 I章 額見町遺跡の概要と今回報告の調査区

在している。例えば掘立柱建物の場合、柱筋の通りが極めて悪い、桁行と梁行の交差する隅柱が直行からかけ離

れている建物が存在するといったものである。しかし、現地調査において掘立柱建物を確認するという作業は、

図面上で掘立柱建物と判断するよりも、格段に重要である認識があり、やはり現地判断には及ばないと判断され

ることから、前固までと同様に、そのままを報告することとした。

検出された遺構は、これまで額見町遺跡、 1. II . mで報告された遺構構造と同類のものが多い。しかし、これ

まで報告されていない新たな構造を伴う遺構も出現している。竪穴建物では、 SIl14に見られるようなカマド長

;煙道型があり、この建物は田嶋編年 11期である 7世紀前半の時期にあたる古い段階の建物である。この時期の

ものとしては当遺跡の中で最も西端に位置する建物になる。また、掘立柱建物では、 SB259のような四面廟建物

が検出されていることや、中世に主体をおく床構造の総柱建物が増加していることが挙げられる。この他、新た

に井戸跡が検出されており、古代と中世の 2時期のものが検出されている。また、当遺跡の中でも最も谷部にあ

たる西端では、中世の墓群の存在が認められている。

遺構時期にの推移について、竪穴建物では、 7世紀前半が3軒、 7世紀後半が1軒、 8世紀中頃が1軒、 8世

紀以降と思われるもの l軒である。掘立柱建物では、 7世紀後半が1棟、 8世紀前半が 1棟、 8世紀代 1棟、 8

世紀後半が7棟、 8世紀後半-9世紀前半が 1棟、 8世紀以降が 1棟、 9世紀前半が6棟、 9世紀前半-10世

紀前半が4棟、この他時期は不明だが建物構造からみて古代と思われる建物が8棟、中世建物 (11世紀後半~

12世紀中頃まで)が 12棟である。古代だけで総数は 36棟になるのだが、竪穴建物総数に対し 6倍の数である。

8世紀以降、掘立柱建物に代替してゆく傾向は本遺跡でも明らかな現象であり、前固までの調査区でも確認され

た。これに加え、集落の主要地点が北から南へ時期とともに移りゆく様相をもつことが明らかとなっている。今

回の調査区は、その最終地点にあたる、言わば、本遺跡の中では最も新しい段階を示していると言える。これを

裏付けする形で一層顕著に認められるのは、中世建物とした古代末以降から中世にかけて確認できる低床をもっ

総柱建物の棟数の増加である。

第2項基本層 序

本遺跡では、遺跡全体の包含層を含めた基本層を一貫して記録してきており、これは本遺跡調査全域に打設さ

れた Gr杭のライン軸で設定して土層観察を行ったものである。完全削平を受け、包含層の残っていない区域で

は、耕作土や表土を取り除いた時点で、黒色地山土よりもさらに最下層となる褐色地山土や黄褐色地山土が露出

するといった現象がみられ、このような区域では土層断面図を作成していない。今回報告区域で、地形傾斜を捉

えられるものは、 Gr135Jライン、 132Jライン、 139Jラインと、 GrIら」ライン、「ろ」ラインである。135J

ラインは、今回区域内で最も標高が高い地点から、遺構が密集する区域を通り、谷部へ落ち込んでいく過程を顕

著に表しているといえる。谷部を中心に検出されている古代末 ・中世の上層土器溜まり層も確認される。

本遺跡では、最も下層に黄褐色系地山が存在し、この上の層に褐色系地山、さらに上の層に暗褐色系地山、こ

の上の層に黒色系地山土との聞の漸移層で、ある黒褐色土地山、この上層に黒色系地山が確認されている。黄褐色

系の粘土地山と黒色系地山を中心に、この両層の聞に土色差によって分層されるといったものである。質的には、

壌土や埴壌土を基本としており、下底にゆくに従い粘質性が増す傾向にある。

提示する土層断面図中には、殆ど地山層は図示されていないが、下底付近で、黒褐色系地山である四層、この

上位もしくは同等のレベルで、黒色系地山の可能性をもっIX層が下方層に確認できる。医層と同レベルで認めら

れる堆積層が医'層であり、比較的標高の高い区域にあたる南西谷部にかけて確認できるもので、これは医層が

酸化し土層中の鉄分が錆びたと考えられる層である。医層の上位、時には同レベルになるものがE層の堆積層で

ある。そして、この上位層にW層、更に上位層にはN'層の堆積が認められる。以上は、比較的標高が高い区域

の基本堆積層だが、谷部では基本堆積層が異なっている。まず、最下層にxm層、この上層にXII層が堆積し、

この上層にXN層である若干明るめの黒褐色土層、この層と同レベルでW層が認められる。そして、最上層にN'

層が確認できる。谷部堆積層は、黒色系土層の中でも比較的明るめの土色のものが堆積していると認識できる。

遺構は、 W層レベルで既に掘り込まれているものが殆どで、これはW層が最上層であることが多く、この時点

で遺構の掘り込みが確認できていることによる。谷部ではW層と同レベルである XN層で、更に西側の谷部では

XII層レベルで掘り込まれているものが認められる。しかし前固までの傾向を見ても、やはり W層で遺構が掘

7 
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り込まれるものが認められたため、同じ様な傾向をもつのだろうと思われる。

さて、上層土器溜まりの②層、要するに古代と古代末の土器破片が極多量に検出された層は、 W層と同レベル

にて認められる。そしてこの②層は、 SE03の埋没土と同レベル時に堆積したと考えられるものであり、この層

の上位層には上層土器溜まり①層、つまり古代末の土器が極多量に検出される層が堆積する。①層の上位には、

N'層が検出されているため、 N'層は古代末以降の層位になるものと考えられる。

$ ¥10 
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cp" .~み
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第6図 今回調査区の座標軸とグリッド配置図 (8=1/400)

8 



第 2節 今回報告の調査区 (G地区及びF地区 .H地区の一部)概要 第 I章 額見町遺跡の概要と今回報告の調査区
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第 1節建物遺構

第 1項竪穴建 物

第E章今回報告区域検出遺構

第E章今回報告区域検出遺構

今回報告区域での竪穴建物は6軒である。G地区で3軒、 F'G'H地区の境で3軒である。L字形カマド付

設の大型建物、壁立式建物、通常カマドだが煙道を長くもつ屋外直結型カマド付設の建物、屋外直結型カマ ド付

設の小型建物、 コーナーカマド付設の無柱穴建物、無カマド無ー柱穴建物と、今回報告では建物構造が全て異なっ

ている。これらの竪穴建物の殆どはこれまでの額見町遺跡 I-mにて報告されてきたものだが、 SIl14のみ新た

なタイプの建物構造をもつものである。それは、カマドの構造の違いによるもので、 SIl14は戸外直結煙道型、

煙道を長くもつタイプである。このカマド形態については、既に望月精司 2006i第四章総括一額見町遺跡の古

代竪穴建物構造と造り付けカマドについて一Jr額見町遺跡 uにて分類され詳細が述べられている。

今回報告する建物は、遺構番号ではA地区からの通し番号で SIl12. SIl14 -SIl18にあたる。規模について

は、縦長×横長CIDで、記載する。面積においては、竪穴外も建物空間として使用した可能性をもつものがあるが、

竪穴の部分のみの面積を表示している。建物主軸は、カマドを奥に向けた位置を中心として北・南からの角度を

表示 した。今回報告の調査区では削平区域でカマドが削平されている建物も多く、このようなものに関 しては、

長辺壁を縦軸と して設定するか、北方位に近い軸を設定して、 建物主軸を割り出している。竪穴建物構造の類型

造り付けカマド類型は、 一昨年度報告の額見町遺跡 Iにすべて基づいている。(望月精可 2006i第w章総括一額

見町遺跡、の古代建物構造と造り付けカマドについてーJr額見町遺跡 u小松市教育委員会。以下、本項の中で

は、※ 2006望月と記述する)。面積による建物類型も報告 I. IIに準じ、特大が55rri以上、大型が 55-39 rri、

中型 36-25ぱ、小型が25ぱ以下としている。掘方土坑の位置づけも前固までの報告に準じた。竪穴建物の出

土遺物については出土量を破片数換算で数量と し、時期については田嶋明人氏の北陸古代土器編年で表記する。

1. 51112 

〈立地・規模・形態) G地区でも東端、 F地区 .H地区との境にあたる、み・む-33・34Grの遺構密集区域に

位置する比較的良好な状態で検出された建物である。基本と して隅丸方形状プランを呈すものの、横壁勅と北東

壁が歪むため、東側が出張る平面形状となる。よって、竪穴規模は700-736 x 660 -690 CIDと幅をもつが、面

積は 48.47ぱを測る大型建物である。壁高は 12-30 C皿で、竪穴主軸は N-490 -wをとる。なお、南側の一部が

SK279によって切られている。

(柱穴) 4本主柱である。竪穴中央に配置されるもので、柱間寸法が縦軸 346・350CID、横軸 338・340CIDを測り、

均等に配置されてはいない。P2とP3が縦軸に対し下へ若干ず、れる形で‘配置されているため、当然直角とならな

いのである。しかし、柱穴は非常にしっかりと掘り込まれており、規模は径 66-114 CIDを測って 90CIDを主体と

し、 P3のみ最小の 66-72 CID、深さは 60CIDを測り P3のみ 44CIDを測る。建物廃絶時には、 全ての柱が抜き取ら

れて、掘方が部分的に残る状態で埋め戻されている。

〈カマド〉 カマドは、 L字型カマ ドである。北西壁中央に焚口もち、東側に曲がって煙道が壁に添ってそのまま

屋外へ至るものである。カマドの規模は、主部で縦長が外寸で 165CID、幅 100CID、煙道長はL字屈曲点から煙道ピッ

トまでを外寸で 390CID。煙道幅は、 L字屈曲点地点で外寸 82CID内寸 52CID、壁ライン付近で外寸 60CID内す 34CID、

カマドピット際で外寸 28CID内寸 20CIDを測る。要するに建物内では外寸 60-82 CIDで、あり、屋外では 28-38 CID 

となる。焚口幅は内寸 55CIDで、ある。ソデ厚は、 主部で30CID程度、煙道で 25CID程を測る。支脚ピッ トは、痕跡

のみ検出しており、径は 10CID程度で、ある。

カマド床面は、ほほ平坦を呈す。焚口から奥へ83cm地点で、若干角度をもつが、 3。程である。カマドソデ基

底部や残存状況から、ソデは上部へ向かい直立していたものと考えられる。カマドソデ左側の末端にて、ソデ石

を検出しているが、ソデ厚に対し規模は小さく、崩壊後部分的に残ったものと考えられる。煙道中央でソデの一

部が内側へ向かつて倒れたと思われる痕跡を検出 しており、この部分は黒色土で補強しであった。カマド構築土

は、主部左側に点在する崩壊ソデの状況から、ソデ土は主に粘土プロック状のものを使用したと考えられるが、

煙道ソデの一部では盤築状を呈す構築もなされている。なお、カマドは竪穴貼床より後に構築されている。ソデ

は、カマド廃棄時に破壊され、崩壊土塊が左ソデ外側の竪穴床面に集中して残存する。煙道ピットは屋外に延び
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l周極暗褐色土 (7.5YR21副賞

補色油土の小塊を少量、中壇少

量含有.炭北中塊滋量含有.

2膚黒褐色土 (7.5刊U副 賞冊

色粘土町'1塊ー中塊を甑多量.

大塊目立少量混在し斑状を呈す.

炭化中壇を多量含有.民化，1!J多

〈目立つ層L軟質〉

2層 2眉中に黄褐色粕土中塊が

特に多量官有。炭化中塊多量官

有.この眉に聾中」
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黄縄邑塊が多いe

5層晴褐色土 (7.5YR3/3) 黄幽

色粘土町微細粒が多量含有.や

や締まりあり.

6層循色土 (7.5YR41副所々に
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S1112舗方土航 ・圏直周纏彊十・住穴担方十層住

.方土焼土層註

①眉 県褐色土 (7.5YR.1/2) 黄褐色粘土の中~大塊多量(4割程)告有. (01土坑覆土)

②層 明補色土 (7.5YR5/6) 県褐色土(7.5Y悶/2)中塩を多量(3瞥陣司告有.. (01土坑覆土J

③層 明貴簡色粘土 (7.5YR5i自)黒褐色土(75YR21田中塊カ温多量(日割耀)含有.極硬11:.(02土坑覆土]

@層 にぷい褐色土 (7.5刊5/4) 黒褐色土(7.5Y也12)中塊が極多量(5嘗l程)含有.底面にい〈に従勺て塊量

揖少. (02土坑覆土J
事漕晶補色土廿 5Y限12) 明褐色土(7.5Y邸/副大塊を多血炭It/J甥少量昔有.硬質. (03土坑置土}

唖凋候補色土(10百2/2) 明褐色土(7.5Y回/田中揖多量含有.民化小境少量含有。喧凋より締まりな〈軟

質. (03土坑置土)

在漕 明褐色土 (7.5YR5/6) 鳳褐色土小塊が少量含有. (03土坑置土) I ..... 
唖漕褐色土 (7.5YR4/4) 黒揖色土(l0YR2/2)中~大塊多量(6割程画音私硬質. (03土筑覆土) .....せl

|め3刻、
喧漕 明補色土 (7.5YR5/6) 黒補色土が5.J離で程在.硬いが貼床ではない.明確な抱方眉ではないワ I -001/ 

@帽黒褐色土 (7.5YR2/2) 貧褐色描土町中壇少量含有.やキ唖盟..明暗な樋方層とではない?

喧糟明褐色土 (7.5YR51目 黒褐色土(7.5Y限12)町小塊少量(3曹閣官有. (05士筑贋土}

@柵明補色土 (7.5刊U田 県褐色土(7.5YR2/2)町小~中壇と 5.J岬で混&やや軟質固 (04土坑置土〕

唱糟鼎褐色土 (7.5刊U由 貿褐色粘土町中~大塊治色少量官有@炭it/J咽少量含有. (04土坑覆土j

柱穴竃方土居住

あ眉鼎椙色土 (7.5Y悶:/2) 明褐色土(7.5刊5/6)中壇多量合宿.硬い.

い膚暗褐色土 (7.5Y悶:/3) 明褐色之(7.5Y陥/日)中~大塊多量(4劃躍)含有。やや軟質.

う層鼎褐色土 (7.5Y胞12) 黄禍色油土の'J岨多量、中塊少量含有.民it.d唱少量合札締まりあり.

え膚鼎褐色土 (7.5Y胞12) 賀補色結土の小塊少量官有.

量周溝 土居住

1層鼎補色土(1町昭12) 黄褐色油土小嶋と揖It/J、塊を多量含有.

u層 県婦色土 (7.5刊212) 貰褐色粘土町小~中塊多量、大塊少量含有.

瑚膚鼎褐色土 (7.5刊2/2)黄褐色粘土大塊が5割皐で混払炭It/J'"少量含有.
。

(1/120) 

第 11図竪穴建物遺構図2 (81112②〉

第E寧今回報告区域検出遺構

SI112 掘方平面図 (5=1/120) 
封話番号は掘方土坑No

⑨ 

た煙道に接して位置しており、この規模は長径 70cm、短径 60cm、深さ 25cmで、底面は平坦である。

〈覆土堆積と遺物出土〉 覆土は上下2層からなる埋土が基本となっている。壁際の埋土状況からみても、自然堆

積層とは考えられず、 一括として埋め戻された可能性が高い。出土遺物は、建物全体から満遍なく出土するがカ

マド左壁際は多い。埋土下層を中心に鉄浮が多めに出土し、床下の掘方土坑 1のP4直下部分から鉄製品が出土

している。床に張り付いて出土する遺物の多くは 11期の時期にあたる。覆土から出土する遺物は II2-V期を

示しており、建物廃絶後に混入したものと思われる。出土遺物は総数で、須恵器食膳具82点、須恵器貯蔵具41点、

土師器食膳具 39点、土師器煮炊具309点、石製品は砥石1点、土製品は土製支脚 l点である。

〈床の状況と床被熱・ 掘方〉 貼床は、 竪穴のほぼ全面に近い形で貼られている。カマドに相対する位置である南

東盤中央と、カマドソデの煙道と壁の際の一部のみが地山土のままであるものの、極めて小さな区域である。こ

の南東壁中央が当竪穴の入口になろうか。貼床土は1層のみの単層であり、床面は中央が著しく硬化し、 4本主

柱に因われた中央と P1.P4幅で南西壁に向かった、これら一体が他の部分よりも 10cm程高く なっている。また、

P1.P2を結ぶ、やや P3側でやや中央寄りの位置に炉が設えである。小ピットにより 一部が切られているものの、

被熱焼結して固く、規模は長径40cm短径が残存で 33cmを測る。

掘方土坑は、 P1.P4を中心とした周囲、 P2・P3を結ぶラインから壁にかけての 2カ所に集中がみられ、中規

模クラスの土坑が重なって検出されている。なお、南東墜と南西壁との境において、 L字状に壁周溝らしきもの

が検出されている。但し、この部分にのみ検出されているので、壁周溝ではなく、単に掘方の低い部分が溝状になっ

て検出されただけなのかもしれない。なお、本竪穴の構築順番は、掘方土坑と竪穴床が同段階で構築され、次に

カマド構築、次いで掘方土坑3構築と考えられる。これは、竪穴床の後に掘方土坑3が掘り込まれているからで

あり、 竪穴構築の最後に、掘方土坑3は掘り直されたと考えられる。

2. 51114 

(立地・規模・形態) G地区中央から東寄り、め ・も-36・37Grに位置し、規模は 510-540 x 510 -530 cm、

竪穴面積 27.3rri、中型の竪穴建物である。壁高は14cmを主体として最大で 20cmを測り、 主軸は N-W -w。建

物プランは、隅丸方形だが壁ラインは締麗な直線とはならない。4本主柱をもち、カマドは中央に配置され、煙

道は長く そのまま屋外へ直結する。

〈柱穴) 4本主柱穴で、柱穴規模は径40cm、深さ 45-56cmを測る。柱痕がP2とP3で認められ、径は P2が28cm、

P3が22cmで、あり、この 2本は廃絶時に抜かれていないか、途中で切られたものと考えられる。P1は抜き取ら

れているが、‘柱のあたり'が認められるものであり、この径は20cmで、ある。また、同じく P1でのみ柱圧痕が柱

穴の下底面で検出されている。この径が 14-16cmで、あって、部分的に残存していたものを検出したものと考え

られる。柱間寸法は、 P1・P2聞が220cm、P2.P3間が210cm、P3・P4聞が210cm、P4・P1聞が230cmで、ある。
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第E章 今回報告区域検出遺構

S 1 1 1 4璽士士層註

11冒県褐色土 (1町胞12) 慣色(7.5YR6的地山土(同時地山土のみの

記述ではこの土色を示す)の中壇'1:;>量告有.

2層県揖色土(10YR2/2)地山土田中~大塊を多め、炭化壇少量官有.

3眉鵬褐色砂置土仔 5YR3/2) 告官物な~.

4層 品納品色土(10Y限12) 地山土の中~大塊多量含有.

5膚酷褐色土(10YR2白 地山土大塊が多量音宥.

6層瓜梢色土(10Y腿/白 地山土の中)止塊多量含有。赤褐色(5

Y刷16)焼土の大塊少量含有。

7圃燈色中~大塊の地山土げ 5YR6/6) 黒褐色土(10YR2I2)が少量合

有.赤褐色離土粒やや多め含有。

B圃橿色中~大塊の地山土 (7.5YR6同 県褐色土(10YR2/2)が少量合

有.赤褐色集土粒少量昔前.

9眉黒褐色土(10Y眠12) 地山土大揖少量，炭化塊多量音有.

101曹 県褐色土(lOYH2/2) 地山土大塊多量、炭化塊多量音有.

H層県褐色土(10Y眼目 赤捕直焼土粒を多量含有.

12眉県高色土(lOY胞12) 地山土中~決鵡多量、炭刊t塊少量含有.

12層基本壮 12層で.蹄まり強.

13層明褐色地lJ土大塊 (7.5Y陥沌) 黒褐色土(1町胞12)少量含布.

14眉黒褐色土 (lOYR3I2)地山土の中~大塊多量含有。

15層線醐色土 (lOYR3I2) 地山土の中塊少量含有.

SK352 
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第 1節建物遺構

SI114 カマド平面図・断面図
(S=l/30) 
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S1l1(カマド掴方士届註

a層明綜褐色土(2.5Y路18) 量県

b層明褐色土 (7.5Y隠18) 町地山土

に、黒褐色土(7.5YR3I2)多量含有.

c膚県褐色土 (7.5Y脇田地山土中

~大塊多量含有.炭'1!1骨Jレ量含有。
d眉県掛色土 (lOYR3/2) 地山土やや

多め含有" (ソデ構築土)

e層明補色土 (7.5叩昼16) 締まり強.

カリカリに硬い， (ソデ構築士〉

r眉明褐色土 (7.5YR5的 処禍色土

(7.5刊U司少量混入.(ソデ構築土)

g層明尚色地U土(7.5YR51副操褐色

土口 5Y岡田多量含有.炭化塊やや

多的合有. ω114倒方土j

S 1 114カマド璽十十周駐

1層保褐邑土 (100012) 中~大塊町民1防車・焼土塊地山土塊を多量含有.

2唐無褐色土(10河3/2) 含有物なL，

3眉品褐色土 (1000/2) 地山土中塊焼土並やや多め、炭化境少量含有.

4眉勲褐色土(10百3/2) 地山土中塊・炭化機やや多め、焼土大塊多量含有.

5層黒褐色土 (1000/2) 地山土中塊、焼土粒少量含有.

6圃晶褐色土 (7.5Y胞 2) 焼土の中境多量λ炭化塊やや多め音有.

7層県褐色土仔 5YR2/2) 焼土中~大塊を極多量λ炭化大塊少量含有.

8層黒褐色土 (7.5Y隠12) 炭化機少量、焼土中塊が極微量含有.

9層鼎褐色土口 5YR3I2) 地山土中~大塊やや多め含有。

10層黒褐色土(lOY略目 地山土中塊少量含有" (=覆土1I膏)

日層県掲色土(lOYR2/2) 地山土中~大塊やや多め含有， (=置土2層}

12層処褐色土 (7.5YR2/2) 地山土中塊が唖多量含有.

13層黒褐色土 (7.500/2) 地山土中~大塊極少量含有.

14層明褐色土 (7.5YH5目 白地山土に、県褐色土σ500/2)少量含有.

15膚県補色土 (7.5YR3/2) 地山土の中~大塊多量含有.

-'晶 1 16周黒褐色土口 5YR3/2) 地山土町中~大塊炭化塊やや多め含有。

もゆお111:聖型肝引!堅/白骨子?均多量含有.
も3・ I l ð Jll'府間巴エ ~1. :11凪 Jω 盲伺初似し.

19層県褐色土 (7.5YR3I2) 炭化塊やや多め、地山土の中塊順量含有。

20.. 果樹邑土 (7.5YR212) 炭化境少量入焼土 ・地山土町中~大塊をやや多

〈含有。

211冒黒褐色土 (7.5YR21白 地山土多量含有.

¥ a 悶 No.30 I岬醐位。叩/白炭倒少量含有.地山士殺の臥なL，

第 14図竪穴建物遺構図5 (S1114②〉

P2には、柱圧痕の硬化面が2本分検出され、同時に P3には、柱穴が2本分認められる。よって、柱の取り替え

が行われた可能性がある。

〈カマド〉 カマドは、北壁中央に付設して煙道が屋外へそのまま延びるタイプ、 戸外直結煙道型カマド (望月

2006)である。カマド手前焚口が他のピットにて破壊されているものの、ソデ末端には凝灰岩のソデ石が残存する。

煙道は、竪穴主軸に対して西へ5。ぶれる、要するに若干斜めに取り付く形となって屋外へ至る。主部において

は、両ソデがハの字に配置しており、主部の規模は、縦長 110c皿、横幅が残存 100cm、壁際で横幅 90cmであり、

焚口幅は推定内寸 65cmを測る。煙道は、壁から測り外寸 160畑、煙道幅が外寸 30-35cm、内寸は壁との境で

30 cmである。ソデ厚は 20-40cmを測り、東側のソデが厚い。煙道ピットは、径 34-36 c皿、深さ 5cmを測る。

カマド床の状況は、カマドの焚口から奥に向かい110cm地点まで平坦を呈し、この地点から奥へ向かい角度は 90

となる。支脚やその痕跡はなく、カマド床と竪穴床の貼床は同じ土であり、同時に構築されたと思われる。ソデ

自体は盤築状ではなく、粘土の塊で土台をつくり、この上にブロック状粘土を盛って高さを維持していったよう

である。

〈覆土堆積と出土遺物〉 覆土は、カマド付近でカマド崩壊土が認められる以外は、上下2層からなる埋土が主体

となっている。壁際での壁崩壊士、 2層堆積後の窪みにさらに 1層が堆積したと考えられるような、自然な落ち

込みが 1・2層間に見られるため、自然堆積層による埋没と考えている。出土遺物状況は、 P4.P3ラインから

壁までの問と、 P2から壁とカマドの聞に出土の集中が認められる。北壁際のカマド右手際にて、下層から完形

の杯Hが出土している。要するに、竪穴外空間をも建物空間として使用した可能性があるものと考えられる。出

@ 
d 
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第E寧 今回報告区域検出遺構

土遺物の時期については、掘方から出土する杯H身が I1古期に相当する他、床張り付きで覆土から出土するも

のの殆どが I1期に位置づけされるものである。出土遺物は総数で、須恵器食膳具 24点、須恵器貯蔵具 23点、

土師器食膳具 45点、土師器煮炊具 443点、石製品 2点、製塩土器片8点が出土する。この他、匝鉢の土製品が

計9点、中世土師器食膳具8点も出土するが、混入したものであろう 。

〈床の状況と床被熱・掘方〉 貼床は、ほぼ全面に施されている。貼床土は、地山土である褐色土を主体に黒褐色

土が混在する土であり、特に 4本主柱で因われた区域に認められ、 4本主柱から壁に向かう区域では、貼床土の

黒褐色土の割合が比較的高い。この 4本主柱で因われた区域での床硬化は著しい。なお、西壁の極一部には地山

土が認められる。床は、平坦を呈しているものの、北壁から南壁にかけて緩やかな傾斜を示しており、高低差は

10 cm程で、南壁側が低くなっている。床中央には、炉が大小2カ所に連続して認められ、大きな方は掘立柱建

物柱穴に切られており、規模は長径 54cm短径が残存 33cm、小さな方は径 20cmで、両者とも貼床が被熱してい

るものである。床下には、 P2から壁の聞に、不整形の土坑が検出されている。これは、掘方土坑とは言い難い

浅い土坑状の窪みであり、埋土も貼床層と同層である。掘方の底面が窪んだものであろう 。

3. SI115 

〈立地 ・規模・形態) G区中央で中央付近 SIl14の西側、ゆ 37・38Grに位置する。削平の影響を受け、南側壁

が確認できない程、床も削られてしまっている竪穴建物である。但し、深い掘方をもっため、竪穴規模を復元す

ることは十分可能で、あり、ほほ正方形を呈していたものと思われる。竪穴規模は、推定 390-430 x 360 -400 

cmを測り、面積は 15.58rriになるものと思われ、いずれにせよ小型タイプである。壁ラインは、うねるようなラ

インをもっ東壁の他は、ほほ直線を呈する。壁高は残存で最大 10cmを測り、主柱は検出されず、カマドは北壁・

東壁隅に造り付けられている。主軸は N-50 -E。

〈カマド〉 カマドは、北壁と東壁の交差する壁隅に造り付けられる コーナーカマドである。削平の影響と他ピ ッ

トに切られていることもあり、その上ソデは廃絶時に破壊されたとみえ、ソデ基底部が部分的に残る程度である。

壁隅の対角線上に焚口が設けられるタイプで、ソデがハの字に配置され焚口が聞き気味、奥へ行くに従い窄まる

形状をもつものと思われる。規模は縦長 77c皿、横幅 65-80 cmを測り、焚口幅は推定内寸が 35-40cm、ソデ

厚は残存で 15-25 cmを測る。床面は、焚口から奥壁に至る中程までの範囲で焼土や炭が多く、内部は平坦を呈

し、奥壁で若干の段をもっ。カマド貼床は、竪穴貼床と同時に施されたと考えられ、竪穴貼床同様に深い掘方が

認められる。

〈覆土堆積と遺物出土〉 覆土は、壁際で埋土に地山褐色土がやや多く含有する壁崩壊土と考えられる堆積が認め

られる他は、黒褐色土に微量の地山褐色土が含まれる単層で、削平のため基本的に薄い。出土遺物の状況は、検

出された床範囲から土器細片が出土し、カマド左付近に集中が認められる。また、掘方から出土する土器細片は

多く、鉄浮の出土が目立つ。出土遺物は総数で、須恵器食膳具 39点、須恵器貯蔵具 27点、土師器食膳具 17点、

土師器煮炊具 220点、石製品 2点、中世土師器食膳具3点である。なお、須恵、器食膳具には、内底摩耗痕・油痕

をもつものが5点出土している。時期は、 NI-N2古期が主体である。

〈床の状況と床被熱・掘方〉 検出された全ての床には、貼床が施されている。貼床は、全体が黒褐色土ベースで

あり、床土そのものは覆土層とそう変わらないもので、覆土よりもやや締まりをもっ程度の堅さといったもので

ある。床面は基本として平坦であったものと考えているが、北壁際では若干の窪み、中央付近には凸状の出っ張

りが認められる。また、カマドから西壁と南壁の接点に向かつて、床面が低くなっており、カマ ド手前の床高さ

よりも 10cm下がっている。なお、平面図において、壁際付近では地山褐色土がベースとなる箇所をもつが、床

そのものが破壊されている箇所でもあるため、掘方土として扱うべきものである。よって、基本的には a層が貼

床となる。この貼床は基本的に非常に厚いものである。但し、厚さに均一性がなく、最も薄い部分で4cm、最も

厚い部分で 24cmを測るものである。更に下層に掘方土が認められるが、貼床と同厚以内で、貼床を含む掘方の

深さは 12-26 cmを測る。掘方には、明確な掘方土坑は検出されておらず、掘方底面が凸凹で、不整形の窪みを

呈しており、出土遺物は多い。

4. SI116 

〈立地・規模・形態) G地区東寄り、 SIl12とSIl14の聞に位置するもので、め 35Gr内にあたる。西側一帯が

土坑 SK365により切られているため、カマドの殆どと竪穴の半分近くを失っている。カマドは中央から西寄り
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(S=1I60) 

(SI115) 

平面図・断面図⑧ 
S 1 115彊 + ・綱方士 厨註

I層処褐色土 (7.5刊312)笹色地山土 (7.5Y応/8、以下地山

庫記全て)町中~大塊微量、炭化塊少量合省.

2層県褐色土 (75YR3I2)地山土の中~大域やや多〈、/11.化

塊やや多〈含有.

3膚黒褐色土 (7.5YR2I2) 地山土のや境やや多<.炭化塊や

や多く告:<;0

図NO.51

A' 

a周鼎褐色土 (7.5YR3/2) 地山土町中~大塊やや多〈、炭化

塊少量官有。蹄まりやや強.

b府県褐色土 (7.5YR3/2) 地山土の大塊多量.炭化物少量脅

有。締まり強。

c園地心土に2眉黒褐色土(7.5刊3/2)やや多由理入e

d層地山土に2眉晶褐色土(7.5刊3/2)少量混入.

e層 J醐色土 (7.5Yil3/2): 2層より暗度弘 (ピット土層)

f眉 12眉中に地山土大壇やや多め混入. (ピット土周)

他ピット
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S 1115カマド覆十・掴 方十周註

"曹黒褐色土 (7.5YR212) 地山土申中~大塊やや多め含有。炭化塊少量

官有，

2層県褐色土 (7.5YR2I2) 地山土中~大塊多量官有。炭化擁多量含有.

3層県褐色土 (7.5刊3/2) 焼土中~大塊多量音有.胆化塊多量含有。

4府県褐色土 (7.5YR2I2) 中~大塊の焼土。炭仕泊を多量官有.

5層地山土塊・焼土塊の中に.9眉鼎褐色土が少量混λ@炭化塊少量含有。

6層黒褐色土 (l0YR2/3) 地山土中塊少量合考'0焼土大塊少量含有.

7層帰褐色土 (7.5Y郎12) 地山土・焼土の中崎少量官有.炭化塊少量昔

有.

8層 地 山土に 12周土少量混入e

a層 黒 褐色土 (7.5Y問:12) 地山土中~大塊やや多め合有。

b眉 自民褐色土 (l0Yil3/2) 樫色土(5YR6/8)が少量含有。ソヂ構築土。

c層樫色土 (5YR6/8) 黒褐色土(10河3/2)少量含有。ソデ情築土.

d層保褐色土 (l0Yil3/2) 捜黄土(5YR6/3)多量含有.ソデ構築土.

e層 l1i.褐色土 (7.5YR3/2) 地山土町小~士塊多量、焼土中~大塊少量、

民化塊少量含有。

f眉 臨褐色土 (l0YR2/2) 含有物な lo
g層 伊て褐色土 (l0YR2/2) 地山土中~大塊やや多由、炭化塊多量官有.

h眉描褐色土 (7.5YR3I2) 焼土大塊が極多量含有。酷熱膚.

h府県羽色土 (7.5YR3/2) 焼土大塊が多E含有.

1唐風褐色土 (7.5Y悶:12)地山土の中~大塊多量含有0/11.化境多量官有.

j府暗暗褐色土 (5刊312) 焼土中塊やや多〈含有

k眉 褐 色土 (7.5YR4/6) 黒褐色土(75YR312)少量含有.

l眉拠褐色土 (7.5YR2/2) 地山土中塊少量含有。

m眉島裕色土 (7.5YR3/2) 縄色士(7.5YR4/6)が多量官有.焼土中~大塊

やや多め、炭化蝿やや多め含有.

掘方遺物出土状況平面図

(S=1I60) @ 

A' A 

8 1115カマド 平 面図トの十 偶

l 黒褐色土 (7.5YR3/2)(まわりの土よりやや明るめ) 地山土中~大塊含有。

焼土中塊少量含有.

2 熱補色土 (7.5YR3/2) 地山土 ・焼土中~大塊やや多め、炭化塊多量含有。

3 黒褐色土 (7.5刊3/2) 地山土・焼土中塊が少量、炭化塊少量含有。周りの

土に比べやや締まりが弱〈、硬化している感じがない.

4 ソヂの部分よりやや黒褐色土の混入が多L、.ソデ崩壊土と考えられる.

5 黒褐色土 σ5YR3/2) 地LiJ土中塊少量入焼土中~大塊やや多め、炭仕演や

や多め含有.

自 民褐色土 (7.5YR3/2) 地山土境混入は殆ど見られない。焼土中~特大の焼

土塊多量含有.

7 黒褐色土 (7.5Y略 2)地山土中塊やや多め含有.焼土大~特大塊多量合有。

最も熱を畳けていると思わ才L ここが被熱面と考えられる。

B 地山土に黒褐色土σ5YR3/2)がやや多め含有。焼土中~大塊やや多め含有。

粘土を貼った所と思われる.

9 黒褐色土 (7.5YR3/2):地山士大塊が多量含有.炭化塊やや多出合有。
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に造り付けられており、爆道を戸外に向かい長くもつタイプで、 SIl14と似た形状をもつものである。柱穴は竪

穴の四隅に位置するように配置される 4本主柱で、竪穴主軸は N-130 -w、SI114と同主軸にもつ。竪穴は隅丸

長方形状であり、規模は 380-408 x 470 x 480 cm、面積 18.72rrlと小型の部類に入る規模をもっ。なお、壁高

は30-38cmである。

〈柱穴) 4本主柱が屋内の竪穴四隅に位置しており、柱穴の規模は径40-60cm、深さ 20-26 cmで、ある。竪穴

建物の柱穴は深いものが多いことが特徴でもあるのだが、当竪穴は非常に浅い。当竪穴は、竪穴外へ延びる建物

空間が存在したと予想され、竪穴外で屋根を支える構造が、屋内での柱をこのように浅くても可能にしたのでは

ないかと予想している。但し、これは予想であって、屋外での柱穴は特定できず、検出されていない。さて、 4

本主柱では、 P3が外側に若干ずれているため、柱問寸法は、 P1. P2聞が370cm、P2.P3聞が 260cm、P3・P4

聞が 386cm、P4'P1聞が 276cmとなる。これらの柱は建物廃絶時に抜き取られており、 P2とP3においては建

物輸に対し左側、西方向へ柱を抜き取っている。なお、柱穴覆土では、 P4において地山土に入り込む形で柱下

底面と考えられる層が検出されており、柱を突き刺して根腐れをおこした可能性、若しくは偶々突き刺さった状

態であったが廃絶時に抜き取られた‘柱のあたり'と考えられるような層を検出している。いずれもこの層の径

は13-14cmで、ある。

〈カマド〉 カマドは、前述したように焚口を含め多くの部分が土坑により破壊されている状態だが、北壁中央か

らやや左寄りの位置に壁に直行して付設する。煙道が屋外にそのまま真っ直ぐに延びる、戸外直結煙道型カマド

である。カマドの規模は、縦長が残存外寸で 40cm、横長が残存外寸で 74cm、ソデ厚は 16-25 cmを測る。煙道

長は、壁から屋外へ向かい 65cm、煙道幅は外寸で 20-35cmを測る。焚口幅は、ソデから復元すると推定で 36

cmになるものと思われる。SI114に付設するカマドと非常によく似ているが、当カマドは規模を縮小させた印象

である。カマド内部は、竪穴壁際まで赤黒く被熱する状態であり、また右ソデ内面にも被熱層が認められる。焚

口手前が破壊されていることから考えてみても、本来はもっと手前まで焚口は延びていたと予想されるため、床

の殆どが被熱する位、非常に火の廻りがよかったものと考えられる。床は、屋外へ延びる煙道も含め、全面貼床

が施されており、貼床土にはカマドソデ土と同じ褐色粘土塊が貼られている。カマド内部では、焚口側から奥

へ向かい 15。傾斜を保ち、セクションポイント Cライン地点より奥は緩やかになる。残存するソデの状態から、

基底部からそでが上方へ直行して延びていたと考えられる。なお、建物貼床よりもこのカマドの貼床を先に構築

しており、ソデ土には粘土を主体に黒褐色土や暗褐色土を混ぜたものを使用 している。

〈床の状況と掘方・床被熱〉 床は、 SK365により失われている部分が多いが、残存部分から、 4本主柱を結ぶ

ライン内側一体に貼床を施し、外側つまり柱から壁までの空間は地山床としている。貼床部分は硬化面をもち、

特に中央付近では著しく硬化し、凸凹状を呈している。このような凸凹状が残るのは、建物廃絶後に直ぐに埋め

戻されたこ とによりパックされた状態を示すと考えられており、当竪穴も廃絶後に時間をおくことなく埋め戻さ

れた結果であろう。残存する床面は平坦で、貼床自体も 2-6cmと薄いものである。貼床土は、黄褐色粘土をベー

スにしており、中央は黄褐色粘土そのものに近い状態、周りには黄褐色粘土に4割灰褐色土が混在する土を使用

する。床の硬化面がカマドと相対する壁である南壁中央へやや延び気味となる箇所があるため、この南壁中央が

当竪穴の入口になる可能性がある。床面の中央から南東寄りで、床面被熱を 2カ所検出している。貼床が被熱す

る炉と考えられるものであり、 1つは、長径 28cm短径 22cm、もう 1つは長径 19cm短径 16cmの規模を測る。

竪穴東側のカマドから P2.P3を含む一帯にゆるりと折れ曲がるような大型の掘方土坑が検出されるが、これ

も非常に浅く最大深 5cmで、あり、掘方土坑というよりも、掘方の窪みと表現した方が的確ではないかと思われる

ものである。

〈覆土堆積・ 遺物出土〉 覆土は、黒褐色土 (lOYR3/2)をベースに、褐色土地山や黒褐色土塊の形状や含有率で

分層されているものである。3層 .4層は、地山褐色土が粒状で極多量に混在するものであり、壁崩壊土の可能性

が高い。1層 ・2層は、殆ど同一層でも差し支えない位の違いしかなく、一括で埋め戻しされた可能性が高い。

覆土からの出土遺物は、土坑に切られているためか全体として少なく疎らで、比較的上層からが多い。竪穴床面

から出土する遺物は僅少だが、北壁 ・西壁境で完形品が床直上で検出されている。床直上は、床面よりも若干浮

いた状態で検出されたものであり、屋外が棚として使用された可能性がもたれよう 。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具 179点、須恵器貯蔵具 49点、土師器食膳具 79点、土師器煮炊具 286点、石

21 
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(SI116) 

平面図・断面図 (S=1I60)
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l圃蝿褐色土(l0YR3/2) 褐色土小 ー中塊多量官有。黒色土中塊僅少含有。焼土中塊 ・炭化中境少量含有.
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8 1116カマド置十・掴 方+層住

l層操褐色土 (10YR3/1-2/2) にぷい褐色土仔 5YR5/4)，j嶋中壇

極多量(2働程]含有a 黒色土焼土中塊多め含有。

2層 県(褐J色土(lOY胞 2-2/1)にぷい褐色土中洩・小塊多め含有@

炭!it;j~~量含有.
3層晴掲色土(l0YR3/3) にぷい褐色土中塊を極多量(5!P鶴、焼

土中嶋多量含有.カマドソデ土崩唖土.

4層県褐色土(l0YR2/2) 稽褐色焼土仔 5YR3/田町中境多量含有.

にぷい褐色土中塊少量含有:0黒土且被県土.

5眉県褐色土 (l0YR3/2-2/2) にぷい褐色土中塊多量含有.焼土小

塊少量含有.竪穴置土.

自膚黒褐色土(lOYR3/2-3/1) にぷい褐色tj唱多量含有.焼刻、

塊少量含有.竪穴覆土.

7層黒褐色土 (l0YR2/2) にぷい褐色土A嶋中塊極多量(11劃穣)

含有.晶色土中塊少量、焼土中塊多め含有.

8層処褐色土(叩YR2/3) に品、褐色j:，j岨中塊、多め含有.鼎

色土中塩多め合宿.

9眉県縄色土(叩而2司 に品嶋色土中塊・ 4、塊多め告有.烈邑

土中塊少量、焼tj，塊少量含有.

a層鼎褐色土(l0YR2/白 黒色土中塊多め含有.1こ品崎色土中塊

多量含有.締まりあり.貼床土.

b眉黒褐色土(l0YR3/2-3/3)ベースに、褐色町ソデ粕土(7.5YR4/4)

中壇を岨多量(6曹耀)含街。締まり強い.

c層処褐色土 (l0YR2/2) 褐色結土中塊少量合有。締まりあり.

d膚黒褐色土(lOYR3/2) にぶい黄褐色土(lOY回/泊中塊を極多量

(5酬E副官有.焼土中塊少量含有。締まりあり.ソデ土下層土。

e層 黒色土(lOYR2/1-2/2) 庫県福色土(10而3/2)所々混在a 締まり

ある土.カマドペース土.

fll 褐色粘土 (7.5YR4/4) 暗褐色土(lOY問1/3)II酬が混在する.蹄

まり強〈硬質.カマドソデ土.

g層 黒褐色土(lOYR3/2) 黒色土中塊を多量含有.にぷい賀補色土

(l0YR5/4)中塊極多量(2曹紛混在。晴赤褐焼士(5YR3/2)町中塊

多量官有.極熱している.カマド貼床膚.

h層晶褐色土 (lOY悶:/2-3/3) にぶい費補色土粒少量含有.カマド

ソデペース土.

1層褐色油土 (7.5YR4/4) 黒褐色土(7.5YR3/2) 3曹毘在.締まり強

〈硬賞。カマド床土.

J周 恩褐色土 (7.5Y悶/2) にぷい政褐色土町中塊小塊極多量合

有(4割程).締まりあり.カマドペース土。

k眉馬絹色土(l0YR3/2) にぷい賀補色土のd、塊極多量(2轡躍昌吉

有.焼土中塊多め含有。締まりあり。カマド貼床土.

掘方平面図 (S=1I120) 
※番号は鍋方土坑No

. 省ぞ~"tpゅ

2層鯛位(1叩12) 鯛位(l0YR3/1)ところどころ大塊で混じる.褐刷、.中軸齢私酌l岨・阿川 | も勢r
が尿直で多量混払

3眉黒掲邑土(l0YR3/2) 褐色土粒が極多量(4層より少)、褐色tj、中塊多量含有。黒褐色土(lOY悶1/1)中壇多量含有. I も
4層線縄色土(l0YR3/2) 褐色土粒を極多量含有。褐色土小・中嶋多量官有.黒褐色土中嶋多め含有.

a層明褐色結土 (7.5YR5/6)の塊膚硬化している。灰褐色土(7.5而412)が縞状に混じる(11割程)，炭化粒少量含有.締ま

り強い.貼床風。

b層明褐芭粘土 (7.5YR5/6-5/4) 灰褐色土との混在土(明褐6 灰制4)，締まり強い。

c層 明褐色粘土 (7.5YR5/6) 黒褐色土(l0YR3/2)が4割混在。締まりあるが、硬化していない.貼床土層か。

d眉 県褐邑土(l0YR3/2-3/3) にぶい褐色土(7.5YR5/4)中塊を極多量(4曹l魁含有する.焼土中唱を多量含有。締まりな

〈、極的て軟賞。

e層 明椙色結土 (7.5YR5/6)の硬化大塊と黒褐色土(10河3/2)、灰補色土(7.5Y制/2)の混在土(明5 灰3 黒2)，焼土中

塊を含有。

f周 黒褐色土(lOYR3/2)ベースに、褐灰土(lOYR4/1)とにぷい縄色土(7.5YR5/4)中塊程在日制 褐灰4 にぷ褐3)，桟

穴掘方土.

8層灰貰褐色土(lOYR41:目黒褐色土(l0YR3/2)中塊・大塊が所々混弘にぷい褐色土中塊混弘街明方土.

@ 
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S I 117橿十・鍾方士周註

l眉鼎褐色土(lOY砲12) にぷ 、貰揖胞之(l0YR5/4)小塊多め、位多量官有。

炭河t中塊、焼土中塊少量含有.

2層黒褐色土(l0YR2/2) にぶい貰褐色土畑中塊多量、焼土中唱。陵地中埴

少量音布。やや輔まりあり.

3眉黒褐色土(l0YR2/1) にぷい賛同色土町小塊多め含有.極塀埋土.

4眉織褐色土(1000目黒色土(lOY隠/1)所々 混在。締まり有.1Il塀固め土?

5眉黒褐色土(l0YR2/2-3/2)にぷい貰褐色土小塩多臥炭化中塊少量含有.

6膚県揖色土(l0YR2/2-3/白にぷL噴褐色土中塊多量、黒色中境多め官有.

7周黒褐色土(10河2/2-3/2) にぷい賀補色土の中塊少量.焼土中塊多め合

有。カマ ドソデ崩埴土を含む.

8層線褐色土(10而2/2-31目 黒色土(l0YR2/1)中塊9量含有.にぷい貰褐

色むJ岨多め含有.

G' 

a層処褐色土(1000/2-2/2) 焼j:，)岨を少量含有.にぶい貰褐色土の小塊

多め含有.蹄まりやゃあり.貼床土.

b眉黒褐色土(1000/2-2/2) にぷい黄尚色土の中塊多め含有.焼土中塩

炭化中塊少量官有.姻方土杭のL

c眉黒縄色土(7.5YR3/2-1 0YR3/2) にぷい黄栴色土の中塊多量含有.焼土

中壇多札炭化中境多め含有.掘方土坑のお

dJl 晶褐色土σ5YR3!2)にぶい貰揖色土町中揖多量含有.焼土中塊多量合

有.炭化中壇少量官有.

e膚赤褐色土(5Y1M/8)と明器褐色土(5YR5/:田中境カマ ド葺口床植勲焼結.

f層黒褐色土(l0YR3/2-2/2l 焼土中塊多量昔有.にSい貰褐色土町中塊多

め含有.，111色土中境少量古有.蹄まりあり.貼床土.

g圃黒褐色土(l0YR3/2l 焼土中壇を多量含有.炭イt:-)嶋多め告有.にぷい

黄褐色土町小塊・中塊極多量(3聖地量〉含有.

h圃黒褐色土(lOY回12-3/1) にぷい黄褐色土町中塊を多量、黒色土中塊を

少量含有.

1周 黒褐色土(lOYR3/2-2/2) にぶい貰褐色土町小塊を多量官有。締まりあ

り、所々硬化する. 貼床土.

J眉 黒褐色土(l0YR2/2) 織色土中境多時、焼土中塊少量、にぷい貰褐色土

町中塊少量官有.締まりあり.

k眉黒褐色土(7.5Y回12-4/2)に五い貰褐色土中塊4割、鹿イV)岨少量含有.

11冒黒褐色土(10四3/2) にぷい策縄色土小境多量、焼土ノ'J"l多め含有.や

や蹄まりあり.貼床土.

m圃黒褐色土(l0YR3/2-2/2l にぷい賀補色土・鳳色土中壇少量昔有.

n層 県褐色土(7.5YR3I2lにぷい貰縄色町中塊3割程、黒色土中塊少量含有.

0圃 黒褐色土(l0YR3/2-3/1) 組砂層.にぷい黄褐色土ー焼土中塊少量含有.

p眉黒褐色土(l0YR2/2-3/1) 焼土中塊多曲、炭化ヰ場多的、にぷい黄褐邑

土のや壇少量全有.締まりあり.

q膚黒褐色土(l0YR3/2l焼土中塊多量、にぷい貰褐色士の中塊多め含有.

r眉黒褐色土(7.5YR3/2) にぷい黄褐色土中塊4曹躍、焼土中塊少量含有.

s眉暗褐色土(l0YR3/3l焼土中壇多め告有。炭化中塊多め含有.にぶい貰

縄色土町中塊極多量(2制担〉含有.

t層 黒褐色土(1000/2) にぷい黄禍色土の中壇少量含有。蹄まりあり.

u眉 褐色土(10河3/2) 焼土と炭化中・大塊多め含有.黒色土壇少量含有.

にぷい黄褐色土町中塊が極多量(3唖略目含有.
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第1節建物遺構

製品 9点、中世土師器食膳具 15点、中世陶磁器5点である。須恵器食膳具には、油痕 ・内底摩耗痕 ・墨痕をも

つものが 11点出土する。床に張り付いて出土する完形の杯H蓋が 11新期にあたり、この他覆土の下層や中上

層から出土する遺物の主体が 11期である。中世遺物が出土するが、混入したものなのだろう。

5. 51117 

〈立地・規模・形態) SIl16の南側に隣接する竪穴建物で、 G地区も・や 34Grに位置する。2基の土坑により

一部を消失し、上面削平により竪穴の南部分を削られているもので、壁支柱と壁周溝を伴う壁立式建物である。

竪穴規模は 410x 484 -500 cmを測り、面積は 20.l7rriと、小型タイプの竪穴となる。壁高は 12-25 cm残存し、

竪穴の平面プランは長方形、カマドは検出されず、被熱面のみが検出されている。主軸は N-1120 -E。

〈壁周溝 ・壁支柱〉 竪穴の南側区減一帯が削平されてはいるものの、壁周溝と壁支柱は床面より低いレベルにあ

るために残存していたものである。

壁周溝は上端幅が22-34 cm、深さ 16-20 cmを測り、壁際を全周 しておらず、北西壁と南西壁の一部分 13

C皿と 16cmに渡り途切れている状況である。壁周構内には、壁支柱が配置されているが、掘立柱建物のように柱

筋は全く通らないものであり、また柱問寸法も不揃いである。壁支柱は 1辺に 3本が配置され、計8本で構成さ

れており、支柱の規模は径 30-38cm、深さは 50-64cmを主体として最も浅いもので 30cmを測る。深さは、

Fラインにて旧地表に添った深さを呈し、 P8は浅い。これら以外は、同じような深さを呈している。P6.P7を

除く 6本分で柱圧痕が検出されており、径は 10-12 cmを主体に最大で 14cmで‘あった。

壁支柱の土層から、当建物廃絶時に基本的に抜き取って埋め戻しているものと考えられるが、 P2・P4・P6で

は、下底から 30-35cm地点で柱痕と思われる土層が認められ、これに被さるように上層に埋土が認められるた

め、これらの柱は根腐れをおこしたものか、途中で切られるかして残されたものではないかと思われる。また、

これらの柱の径は P2で10cm、P4で 12cm、P6で 10-12 cmで、あった。 この他のものは全て抜き取られており、

P7のみ‘柱のあたり'を確認することができる。この径が 10cmで、あった。また、 P3.P4・P7において柱穴下底

の地盤固めと考えられる締まりの強い層を検出している。

〈床の状況 ・カマド被熱 ・掘方〉

竪穴の南側区域一帯が削平されている関係で、カマドとなるソデなどの検出はされていないが、カマド被熱の

み南東壁・南壁境付近で検出されている状況であり、この規模は長径 50cm、短径 42cmを測る。被熱そのものは

貼床が焼けたものである。よって、カマド貼床は別に設えられず、カマド床と竪穴床が一帯に貼床されている。

カマドは壁に直行して付設されるタイプか、対角線上に焚口をもっコーナーカマドか、いずれかだろう。床は、

前述の削平関連で一部が消失するものの、復元が十分可能な状態であり、床そのものはフラットを呈して、全面

が黒褐色系を主体とする貼床である。貼床土は、2-6cmの薄いもので、床下には、南東壁端と東北壁端を除く

全ての区域で、ひしめくように配置する掘方土坑6基が検出されている。

〈覆土堆積 ・遺物出土〉 覆土では、 3層のような板塀埋土、 4層のような板塀を裏込めた掘方埋土とも言うべ

き層を、北壁側で良好な状態で検出している。この他、床のすぐ上面に 2層や5層などの層が認められ、 l層は

2層と非常によく似ており、同層でもよいものと判断可能であろう。2層や 5層においては、壁立式建物として

の壁の関連とも言えるのかもしれないが、その見極めに際し決定的となりうる根拠が見いだせないのである。よっ

て、恐らく一括で埋め戻されたものとするのが妥当かと考えている。出土遺物は、削平の少ない区域から満遍な

くどき細片が出土している。床に張り付いた状態で鉄浮が多い他、掘方埋土に混じって多く出土している。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具 181点、須恵器貯蔵具 49点、土師器食膳具 26点、土師器煮炊具 461点、内

底摩耗 ・墨痕をもっ転用硯を含む土製品 2点、石製品 3点、中世土師器食膳具 87点、白磁境の中世陶磁器3点

である。この内、須恵器食膳具においては、内底摩耗痕 ・墨書・泊痕をもっ破片が 11点確認されている。時期

については、建物内出土で張り付きや床直上のものは少ないが、掘方出土のものがII2-II3期を示しており、

山建物もこの時期になるものと思われる。

6. 51118 

〈立地・規模・形態) H地区でも G地区 .F地区との境、む 32Grに位置するものである。中央に講状遺構

SD42、掘立柱建物の柱穴などに切られて部分的に破壊されている竪穴建物で、北東壁隅が外側へ出っ張る形を

とるため、全体として査な方形プランを呈す。規模は 340-360 x 310 -320 cmを測り、竪穴面積は 11.02rri、
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壁高は5cm未満と非常に浅いものの、南東壁隅にカマ ドを有している。なお、柱穴は検出されていない。当竪穴

の規模や無柱穴という状況から、掘立柱建物に付設する土問的性格のものと しても検討してみたが、唯一主軸の

揃う SB302は片廟建物であった。主軸は N-1600 -w。

〈カマド〉 カマドは、竪穴の南東壁際に造り付けられて、対角線上に焚口を設けたものである。壁高からみても

わかる ように、削平が著しい。よって、カマドそのものもソデは認められず、カマド基底土の痕跡と焚口被熱が

かろうじて残存している状況である。これらから、カマド規模は縦長 80cm、横長70cm程、焚口幅は内寸で 25

cm程度になろうと思われる。カマド内部の床土は、カマド構築のために貼られたものであり、焚口付近において

は竪穴貼床と同時並行にて構築したようである。なお、カマド焚口被熱は、吸炭し黒色化した地山被熱であり、

焼結して極めて固い。

〈床の状況と掘方 ・遺物出土〉 検出された床全面には貼床が施されており、貼床土は黒褐色土を主体ににぶい黄

褐色土が多量含有する、所調黒褐色系の貼床である。この貼床では、 5カ所の極狭い範囲にのみ硬化が認められ

るものの、 これら以外は軟質である。貼床の厚みは 6cm程で、平坦面を形成している。床下には中央に大型の掘

方土坑 l基が検出されている。床面より深さ 30cmを測り、底面をほぼ平坦にもつ、しっかりと掘り込まれた土

坑である。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具7点、須恵器貯蔵具2点、土師器煮炊具 17点、中世土師器食膳具1点である。

唯一カマド付近から出土する小型鍋が I期?と判断されるが、 他の煮炊具でH期やE期と判断されるものも出土

している。竪穴構造から時期を判断すれば、 皿期以降である 8世紀以降が妥当と思われる。
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第2項掘立柱建物

今回報告区域の対象となる掘立柱建物は、 SB246-259・263-276 . 280 -286 . 289 -302・321-325であ

る。この内、調査区が年度をまたがったことにより、欠番となったものは SB290・296-300である。この他に

も、やはり調査が年度をまたがったために、当初付した遺構番号で調査されたものが、新たな番号で調査された

ていた遺構へ吸収され欠番となったものがある。それは、 SB260・SB263・SB301で、 SB260はSB259へ吸収さ

れ欠番に、 SB263はSB265へ吸収されて欠番に、 SB301はSB259と一体の建物と判明して欠番となったのであ

る。よって、今回報告する掘立柱建物は 46棟となる。

今回報告する区域には、 G地区を中心にF地区.H地区の境にあたる位置で、建物密集が認められる。これは、

前固までの報告分である B地区 ・C地区を中心とした舌状のテラス面という地形の西南部末端に今回報告区域が

位置することによる。要するに、本遺跡の平場に極めて多くの遺構が認められ、今回区域はその西側末端となる。

今回報告区域から検出された掘立柱建物の基部構造を見てみると、側柱建物、片廟建物、図面廟建物、総柱建

物、そして、古代末頃から登場して中世へと繋がってゆく大型の総柱建物、床束建物と言ってもいいのかもしれ

ないが、要するに低床構造である総柱建物が検出されている。これら建物の検出数と割合は、側柱建物が23棟

で全体の 50%、次いで、高床の総柱建物が 11棟で 24%、低床の総柱建物が 10棟で 22%、片廟建物と四面廟建物

はそれぞれ 1棟ずつである。前回区域に比べ、さらに低床タイプの総柱建物が増えている状況である。

文中表記では、長軸側を桁、短軸側を梁と して、桁行×梁行として表示する。建物主軸については、桁行を主

軸と設定して、北からの角度を表示した。但し横向きに配置するものに関しては考えられる主軸を提示した。掘

立柱建物の各名称は、奈良文化財研究所 2003r古代の官衝遺跡 I遺構編』を参考にした。出土遺物については

出土量を破片数換算で数量とし、時期については田嶋明大氏の北陸古代土器編年で表記する。なお、遺構図内の

柱穴内のアミ点は柱圧痕を示す。

1. 58246 

F地区・ G地区の境、み ・む -34・35Gr、建物密集区北側に位置するものである。上層削平と SIl12との重

複により、 3本の柱を消失するが、 3間x2聞の側柱建物復元が十分可能で、建物規模は、桁行 6.8m、梁行 4.6

mを測り、建物面積 3l.28ばである。主軸は N-lO"ーE。柱穴掘方プランは円形を呈し、径 40cm主体で、深さは

12 -32 cm、基本として旧地表に添った深さをもつものと考えられるが、 P6のように突出した深さをもっ柱穴

もある。柱間寸法は、桁問 184-256 cm、梁聞は測定不能だが 230cm程になるものと予想される。柱筋の通りで

は、 P3・P5.P6が若干のずれをもつものの、通らないということはない。なお、柱は建物廃絶時に抜き取られ、

埋め戻されている。出土遺物は、須恵器食膳具 1点、土師器煮炊具3点で、時期はN-羽?期にあたる。

2. 58247 

G地区でF地区との境、む・め一 35・36Gr、建物密集区北側に位置する、低床の総柱建物である。建物規模は、

桁行 7.72m、梁行 5.4-5.6 m、3間x2聞で、面積は 42.46rriを測るが、南梁行が若干狭いために建物全体が

若干台形状を呈している。建物主軸は N_100
ーE。柱間寸法は、桁間 240-272 cm、梁間 280cmを測り、柱穴プ

ランは、円形、方形状、不整円形を呈す。径は 44cmを主体に 34-52 cm、深さは 24-64cmを測って、基本的

に旧地表に添っているものの中柱を深くするものが多く、総じて柱穴は小規模で深いものである。柱筋の通りは、

桁行・梁行とも概ね良好で、中柱である P5・P8も碁盤目状の柱筋に通って配置されている。覆土層から柱の地

盤固め土と考えられるような埋土がP4・P8・P9に認められ、また柱は建物廃絶時に抜き取られている。なお、

柱穴際に小ピットが検出されているものがあり、添柱が存在した可能性をもっ。出土遺物は、須恵器食膳具6点、

須恵器貯蔵具3点、土師器煮炊具4点、中世の土師器食膳具9点である。

3. 58248 

F地区と G地区の境である、み・む 35Grの、建物密集区北側に位置し、削平により建物北側を大きく消失す

る側柱建物である。桁行残存 3.6m、梁行 5.2m、推定で 3間x2間若しくは 4問x2聞になるものと思われ、

推定面積は 30rri前後になるものと考えられる。建物主軸は、 N-150 -Eをとる。柱穴掘方プランは基本として円

形を呈すが、西桁行側で方形状のプランも認められることから、本来は方形掘方プランであった可能性をもっ。

柱穴規模は、径 28-68cmを測るものの、西桁行側が削平のため径が小さく、 64-68cmを主体としてよいだろう。

深さは 24cmと一定を示し、段掘されるものもある。また、深さは旧地表に添ったものとなっている。 柱間寸法
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は、桁間 160-200 c血、梁間 260cmを測る。柱筋の通りは良好で、あり、柱は建物廃絶時に抜き取られ埋め戻され

ている。出土遺物は、須恵器食膳具2点、土師器煮炊具3点であり、時期はV期?にあたる。

4. S8249 

建物規模が、桁行 7.8-8.4 m、梁行 4.4-4.8 m、面積 37.26rrlを測る、 4間x2問、低床の総柱建物である。

G地区 .F地区の境、む 33・34Gr、建物密集区の中央東側に位置する。桁行・梁行す法が統ーされていないた

め、全体的にひしゃげた建物プランとなっており、建物主軸は N_80 -Eをとる。柱問寸法は、桁間 2.12m .2.16 

m、梁間 2.12-2.68 mを測る。柱穴掘方プランは、円形、方形状、長方形で、柱穴規模は径40cmを主体として

48cmまで測り、深さは 24-48cmを測る。柱筋の通りは、 P9が外側に若干ずれるものの桁行・梁行とも概ね良

好で、掘方配置は、方形 ・長方形プランをもっ P2・P4が斜めに配置されている。土層断面から、柱は廃絶時に

抜き取られ埋め戻されている。出土遺物は、須恵器食膳具2点、須恵、器貯蔵具2点、土師器煮炊具 11点、中世

土師器食膳具4点である。

5. S8250 

建物規模が、桁行 13・13.48m、梁行8・8.2m、建物面積 107.24r討を測る、 5問x3聞の低床の総柱建物である。

この建物は、当報告区域の建物密集区の北西中央に位置、も 35-37・や36・め34・35Grにあたる。柱間寸法は、

桁間 200-320 cm、梁間 260-312 cmを測り、建物主軸は N-lOr -Eもしくは N-W -Eになるものと考えられ

る。柱穴は、円形や楕円形を基本とし、一部に方形状も認められる。柱穴の規模は、径が40-48cm主体、深さ

44 -52 cm主体で最も浅いもので 12cmである。また、柱穴には底面が窪むものが多い。柱は、廃絶時に抜き取

られて埋め戻されているが、・柱のあたり'は確認でき、その径は 20cm程で、ある。柱穴には小ピットが接して検

出されているものがあり、添柱をもっていた可能性がある。深さについては、基本として旧地表に添ったものが

殆どだが、四隅を深めにもつものや、中柱を深くするものもある。当建物は、東側半分の柱の並びが悪く、建物

全体が歪になる。しかし、西側半分は柱間寸法も統一されていることから、建物の東側と西側では様相ががらり

と違っている。よって、東半分側の柱筋の通りは悪く、西側半分の柱筋の通りは良好である。ちなみに、西半分

にあたる P11から P22では桁行側の柱間寸法は 280cm、梁行側に柱問寸法は 260cm・280cmで、あった。出土遺物

は、須恵器食膳具 30点(内面底部に摩耗痕跡5点含む)、須恵器貯蔵具6点、土師器食膳具 1点、土師器煮炊具

34点、土製品 1点、石製品 3点が古代遺物であり、時期はm-v期にあたる。この他、中世土師器食膳具 27点

が出土する。

6. S8251 

G地区め 35、め・も 36Gr、建物密集区北側に位置する総柱建物である。建物規模は、桁行 5.4-5.6 m、梁行

5.12 -5.4 mの2間x2問、面積は 28.93rrlを測り、 N-170 -Eに建物主軸をとり、全体的に建物プランが若干歪

む。柱間寸法は、桁間 272-292 cm、梁間 240-272 cmを測り、掘方柱穴プランは、円形、長方形状、精円形を

呈し、柱穴規模は、径44cmを主体に最大で、 72c皿、深さは 36cmを測る。建物廃絶時に柱は抜き取られているが、

・柱のあたり'がみられ、この径が 20cm程であった。また、柱穴底面には、底面が若干窪む状態で柱圧痕が検出

されており、この径が 16-22 cmで、 22cmに近いものが多く主体になるものと思われる。柱筋の通りは良好だが、

こtれは建物が歪んだ状態、隅柱が直行しない状態での通りであり、隅柱を直角に保てば柱筋は通らなくなる。なお、

深さについては、旧地表に添ったものとなっている。出土遺物は、須恵器食膳具7点、須恵、器貯蔵具3点、土師

器煮炊具3点、中世土師器食膳具 13点である。

7. S8252 

建物規模が、桁行 7.2-7.8 m、梁行 4.2-4.72 m、建物全体が酷く査んでおり、 P1が大きく飛び出す形状の

側柱建物ある。3(4)間x2問、面積 33.45rrl、建物主軸は N-170 -Eo G地区む・め -34・35Gr、建物密集区

域の北側に位置する。SK355土坑や S1116竪穴建物とも重複するため、西側桁行の柱穴が多く消失する状態であ

り、 P1も本来 SK355に収まる形で位置していた可能性は否めない。柱問寸法は、桁間 200-252 cm、梁間 180

-300cmで、ある。P2-7の掘方プランは、良好な状態で方形を呈す。径は 52cmが主体、深さは 40cm主体、 P2

-6では柱庄痕が認められ、この径が最大 20cmである。柱は、建物廃絶時に西方向へ抜き取られたようである。

なお、土層断面にて‘柱のあたり'が確認でき、この径は 15-20 cmであった。柱筋の通りは不良で、桁行では

西側の P4が内側に、梁行では P2が内側にずれるが、前述したように P1位置によって柱筋は通ることとなる。
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第H章 今回報告区域検出遺構

また、掘方配置については、建物の主軸に添って配置するもののあれば、 P4のように斜めに配置されているも

のもあり、統一感は弱い。なお、この建物は SB253と同位置で、 SB253を切って建てられていることが土層断

面で確認されているが、出土遺物の時期は逆である。出土遺物は、須恵器食膳具5点、須恵器貯蔵具4点、土師

器煮炊具 18点で、時期は II2期を主体としている。この他、中世土師器食膳具6点が出土している。

8. S8253 

SB252と同位置に建てられた 3間x3 (2)聞の建物で、規模は、桁行 7.6-7.8 m、梁行 5.2-5.76 m、建物

面積 42.2rrio P7が検出されていることから棟持柱建物の可能性をもつものの、建物プランは台形状をなし、そ

の上 P7が棟持柱としては柱穴が浅いことから、棟持柱建物として成立するか疑問をもっところである。建物主

軸は N_220 -E。柱問寸法は、桁問 232-312 cm、南梁間 172cm、北梁間 300・350cm、掘方は円形を呈し、径

52 -60 cm、深さ 29-60cm、断面形状は柱位置が一段深くなる段掘のものが多い。深さは基本として旧地表に

添いながら、隅柱が深くなる。柱筋の通りでは、桁行は悪く、梁行は良い。なお、廃絶時に柱は抜かれ埋め戻さ

れている。出土遺物は、須恵器食膳具 11点、須恵器貯蔵具4点、土師器食膳具5点、土師器煮炊具 16点で、古

代V期を主体にVI期までものもが認められる。この他、中世陶磁器である白磁小皿 1点、石製品 1点が出土する。

9. S8254 

建物規模が、桁行 8.52-8.8 m梁行.4.日 -4.72mで、面積 38.45rri、3問x2聞の低床タイプと考えられる総

柱建物である。但し、 P5やP8の配置からみてもわかるように、締麗な碁盤目状に配置されていないため、側柱

建物の可能性も否定できない。柱間寸法も同じとなるものが1カ所もなく、 P10位置以外は、角で桁行 ・梁行が

直行しないため、建物自体が大きく査んでおり、建物とするには疑問をもっところである。しかし、現地調査で、

柱穴が小規模とはいえしっかりしており、結局建物として判断したものである。簡易な構造の建物なのであろう。

建物密集区域の北西にあたる、 G地区め ・も-37・38Grに位置し、建物主軸は N-160 -Eをとる。柱閉す法は、

桁間 220-360 cm、梁間 172-260 cmを測る。掘方プランは円形を呈し、柱穴規模は径が40cmを主体に最小で、

28 cm、最大で 54cm、深さは 20-36cmを測る。深さについては、西桁行のみ旧地表に添うが、この他は旧地表

に基本的に添いながらも、中柱が深いものや浅いものが見られる。柱筋の通りは、西桁行と南梁行は良好である

ものの、北梁行の P5東桁行の P9がずれており、柱筋が通らない。建物廃絶時に柱は抜き取られ、掘方埋土が

若干残る状態で埋め戻されている。出土遺物は、須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具5点、土師器煮炊具9点、中

世土師器食膳具9点、石製品 3点が出土する。

10. S8255 

遺構密集区域の中央、 G地区際でH地区との境、む・め 34Grに位置する。建物規模が、桁行 4.04m梁行4.32

mを測り、面積 17.45rri、2間x2問で、束柱を 2本もつ総柱建物である。建物主軸は N-230 -E。柱間寸法は、

桁間 200・204cm、梁間 212・220cmを測り、柱穴プランは方形を呈す。柱穴は、径 72-76cmを主体に最大で、

86 cm、深さ 60-80cmで、旧地表に若干添い、四隅が深めで非常にしっかりと掘り込まれたものである。柱穴底

面には、若干の窪みをもつものが認められ、柱圧痕を全ての柱穴で検出、この径は 30cm程で、ある。柱筋の通り

は概ね良好であるが、 P7のみ 1本分外側へ飛び、出すように配置される。方形プランの外側や内側ラインに縄張

りをした可能性をもっ柱穴は P2とP3、P7とP8であり、方形ラインが揃うものの、この数本のみに限られている。

しかし、総じでかなりの計画性をもって建てられた建物なのだろう。なお、廃絶時に柱は抜き取られている。出

土遺物は、須恵器食膳具7点、須恵器貯蔵具3点、土師器食膳具4点、土師器煮炊具 64点で、時期はV2-羽

期に位置づけされる。この他に、中世土師器食膳具5点、石製品 3点でが出土している。

11. S8256 

建物規模が、桁行 6.2m梁行 5.2-5.8 mで、建物面積 34.1rri、2間x2聞の低床の総柱建物である。遺構密集

区域の北西端、 G地区め ・も-36・37Grに位置する。主軸は N-150
ーEで、柱関寸法は、桁間 240・300・320

cm、梁間 280・300cmを測り、南桁行が狭いために台形状の建物プランとなっている。これは、南梁行の P7'P8 

聞のみの柱問寸法が極端に狭いためで、 P8がこの建物に伴わないという可能性がよぎるが、現地調査で他に良

好な柱穴はなかったため、伴うものと判断された。また、この P8の大きなずれにより、東桁行の柱筋は通らない。

柱穴プランは円形を呈し、径 34-48cm、深さは 24cmを主体に最大で 40cm、最小 12cmを測り、建物廃絶時に、

柱は抜き取られている。柱筋の通りでは、桁行は通りが悪く、梁行は良好であり、出土遺物はない。

33 



第 1節建物遺構

，-・、 ーーーー，
ー' ‘ーーー----ーー

l
l
f
l」

⑥ j
ム
W
W同

/

O同

1
0陀

A 

~-

34 

。

。
(l!lω) 

(SB256) 

2m 

第 24図掘立柱建物遺構図6 (SB256・SB258)

JP 
_@  P6 



第E章今回報告区域検出遺構

12. S8257 

建物規模が、桁行 5.2-5.4 m、梁行 4.0mを測り、建物面積 21.2rrl、3間x2聞の側柱建物である。建物密

集区域の北西端、 G地区め 35・36Grに位置し、建物主軸 N_90 -w、南梁行が若干歪な建物プランをもっ。柱閉

す法は、桁間 148-200 cm、梁間 160-208 cmで、柱問寸法が一致する箇所はない。柱穴掘方プランは円形を呈し、

径28-40cm、深さは 36cmを主体とする。四隅を深く掘り込むタイプで、柱穴は規模が小さく細長いものである。

柱筋の通りは、東桁行の P4が外側に飛び出るため、通りは悪いものの、この他は良好である。出土遺物は須恵

器食膳具 1点、土師器煮炊具4点、石製品 1点で、時期はN2期と位置づけされる。

13. S8258 

建物規模が、桁行 4.4-4.8 m梁行 4.8-4.96 mを測り、面積 22.82rrl、2間x2聞の総柱建物である。遺構密

集区域の中央、 G地区め・も-33・34Grに位置し、土坑等数多くの遺構と重複する。どの隅も、桁行 ・梁行が

直行せず、かなりひしゃげたプランとなっており、これで総柱建物として成立するのか疑問が残るところである。

しかし、数多くの遺構と重複するにもかかわらず、しっかりと掘り込まれた良好な柱穴と言える。

建物主軸は N-200 -Eをとり、柱間寸法は、西桁聞が 180・260cm、東桁聞が240cm、梁間 220-260cmを測る。

柱穴掘方プランは円形・椅円形で、添柱と思われる小ピットが検出されている。柱穴規模は、重複のため径その

ものは小さいものが多く、径40-60cmが主体になるものと考えられ、深さは 32-60 cmを測って、基本として

旧地表に添ったものとなっている。また、桁行側は中柱が浅い。柱圧痕が検出されており 、その径は 10-32cm 

を測る。廃絶時に掘方埋土が残る状態で柱は抜き取られているが、抜き取り方向はランダムで、また、掘方埋土

は黒褐色土ベースである。柱筋の通りは、南梁行 P9が外側にずれるため悪いものの、他は良好で、ある。但し、

隅を直行させようとすると桁行 ・梁行とも柱筋は全く通らない。出土遺物は、須恵器食膳具2点、土師器煮炊具

7点で、時期はW期頃にあたるか。この他に、中世土師器食膳具6点、石製品 3点が出土する。

14. S8259 

四面廟建物である。身舎の規模が桁行 4.92-5.2 m梁行 3.8mの3間x3聞に、四面の廟が取り付くもので、

賄を含めた規模は、桁行 9.0m梁行 7.8m、6間x5聞である。建物面積は、身舎部分のみで 19.23rrl、府を含

めた建物全体で 70.2ばである。建物主軸を N_60 -wにとる横配置の建物である。遺構番号について、側柱を

SB259、入側柱を SB301として現地調査しており、ここでは一体のものとして報告する。

身舎は、東梁行が桁行と直行しないため、やや歪んだプランを呈している。身舎の主軸は N_50 -wを測るよ

うに、身舎と廟には僅かながら軸にぶれがあり、身舎である入側柱と廟である側柱の寸法が、北梁行側と南梁行

側で僅かに違いが生じている。北桁行側の、入側柱と側柱間の寸法は、東側で 216cm、西側で 208cmで、あり、南

桁行側では東側で 200cm、西側で 212cmを測る。とはいうものの、以上のことは非常に厳格に捉えた数値であり、

入側柱と側柱の両者の配置においては、殆ど同じ軸上で、合っているということができる。また、府である側柱の

配置は、身舎の柱筋の延長線上に位置しない身舎非一体型となっている。

柱穴掘方のプランだが、方形を主体に円形状、入側柱では不整円形も認められるものの、本来は全て方形だ、っ

たものと考えられる。柱穴の規模は、入側柱が径 72-88cmを主体に最大 112cm、深さは 24-52 cmを測る。側

柱では径 72-76 cmを主体に、 64-88cmを測り、深さは 32-40cmを主体に最大 56cmを測る。身舎部分の柱

穴規模の方が大きい。また、柱穴の深さは、基本的に旧地表に添ったものとなっているが、入側柱 P6は深くなり、

側柱の P16とP21・P22は浅い。

入側柱の柱間寸法は、桁間 120-220 cm、梁間 100・120・140cmを測り、桁問寸法は全て異なっている。これ

に対し側柱での柱間寸法は、桁聞が 140cmもしくは 160cm、梁聞が 140・160・180cmを測る。南梁間の l区間の

みが 180cmである以外は、 140cmか 160cmに寸法が統ーされている。

柱穴内には、柱圧痕が多く検出されている。その径は、入側柱で 14-22 cm、側柱で 14-30cmを測るように、

意外と値に差があるものの、入側柱で 20-22 cm主体、側柱で 24-30cmが主体であったものと考えられ、他は

痕跡の一部が検出されたものであろうと思われる。柱穴底面には窪みが多く認められ、柱筋の通りは、入側柱が

東梁行での通りが悪いものの、他は良好である。側柱においては全て良好な通りとなっている。

柱穴掘方の並びについて、入側柱・側柱とも縄張りしたような掘方外側の軸上の統一感はみられない。側柱は、

建物主軸上に添うように掘方が配置されているものの、若干斜めに配置されているものもある。入側柱に至って
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は、方形プランが斜めに配置されるものが多く、方形を意識して掘り込んだだけのものと考えられる。土層断面

から、入側柱埋土・側柱埋土ともに類似土や一部掘方土が残る状態の埋め戻し土を確認しているが、‘柱のあた

り'は検出されていない。出土遺物は、須恵器食膳具9点、須恵器貯蔵具3点、土師器食膳具2点、 土師器煮炊

具 23点であり、時期はV2-VI2期に位置づけされる。この他、中世土師器食膳具5点が出土する。なお、入

側柱の SB301柱穴は SB302に切られているのだが、出土遺物時期は逆となっている。

15. 88264 

建物規模が、桁行 6.0m梁行 4.52m、面積 27.12ni、4間x3聞の側柱建物である。遺構密集区域の南側、 G

地区や 33・34、ほ 33Grに位置する。柱問寸法は、桁間 140-168 cm梁間 120-180 cm、建物主軸は N-280 -E 

をとる。柱穴は、円形 ・方形・長方形 ・楕円形と様々なプランをもち、径は 56-60cm主体、深さは 44-56cm 

を測り、基本的に旧地表に添う、四隅を深めの掘り込むタイプである。柱筋の通りは、 Pllが完全に I本分飛び

出して配置されるが、概ね良好で、ある。建物廃絶時に柱は抜き取られており、方向はランダムである。出土遺物

は、須恵器食膳具7点、須恵器貯蔵具5点、土師器食膳具8点、土師器煮炊具 42点で、時期はN2期頃とされる。

16. 88265 

建物規模が、桁行 4.4m梁行 3.2m、面積 14.08ni、2間x2問の総柱建物である。遺構密集区域の中央南側

寄り 、G地区も・や-33・34Grに位置する。柱間寸法は、桁問 2∞.220・240c皿梁間 152・172cmを測り、主

軸は N-700 -w若しくは N-200 -Eをとる。柱穴は、遺構重複により円形・方形・不整楕円形と様々なプランを

もっ。柱穴規模は、径が60-68cmを主体に最大で、 76cm最小 44cmを測り、深さは 56-80 cmを測る。深さにつ

いては、北から南へ向かい次第に深くなっており、旧地表に添った深さをもっ。なお、しっかり掘り込まれたも

のが多いものの P6のように細長いものもみられる。柱筋の通りは、 P7が外側に飛び出すが、これ以外は良好で

ある。出土遺物は、須恵器食膳具3点、須恵、器貯蔵具 1点、 土師器食膳具 1点、 土師器煮炊具8点、中世土師器

食膳具2点、石製品 3点であり、時期はE期頃と位置づけされる。

17. 88266 

建物規模が、桁行 4.6m梁行 4.0m、面積 18.4ni、2問x2問、内部に束柱を 2本もつ倉庫状建物と考えられ

るものである。遺構密集区域の中央南側寄り、 G地区も 33Grに位置する。建物主軸は N・17" -E。柱間寸法は、

桁問が220・240cm、梁聞は 2∞cmと統一感をもち、柱穴掘方プランは方形を主体に円形も認められるが、これ

は本来方形だ‘った可能性が高い。径は 88cm主体で最大 90cm、深さは 60-68cmが主体で、旧地表に若干添う深

さをもっとともに、どの柱穴もほぼ等しい深さを保つように掘り込まれている。柱圧痕が検出されており、この

径は 20-32 cm、柱位置底面の窪むものが多い。また、 土層断面から、廃絶時に柱は抜き取られており、掘方埋

土がそのまま残りつつ柱のあたり'が認められ、径は Plが25cm、P5は30-35cm、PI0は25-27cmで、あった。

柱筋の通りは、 P5が内側に、 P8が外側にずれて柱中央を通らないが、概ね良好で、ある。また、掘方配置では側

ラインが揃うところもないため、縄張りはされておらず、方形を意識しただけに留まったと思われる。なお、こ

の建物の北に SB255、南に SB321と3棟の総柱建物が並び、出土遺物の主体時期に違いはあるものの、同時期

のものが確認されている。出土遺物は、須恵器食膳具 16点、須恵器貯蔵具6点、土師器食膳具6点、土師器煮

炊具 16点、中世土師器食膳具2点であり、時期はNl期主体と V2-VIl期に相当する。

18. 88267 

建物密集区域の東側、 F.G'H地区の境である、む 31-33・め 32・み32Grに位置する建物で、桁行 5.6-6.0 m、

梁行 4.52-4.6 mを測る、 4問x2問、面積 26.45ぱの側柱建物で、ある。北梁行の隅柱が両方とも直行しないため、

やや台形状の建物プランとなる。主軸を N-160 -Eにとり、柱穴掘方プランは円形や方形を呈し、底面は窪みを

もつものが多い。柱間寸法は、桁間 120-184 cm、梁間 180-280 c皿を測る。柱穴規模は、径 60-72cmを主体

に最大 80cm最小 36cm、深さは 28-40cmが主体だが、 P7のみ深さ 64cmと、この柱穴のみ細長く異質な感をも

っ。深さについては北梁行と東桁行が旧地表に添う 。柱筋の通りは、北梁行以外悪く、歪みの原因でもある北梁

行のみが柱筋の通りが良い。なお、柱穴底面には柱圧痕が検出されており、 16-24 cmを測るものの 16-20 cm 

が主体である。この建物軸にあった状態で SIl18がこの建物プランに収まる形となっており、出土遺物の時期に

も共通があるため、関連をもっ可能性があろうか。出土遺物は、須恵器食膳具9点、須恵器貯蔵具2点、土師器

煮炊具2点であり、中世土師器食膳具7点であり、時期は II3期主体と N-V期に相当する。
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19. 88268 

建物密集区域南側、 G地区と H地区の境、や・ゆ 34、ゆ 33Grに位置、桁行 5.2~ 5.4 m、梁行 4.88~ 5.88 

mを測る、 2間x2問、面積 28.51rrlの建物である。P9がかなり外側に広がって配置するため、東桁行が大き

く査む建物プランであり、総柱建物として機能するのか疑問が残るが、現地調査にて良好な柱穴が検出され、現

地で建物と判断したもの。ただし、総柱建物ではなく、中央の柱穴は無関係で、小屋的な建物であった可能性も

あるだろう。建物主軸は N-180 -E。柱間寸法は、東桁閑 232・312c皿、西桁間 260cm、梁聞は 240~ 268 cmを

測る 。 柱穴は、円形・不整円形 ・ 楕円形を呈し、内面に段掘をもつものがある。 径は 40~48 cm主体で、深さは

24 ~ 28cmを主体に最小 16cmを測る。柱圧痕が検出されており、この径が8~ 12 cmである。柱筋の通りは悪く、

廃絶時に柱は抜き取られたと考えられる埋土を示している。出土遺物は、須恵器貯蔵具 1点、土師器煮炊具 1点

のみ、時期判断は難しい。ただ、煮炊具はE期に相当する。

20. 88269 

建物密集区域の中央西端、 G地区や ・ゆ-35・36Grに位置、桁行 5.8~ 5.92 m梁行 4.68~ 5.28 m、4問x2

聞で面積 29.18ぱの側柱建物である。桁行と梁行が P8位置以外直行しないため、台形状のひしゃげたプランを

もっ。柱間寸法は、桁関は 88~ 288cmと柱間寸法が同じになるところはなく、梁間は 228~ 280 cmを測る。建

物主軸は、 N-30。ーEである。柱穴掘方プランは、円形や不整円形を呈し、全体に上層削平を受けて柱穴規模は

小さく浅いが、北桁行がまだ残存率がよく、この径が 36~40cm、深さ 20 cmを測る。なお、柱筋の通りは、東

梁行 ・北桁行のみ良好である。出土遺物は、須恵器食膳具 1点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具8点であり、

時期はNl期に位置づけられるものである。

21. 88270 

G地区中央西寄り、ら・り-38・39Grに位置、桁行 5.8m梁行 4.4mを測る、 3間x2間で面積 25.52rrlの側

柱建物である。建物主軸は、 N-4。 ・W。上層削平が顕著で、、 1本の柱穴を消失している。柱聞す法は、桁間 176

~ 208 cm、梁間 220cm、柱穴は円形を呈し、径 40 ~48cm を測り、 上層削平により浅いものが多いが、深さは

40cmが主体となるだろう。深さは基本的に旧地表に添った掘り込みをもつが、 P3のように突出して深く掘られ

ているものがある。検出されている柱圧痕の径は、 16~ 28 cmで、ある。また、柱筋の通りは、 P9のみ若干内側

にずれるが通らないことはなく、概ね良好で、ある。出土遺物は、須恵器食膳具 1点、土師器煮炊具6点であり、

時期はV期に位置づけされる。

22. 88271 

SB270と同位置で重複する側柱建物で、建物規模は、桁行 5.8m梁行3.8m、面積 22.54rrl、3問x2間である。

上層削平と土坑により 2本の柱穴を消失、柱関寸法は桁間 160~ 220 cm、梁間 180・208cmを測る。柱穴は円形

プランを呈し、径40cmを主体に、深さ 10~ 15 cmをmufJ ，削平の影響を色濃く残している。小規模で、簡易な建

物のように思われるが、柱間寸法など意外にしっかりしており、計画的に建てられたものと判断される。建物主

軸は N_60 -w。柱筋の通りは、桁行 ・梁行とも良好で、ある。出土遺物は、土師器煮炊具6点であり、これらは

V期にあたるものである。

23. 88272 

SB270・271の東側に隣接、 G地区よ・ら-37 ・ 38Gr に位置する側柱建物である 。 建物規模は桁行 5.6~6.0m 、

梁行 3.6mの3間x2問、面積 20.88rrlを測る。北梁行の Pl位置が南にずれているために、桁行 ・梁行が直行せ

ず、建物全体が台形状を呈すものの、柱筋の通りは良い。柱聞す法は、桁間 160~ 210 cm、梁間 168~ 188 cmで

ある。柱穴は円形プランで、規模は上層削平の影響で、径 30cm前後を測るものの本来 60cm程と思われる。深さ

は 8~20cmを測り、四隅がしっかり深く掘り込まれるタイプで、旧地表に添うものとなっている 。 なお、廃絶

時に柱は抜き取られている。建物主軸は N_OO -E。遺物は出土していない。

24. 88273 

3本の柱穴のみ検出されているが、 4本分として復元が十分可能である。建物規模が、桁行 2.08m梁行 2.2m 

で1問x1問のみ検出されたものであり、竪穴建物主柱穴の可能性があったものの、周囲からカマドの地山被熱

など検出されなかったこと、また竪穴柱穴にしては上層削平を受けたとしても径が小さく柱間も狭いため、断定

するに至らなかった。ただし、 SK361・362は掘方土坑の可能性もあるだろう。
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SB272に重複して、 G地区よ・ら 37Grに位置する。面積は 4.58ni、主軸は N_100 -E。柱穴プランは円形・

不整円形を呈し、形は 48~ 60cm主体で、深さは最大48cm、最小で 12cmを測る。土層断面には抜き取り埋土が

残るとともに掘方埋土も残存、‘柱のあたり'が確認でき、この径は 20cm程で、ある。また、柱穴底面には柱圧痕

が検出されており、この径は 14-20cmで、ある。柱筋の通りは良好で・ある。出土遺物は、須恵器貯蔵具 1点、土

師器食膳具2点、土師器煮炊具7点、石製品 1点が出土し、時期はIV期と判断される。

25. S8274 

建物の一部が調査区外に及ぶため、残存桁行 8.0m残存梁行 4.8m、残存4間×残存2聞が検出されているも

ので、低床タイプの総柱建物である。G地区南東端れ 37・38Grに位置、面積は残存で 38.4ni、建物主軸は N_20

-E。柱関寸法は、桁間 180・200・220cm、梁間 240cmである。柱穴プランは円形を呈し、径は 28-40cm、深

さ20~ 32 cmを測り旧地表に添う 。柱は抜き取られ埋め戻されるが、単層埋土をもっ・柱のあたり'が確認でき、

この径が 12・13cm、また、径 16-20 cmの柱圧痕が柱穴底面から検出されている。P10埋土の 1層からは小皿

が出土している。なお P8.P9は碁盤目状からずれて配置されているが、これら以外の柱筋の通りは良好である。

SB275と重複するが、 SB275を切って柱穴が掘り込まれているため、当建物が新しいと判断できる。出土遺物は、

須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具5点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具 15点、中世土師器食膳具 25点。

26. S8275 

SB274と同位置で検出されたものである。残存桁行 4.24m、残存梁行 2.0m、柱間寸法が似ていることから、

恐らく SB274と同じような基部構造をもっ建物と思われる。桁閉す法は 212cmで、建物主軸は N_30 -E。柱穴

は円形・不整形プランを呈し、径 32-40cm、深さ 32cmで一定値を保つ。P3以外の全ての柱穴底面に、柱圧痕

と思われる硬化が検出され、これも径 18cmと一定している。柱筋の通りは良く、廃絶時に柱は抜き取られ埋め

戻され、 SB274へ建て替えられた可能性が高い。出土遺物は、 土師器煮炊具3点、匝鉢破片 1点、中世土師器食

膳具5点であり、中世の建物と判断してよいだろう。

27. S8276 

SB274・SB275と同位置で検出されたもので、残存桁行 2.92m、残存梁行 2.12m、残存 3?関×残存 1聞の

側柱建物である。柱間寸法は、桁間 92~ 100 cm、梁間 212cmを測り、桁問寸法が極めて狭いため、全てを柱穴

としてよいのか疑問が残るところである。建物主軸は N_10 -E。柱穴掘方プランは円形・不整形を呈し、径 36cm、

深さ 11-42 cmを測る。柱抜き取り痕跡が土層断面から確認できるが、 1本のみ・柱のあたり'が認められ、こ

の径が20cmで、あった。柱筋の通りは良好である。出土遺物はなく、時期不詳である。

28. S8280 

G地区中央、も ・や 37・38Grに位置する。建物規模が、桁行 6.0m梁行 4.0-4.2 m、建物面積 25.2ni、4

間x3聞の側柱建物である。P1が外側に飛び出して配置されているために、北梁行が若干広がる建物プランを

もっ。柱間寸法は、桁問 140・160cm、梁間 120・140・160cmで、規則性がある。柱穴は方形・精円形プランで、

径は 60cmを主体に 46-72 cm、深さは 50cm主体に浅いものとして PlOの 8cmがある。柱は建物廃絶時に抜き

取られているが、抜き取り方向はランダムである。逆に設置は反時計四りに柱を掘っ立てている。柱筋の通りは、

西桁行以外は非常に良好である。建物主軸は N_OO -E。出土遺物は、須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具2点、土

師器食膳具5点、土師器煮炊具 36点であり、時期はIV2期を主体として、 I期と W期の 3時期に渡る。

29. S8281 

G地区も ・や-37・38Grに位置、桁行 3.6m梁行 3.0m、2間x2聞で建物面積 10.8niの総柱建物。主軸は

N-220 -E、柱間寸法は桁閑が 180cm梁間 148・152cm、柱穴は方形・長方形を呈し、添柱をもっていた可能性が

ある。径は 52cm主体で最大 76cm、深さ 10-40 cmを測る。土層断面から、柱は抜き取られ埋め戻されているが、

‘柱のあたり'で確認できる径は15cm程、なお柱は東の方向へ抜いたと思われる。P9に見られるような斜め掘方

配置があり、また掘削時の縄張りもなかったと考えられるが、柱筋の通りは良い。出土遺物はない。

30. S8282 

SB280よりもさらに西側、 G地区も・や -38・39Grに位置する、桁行 ・梁行とも 3.6m、2間x2聞の総柱

建物。面積は 12.96niで、主軸は N-260 -w。柱問寸法は、桁間 180cm、南梁間 180cm、P2の配置が悪く北梁間

148・212cmで、ある。柱穴プランは、方形状 ・不整円形であり、径 48-72cm、深さ 20-32 cmを測る。柱痕跡

41 
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第 1節建物遺構

が P4 のみ検出されており、径は 20~22cmで、ある 。 この他は、全て抜き取られて廃絶されているが、抜き取り

方向はランダムである。側柱の柱筋の通りは良好だが、中央柱 P5が酷くずれており軸線上を通らない。出土遺

物は、須恵器食膳具 3 点、須恵器貯蔵具 3 点、土師器煮炊具 7 点で、時期はN2~V期に相当する 。

31. 88283 

G地区よ 37・38Grに位置、桁行 ・梁行とも 4.2m、3間x3聞で面積 17.64rriの側柱建物である。建物主軸は

N_20 -E、柱問寸法は、桁問 120~ 160 cm、梁間 128~ 156 cmであり、柱穴掘方は円形・不整形 ・楕円形を呈す。

柱穴規模は、径44~68cm、深さ 32~36cm主体で浅いもので P11 の 8cmだが、深さは旧地表に添う 。 柱筋の通りは、

P11が上層削平のために下底部分のみ残存したと考えれば、概ね良く、廃絶時に柱は抜き取られている。また、

掘方配置では楕円プラン柱穴が斜めに配置され、小ピットが付随することから、これら柱穴に添柱の存在した可

能性がある。出土遺物は、須恵器食膳具5点、土師器食膳具3点、土師器煮炊具 38点と、匝鉢の土製品 1点で、

時期はV期主体、 N~羽期に位置づけられるものである。

32. 88284 

G地区れ・ろ 40Grに位置、桁行 4.4m梁行 3.8m、面積 16.72rri、2間x2間の総柱建物である。柱間寸法は、

桁問 220cm、北梁間 184・196cm、南梁間 180cmを測るが、北梁間は P8の中心を通そうとすると生じる若干の

ずれから発生したす法の遠いであり、殆ど 180c皿に統一されているといってもよいのだろう。主軸は N-1r -E。

柱穴は、円形 ・方形を呈すが、円形プランも本来は方形だ、った可能性がある。径は 52cm を主体に深さ1O~ 20 

cmと上面削平により浅いものの、底面径がどっしりとしており、旧地表に添いながらさらに中柱を浅くする。柱

圧痕が検出されており、径は 18~ 20 cmである。柱筋の通りは良好で、掘方の配置については P5にみられるよ

うに方形が斜めに配置されるものがあり、方形を意識しただけの掘方形だ、ったと思われる。廃絶時に柱は抜き取

られている。出土遺物は、土師器食膳具 1 点、土師器煮炊具 3 点、石製品 l 点で、時期はN~VI期に相当する 。

33. 88285 

G地区北側ろ ・や41Grで、側柱建物になると思われる 3本の柱穴と柱穴位置になると考えられる浅い窪みが

検出された。桁行残存 4.2m、梁行残存 3m、柱間寸法は桁間 300cm梁間 200・220cm、建物主軸は N-520 -w。
柱穴プランは円形 ・不整形・楕円形で、径 52cm程、深さは 25cmで、P2が45cmを測る。出土遺物は、土師器煮

炊具1点のみ、時期不詳である。

34. 88286 

SB285より北、 G地区め 41Grに位置し、側柱建物の殆どが削平され5本分の柱穴が検出されたもの。残存桁

行 2.2m、残存梁行 3.2m、主軸は N_30 -wをとり、柱間す法は桁間 104・116cm、梁間 160cmを測る。柱穴は

円形・方形を呈するが本来全てが方形であった可能性がある。 径は 56~ 60cm主体、深さは最大 28 cm最小 10cm、

上層削平の影響が柱穴規模に反映している 。 柱圧痕が P3~P5 で残存しており、在は 15 ~ 22 cmを測る。また、

これら柱は抜き取られており、・柱のあたり'が認められ、 P3で25cm、P4で20cm、P5で30cmで、あった。なお、

柱筋の通りは、残存柱穴だけだが良好である。出土遺物はなく、時期は不明である。

35. 88289 

G地区北側も・や 41、や 42Grで検出された、桁行 3.4m梁行 2.2の3間x1問の側柱建物。建物面積は、 7.48

d、建物主軸は N-120 -Eもしくは N-780 -w。柱間寸法は桁間 136~ 204 cm、梁間 220cmで、柱穴は、円形を

呈し、径 30cm主体、深さ 12cm主体に 7~ 15 cmを測るが旧地表に若干添う深さをもっ。上層削平区域とはいえ、

柱穴は細く小規模といえる。柱圧痕が検出されており、この径は 10~ 14 cm、柱筋の通りは良好だが掘方配置は

悪い。建物全体の規模も小さく簡易な印象のものである。出土遺物は、土師器煮炊具2点のみ、時期判断は難しい。

36. 88291 

G地区北端、め ・も-43・44Grに位置し、削平により 1本の柱穴を消失する低床タイプの総柱建物である。

桁行 5.8m梁行 5.2m、2間x2問、面積 30.16rri、建物主軸は N-580 -w。柱穴プランは円形で、規模は径 32

~ 40cm、深さ 28~ 44cmで旧地表に添い、検出された柱圧痕径は 12~14cmを測る 。 柱間寸法は、桁間 280 ・

300cm、梁間 252~ 268 cmで、ある。柱筋の通りは中央柱の P9が軸線上からずれるものの、この他は良好であり、

建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物は、須恵器食膳具2点のみで古代遺物だが、柱問す法から中世建

物に相当するだろう。
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第 1節建物遺構

37. S8292 

SB291西側にやや重複して位置し、建物の殆どが調査区外に至り、その上削平を受けており、 4本のみの柱穴

が検出されたもので、恐らく側柱建物になるものと思われる。残存桁行 2.28m、残存梁行 3.6m、柱間寸法は桁

問で 168・192cm、柱穴掘方プランは円形で、径 24-36cm、深さ 20-32 cmと旧地表に添う深さをもっ。柱筋

の通りはよく、廃絶時に柱を抜き取っている。建物主軸は N_IO -w。出土遺物はなく時期不詳である。

38. S8293 

SB291東側に重複、 G地区む 43・44Grに位置する、 建物規模が桁行 4.28-4.6 m梁行 4.8-4.92 m、 2関

x2問、建物面積 2l.58rrl、主軸は N_20 -Eをとる総柱建物である。柱間寸法は、桁関 208・202・220cm、北梁

間220・272cm、南梁間 240cmを測り、 P5が北側に位置するため歪み、建物プランが台形状を呈している。柱穴

は、円形・楕円形で、径 29-40cm、深さは 20-60cmで基本的に旧地表に添い、柱部分が段掘を呈すものもあ

り、中央柱 P9が20cmで最も浅い。土層断面から、柱の下底部分が根腐れをおこし残ったものか下層から柱痕

跡が検出され、この径が 15-20 cmを測る。但し上層には抜き取り痕があり、腐った部分だけを放置した可能性

がある。また、柱圧痕が検出されており、この径は 20-24cmで、柱筋の通りでは、桁行は良好だが、梁行は悪い。

出土遺物は、須恵器食膳具2点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具 l点、中世陶磁器である白磁境 1点である。

39. S8294 

G地区中央西寄り、よ ・ら-38・39Grに位置、建物規模が桁行 5.6m梁行 4.2m、3間x2問、面積 23.52rrl 

の側柱建物である。建物主軸を N_60 -Eにとり、柱間寸法は桁間 160-208 cm、梁間 2∞.220 cmを測る。柱穴

は円形・方形プランを呈し、掘方断面形状では段掘をもつものが多い。柱穴規模は、四隅柱が径 60cm主体で、

他は 48cm主体、最小径で 36cmを測る。深さは 28-34cmで最小 12cmであり、四隅柱が若干深く、基本として

旧地表に添うものとなっている。径 16cm主体の柱圧痕が検出されており、柱筋の通りは、桁行・梁行行きとも

悪く、廃絶時にランダム方向に柱は抜き取られている。出土遺物はなく、時期不詳である。

40. S8295 

SB294西側に位置し、殆ど削平され3本の柱穴が検出されたものである。東西軸を梁行として報告するが、梁

行の中柱も消失する。残存桁行 2.0m、残存梁行 4.0mで、推定3関x2間とするなら 26rrl程の面積になるので

はないかと予想する。主軸は N・100 -E。柱間寸法は、 P3'P4聞で 200cm、柱穴は不整円形を呈し、径 56-68cm、

深さは 36-44 cm最小で、8cmを測り、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物はない。

41. S8302 

G地区と H地区の境、建物密集区域の東側である、む・め-32・33Grに位置する片廟建物である。建物規模

は、身舎が桁行 5.84m梁行 4.4-4.8 m、梁行軸線上にl.6mの廟が取り付くもので、身舎4関x3聞に 1面府、

建物面積は身舎で 26.84ぱ廟 9.37rrl、合計で 36.21rrlとなる。身舎の南梁行が広いため台形状の建物プランで、

廟はそのまま併行して取り付けられているため、 P4.P5関と P9・10聞は同じ柱間寸法 160cmである。身舎の

柱間寸法は、桁間 120-200 c皿、梁間 140-172 cmを測る。柱穴は、円形・方形 ・不整円形プランを呈し、身舎

柱穴で方形が目立つ。竪穴建物との重複もあり、身舎東桁行と廟桁行の並びに不整円形プランが目立つ。掘方断

面形では、柱位置が一段下がる段掘となっているものが多く、段掘にならなくとも底面が窪むものも多い。柱

穴規模は、径 60-76cm主体、深さは残存状況の良好な柱穴で 44-56 cmであり、浅くても 30c皿程、最も浅い

P5は20cmを測る。深さについては、基本的に旧地表に添いながら、中柱で深いもの浅いものも数本みられる。

径 10-18 cmを測る柱圧痕が確認されており、柱径は 18cm程が主体となろうか。柱筋の通りは概ね良好で、ある、

P13は柱圧痕中央を通らない。また、掘方配置においては、方形が斜めに配置されるなど、縄張りされた可能性

は低い。なお、当建物の南側 (SD39)・西側 (SD40と遺構番号なし)・東側 (SD37・38、次年度報告)に、当

建物と同軸となる溝状遺構が検出されており、建物を囲んでいた可能性がある。建物主軸は N-170 -E。出土遺

物は、須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具 1点、土師器煮炊具5点、時期は古墳4様式と 112 ?期とされる。

42. S8321 

建物密集区域の南端、 G地区や・ゆ 32Grに位置する総柱建物で、建物規模は桁行 4.0m梁行 3.68m、2関×

2間で面積 14.72rrlである。建物主軸は N-230 -E、柱間寸法は桁間 192・208cm、梁間 176・192cmを測る。柱

穴掘方プランは、方形 ・方形状に近い楕円形を呈すが、本来全て方形であった可能性がある。柱穴規模は、径
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第 1節建物遺構

60~80cmを主体に最大で 88 cm、深さは 48cmを主体に最も深いもので 72cmを測る。非常にしっかりと掘り込

まれているものであり、深さは旧地表に添うものとなっている。柱圧痕を P4.P6で検出しており、この径が20

cmで、あった。なお、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物は、須恵器食膳具 19点、土師器食膳具7点、

土師器煮炊具 27 点であり、時期は n2~n3期を主体と III~V期に位置づけられる 。

43. S8322 

建物密集区域南側、 H地区ろ 34、や 33・34Grに位置する側柱建物で、建物規模は、桁行 7.4~ 7.68 m梁行

4.32 ~ 4.72 mの4間x3問、建物面積 34.08ばである。P8が飛び出して位置するために南梁行が広くなり、こ

の位置で桁行・梁行が直行しないために、建物プランが台形状を呈している。建物主軸は、 N_70 -E。柱間寸法

は、桁間 168-200 cm、梁間l32-240 cmを測る。柱穴は円形・方形・楕円形プランで、径は 48cm主体、深さ

は28-56cmを測り、北から南へ下降する旧地表に添った深さをもっ。掘方断面形状では、柱位置部分が段掘

となるものが多く、柱自体細い。柱圧痕は 6本の柱穴から検出されており、径は 6-10 cmで、あった。柱筋の通

りは、 P9が若干外側にずれるものの概ね良く、掘方配置には、方形や楕円掘方が斜めに配置されるものがある。

全体的に簡易な印象の建物である。なお、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物は、須恵器食膳具 16点、

須恵器貯蔵具 1点、土師器食膳具5点、土師器煮炊具 10点が出土しており、時期はN1期主体、 III-N期である。

44. S8323 

建物密集区域南寄り、 G地区も・や-33・34Grに位置、建物規模が桁行 7.0-7.2 m、梁行 4.2-4.8 m、3

問x3問、面積 31.2rriの側柱建物である。P1柱穴のみ桁行 ・梁行が直行、北梁行が狭く全体がひしゃげた形状

の建物である。柱間寸法は、桁関 200-280 cm、梁間 120-160 cmを測り、柱穴プランは、円形・方形・長方形・

不整形と様々であり、多くの遺構と重複している影響が顕著である。柱穴規模は、径 60cmを主体に最小 42cm、

最大で 94cmを測り、深さは北側が 16-64 cmを測って 40cm前後に主体をもち、南側が44-64cm主体で、ある。

北側が削平の影響で浅い。柱圧痕が P8のみ検出されており、径は 22cmで、あった。柱筋の通りは桁行・梁行と

も良く、掘方配置については、 P9・P10の長方形プランが梁行軸に添う。なお、建物廃絶時に柱は抜き取られて

いる。建物主軸は N-210 -E。出土遺物は、須恵器食膳具 1点、須恵器貯蔵具4点、土師器食膳具 1点、土師器

煮炊具6点で、時期はN期前後に位置づけされる。

45. S8324 

遺構密集区域南端、 G地区 .H地区の境である、や・ゆ-32・33Grに位置し、建物規模が桁行 5.72~ 5.92 m、

梁行 7.6m、2間x2問、低床タイプの総柱建物である。建物主軸は N-170 -Eo P3が飛び出して位置すること

により、桁行 ・梁行が直行せず、若干歪みを生じている。なお、 P3のみ方形プランを呈しており、他ピットと

の違和感を覚える。柱関寸法は、桁間 240・332cm、梁間 312-448 cmと、建物全体の P2.P8を結ぶラインか

ら東側が間延びするような形状である。柱穴は P3以外円形を呈し、径は 40cm主体に最小 32cm最大 76cm、深

さは 8-52 cmで、 P7.P8方向へ向かうごとに浅くなっていく 。但し底面レベルを同じにもつので、上層削平さ

れたか盛土施行された可能性がある。柱圧痕がP5.P9のみ検出されており、径は 10cmである。柱筋の通りは

北梁行 P2が完全に内側にずれて悪いが、これ以外は良好で、ある。なお、建物廃絶時に柱は抜き取られている。

出土遺物は、須恵器食膳具 1点、須恵器貯蔵具4点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具9点、中世土師器食膳具

7点が出土しており、時期はV-VI期が主体と判断されるものである。ただ、柱間寸法は中世の形態を呈している。

46. S8325 

遺構密集区域南端、 G地区・ H地区の境、や・よ 33Grに位置、規模が桁行 6.72-7.2 m梁行 4.92~ 5.32 m、

2間x2関で建物面積 34.24rri、低床タイプの総柱建物である。主軸は N-210 -E。柱間寸法は、桁間 332-380cm、

梁聞は 216-280 c皿を測り、 P1地点のみ桁行・梁行が直行、これ以外で直行することはなく、南側がやや歪ん

だ形状プランとなっている。掘方プランは、円形・隅丸長方形状で、径は 40cm主体に 32-56 cm、深さは 40-

52 cmで畑地表に添った深さをもっ。柱圧痕が7本の柱穴底面から検出されており、この径が 10-12 cmで、ある。

柱筋の通りは西桁行 ・南梁行は良好である。なお、廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物は、須恵器食膳具

7点、須恵器貯蔵具3点、土師器食膳具3点、土師器煮炊具9点、時期はV期主体と E期の 2時期に相当する。
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第2節土坑 ・井 戸

第 1項土坑

第E章今回報告区域検出遺構

今回報告する地区から検出された土坑の番号は、他遺構と同様にA地区からの連番で付している。今回の対象

となるのは、 SK254-392・416-418・457-459・462-465・467・470-472である。この内、 SK255は製

炭土坑であり、第 3節手工業生産関連遺構において報告する。SK292. 293・297-321は、 SD30C区の道路状

遺構 lに付設する可能性が極めて高いため、第 4節その他の遺構と包含層第 1項道路状遺構 1(SD30)にて同

時に報告することとした。なお、 SK380・471は欠番となっている。

今回報告対象の土坑数は総数 91基である。前固までの報告と同様に、様々な特徴をもった土坑が検出されて

いるが、この内、遺物が多く出土するものや特徴的なものを 22基を選んで、報告することとする。前回報告と同

様に、今回報告する土坑でも、墓墳や小型竪穴状の特徴をもつものが検出されており、目立つ。小型竪穴状の土

坑は、掘立柱建物に付設する土間的な事例が知られ、当土坑も同様の機能をもつものと思われるが、本遺跡で掘

立柱建物に伴うという確実な判断に至らず、また現地調査においてもされていない。

また、今回報告する区域で特筆すべきことは、 G地区の西端にあたる区域、本遺跡内でも最も谷部となる区域

一帯に、中世の墓群が認められたことである。これは、第 34図の墓群全体図で示しているとおりで、基本とし

て小土坑状や大型ピット状を呈しており、部分的に被熱をもつものもある。供えられたように検出された土師器

皿や河原石をはじめ、 SK332・SK335・SK340埋土の化学分析ではリン酸や脂質が検出された。調査区末端でも

遺構が検出されているため、この墓群が調査区外に延びる可能性が十分あるものと考えられる。

土坑の分類は、前固までの報告に即している。A類土坑を通常の土坑、 B類土坑を遺物の比較的多い大型土坑

で、当初は粘土掘削が目的とされ、その後土器廃棄として利用されたとするもの。但し今回粘土掘削が目的であっ

たか不明なものが多く、大型で、遺物出土の多い土坑をB類土坑に含めた。C類土坑は柱穴状の小型土坑。D類土

坑は竪穴建物の掘方土坑状を呈すもの。E類は被熱:焼結した小型炉の床下土坑位置づけされるもの。F類土坑は

焼成土坑で、土師器焼成坑でないが何かを焼いたとされる土坑である。墓域またはその可能性のある土坑を G類

土坑とし、方形プランで小型竪穴状のものを H類土坑とする。出土遺物については、出土量を破片数換算で数

量とし、時期については田嶋明人氏の北陸古代土器編年で表記する。なお、中世と時期をしているものは、古代

遺物以外の当遺跡廃絶期までの 11世紀 2/4-12世紀中頃、中 1-1期や中 1-n 1期を示している。

今回の報告区域での炉状遺構は、 S]63の1基のみで、 SK381に接して検出されているため、ここで報告させ

て頂く 。S]63はH地区め 32Grに位置、被熱径は長径 68cm短径60cm、厚み 8凹前後を測る。黒褐色土をベース

にした土が焼けている状態で、被熱層の下層にピット状の掘り込みをもっ。遺構図は第 37図下段に掲示した。

1. SK254 

F地区む・め34Gr、SIl12を切って重複するものである。楕円形プランで、立ち上がりに若干段を形成するも、

底面はほぼ平坦をなす。規模は、長径 84cmX短径 58cm、深さ 22cmと頗る小規模だ、が、完形の土師器皿がまとまっ

て出土、土坑類型は通常土坑と位置づけているA類に相当する。完形皿は中世のものであり、破片を含め 29点

出土する。この他の出土遺物は総数で、須恵器食膳具 14点、須恵器貯蔵具 1点、土師器食膳具5点、土師器煮

炊具 14点、石製品4点である。須恵器食膳具はn-VI期と時期幅があり、混在したものだろう。

2. SK326 

G地区北西の調査区端、る・れ 44Grに位置する土坑で、全体の半分が調査区外となるものである。覆土は、

4層に細分され、 1層底面で磯出土、 3層底面で完形小皿が 1点出土する。土坑規模は、残存で長径 190cm X短

径 140cmを測り、深さは 50-80cmで、ある。墓墳である可能性が否定できないが、規模の大きいことが、墓群内

の外のものに比べ異質である。土坑類型は、 G類土坑としておく 。出土遺物は、土師器食膳具 13点、土師器煮

炊具 15点が出土、古墳後期のものも出土するが、 W期のもの認められる。

3. SK327 

ろ44Grの北西端中央に位置する。上面に被熱層を有す、径 70-80 cm、深さ最大 40cmの小規模土坑であり、

土坑類型はE類とすることができる。出土遺物は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具3点、土師器煮炊具7点、

石製品2点が出土する。n-w期の杯A破片、煮炊具ではw.v期のものが認められる。
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第2節土坑・井戸
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4. SK329 

G地区れ 44・45Grで、調査区境で SK326とSK341の聞に位置するものだが、プランや土坑落ち込み、土坑

規模は不明のものである。中世の土師器小皿がまとまって検出されていることから、土坑と判断したものである。

出土遺物は、土師器煮炊具9点に、中世土師器食膳具 21点、時期は中世 1-1期とされる。

5. SK330 

G地区南東の調査区境で検出されたもので、る 44・45Grにあたる。大きめの河原石が集中して検出されたも

のである。標高 6.46mが落ち込み部分の底面にあたるレベルであり、かなり上層の遺構となる。落ち込みを確

認したプランから、円形状になるものと考えられるが、残存長軸は 80cm、深さそのものは不明である。出土遺

物は土師器煮炊具 1のみ、時期不詳である。

6. SK332 

G地区西端れ44Grに位置する。不整方形状プランを呈し、長径 220cm X短径 120-180 cm、深さは 38-46 

cmを測る。底面は平坦で、出土遺物は土坑規模の割に少ない。本土坑埋土の化学分析結果では、リン酸含有量が

天然賦存量を大きく上回る値であり、埋葬遺構である可能性が高いという結果であった。土坑分類はG類である

墓墳と位置づけできる。出土遺物は須恵器食膳具 1点、土師器食膳具はミニチュア土器 1点、土師器煮炊具 10点、

石製品 2点、中世土師器食膳具が85点で、時期は中世 1-II 1期とされる。

7. SK334 

G地区れ44GrのSK332西側に隣接するものである。不整椅円状プランを呈し、長径 100cm X短径 80cm、深

さ50-64cmを測り、底面に段状の窪みを有して、一見ピット状をなす。覆土は上下2層からなるが、黒褐色土

が主体で締まりなく柔質である。この土坑も墓績の可能性が極めて高く、土坑分類はG類と位置づけされる。出

土遺物は、土師器食膳具 1点、土師器煮炊具6点、中世土師器食膳具 14点が出土する。

8. SK335 

G地区れ44GrのSK332南西側に隣接する小規模土坑で、円形を呈し、長径 93cmX短径84cm、深さ 50cmを

測るものである。底面までの壁にはテラス状の段を有して、断面はすり鉢状となっている。覆土は軟質で、遺構

上面に小皿破片や万子や礁が出土する。この土坑覆土の胎土分析では、 SK332と同様にリン酸含有量が高い数

値を示しており、埋葬遺構の可能性が極めて高いという結果であり、土坑分類はG類とすることができる。出土

遺物は、須恵器食膳具8点、須恵器貯蔵具2点、土師器煮炊具4点と古代遺物の時期は II-N期に位置づけされ

るもの。中世の土師器食膳具 17点は、中世 1-II 2期?とされる。

9. SK339 

G地区れ 44Grで、 SK326とSK332の聞に位置する円形の小規模土坑である。規模は長径 77cm X短径64cm、

深さ最も深くて 40cmを測る。壁は底面までに若干テラスを形成し、底面は小さな規模となる。 SK334と似てい

て一見ピット状だが、覆土は黒褐色土を主体とした軟質であり、墓嫌である可能性が高い。よって、土坑類型は

G類と位置づけられる。出土遺物は土師器煮炊具 1点のみ、時期判断は難しい。

10. SK340 

G地区西端ろ 44Gr、SK335西側に隣接する土坑である。不整長楕円形プランで、長径 130cm短径最大 86cm、

深さ最大 40cmを測る。土坑西側にテラス面を有し、一段下がって平坦底面を形成する。覆土は上下2層からな

るが、黒~黒褐色土を主体に締まりが悪く、上下層いずれにも土師器細片や皿破片が混入する。また、上面には

磯や土師器皿破片が出土する。この土坑の覆土も胎土分析され、 SK332・335と同じく、リン酸が 5.0P205mg/ 

g検出され、天然賦存量を大きく上回る値であったことから、埋葬遺構である可能性が高いと判断されている。

よって、土坑類型はG類の墓域とする。出土遺物は、須恵器食膳具2点、須恵器貯蔵具8点、土師器煮炊具 42点、

石製品 2点。中世土師器食膳具 13点は、中世 1-II 1期とされるものである。

11. SK352 

G地区め・も 37Gr境を中心に位置し、竪穴建物 SI114を切って掘り込まれている土坑である。隅丸方形状の

プランで、長径 350cm X短径 160-200 cmを測り、深さは 34-42 cmで、底面は 3段に及ぶ微かな落ち込みを伴

いながらも、基本的に平坦を呈している。遺物は疎らに出土、土坑西側で比較的多いと言えよう。この土坑類型

はH類とするのが妥当と思われる。出土遺物は、須恵器食膳具 16点、須恵器貯蔵具9点、土師器食膳具9点、
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平面図・断面図 (S=1I40) (SK355) 
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A' 

B 

S 1355 士 周誰

1膚黒褐色土 (7.5YRν2) 地山土の大塊やや多〈含有.炭化境やや多〈含有.

2唐無縄色土(l0YR2/2) 炭化塊極多量、地山土の中塊少量官有.

3膚。地山土に3膚黒縄色土やや多〈含有田

H=全て8.500m

。

S K 3 6 0 十周註

111 黒褐色土 σ5YR2/2) 地山土の中塊

少量、炭1m少量含有。

2層地山土に l膚黒縄色土少量含有.

311 黒褐色土 σ5YR2/2) 地山土町中~

大塊やや多め告有.

4眉黒褐色土 (7.5YR2/2) 地山土の大塊

が唖多量含有.炭化塊少量含有.

5膚地山土に4層黒褐色土が少量含有.

白眉黒褐也土 σ.5商品 2) 地山土の中~

大塊やや多〈含有.

7膚黒褐色土 σ5YR2/2) 地山土町中境

少量含有.

8層地山土に4層黒褐色土が多量含有。

9膚黒褐色土 (7.5YR2/2) 地山土の大塊

世量含有.1層より晴度強.

10眉黒縄色土 (7.5YR2/2)地山土町大塊

多量含有.

111冒地UJ，土に9層黒褐色土が少量含有。

12眉黒褐色土 (7.5叩2/2)地U土の中~

大塊やや多〈含有。 1膚より暗度強.

炭北塊世量含有.

13膚黒褐色土 σ日聡12);地山土の中塊

を少量λ炭化塊を少量含有'.1膚と同

質.

2m 

B' 

(1/40) 

第 36国土抗遺構図3 (SK352・SK355・SK360)
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(SK361) 
平 面図・断面図

(5=1/40) 
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¥¥ 

l眉県褐色土 (7.5YR2/2):地

山土の中塊少量、炭化塊少量

合有。

2層地山土に 1層黒褐色土の

中~大塊が多量混在。炭化塊

少量含有。

3層地山土にl層黒褐色土少

量含有.

与。

o 

@ 

~ 
ぬ

※地山土=極色σ.5YR6/6) H~全て8.300m
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平面図・断面図
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11曹黒褐色土 σ町R3/2)中に、赤禍

色土(5YR4ω中塊が唖多量(3割

程〉含有。明赤褐色粘土(5YR5，紛の

中塊を多量含有.被熱土周.表面に

炭化粒少量分布.

2層黒褐色土 (I0YR2/2-2/3) にぷ

い貧褐色土町小塊を多量含有.炭化

小塊を少量含有.表面に焼土IJ嶋と

炭河ヒ粒分布.

3膚県褐色土(1町砲:/2) 黄褐色土中

塊~少量含有。

4膚黒褐色土(I0YR2/2):賞褐色土小

境・中塊を多量含有.

。
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11冒黒褐色土 (I0YR3/2-3/1)。黄縄色土中塊を少なめ、焼土中塊炭II:;J嶋少量含有。

2層黒褐色ヰ (I0YR3/2):黄褐色土中塊 .tj塊多めで①府より多〈含有。焼土中境、

炭!il:;J、塊多め含有.

3層県縄色土 (I0YR3/1'、-3(2) 暗縄色土(I0YR3/3)中塊多量~褐色土中塊多め含有.

4層暗褐色土 (I0YR3/3) 褐色土(7.5YR4/6)小中塊極多量含有.黒色土中塊多め

合有.焼土中塊少量含有。締まりあり.

。 2m 

B' 

(1/40) 

平面図・断面図 (5=1120) (SJ63) 

⑧ 
SK381 

十←も32Grより
め32Gr方向へ1.5m、
も33Gr方向へ1.5m地点

第 37図 土抗遺構図4 (SK361 . SK365)・炉状遺構 (SJ63)
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11冒県栂色土

(1.500/2) 焼土中塊 田

小境を多量含有.炭化中

境~め含有。貧褐色土の
中塊を多め含有.所々集

中的に分布する.

211黒褐色土 (1000/2)

焼土中塊を少量含有.賞

褐色土小塊を少量含有。

炭イtlj、境を少量含有.

3膚黒褐色土 (1000/2)

黄褐色土!N虫を多量、中

塊多め官有。焼土中塊少

量、炭化中塊少量含有。

図No.59
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(SK373) 
図No.83 平面図・断面図
/ / 図No.88
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園No/ ~務録努&・ u-勺J '，!k. 0 /  // 11層醐位(附2) ゆ 鯛 位(10YR5/4)
78 

小塊を多めに含有。焼土小塊少量含有.炭化中塊世

量含有。

2層県褐色土 (1.500/2)明赤褐色(5YR5/6)焼土中

!l-明褐色σ5YR5/8)焼土中塊を極多量(5曹庖D
合有。一部被熱した部分もあり.黒色土中塊合有。

3膚黒縄色土 (10YR3!2-2/2) にぷい黄褐色土の小

境各時、炭化中塊多め含有。

/ 14膚 購 位 (1叩12) 炭化中齢的、にぷい醐

図No.87 Eν.j'塊世量含有.

A A' 

/寸七
2 

2m 

(1/40) 

第 38図土抗遺構図5(SK370・SK373)
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土師器煮炊具 84点で、時期は II-V期と幅広い。

12. SK355 

G地区む 35・36Grに位置、隅丸方形状プランを呈して、長径320-370 cm X短径 190~ 220 cmを測る。深さは

15 ~ 25 cmと浅いが、底面はほぼ平坦となる。前述した SK352とよく似た形状であり、土坑類型は同じく H類

とする。遺構覆土は上下2層を基本として、出土遺物の殆どが上面及び上層から出土する、遺構覆土からは比較

的多く鉄浮が出土しており、上面からは撃が出土している。出土遺物は、須恵器食膳具 68点、須恵器貯蔵具 22点、

土師器食膳具6点、土師器煮炊具 110点、石製品 l点、土製品 1点、中世土師器食膳具 119点、中世陶磁器とし

て白磁椀 1点が出土する。古代遺物はN1期が主体で、中世遺物は 1-II 1期に相当、 2時期が認められる。

13. SK360 

G地区ゆ ・よ36Grに位置する土坑である。長径 200-230 cm X短径 150~ 216 cmを測り、プランとしては方

形状とも言えようが東側ラインが出っ張った形状をなしている。深さは 20cmを主体に 10-30 cmを測るが、南

側が最も浅くなっている。底面は一部凸凹状や窪みを有しながらも、多くが平坦を呈している。土坑規模の割に

遺物は少なく、規模から言えばB類土坑となろうが、 A類通常の土坑としておく 。出土遺物は、須恵器食膳具4

点、須恵、器貯蔵具4点、土師器食膳具4点、土師器煮炊具 51点で、これらの古代遺物はN'V期を示し、この他、

中世 l期の土師器食膳具 10点出土する。

14. SK361 

G地区よ・ら 37Grで、 SK362を切って掘り込まれた土坑である。不整隅丸台形状のプランをもち、長径 420

cmX短径 310cm、深さは 14cm主体で、南東に行くに従い底面も傾き深さも浅くなる。ただし、北側と東西軸で

の底面は平坦を呈す。土坑規模の割に遺物は少なく、 4本のみの柱穴が検出されている SB273と重複すること

から、竪穴建物の掘方土坑の可能性をもち、非常に浅いため、カマド地山被熱部分も消失した可能性がある。隣

接して重複する SK362も掘方土坑の可能性があろう 。よって、類型は竪穴建物の掘方土坑状を呈すと位置づけ

しているD類になるものと思われる。出土遺物は、須恵器食膳具 12点、須恵器貯蔵具5点、土師器食膳具 20点、

土師器煮炊具 107点であり、皿-V期に位置づけされるものである。

15. SK365 

G地区め 35Grの西端で、 SIl16を切って掘り込まれている大型土坑である。プランは不整円形を呈して、長

径 310cm X短径 300cmを測り、深さについては、土層断面Bラインでは掘削時設定であるので、 Aラインを見る

と50cmと非常に深く掘り込まれている。底面は平坦で、あり、土層は上下 2層が主体だが人為的に梅戻された埋

土層と考えられるものである。この土坑は土器の比較的多い大型土坑として位置づけている B類土坑ということ

ができる。出土遺物は、須恵器食膳具 41点(摩耗痕跡6点含む)、須恵器貯蔵具 27点、土師器食膳具7点、土

師器煮炊具 138 点、土製品 1 点、石製品 1 点である 。 古代遺物は II~V1 期と時期幅があるものの全体としてN '

V期のものが多い。この他、中世 1-II 1期の土師器食膳具 11点が出土している。

16. SK370 

H地区・ G地区の境も 33・34Gr、隅丸方形プランで、長軸径 300~ 340 cm X短軸径 300~ 316 cm、深さ 40cm 

を測る大型土坑である。覆土は上下2層で形成され遺物も多く、底面は比較的平坦で、壁は直立気味である。底

面での硬化はなく、カマド被熱も検出されていないため、竪穴建物とは断言できないが、小型竪穴状のものとし

てH類土坑と類型付けられる。なお、この土坑は、 SIl17と隣接して主軸を同じにし、重複する多数の掘立柱建

物とも軸を同じにするなど、他遺構に伴っていた可能性が高いと考えている。出土遺物は、須恵器食膳具 203点、

須恵器貯蔵具 43点、土師器食膳具 70点、土師器煮炊具 215点、転用硯を含む土製品 4点、石製品 2点である。

須恵器食膳具には、内底摩耗痕 ・ 油痕 ・ 墨痕をもつものが 18 点出土している。 遺物の時期は、 N~V2 期のも

のが多く主体となろうが、 I~ 皿期のものも目立つ。

17. SK373 

G地区や ・ゆ34Grに位置し、不整円形プランを呈し、長径 335cmX短径 315cm、深さ 12-26 cmの土坑で、ある。

出土する遺物は多く、特に北側や北西側で集中している。覆土は4層から成り、 2層のような焼土塊が主体で被

熱部分が見られる層や、 4層上面に被熱部分が確認されており、土抗のすべてが一気に埋め戻されたものではな

いようである。平面図内に示された被熱面は、粘土が被熱したもので、 4層上面の、 4層と 1層間で位置して検
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S 1377十 周 註

l膚黒褐色土(10刊3/2-
3/1) 焼:bJ、境多め、炭'it
小塊4惨め含有。にぷい褐色

土畑 l塊げ 5YR5/4)少量含

有.所々炭化中塊多〈含有。

2眉黒褐色土 (I0YR3/2-
3/3) にぷい褐色土の中塊

多量含有.締まりあり.焼

:bJ4.炭イI:;JoJ紗量含有。

(SK382) 

8 1382 十周帯

1眉無得色土(10目2/3) や

や砂質帯びる.

2膚黒褐色土 (I0YR2/2) 炭

化中塊を多量含有.賞褐色

土(10四5/6)小塊多め含有.

3眉黒(褐)色土 (I0YR2/2-
2/1)炭化小塊を多め含有.

黄褐色IJ岨中塊を多量含

有，

4層!l¥(褐)色土 (I0YR2/1-
212) 黄褐色土の中塊を多

量含有。

5層黒唐古)縄色土 (I0YR3/2
-313) : 4層土の黒褐色土

の大塊が混在する.貧褐色

土の中塊が極多量含有.締

まりあり.

⑭ 

A' 

H~全て10.ωOm

C' 

¥ 
A A' 

2 一一一一一一_".--
H~全て1O.IOOm

8K383主恩註

1膚黒褐色土

(7.5YR3/2) 貧褐色粘 | ¥ 4 

土町小・中塊少量含

有@炭il:;J、塊を少量合

有。締まりあり。 A A' 
2膚黒褐色土。5YR2/2) 黄褐色粘

土台有はl層よりも

少ない.炭化小塊は、

1)曹と同量.

3膚灰慎泊褐色土

(7.5YR4/2-3/2) 黄

褐帥山土と、 1層と | B B' 
の漸移膚.

4層暗褐色土

(I0YR3/3) 黄褐色士

(I0YR5/6)中塊を極多

量含有。

5眉黒縄色土

(I0YR3/2) 醐割、 |
塊 ・中塊を多量含有. C C' D D' 
炭化中塊多め含有。

ミ-g。 六三子2m 

(1/40) ~ 4 

第 39図土抗遺構図6(SK377. SK382 . SK383) 
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(SK384) 

平面図・断面図

(S=1I40) 
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1膚黒褐色土 (I0YR2/2-
νD褐色(I0YR4/6)粘土粒を

多め含有。やや砂質帯びる.

2層黒褐色土 (I0YR2/2) 褐

色(I0YR4/6)粘土の粒多量、中

塊多め含有.炭化中塊を少量

含有.

3層黒褐色土自肝聡 2) 褐

色(I0YR4/6)粘土の中塊・大塊

を極多量(6車崎量)含有.締ま

りあり.

4膚操褐色土 (I0YR2/2-
2/3) にぷい褐色土刷、塊

中塊を多め含有。炭化中塊少
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1層 1層と同層だが、焼土の小~大塊が多量に混在。

2眉黒褐色土 σ5YR2/2-10YR3/2) 褐色土σ5明A(6)

の中塊少量ι炭化塊やや多め含有.締まりあり.

3層黒褐色土 (7.5YR2/2) 暗褐色砂質土σ5刊3/4)が筋

状に3割程混入。焼土 ・炭化塊 ・土器多めに含有。

4層黒褐色土 (7.5而2/2) 暗褐色砂質土σ5YR3/4)が5
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出されたものである。本土坑は、土器の比較的多い大型土坑とされる B類土抗の要素と、恐らく埋め戻ってゆく

際の途中段階で、窪みにおいて何かを燃したと考えられるため、被熱焼結した小型炉の床下土坑位置である E類

土抗とが考えられる。出土遺物は、須恵器食膳具 36点、須恵器貯蔵具 71点、土師器食膳具 15点、土師器煮炊

具 383点、製塩土器や土製支脚を含む土製品3点、石製品は砥石 1点、須恵器食膳具には油痕・摩耗痕 ・墨痕を

もつものが4点認められる。時期は I1期とされるものが多く 、II2-II3期も認められ、これらが主体となる。

他に、 m-v期の遺物も確認されている。

18. SK377 

G地区の遺構集中区域である、め・も 34Grに位置する土坑で、 SIl17を切って掘り込まれ、また SK374に切

られており、この他多くの掘立柱建物とも重複する。不整円形プランを呈し、規模は長径 390cm X短径 310cm、

深さは 10-16 cmを主体となるが、本来は 25-30 cm程になろう。底面は、南側が下がり気味になるものの、平

坦を呈している。土層は 2層からなり 、下層では地山土であるにぶい褐色土塊が多量に含まれた、締まりをもっ

土が認められる。プランにいささか懸念がもたれるところだが、 H類と類型づけておく 。出土遺物は、須恵器食

膳具 247点、須恵器貯蔵具 28点、土師器食勝具8点、土師器煮炊具 215点、土製品 1点、石製品 4点、中世土

師器食膳具 51点である。なお、須恵器食膳具には、墨書、墨痕、油痕、内面摩耗痕をもつものが 13点出土する。

時期は、 W-v期のものが出土し、 V2期が主体となる。

19. SK382 

G地区遺構集中区域と F地区との境、む 31・32Grに位置する。長楕円形を呈して、長径 270cm X短径 90-

110 cm、深さ 30-45cmを測るが本来 50cmはあったと考えられる。底面は比較的平坦だが、中央から南側で 10

cm程落ち込む。覆土は、黒褐色土を主体に炭化物や黄褐色土塊を多量含有するものであり、最下層 5層は締まり

をもっ。出土遺物は非常に少なく、土坑形状からも墓墳である可能性があろう。よって、類型はG類土坑となる。

出土遺物は、須恵器食膳具 1点、須恵器貯蔵具3点、土師器煮炊具2点のみである。

20. SK383 

F.G.H地区の境、み 31・32一む 31Grに位置する。この土坑の調査においては、出土遺物が2時期あった

ことから、 2基の長楕円土坑が重複していると判断、北側を SK383A、南側を SK383Bとしている。なお、調査

年度がまたがっていたため、切り合い関係は不明となった。SK383Aは、長径が推定で 260-280 cm、短径 100

-118 cm、深さ 40cmo SK383Bは、長径 306cm短径 95-100 cm、i奈さ 30-40 cmを測る。長楕円形を呈してい

ることから墓墳である可能性があるため、類型はG類土坑となる。出土遺物は、須恵器食膳具 29点、須恵器貯

蔵具2点、土師器煮炊具6点であり、時期は II2期が主体である。

21. SK384 

H地区と G地区の境、も・や 33Gr内に位置する土坑で、平面プランは方形を呈し、長径 350cm、短径 240cm 

深さ 40cmを測るものである。底面は平坦だが、南東壁側に向かつて若干低くなり、最下層にあたる 3層は、粘

土が6割混在する締まりのある層となっている。形状が小型竪穴状であり、プランも方形であることから、 H類

土坑となる。出土遺物は総数で、須恵器食膳具 84点、須恵器貯蔵具 24点、土師器食膳具 20点、土師器煮炊具

74点、石製品 7点であり、須恵器食膳具で油痕・摩耗痕をもつものは 8点確認されている。時期は、 II-W期

のものが確認できる。

22. SK472 

G地区南端と H地区西端の境、調査区端の断面にて極めて多量の遺物と遺構土層を検出したことから調査区

を一部拡張して調査したもの。この区域一帯が土器溜まり内であり、土器溜まりとは別時期の遺物集中が認めら

れ、整理時に同一土坑遺物と判断して取り扱った。よって、 Aラインより 東側の上端は想定ラインに過ぎないが、

推定長径は 350cm程の不整円形プランになるものと思われる。短径は 295cm、深さは 30-35 cmを測る。底面は

ほぼ平坦を呈し、出土遺物は極めて多く、遺物総数は須恵器食膳具5点、須恵器貯蔵具 22点、土師器食膳具 346点、

土師器煮炊具 82点、匝鉢を含む土製品 3点、石製品 7点、中世土師器食膳具 834点、中世陶磁器として灰粕や

白磁椀 ・皿が4点である。時期は、中世 1-II 1期を主体とするものである。古代遺物時期はW.V期のものが

多い。なお、土坑類型は、土器の比較的多い大型土坑の位置づけである B類とすることができる。
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第2節土坑・井戸

第2項井戸跡

本遺跡では、井戸跡が3基検出されており、このうち今回報告対象となるのは、 SE01とSE03である。SE03

は古代、 SE01は中世の井戸である。これらの井戸跡は H地区のみに検出されている。

1. SE01 

G地区に近い H地区で、る・れ 34Grに位置し、道路状遺構3と重複して検出されているものであり、道路状

遺構3を切って掘り抜かれた井戸と考えられるものである。

検出時の径は、長径 180cm短径 165cmを測り、プランは不整方形状楕円形といったところである。断面形状は、

上層付近で若干のテラスをもつものの、これより以下は直線的な壁面をもっ寸胴形であり、木材が多量に出土す

る最下層では次第に径が小さくなり、ややテラス面をもちながら一段落ち込む形状を呈してゆく 。井戸自体の深

さは、検出面から 408cmと思いの他浅く、最下底面の標高は 3.600mを測る。台地での立地であるにもかかわら

ず果たして井戸として機能したのか疑問をもっところであるが、調査時に標高 4.500mラインより以下で湧水が

認められ、本遺跡の谷部にあたることが湧水起因となるのであろう。井戸側や井戸底の集水・浄水装置は検出さ

れていないため、素掘り井戸であった可能性が考えられるが、井戸側を抜き取ってしまっている可能性もあるだ

ろう 。

出土遺物は、検出面から下へ 165cm地点(標高 6.050m)から下層にて遺物が比較的まとまり出土し始めるが、

これより上層では非常に遺物は少ないと言える。また、検出面から下へ210cm地点 (標高 5.600m)より下層で

木材が出土し始めるものの、量としては少なく、最も多く遺物が出土するのは、標高 4.600-4.500 m地点より

下層である。この地点で井戸底と考え遺物検出図を作成しているが、木材は自然木を含め細長い棒状のものが多

く、面をもつものや板状のものも検出されているものの特別な加工痕跡は認められなかった。加工品として唯一、

木製坊がほぼ完形で出土している。なお、出土遺物の中には、被熱したと考えられる部分的に赤化する凝灰岩が

意外と多く出土しており、片手で持つにはやや困難な重さと大きさのものもある。覆土全体から出土しており、

。
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塊 (7.l5YR&lI).にぷい煎褐色土揖を多屋に含有ム 土中鉄

分が醒イヒしてサピ状鵬を畠し (1悟も問機)埋土全体に

及ぶが.特に 11曹で顕著.

l惜基本的に i周と問層.黒褐色土(1OYR2J司 b'強〈、 1

層に比べや判齢、 11曹 1帽ともに遺物が集中する.

2眉鼎偶也土 白OYR2局粘世強.炭化大場を多星合宥.

にぷい黄色土 包町l!6I4)境を多め含有。

2'/11: 2層と問膚だが、亦サピ少なL、.

3眉属鶴色土 臼OYR2/2--捌粘性非常に齢、にぷい貧

色土嶋をレ量含有. (3層ラインより下層は赤サピ少な

い}

3<1:眉 3眉と同膚.思尚也土(1OYR?l2)が也、

3~/II: 311と同膚.にぷド貧色土塊が像盆含有。

4眉血縄色土 (10YR2J却黒色土 臼oYR2ll)が2割程也

粘性手晴3こ齢、.

5層 処縄邑土 (7.11YR2J司褐色土揖少量含有.粘性あり.

6層鼎縄色土 (7.6YR2J司 褐色 (7.町R4I3)塊が4劃で世

弘 閉まり強〈、粘性あり.

7眉鼎縄色土 包町RM) 灰貧色粘土 自己目R7，暗唱、 医

白巴結土 (5YRホ倍。甥を多盈含有.粘性強〈、木材多量

含有i.臭L、.閉まりあり.

8膚黒色土塊 川町211)の開聞に入る様に、黒褐色土

臼0YR?l2)が5割率で哩払この黒縄色土北水分に盲み、
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が、蹄まりなし.木材は出土するが、 7圃の量に比べ少
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9庫県巴土 (lOYR2Jl-lτU:!liオリープ邑シルト塊 (5
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結性強.

11層 庇オリープ色シルト (5YR5/2)の大壇と‘にぷい貨調
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給伎強.

12眉踊色土 (10YR2/l) 臣賞栂色粘土壇 (10四国}少量

合有.肺まり 粘性強.
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調査時に印象的であったので記述しておく 。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具8点、須恵器貯蔵具 31点、土師器食膳具2点、 土師器煮炊具 21点、中世土

師器 152点、砥石を含む石製品 10点(番号を付して取り上げたもの)、土製品 2点、中世陶磁器8点(白磁椀6

点と白磁椀・ 皿2点)である。中世遺物が圧倒的に多く、中世 1-II 1期に相当する。

2. SE03と外周土坑 SK387・上層土坑

〈立地・全体の状況と規模〉

H地区ゆ・よ-31・32Gr、H地区 .G地区にまたがる遺構密集区の南端に付随するように位置する。本遺跡

の谷部にさしかかる位置にあたる。井戸を中央に、外周にあたる大型土坑状のテラスと柱穴、井戸に付設して、

井戸際へ降りて近づくための張り出し状のステップが設けられているものである。検出時には、この外周土坑内

に極多量の遺物が出土し、これを SE03廃絶後の廃棄土坑として判断して SK387と遺構番号を付した。さらに

この SK387を切って多量の中世遺物が検出されているものを上層土坑とした。

井戸の外周土坑は、上端プランが不整長楕円状を呈し、長軸径 480cm、短軸径410cmを測る。底面はほぼ平坦

で、 言わば井戸本体までにテラスが設けられている形となる。長軸ラインの東側が最も標高が高く、テラス面ま

で深さ 75cm、450 の傾斜で落ち込みをもっ。対する南側のステ ップ側からでは、標高8.150m地点から深さ 25

cmをもって緩やかに下ってテラス面に至り、さらに、テラス面からステ ップ面までの深さは 25cmを測る。ステ ッ

プは上端で長軸径 110cm短軸径 l∞cm、底面は平坦で、径が80-85cmを測る。ここがこの土坑内へ降りるために

最も適した位置になり、 言わば入口になる。テラス面は、ステ ップ周辺から北にかけ比較的広く、最大幅 100cm 

を測り中程に緩やかな落ち込みをもっ。なお、最小幅は 30cmである。

土坑際には、柱穴が検出されている。土坑の落ち込み際またはテラス面までの中間地点に、 8本の柱穴が位置

している。配置は極めて厳格な対象位置となっていないものの、円形状に相対して配置がなされたものとみてい

いだろう。柱穴の規模は、径 22-52 cm、深さ 44-77cmを測る。

以上のように、この井戸には、現況面より井戸際へ降りてゆく形状をもち、井屋が構築されている。

〈井戸の規模と形状〉

テラス面での上端規模は、長径 196cm、短径 192cmを測る。ここから下へ直角に落ち込むのではなく、鋭い傾

斜をもって下がり、標高6.800-7.200 m地点で、同一幅となり内法 148cmを測る。調査の途中で重機掘削をした

ため、断面形状は不明なのだが、標高5.000m地点で、掘方土が認められ、この地点で内径プランは楕円形となっ

ている。この径は、長径 100cm、短径 82cmである。これより下はほぼ同寸法の内法を示し、井戸枠地点から下

は若干細くなってゆく 。掘方プランは基本的には径 130cmの円形を呈すが、部分的に円形からはみ出すような査

な形状をもっており、径 162cmを測る。井戸の深さは 570cmで、井戸底は標高 2.150mで、ある。なお、標高 4.000

m地点で、壁面からの水渉み出しが認められている。

〈井戸底と井戸側の状況〉

井戸底面は平坦で、砂地山が露出している状態で、井戸側が地山に設置されている。井戸底は平坦であり、径は

井戸側内法で 62-70 cmである。井戸底面に設置されている井戸側は、木材丸太劉り抜きを縦に半裁したものを、

円形状となるよう組み合わせている。片方の丸太の剥り抜きは、内面全てが円形ではなく、内側面が緩やかな箱

状を呈する部分が認められ、また、切断面側には径6-20cmで、方形状の貫通穴をもっ。木材の厚みは 5-8cm、

検出された残存長は 150cm、形状から舟材を切断して転用しているものと思われる。井戸底に接する切断面は基

本として平坦だが、地山との間に木材小片がかまされており、井戸側を安定させるためと考えられる。また、標

高3.650m地点で井戸側の突端が検出されており、腐食により突状の凸凹を呈している。

〈井戸の埋土・掘方〉

井戸部分の埋土は、標高5.∞Omより下層では締まりが非常に強いことが特徴で、また標高 7.0∞m地点が窪

む形状を呈しており 、4層と 4'層を境に出土遺物の時期が明らかに異なっている。井戸は廃棄時に人為的に埋

め戻されていたと考えられ、 4層から上位層には多量の中世遺物が出土しているため、埋土の窪みを利用して廃

棄土坑としたものと考えられる。また、 3層のような炭下層が検出されているが、被熱層は認められていない。

井戸には、掘方が検出されている。井戸枠を設置後に、地山との隙聞を粘土や砂質土で裏込めしたものと考え

られ、掘方の幅は 5-20cmを測る。掘方は、標高5.000mレベルで検出されているが、現地調査途中に重機で
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S E 0 3 十層註

1唐無掲色土 円町R2J2) 極暗褐色土町町R2J2)が5曾率で混払暁土壇、民化境を多量

合有.土縛多L、.しっかり蹄まり、粘性橿強.上層土坑覆土.

211 黒縄色土{町田2団 無色土2劃、炭化塊3割で混也締まりあり.上周土坑置土.

3眉 黒色土 (7.5YR2IU 炭化塊が5割程含有する民化層.蹄まりやや欠け.上層土坑覆土.

4層線締色土 (7.6YR2崎健色土塊(7.5YR4/6)，j、~中境を多盈含有.焼土姐炭化境多め

に含有.土問は入る抗 l'冒に比時少なめ.しっかり蹄まり、粘性撞強.上周土坑覆土.

4'層 4層と同層。但L土器は少ない。

5眉基本は4眉と周じだが.褐色土町中寸端的割含有して4眉よりも斜、

6層 褐色土 (7.5YRA14-4i団 員候補色土 7.5Y加盟が 3~隅混在。緑色土境少量含有. 蹄ま
り強。粕性弘

7眉黒褐色土 作5YR2J2)循色土(7.5YR4/砂I塊桂土ノf岨働色砂賀剖7町R4/4)/j場

をやや多めに合唱.締まりあり、粘性盟L

8眉鼎縄色土 (1.5YR2J由 明褐色粘土(7.6YR明}の中~特大塊と、明貰褐色砂質土

(1町R&'8)壇が醒在保7 貨境群3)0 に品、賞瞳色粘土廿町R6/4)境、焼土大礼民

化町大~特大洩を少量官有.蹄まり 粘性とも強。

9111 線総色土 (7.5YR212唱 団総色土7町R4I剃唱を多I<I割鶴含有.明褐色土機

(7.5YR6I6)や、にぷい笹色土埴(7.5YR6/4)を少盆含有.韓土、民化塊少量官有.蹄まり強し

粘性強.

10眉置色繍 (7.6YR618) 黒褐色土(7.5YR3I曲が2酬と鱒色土(7.5YR2I1)2割が開聞に入る

ように握在.蹄まりやゃあり.

日層黒色土 (1OYR2I1) 黒縄也土包6刊剖}が5割率で罷也灰賞褐色土狙(IOYR5I2).に

ぷL噴笹色土塊臼0'四6/4)、暗臣賞色町砂壇包町R4I却を多量に含有。粘性 蹄まり強.

具L、.
12層黒巴土 (lOYR2ll) にぷL、費総色土(10YR5l2)小塊少し多めこ含有.闘まり弘

S E 0 3鍾方十周註

a眉 にぷい糞恒泡粘土 (1OYR6I4)の大洩と.臣賞色粘土包5YR6/司大塊の開聞に、緑色土.uOYlU.7.凡}

が入る (にぷ賞5 灰黄4 鼎 1)0締まり強.

blll 晶褐色砂置土 白0官邸~瑚 大境粘性強四燃色土白町R!2叫が障問こ入るよう 5酬率で哩在.

c層にぶい賞俊色砂質土 (10四阿の'1ぃ噌大塊と、鼎色土 位5YR2I1の特大塊の開聞に，砂置の

蝿樋色二七(10YR3/2-21副が入る憤4 県2 県褐4)0 蹄まり量。

d層 明賞褐色粘土 (lOYR間 階改組と、明褐色粘土 7.5YR踊)中~大塊の隙聞に、処絡色土

(7.5YR2J2)が直入(明貧4 明褐4 織2)0 蹄まり強.

e眉黒色土 (1OYR2叫 にぷい畳檀色.<2.5YR6/司粘土の大方弘 砂置の黒褐色土(10四3/2)が毘准 (晶

4 にぷ賞3 砂織 3)。閉まり強。

f層置色土粘土 (7.5YR酬 の中~特大壇、綱策褐色粘土包町田崎大場晶色土(10YR2ll)中~大場

これらのお抱の障問に入るように操褐色二七7.5YR3I2-m>が混在(檀5 明賛2:/111 県褐2)0 

蹄まり極弘

第 42図井戸遺構図2 (SE03) 
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掘削したこともあり、どのような形状を成して上層に至ったのか不明である。残存井戸側の上位層に掘方土が及

んだと考えられるため、上層にも井戸側が使われていたが抜き取られた可能性があるだろう 。

〈遺物出土〉

出土遺物の状況は、井戸廃絶後の大型土坑状のテラス面を廃棄坑として使用した SK387から極めて多量の遺

物が検出されている。また、 SK387と井戸上層を切って掘り込まれた中世の上層土坑からの出土も多い。標高

4.500m付近の埋土内で完形の杯蓋が検出されている。

SE03覆土での総数は、須恵器食膳具 138点、須恵、器貯蔵具 70点、土師器食膳具 63点、土師器煮炊具 136点、

中世土師器 232点、石製品 8点(番号を付して取り上げたもの)、土製品 7点、中世陶磁器8点(白磁椀6点と

土師器椀・皿2点)である。この内、須恵器食膳具には、油痕 80点、内面底部が摩耗するもの 14点、 墨書土器

6点が含まれる。

SK387からの出土遺物の総数は、須恵器食膳具 308点(油痕・摩耗痕 85点、油痕 60点、摩耗痕 15点、 墨痕

2点を含む)、須恵器貯蔵具 117点、 土師器食膳具 66点、土師器煮炊具 685点、中世土師器食膳具 714点、土製

品9点、石製品 13点、中世陶磁器 10点(近江産緑粕城、灰秘境、白磁の血 ・椀)である。この内、須恵器食膳

具には、油痕をもつものが総じて 145点と多い。

SE03. SK387から出土する中世遺物は、両者を切って構築された上層土坑からの出土と判断している。

SE03井戸内から出土した遺物の時期は、 N2-V2期に相当する。標高 4.000m以下から井戸底まではN2

期主体で、標高 6.300m以下から下層までの問ではV2期主体、これより襟高 7.000mまでの聞ではV-VI2期

に相当する。外周土坑 SK387ではIII-N期の遺物が検出されているが、 主体はV-VI期である。そして、上層

土坑にあたる中世遺物は中世 1-n 1期に相当する。

'" 

F 

図No.51
中層

⑧ 
図No.中1!t241 I E' 

上府 . 

F' 

~ . . 

G 

図No.67
下層

上端ラ イン

図No中世267
下層

図No.59中尉

G. 

図No.55
上層

SE03外周土坑(SK387)

平面図・断面図 (5=1160) 

B1039l.圃十抗(SK387)十周註

l層暗縄色土 (lOYR3!3) 砂置土用。耕作土に近い土.

炭化小塊、焼bl塊を多め官有.策尚色土ノl塊多め

含布。

2層思褐巴土(lOYR2I2) 醒土4岨、由化小塊を多め

含有固貧縄色土の小塊を少量含有.土師棚片を多

量に合宿.

3層鼎縄色土 (IOYR2I由 貿補色粒を多量含有.由化

中塊、韓土1I唱を多め合有.黒色土中境多め含:tlo

4層黒鱒色土(l01R2/2)貧樹邑土(101田16)町中嶋を

極多量(2割程)、黒色土中塊多め含有.

6層黒崎}色土(10四2/2-2/1)民ヒ小境中嶋多量

含有.貧縄色土の1I塊H'量官有.土師審判、片多量

官有.世土1I岨多め含有.

6眉蝋色土(10四2/1) 黒色灰Eじりの腸.黒褐色土

罷在.炭1ヒ中塊多量含有.

711 ~偽補色土 (l OY阻 2-3/2) 貨同色土の'1岨を多量

含有.民弛小塊多め含有.

8層撚褐色土 (IOY阻由貿筒巴土ノl岨寸岨を極多

量(2割程)含有。民ヒ中塊少量含有.

9層黒褐色土 (lOY胞 3) 褐色土のl塊中塊を極多

量(5割出副官有。

101曹黒褐色土(lOYR2I2-2I由責褐色粒を多量含有。

やや砂質宇野ぴる。炭化中境、世土ノ1岨多め含有.

III曹黒褐色土 (l0YR3/2-品目 にぷい貰俗色土を多

めに混在ゐ 蹄まり~け、やや軟賀町土.

。 2m 

(1/60) 

H=全て8.800m

G' 

:正予言グ
第 43図井戸遺構図3 (SE03、外周土抗 (SK387)> 
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第 3節手工業生産関連遺構

額見町遺跡は、各種手工業生産を生業とする集落遺跡であることは、遺跡の概要のところでも述べたが、今回

の報告地区でも、手工業生産関連遺構が検出されている。土師器焼成坑、製炭土坑、鍛冶炉が各 1基あり、比較

的建物遺構の密集する区域において検出される。次回報告のH地区南西区域では、鍛冶炉と製炭土坑の密集する

区域が確認されており、ここでも鍛冶炉は掘立柱建物内に位置する傾向が見られる。

@ 

(111，000) 

(・一土師器焼成坑、.一製炭土坑、血ー鍛冶炉)

第 44図 B・C・F.G.H区の手工業生産関連遺構分布図

第 1項土師器焼成坑 (SJ62)

今回報告区域の被熱遺構の中で、定型的な土師器焼成坑と呼べるものはないが、 S]62は床面に広く酸化被熱

焼結層が確認され、立ち上がりの急な壁に顕著な被熱が確認されたため、土師器焼成坑と認定した。ただ、当遺

構からは土師器焼成に伴う焼成剥離のある土師器や焼き歪んだ土師器など、明確に焼成破損した土師器は確認で

きておらず、根拠不足の部分は否めない。

当土師器焼成坑は、西側へ緩く傾斜していく斜面に位置し、古代 112-113期に位置付けられる竪穴建物

SIl17と古代113-m期頃の土器廃棄土坑SK372とが埋没した後に掘削される。焼成破損した土師器がないため、

土師器焼成坑の時期を特定しにくいが、床面より出土した須恵器や強く被熱を受けた土師器片は古代m-N1期

に位置付けられるものであり、 SK372の時期から考えても、 N1期頃に位置付けられるものと推察する。

規模は縦軸長が 120cm、横軸長が奥63cm、手前 92cmを測り、縦長の形態を呈す。平面プランが無花果形を呈
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m
 

!ll.L;t.且J註
l膚黒褐色土 (10YR3/2-2fl) 明亦褐色厳土中機各臥小塊多

量、炭化中塊!J.臥にぷい褐色土中境多め含有。

2膚 にぷい赤褐色被熱士(町R4/4) 明赤褐色焼土塊多量混在。

炉床土?

3層黒褐色土 (7町R3I2) 明赤褐色焼土塊が極多量含有.

4膚黒褐色土げ町R3I2) 明赤掲色屍土境多め、にぷい褐色土

中塊極多量含有。

a唐使色島化焼結貼床粘土(町磁調) 強〈焼結硬化する.

b膚黒褐色感化被熱配採粘土包5YR4絡) 焼土小境極多量、炭

イヒ小塊多め混在する貼床土.しまり強いが、酸化被熱は弱L、.
c膚暗褐色酸化被熱貼壁土 (7.5YR3/3) 褐色土ベースに黄土塊

を多量混在させて貼聾したもの.比較民泊〈酸化被熱するが、

焼結硬化はしない.

d層明赤褐色被熱貼床粘土(5YR醐) 貼床土の生焼け膚.

e層黒褐色量化被熱土 (7.5YR訓2) 黒色地心土が弱〈酸化被熱

した土層.

第E章

2mで
も33・34
や33・34の交点

斗

(SJ62:土師器焼成坑〉

B' 

H~全て9.1ωm

⑨ 
B 

2mで
や33・34
も33・34の交点

">く

"" 

⑧ 
B' B 

(1/20) 

H~全て9.700m

ミ|

(1/10) 

S J52土居詮

1膚黒褐色 (10YR3l1)-暗灰色 ω叩)呈す還元裁結硬化した炉床粘土

極めてしまり強〈、粘土中に鍛治樺が食い込む.

211 黒(褐)色白0YR3/l-211)を皇す餌床粘土の還元焼結が不十分な粘土

しまりあり、硬質6

ミ|

/A議記議区、

!¥ 瀦 翰;
1 同還ま輩横制限 liiJl

?f璽繋察懇折
、、き詮塗彰うJ
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(1120) 

ll.ll.2..よ且主
1層黒色土 (7.5YR2I1) 炭仕ンj嶋多め、黄褐色土小境少量、焼bJ岨微量合

有。しまりなし軟質。

2膚黒色灰土 (10YRI7/1) 炭化灰混在の土膚.焼bJ甥微量含有。

3膚黒色灰土 (10YR1.7/1) 炭化灰混在土眉で、特に炭化塊多量混在.

a眉赤褐色厳化被熱土包5YlW6)地山の酸化焼結土
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第3節手工業生産関連遺構

するもので、奥の幅狭部分が焼成箇所、手前の幅広部分が前庭部的な箇所にあたる。奥壁から奥部の側壁にかけ

ては 15-18 crnの壁高をもってしっかりと立つが、手前前庭部的な部分の側壁から前部にかけては、立ち上がり

が緩やかで、壁高もlOcm未満と低い。焼成箇所の床と壁は黄褐色系の粘土で貼土して作られており、その部分

で強く酸化被熱焼結していた。被熱層は奥壁で 3cm程度だが、床面では 3-6cm程度あり、表面の焼結硬化も床

面のほうが強かった。床から壁への傾斜転換点付近で、は焼結が弱く、 2cm程度が弱く被熱する程度であった。壁

の被熱箇所は奥壁付近に偏るが、床面被熱は手前側に伸びており、奥壁際より 60cm程度の範囲で、被熱が確認さ

れる。それより手前では、被熱が確認されず、表面に焼土塊や炭化塊が食い込む程度であった。

先に述べたように、当土坑の奥の幅狭部分のみを焼成部として使用し、手前の幅広部は作業場的な空間として

使用したことが、このような被熱状況になったものと理解される。

第2項製炭土坑 (SK255)

古代 11期に位置付けられる竪穴建物 SIl12が埋没した後に埋土中に掘削される土坑で、土坑床面は SIl12の

床面とほぼ同レベルにある。当土坑に伴うと判断できる床面出土遺物がないため、時期を特定することはでき

ないが、古代N2新-V2期頃に存在していたであろう、四面廟付き掘立柱建物 SB259にも重複しているため、

その聞の時期、古代 12期からN2期の間で考えられよう。SIl12の埋土に古代田- N期の遺物が多く混在して

いる状況と、その覆土を切って存在していることから考えれば、古代N2期とするのが穏当だろう 。

土坑は長軸 98cm、短軸 67cmの隅丸長方形で、床面はほぼフラットに掘られている。壁の立ち上がりは立ち気

味であるが、掘り込みは浅く、壁高は 5crn程度、士坑中央付近でも 10crn程度で、ある。壁の立ち上がり部から上

端にかけて酸化被熱痕跡が確認され、上端では特に焼結していた。床面は下層に堆積した大きな木炭片混じりの

黒色灰層を除去すると、黄褐色地山が露出 し、被熱焼結した様子はないが、木炭小片が床に食い込む形で検出さ

れている。また、 壁際近くでは木炭片と黒色灰が多量に分布する様子があり、以上の壁と床の被熱特徴、木炭片

の出土、下層の黒色灰の溜まり状態から推察し、製炭土坑と判断した。

ただ、かなり小型の土坑であり、被熱痕跡も弱いなど、 C地区で検出された床面還元焼結の製炭土坑 SKlll

に比べると、生産回数の少ない、一時的な生産のためのものであった可能性が高いだろう。当製炭土坑が鍛冶遺

構との関連性の中で位置づけられる根拠はないが、当遺跡の鍛冶が8世紀代に生産の拡大を図った可能性が高い

ことを考えれば、鍛冶関連のものと性格づけるのが穏当と判断される。

第3項鍛冶炉 (SJ52)

鍛冶炉は掘立柱建物の密集する場所に位置しており、総柱建物の SB265、側柱建物の SB322、SB323の3棟の

古代掘立柱建物と重複する。総柱建物は機能的に適さないので除外するとして、側柱建物に関しては、鍛治炉の

覆屋であった可能性がある。特に、 SB322は建物の中央付近に鍛冶炉が位置しており、掘立柱建物の規模がやや

大きい点は気になるが、当鍛冶炉に伴う覆屋、工房的な建物であった可能性があるだろう。鍛冶炉は、火の発生

する範囲が狭いことと鍛治操業における炎の色の識別を容易とするため、太陽光線を遮断できる屋内であること

の方が都合がよいとされており、鍛冶炉の建物内設置は必然的とも言われている。SB322の中で占める位置関係

からしか、当掘立柱建物に伴う根拠はないが、 一応の可能性として考えておきたい。因みに、 SB322は古代皿~

Nl期に位置付けられるものと判断される。

鍛冶炉は還元焼結した炉床のみ検出されたもので、炉壁等の炉体構築物は遺存していなかった。炉床は 18x 

20 crnの略円形で、僅かに炉床中央が窪むような形状をもっ。炉床土上面からは鍛造剥片や粒状浮の確認はなかっ

たが、炉上面及び炉床土中から極小型椀形鍛冶浮が数点採取できており、炉の周辺からも鍛冶浮が出土した。こ

れら周辺の鉄浮も当鍛冶炉に伴うものと予想でき、炉壁等が消失しているため、炉の構造や規模は復元できない

が、炉床の大きさや炉床に残された極小の椀形鍛冶浮の存在から、鍛冶工程の最終段階の作業を主とした小型の

鍛治炉であったものと予想する。

なお、炉床の地下に土坑状の付設遺構は見られず、黒色地山の上に、黒色系の砂質帯びる炉床粘土を直接貼り

込んで作られている。炉床粘土は中央で厚さ 8crn程度あり、 U字状に貼り込む。被熱は上面半分程度が黒色に強

く還元焼結しているが、下面半分では還元焼結不十分で、生焼け状態であった。
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第 1項道路状遺構と今回報告部分

本遺跡で検出された道路状遺構は、 C地区の一部を含めF.G.H地区において確認されている。本遺跡全体

で大きく 3本が確認でき、検出地点ごとに遺構Nuを付している。まず、 G地区北西端から南東側へ緩やかに曲がっ

てF地区に延び、さらに東に緩やかにカーブを描いてC地区へ繋がるものが道路状遺構 1である。道路状遺構 1

のF地区西側から分岐してH地区に延び緩やかな弧を描く様にF地区に至り、斜面を登るように続くものが道路

状遺構2である。そして、道路状遺構 1のG地区東側から分岐するように南側へ向かつて直線的に延びるものが

道路状遺構3である。

これらの道路状遺構は、路面の検出、道路幅員と思わ

れる溝状遺構、道路の付帯的構造痕跡と思われるピット

列や波板状凸凹面の検出が個別になされ、それぞれつな

がり面的に捉えることが出来たことから、最終的に大き

な3本の道路状遺構であると判断したものである。但し、

削平の影響により路面の検出が一部に至るものや、上層

削平され路面内埋土が露出していると思われる状態のも

の、床下構造もわからないくらいに削られて消滅する箇

所も見られる。特に、 C地区に一部かかる区域から先の

東側は恐らく道路状遺構が続いていたものと考えられる

が、更に標高が高くなるため完全に消滅してしまってい

る。なお、道路状遺構 2の本遺跡検出の南端から先、要

するにF地区の末端部分から先のE地区とした区域には、

(財)石川県埋蔵文化財センターが平成9年に発掘調査し

た道路状遺構が続く 。

今回報告対象となるのは、 G地区にて検出された道路

状遺構 1の一部分と、道路状遺構 3である。道路状遺構

1については現地で付した遺構番号 SD30、道路状遺構2

については遺構番号SD31とSD32が該当する。SD30では、

路面と考えられるパラス敷き硬化面が講状遺構内にて検

出されている他、波板状凸凹面、ピット列群、土坑列群

が検出されている。SD31では波板状凸凹面のみの検出で

ある。SD32では、パラス敷きや硬化面をもっ路面が若干

マウント状に検出され、その下層にて溝状遺構と別路面、

部分的に波板状凸凹面が検出されている。

1 .道路状遺構 1 (SD30) 

今回報告する道路状遺構 1のSD30は、前回報告 (額

見町遺跡 ill) した SD25の続きにあたる。全体形状は、

G地区北西端から F.G.H地区境の東にかけ緩やかに

第E章今回報告区域検出遺構

⑧ 
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閃 ミ
第 46図 額見町遺跡道路状遺構全体図

カーブを形成する。その先には、時期が全く異なっているものの方向の目安として SI112に向かう形で前回報告

のSD25に続く 。SD30は、近代の切土削平による影響のため、途中 2カ所の途切れ、要するに上層削平が認め

られるが、パラス敷き面(土器細片を中心に磯や鉄浮も含んで硬化する広がり・前回報告では土器敷き面としいる)

を路面とし、溝状の落ち込みを中央にして両側にピット列群や土坑列群を伴うことが特徴であり、北西端が最も

標高が低く、東へ向かうに従って標高が高くなってゆく 。この高低差は、講底面(路床)地点の差で1m 74 cm、

溝上端地点の差で 1m 61 cmを測る。要するに、 SD30は、緩やかな斜面に立地する道路状遺構だということが

言える。そして、標高が高くなるにつれ削平の影響が顕著と言える。
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⑧ 
20m 

第 47図 今回報告区域の道路状遺構全体図 (5=1/400)

'" 
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1 

。
@ 

SD30の全長は北西端から 36mで、更に東側へ続いて検出されたピット列群も含めれば40m以内に留まる。

その先に続く SD25までの 15mの範囲でLは、道路状遺構は検出されていない。この区間は、完全に削平されて

しまった可能性が大きいが、例え SD30A区のようにかろうじて痕跡が残っていたとしても、この区間は遺構密

集区でもあり、検出は極めて困難な状況であっただろう。

さて、切土削平が3段に及んで、いる状況から、報告者は SD30を3地区に分けた。南側にあたる、む・め -

37・38Grに位置するものを SD30A区とする。中央にあたる、め 39、む ・め -40・41Grに位置するものを

SD30 B区とする。北西にあたる、み ・む 42 -44Grに位置するものを SD30C区として報告する。
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(1)区割りごとの状況

① 8030 A区

第E章今回報告区域検出遺構

この区域は、土器細片や鉄浮が集中する広がりがまず検出され、この面より下層位から、浅い溝とピット列群

が更に検出されたものである。土層断面ポイントである Bライン ・Cラインを結ぶ区画内で、 Cラインに近い側

の半分に鉄浮が集中して検出され、この部分はA地区中で最も傾斜の強い箇所にあたる。これらの検出遺物の広

がりは、幅 60cmを測り、構プランと概ね一致しながらもはみ出るように位置する。パラス敷きの一部と考えら

れようが、次に述べる B'C区と比較しでも検出溝は浅く、出土遺物は路面に敷かれたパラスというより、路面

内の土に混入していた可能性が高いのではないかと思われる。路面幅はもっと広かった可能性があるだろう。

検出溝は、残存で長さ 4m84cm、上端幅 20-30cm、深さ 10-14cmを測り、非常に細長く浅いものである。

溝覆土は単層で、黒褐色土を主体に地山土である褐色土塊を少量含有、 SD30C区l層と同類層となるものである。

この覆土を除去した底面には所々硬化面が認められる。これが路床となろうが、 i舞の底面は幅が最大でも 20cm 

程度で、平坦ではなく浅い断面皿状を呈した窪みといったものである。溝の東側には、ピット列群が検出されて

いる。ピット覆土は黒褐色土が基本で、粘性の強い締まりをもっ黒褐色土も認められる。

② 8030 B区

SD30 B区で検出された溝は、残存長 9m90cm、残存上端幅が最南で 30cm、最北で 1m 70 cmを測る。溝は、

上端の末端から緩やかに底面に下っている状態で底面が平坦となる断面皿状や逆台形状を呈し、深さは 5-20

cmを測る。最南にあたる溝幅の狭い部分が最も浅く、最も北にあたる溝幅の広い部分が最も深い。

この溝の内部において、バラス敷きを有して若干硬化する路面と、最下底面の路床の硬化が検出されている。

パラス敷きは、構覆土の 3層下両から検出され、 A区同様に土器細片と特に鉄浮が多い。路面は、講中央で一直

線をなしており、幅は 60-70cm主体で、最小 30cmを測る。尚、路面検出状況図で、路面幅から外れて出土す

る遺物を記載しているが、これは路面に伴うものではなく、路床までの覆土から出土しているものが加わってい

る。路床幅は、 20-30 cmが主体で、 15cm程の箇所も認められる。路床の硬化は、後述する SD32よりも硬いと

のことである。路床上層には、 1-10 cmの黒褐色土に地山褐色土の混入が少ない遺物を伴う層が認められ、こ

の上面が硬化し、路面となるのである。また、路面よりも更に上層にあたる 3層にも硬化が認められるので、こ

の層も改修のための搬入土となろうか。

i蒜の東側を中心にピット列群と土坑 (SK296)が検出されている。ピット列群の覆土は、黒褐色土をベースに

地山褐色土塊が少量混入するもので、中には軟質なものも認められるるものの、本遺跡の基本的なピット覆土を

網羅しており、覆土に特別な印象はもたれない。土坑は、底面が平坦で、覆土は下層に暗褐色土に地山褐色土が

3-4割混在する層、上層に黒褐色土に少量の地山褐色小塊が混入する層の、これら 2層が基本となる。ピット

と土坑の切り合いは様々であり、両者は併存していた可能性が高い。ピットの深さは、浅いもので 10cm前後、

深いもので 40cmを測る。深さそのものは、講の路床レベルと同等のものが殆どで、 j蒋が次第に浅くなれば周囲

のピットも浅くなるといった1犬況である。

③ 8030 C区

この区域で検出された溝は、残存長lOm90cm、残存上端幅 50cm-1 m 86 cmを測る。溝は断面皿状や逆台形

状を呈して、上端から緩やかに下底へと傾斜する。構内には、路面と路床が検出されており、この面はほぼ平坦

となる。路面はやや硬化しており、パラス敷きを伴うもののB地区に比べ量は少ない。パラスには土器細片や鉄

浮を用いており、鉄浮率は意外と高い。路面幅は、 50-1m20cmを測る。路面下の l'層や4層は、地山褐色

土塊の混入が少ない黒褐色土ベースの土が入札土器も混入する。最下底面である路床は、幅 12-68 cmで硬化

しており、この路床までの深さは、溝の上端から 14-40 cmを測る。深い部分では、断面形状が逆台形状である

ことが顕著であり、オープンカ ット法を用いて造成された可能性がもたれる。ただ、断面Cラインを見ると、路

床の硬化面が偏っていることがわかり、初期段階で、は狭い幅を保っていたが、どこかの段階で道路幅を広げた可

能性あると考えている。また、路面検出状況図で、路面幅から外れて出土するものを記載しているが、これは路

面に伴うものではなく、路面下出土のものや周辺で検出されたものが加わっている。

SD30 C区の両サイドでは、土坑 ・ピット列群が検出されている。西側では土坑群が主体、東側ではピット

列群が主体となっている。これらの土坑群には遺構番号が付しであり、 SK292・293・297-313・315・317-
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め391む39
め38む38 (SD30 A区〉
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S D 3 0 A 区十嵐註

11冒黒褐色土 (10YR21泊地山土の中塊少量

含有。炭化壇 t量含有。

2層黒褐色白0YR2/2)地山土の中~大塊を

多量含有.炭化塊少量合有。

3膚黒褐色土(1OYR2J泊 地山土大塊が極多

量含有。炭化塊少量官有.

4膚黒褐色土 廿5YR2/2):1唐土よりやや暗

L、.
5廟暗褐色土 (7.5YR3足時 侶K2田 S∞

6層と同層。)

6唐無梢色土(10YR3lI)地山土中境を少量

合有。

7層地山土

8眉燥褐色土臼OYR3lI): 6層に比べ粘性強

〈締まりあり.

9眉貼褐色土 (10YR3lI)粘性強〈締まりあ

り.地山土大塊が多量含有。

10眉晶褐色土 (7.町RlI/I) 地山土町中~大

塊が多量含有.

II眉黒褐色土 (1ぽR2局地山土大塊がや

や多めに含有。

12眉燥褐色土 (7.5YR2/2)地山土町中~大

境比t量含有.この眉町下に、硬化した面が

所々あり. <構覆土〉 侶邸0・C匹 1眉

と同類層)

13層地山土に 11冒土少量混入.殆ど地山土.

14層 黒褐色士 (7.5YR2/2) 土器細片多量告

有.炭ヒ洩少量含有.SD叩 を切るピット

土居。

。

A ¥¥ 11企L

⑧ 

断面図

A・B'Cライン i
5=1130 I 

D'Eライン | 

5=1160/ 
H-全て9.700m

A A' 

ベ有r

B B' 

てこ互~

♀ ♀こ

ーでhr

D
一

E 4 E' 

、、、 I~I ..d L トザ事同71

.( '-..y /Y5IT¥I 18V 
， :3 .......1 L 6 ~ . 

o iケ 9

2m 
(1/60) 

第48図道路状遺構1遺構図 1(SD30 A区〉

72 

〈斗 斗

よ _L  
パラス検出状況図
〈上層削平を受けた路面〉

(S=1/60) 

⑧ 

め38む38
め37む37



今回報告区域検出遺構

く五
溝上端ライン

"'~O~~O 
め古田

S D 3 0 B 区十周註

O周 にぶい黄褐色土 (lOYR4I3) 砂気多〈締まりよ凡

侶K盟7・0層、原盟7.2・層と同層〕

l眉黒褐色土 (7.5YR3I2-2脱 出心土田中~大塊少量合

有。点線の部分でやや硬化面あり。

2眉鮒黒褐色土 臼0YR3/3-問。 地』土塊少な同 締ま

りありa

2'層暗褐色土 (10.可l'R3I司 2層に比べ地山土塊多〈告有-

3眉 0部品補色土 (7.5YR3居~ 制) この薗にやや硬化面

あり.地叫止の大塊含有@土砂')>量混入。 (SI)却 .c
区 1層、 SK2!抽 300・11層、 SK3Q7.3層と同層)

3暗黒褐色土 (7町R3I2) 地山土塊少量、上閣にやや硬

イヒ面あり。土器少量混在。(SI)叩 C区 1曙と同層)

4眉黒褐色土 (7.5YR31曲 地山土の中~大塊官有。やや

軟質. (SK証16.4層、 SK313.3層と同園)

5層県褐色こt(7.5YR司自 地山土塊多量含有.

日層暗褐色土 廿.5YR明}地山土壇3櫛程合有(SK盟7

4層、 SK2!拍・8∞.15層、 SK306.1層と同膚)

7層黒褐色士 (10司田町司 地山土の中塊含有.土#星量入

る.床直な~.
8府県褐色土 臼0YR21司 締まりあり。地山土嶋混入少な

L、.SD却 に比べ暗み噌す. (81)31土層〉 侶K却3.3

層、 SK3田 1層、 SK却7.2置と同膚)
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口周 にぷい黄禍色土 (!OYR胡) 砂質

多〈締まりよ い 耕作土. 侶D30・B
区 O層、 SK盟7'2'惜と同層)

l層黒褐色士 (7.5YR3/司 地山大塊混

入あり. (SK盛訓6.1晒と同膚)

2眉暗褐色土 (10司四四)地山中~大塊

浪入.

3層黒褐色土 (10司四回)地山中~大塊

世λR
4層晴褐色土 (7.5YR岬-3/'i)地山塊

3割ほど音*i.締まりよし。

5層 l¥'J!l色土 (7.6YR2121 地山中塊少

量混入. (SK31O.1府と同府)

6周暗褐色土 (7.5YR3/団地山塊3-

4酬混入e 侶K2!拍説JO.15層

SD却 B区 6層、 SK却7.4層、

SKa!漏・1層と閣膚)
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その他の遺構と包含層第4節
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S D 3 0 C 区十周註

l層偶野県補色土 (7.5YlW2-制)こ四面にやや硬化面あり.地U土町大塊合札土器少量混入. (SD叫B区・3層、 結盟7
Z圏、 SK笈ヨ9.30(>-15層、 SK却7.3周と同眉)

l帽褐色土 (7.5YR3/国 I1曹に比べ地山土属混入少な〈、上面にやや硬化面あり.土器少量混入. (SD却・B区.3'11と問膚}
2層創部褐色土 (IOYRSI3-咽)地山土刷割程混在.80却のかぶり土.土器混入あり. 侶悶10.3膚と同周)
2恒例野県褐色土 (7.5YIWl-IOYR2IS): 2眉に比六地山土塊官有少なL、.土器混入多川

3層 鳥褐色土 (7.5YlW2-泌 l層に比べやや暗め.やや締まり恵〈、地山土塊含有少な同
4眉拠禍色土 (7.oYR8i2):1帽に煩似.地山土塊混入少なし上面にやや硬化函あり. (SK盟3・4圏、 血 321'3膚と問団)
5眉鼎揖色土 (10YR21団地山土の中塊音布。 (SK2!描 6層、 SK29S'1眉と同掴)
6眉鼎掲色土 (7.5YIWl-1OYR2/S) 地山土の中味少量合宿. <BK制 覆土〉

7眉県褐色土 臼σmω 地山土境'"量含有.耕作土の混入が見られる. <B1包04置土〉
8眉鼎褐色土 ω叩 g司 均質で視入物殆どなl，. <s証拠411:t主
9眉 世的褐色土 白ぽ耳拙~釘官。 地山土塊4割程合有.締まりあり. <f.奴304覆土〉
10層黒褐色土 (7.5YR31泊 地山土塊3曹耀含有。締まりあり. <B直訴)4覆土) <SK321'2廟と同膚)
11層 (=SKS21・l眉と同膚)

12層 (=SKS21' 3眉と同眉)

。
(1/60) 

O -、、、

図No.3

S D30C区外周士坑士周註1

【SK293置土】
l膚 県褐色土 川崎別) 地lJ中塊含有. 信D却 C区・7凪 SK292・1層と岡層)
2眉暗褐色土 臼0YR3厄} 地山土周特大塊が混入し、明晶、締まり悪民、杭か?

3圃鼎補色土 臼σYR2J団 地山土洩が少量合1i. (SKS02'1層と問層'.SD却 B区
8層、 認 即 日膚と鎖ω

4層線褐色土 (7.5YR3/国地山土塊周含有少なく‘晴みあり. (SD田・C区 4膚と
同膚)

5眉晴褐色土 廿6YR岨-3/3) 地山土塊が4割程合有. 侶E加3.2層と同膚)

6眉黒縄色土 (7.5YR3/目 地山土の大塊含有. (s臨時1層、鉱299'300'1思
SK315'4凪 SK317・1膚と同膚)

【SK297覆土1
I1膏県褐色土 白0'四2I'iJ やや軟質で暗みがある.炭化中噛含有.
Z層黒。齢掴色土 (7.5YIWl-3/3) やや締まりあり.地山土の大壇含有。 倍E却?

3層と同層)

2帽に早い黄褐色土(1OYR4Iゆ地山土塊黒褐色土4配睡骨有. (SD却 B区 O層、
駆掛 O周と同眉)

3庸暗褐色土 臼0'四回~制 地山土の大塊合有.

4眉暗褐色土 (7.町R担 J地山土洩が2-3割雌混在.白日目 B区 6層、 SK2!お
6層、限期制・15鳳 邸蹴・1眉と同眉)

4慣にふゐ、貰褐色土 臼0YR41:車 4周に比べ地山土多l... 侶K299叙刻印。2層と鋼ω
【SK298置土1
l層黒褐色土白0YR2/S)軟質で炭化中噛合札杭?

2層黒褐色土 臼0YR2J2-測 地山土の丈塊合'fl.

3膚黒褐色土 ωYR2/S) 地11土畑中~大塊含有。 白鴎田 300'13圃と傾ω
4層 にぷい貴褐色土 (1OYR4厄J地山土塊3割程合:有.

【SK299'300竃土】
l層黒褐色土 (7.5YRSfl) 地山大塊含有. <BK299土眉) (SK293'6圏、SK296

l層、 SKS15'4膚、 SKS17・1層と同眉)

2層 にぶい賞褐色土 (10YR41司地止規4曾腫含有.やや締まりあり. <BK299土

膚) (SK297-4眉と問周)

2情 2眉に比べ地山塊比率高〈なる. <BK2!淘土周〉

3層黒褐色土 臼0YR2J胡 地山大塊少量含有'. (ピット土膚〉 侶胞団 Z層と問膚)
4層褐色土 (7.6YR4I.心 地山塊8割程理在.締まり極良好'. (ピット土周〉
5層 褐色土 (7.6YR4I4): 4膚に比べ黒褐色土の合有が少な川 〈ピット土眉〉
6周 晴褐色土 (7.5YRSI3):I1置に比円やや明る臥 〈ピット土層) (SDso・A区・5

眉と同膚)

?眉暗褐色土 (7.5YR泊』 地山塊含有多〈、やや軟置で締まり悪L、 〈ピット土周〉

8眉褐色土 (7釘R4/4) 地U塊5割ほど墨色締まりあり. (ピット土膚〉

9周 冊褐色土 白川島田~明。地U見直5割程合有'. <BK300士眉〉

10層線側褐色土 (7.5YR3居~制) 地A塊5割程合有'. <BK3∞土周〉
11層黒車部褐色土 (7.5YIWl-制)地lJ大塊含有'. <BK3曲土膚〉 侶D田B区・

6層.SK2!訓6.6圃.SK2!抽筑X>-15層、 S証306'1眉と同府)
11帽黒鯛尚色土 (7.5YlW2-10'四測 地山塊少量含有.軟賞。 (SK3Q6'6層と

傾ω
12圃暗褐色土 (1OYR8I司地山塊3割程混在。 信託剖7・1層と同層)

13眉県褐色土 臼OYR2lS) 地lJ中~大塊含有。 信K298'S膚と同眉)
H眉黒褐色土 (7.oYR8i2) 地山伏塊少量含有.

15眉暗褐色土 0・5YR3/司 3-4曾程の地U峨官有. (SD国B区 6層、 回包部
6層、SK297・4凪 SK3Q6'1層と同層)

16周暗褐色土 (10可R剖 -10YR81苗部分的に地山大塊含有.

17眉 (鴎掛也土 (7.5YR崎-7.5YRS/3) 地山塊5割凪締まりあり.
18膚暗褐色土廿町RSI団地山中~大塊同斑点状に混入a

19眉暗帽色土 (7.5YR3/副 10膚に比べ地山塊が特大で、混入も多い.締まりあり.
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第4節 その他の遺構と包含層

S D30C区外周土筑士周監2

[SK301覆土】

l眉則的褐色土 (1OYR3/2-回) 地山中~大塊含有。やや軟質. <SBピット土層〉

2層 (晴)揖色土 (10YR岨 ~担}地山塊3割穣混也やや蹄まりあり.

3層線褐色土 (10'可ffi2I2) かなり暗め.締まり惑い.

3・層 褐色土 (IOYIW，心 地山塊がメインをなし.シミ状に県褐色土の合有あり.

4層 書官F齢褐色土 (10YR胡 -IOYR2I3): 3眉に比べ地μ塊の含有多い。締まり船、

【SK302覆土1

l層黒褐色土 (10YR2l3) 暗みあり.地山塊浪人少ない。 (SO曲目区 8層、SK却3・3層、SK田7・2

膚と同層)

2層 M¥褐色上 (10'司iR3I泊 地山中~大塊が斑事状に含有. (SK309' 1廟と同層)

【SK303覆土】

l層処褐色土 廿5YR3I泊 地山大塊が3割腹程在。 侶K293'5層、SK3却・3府)

2眉 (暗)褐色土 (7町R4/3-3/3) 地山塊が4割程混在.蹄まりあり.

3眉暗褐色土 (7.5YR3I3) 地山中境.焼土.炭化境が官省。

[SK305覆土1

1眉黒褐色土 (7.5YR2I2-10YR3/目 地山塊少量官有。

2層県褐色土 (7.5YR担........w可i!W2):1I習に比べ地山中~大塊の脅街多し。

3層集褐色土 (7.5YR3I泊 地山特大塊が含有.

4眉暗褐色土 (7.5YR3I3) 地山中~大塊が多〈含有.蹄まりあり.

[SK306置土】

l眉晴樹色土 (7.5YR3/3) 地山壇3割程合有. 侶D却。B区 6層、 SK怒説9・300・15層と岡層)

2眉黒褐色土 (10'司iR3I由 軟質で締まり悪い.抗?

3眉黒褐色土 (7.5YR3I泊 地山大塊が鬼点状に含有。 侶K3(淘 l廟と岡層)

4層黒褐色土 (7.5YR3I泊 地山中~大塊3眉より少な〈含有。 CSO田 .B区 4層、SK313'3層と同層)

5眉黒褐色土 (7.5YR3I2): 4層に比べ地山塊の昔有多い。

6膚胸褐色土 作5YR岨~町苗 地山塊5割程混在。 侶K299.3QO.17眉と同層)

7厨暗縄色土 (J0YR3/3)地山大塊が斑点状に含有。締まりあり。〈ピット土府)CSK297'2凪 SK307

3と同層)

81!l 暗褐色土 (10'可問問，):7眉に比べ地山塊が明大で3i!1寝台有。蹄まりあり。(ピット土層〉

【SK307置土】

1層暗褐色土 (10'四却) 地山境3曾程合宥。 CSK2閣改加 12層と同層)

2層 ，tJ..!明色土 臼0四国)地山塊官有少な仁やや軟丸 信D30.B区 8府と問層.SK即日層、S岡田

1層と鎖似J
3層黒{悶褐色土 (7.5YR3I2-回)地山大塊官有.やや蹄まりあり。 CSK却3.2層と同層.SO却 C区・

1層と頗似)

【SK30B置土】

l層黒褐色土 (1OYR3/2) やや砂民

2層黒褐色士 (7.oYR21司 地山仲~大塊3割程合有.

3層 (防褐色土 (7.5YR4I8-3/3) 地山塊が5割程筋状に浪人e

4層褐色土 (7町lW4) 黒褐色土が少量合省。

【SK309置土1

11曹黒褐色土 (7.5YR3I泊 地山大塊かI!L'点状に含有。 侶E血2'2層、SKa06'3府と同府)

2閣議褐色土 (10YR2l3) 地山大塊が少量合布。 l層よりやや晴め. 侶K2!抽蜘 3眉と同園)

3層 。的褐色土 (7.5YR却~崎) 地山塊5割程合有。締まりあり。 CSK笈淘荻)()'17層、SK筑)6'6層

と同層)

4層褐色土 (7.5YR4I3): 3層に比べ且明色土の含有少な〈、締まりあり。

5府黒褐色土 (7，6'四312) 地は嶋少量合有a やや軟質。

S D30C区外周士坑十居住3

【SK310置土】

l眉 鼎褐色土 (7.5YR212) 地山中塊少量含有.上層の包古層。 CSK2!陪5周と同層)

2眉鼎褐色土 (7.5YR3I困 地山中~大塊がI!L¥¥(:状に古布。

3庸暗褐色土 (10YR3/4) 地山塊4削程合有.輔まりあり. 侶D剖 C区 2圃と問膚)

4掴暗純色土 (10YR回) 地山大塊が庇，¥¥(状に合有。(ピット土膚) (SK双)6'7膚と向層)

5層明綱相色土 臼0YR3/3-測 地山中~大塊少量含有. (ピット土周〉

[SK311置土]

l層思端色土 (7.5YR2I2-悶) 部分的に地山大塊含有。

2層暗褐色土 (7.5YR剖) 幽11塊少量合街。杭ワ

3M 1).¥褐色土 (JOYR2fl-四) 地山中壇部刑切こ官有。

4眉無制色土 (7.5YR3I目 地山中塊か斑点状に含有。やや軟質。(ピット土厨〉

5眉，\I.~1t酬色土 (7.5YR3I2-回) 炭化中弘 地山中壇含有。やや軟官。(ピット土層〉
6眉黒褐色土 (7.5YR3I国地山塊、炭化塊含有。やや締まりあり。(ピット土層〉

7届則的尚色土 (7.5YR3I2-悶1):6閣に比べ地山塊が多〈合有。 (ピット土眉〉

【SK312覆土]

11冒黒褐色土 (7.5YR3I2) 地山中塊少量含有。やや軟置。 CSK315'3層と同層)

2眉暗褐色土 (7.5YR3I3-3叫 地山大塊持縛が施¥¥(状を占める.

3膚暗闇色土 (7.5YR剖-3/4):2層以上に地山峨多〈含有.締まりありa

[SK313置土】

l圃 J品補色土 (1OYR3/2-2団 地山中塊少量含有.蹄まりあり.

2層暗褐色土 (10'可ffi3/3-3/4) 粘怯強。県褐色土が部分的に含有。

3眉鼎褐色土 (7.5YR3I泊 地山中~大塊含有. CSD加。B区 4周、SKa06'4層と同唐)

4眉町暗)褐色土 (7.5YR3I2-:胡:):3層に比べ明るみ噌す。 下底面に近づ〈昆恥U塊多〈古伝

【SK315覆土]

i眉 (にお判褐色土 (JOYIW4-413) やや粘性あ川カクランワ

2眉県椙色土 (IOYR剖 -7.5YR3I泊 地山大塊が斑点状に含有。

3庫県掛色土 (7.5YR3/2) 地山中唾少量含有" 2層に比べやや明る札 侶悶12・1廟と同府)

4層県褐色土 (7.5YR却2) 地山大塊含有.柱穴。 侶E盟8・6層、SK底訓6・1庖， SK2!調印3∞
1圏、 SK317'1層と問眉〕

5層毘(暗)褐色土 廿5YR3I2-泊) 地山中~大塊官有。

【SK317置土】

1111 M¥綿色土 (7.5YR3I2) 地山大塊合計。やキ輔まりあり.SD30に切られる. CSK却3.6圏、

SK2由 1層、府 SK299双)()'1月号、 SK315'4府と同層)

2層 椙 色土 (7町lW4)地山塊黒褐色土制 J.綱方士。

【SK319覆土1

1層暗褐色土 (7.5YR担) 地山大特大塊合宿。やや締まりあり.

2層 句的褐色土 (7.5YR描-414)地山蝿 暗褐巴土3割程合有。

【SK320覆土1

l府県褐色土 (Jσi!W2) 地山塊少量が部分的に合有。 土器混入あり.

2層黒尚巴土 (10YR3/2)地山境音有が l膚より劃、.

3層 (鴎褐色土 (7.5'団組~叩) 地山大塊4¥l1程合有。 侶K却3'5風 SK皿3'2層と同眉)

【SK321置土1

l眉黒褐色土 (7.5YR3I2-2f2) 地山中塊が斑点状に合有ーやや砂賞。 SD叩 に切られる.

2膚黄〈的褐色土 白OYR踊 -7.5YR5I跡地山塊を県褐色土少量含有固

3層見L褐色土 (7.5YR3I2) 地山境混入少な〈、やや輔まりあり。 11曹との層雌面に土器多川

CSD30'C区・4層，SK皿3'4膚と同府)

4膚則的褐色土 町5YR3I2-回) 地山中~靴械が部分的に含有固

321にあたる。土層断面を見ると、 SD30C区講を切って SK304. SK319・小ピットが掘り込まれている。逆に、

SK321は、 SD30C区に切られている。覆土においても、土坑同士やピット覆土、 SD30の他地区の覆土と同質・

同層が確認でき、同時に機能したものと考えられる。路床の深さの基準とすれば、溝は最も深い北西端から緩や

かに登って南東端まで至るため、南東端が最も浅くなる。西側の土坑群は、路床よりも深く掘り込まれているも

のが大半で、路床よりも更に 20~ 30 cm深い。ただ、浅いものも認められ、 SK311とSK301の北側一部、これ

ら遺構に隣接するピットと、講の土層断面Aポイントにかかる土坑の数基のみであるが、これらは、路床レベル

よりも 2~5cm底面が高い程度である。

一方、東側に広がるピット列群・土坑群の底面レベルは、殆どが路床よりも浅い。 路床レベルよりも 5~30

cm前後上位に留まっているのである。但し、土層断面ポイント E'地点から北に向かう溝際の土坑やピット列の

み路床よりも深く掘り込まれている。このように、 SD30C区の西側土坑群と東側土坑群では、深さに違いが認

められる。また、土坑群の覆土層で、杭のような細い柱痕が認められる他、調査時には、土坑群やピ ット群か

ら、杭や柱のようなものが位置していたと考えられるような圧痕、円形に硬化する痕跡を検出している。そして、

P162とP163からは、それぞれ「八水」と墨書された杯Aが出土している。

(2) S030の出土遺物

出土遺物は SD30全体で、須恵器食膳具 752点、須恵器貯蔵具 357点、土師器食膳具 74点、土師器煮炊具

440点、管状土錘や土製支脚を含む土製品 13点、砥石を含む石製品9点が出土する。これら遺物の時期は I1 

~VI2 期までに位置づけられ、時期幅は甚だしいが、路面のパラスとしてあらゆる土器を使用したからであろ

う。また、遺物図版No.6・7などは、 VI2期と判断されるが、覆土からの出土である。SD30C区西側に位置す

るP162・163から出土する墨書土器はV2期を示している。これらのピットがSD30に伴う可能性は高いため、

少なくとも道路状遺構 1はV2期までは機能しており、 VI期段階で埋没したのではないかと考えている。この他、

加賀焼の中世陶磁器3点、中世 (11~ 12 C前半)の土師器食膳具 11点、中世鉢底部 1点が出土するが、古代

遺物に比べ数量は格段に少なく、混入したものと思われる。

周囲の土坑群からは、全ての土坑の総数で、須恵器食膳具 58点、須恵器貯蔵具 44点、土師器食膳具 13点、

76 



第H意 今回報告区域検出遺構

土師器煮炊具 82点、土製品4点が出土する。土坑数の割には少なく、最も多く出土する SK321でさえ、須恵器

食膳具 12点、須恵、器貯蔵具3点、土師器煮炊具 11点、土製品 2点といった程度である。土坑群から出土する遺

物の時期も 12-VI2期と幅広いが、 V期や羽期が主体となっている。

(3) S030東側ピット列について

道路状遺構の際に添ってピット列が検出される事例は全国に認められるようである。このようなピット列は、

「土留めの際の杭列JI樹木痕JI柵」であろうとの認識がなされている(近江俊秀 2003r古代国家と道路j、山

村信栄 2001I古代道路の構造Jr古代交通研究第 10号j)oSD30の東側は、確かに標高の高い方向である。そし

て、ピット同士が連続しつつも規則性はなく、ピット規模も様々であり、ピット底面が路床レベルよりも高いと

いうこと挙げられ、ピット覆土は人為的埋土であり、土層断面においても杭痕跡ではないかと思われる土層も認

められる。これらのことから、道路内へ土などの流入を食い止めるための痕跡、土留めのために施された何らか

の痕跡である可能性が高いものと考えている。

(剣道路状遺構 1 (S030)小結

SD30は溝内に路面を有し、この路面は弱い硬化とパラス敷きを伴うもので幅は削平区域で最小 30cm、最大

で 120cmを測るものであり、パラスには鉄浮が目立つ。路面下には、遺物を伴う別土が充填されており、この充

填土下に、硬化の強い路床が認められる。路床の幅は最も削平された区域で 15cmしかないが、 30-44cmを主

体とする。初期段階の路床は、断面皿状を主体とするが、次段階で拡げられC区やB区の一部では逆台形状の断

面プランをもって路面とされたと考えられる。何れの地区でも溝東側にピット列群が検出され、土止めの役割を

f旦ったと考えられ、目的は不明だがC区のみ西倶uに土坑群が検出されて特異な印象をもっ。

2. 道路状遺構3 (SD31. SD32) 

道路状遺構3は、道路状遺構 1から分岐して、直線的に南西方向へ続くものである。SD31とSD32が該当する。

SD30B区から分岐するのがSD31で、波板状凸凹面が検出されている。SD32では、SD31から更に南へ続くもので、

北側では波板状凸凹面のみが検出され、南側では 2枚 (-4枚以上?)の路面を検出し、路床よりも下層レベル

で部分的に波板状凸凹面が検出されている。

(1) S031 

SD31は、 SD30B区南端から延び、め 39・40ーも 39ーや 38・39Grにまたがって位置する。SD30との切り

合いについては、平面図で SD31が SD30に切られているように示されているが、断面図では新旧を見分けるこ

とはできない。

さて、 SD31は、浅い土坑状窪みが連なっているもの、波板状凸凹面のみが検出されている。長楕円形の短径

を南北軸に対し垂直に並ぶもので、検出されているのは 13基分、検出されない箇所も認められるものの全体で

11 m 60 cmに及ぶ。遺構プランは、長楕円形や長不整楕円形を呈し、規模は、長径 62-132 cm、短径 34-65cm、

深さ 2-22 cmを測る。め39・40Grに位置するものが、長径が63cm前後を示して短く、深さも 2-4cmであり、

も39Grに位置するものは長径 110cm前後で、深さも 10-20 cm主体で、ある。要するに、北へ向かうほど上面削

平により、規模が小さくなっている。底面は、やや凸凹を呈するが、平坦面を形成するものもある。覆土は、黒

褐色土がベースで、地山土である褐色土の塊が少量もしくは部分的に混入するものであり、土層断面の士層註 l

層のみが締まりをもっ。落ち込み内には多くの遺物を伴い、小石や土器破片を主として鉄浮も含まれ、特に底面

で目立つ。伴う遺物は土とともに充填したと思われる。

SD31PI0から南方向にて、 SD31が切る別遺構と現地調査にて判断されたのがSD32北部分である。これらは、

SD31の連続する軸からずれ、西側にプランをずらして掘り込まれていると判断したためである。ここの箇所を

SD32北として詳細は次項に述べるが、最終的には一連の遺構としてよいだろう。

波板状凸凹面以外で、も 39Gr内、丁度 SD31とSD32北の重なる区域において、上層に位置づけされる遺物

のまとまりが検出されている。波板状凸凹面から、どのくらい上位のレベルになるものか不明ではあるが、恐ら

く路面内埋土に伴うような造物が残っていたものと思われる。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具 92点、須恵、器貯蔵具 189点、土師器食膳具 16点、土師器煮炊具 104点が古

代遺物の時期はV期に位置づけされるものである。この他、管状土錘を含む土製品 2点、カマド石を含む石製品

6点の他、中世 1-1期 (11C後半)の土師器食膳具 44点が出土している。
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第4節 その他の遺構と包含層
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(2) S032 

SD32は、前述したように SD31波板状凸凹面に切られて掘り込まれていた別遺構としての波板状凸凹面が検

出された SD32北の区域と、顕著な路面が検出されている南区域とに分けて報告する。北区域と南区域との聞に

は、削平のために遺構が検出されたかった区域があるが、 一連の道路状遺構と判断可能でユある。削平区域を加え

ての SD32の全長は、残存で 52m 60 cm。南北を軸として直線的に構築され、西側調査区端にまで至る。

① S032北の区域

SD32北で検出された道路状遺構は、も 39端ーや 39端ーや・ゆ 38Grに位置する。波板状凸凹面は、 SD31PlO

の西側にずれて重なって始まり、続いて SD31P11-P13と重なりながら、総数 12基の浅い窪みが連なってい

るものである。SD31が SD32を切っている。波板状凸凹面は、楕円形・不整楕円形のプランを呈して、規模は

長径 70-114 cm、短径 30-68cm、深さ 5-14cmを測る。断面皿状で、底面は丸く、暗褐色基本土に地山褐色

土の含有土を覆土にもつ。SD31と同様に、土器破片や石が充填されて、下底に近い位置に集中が認められる。

検出された波板状凸凹面から南側である、ゆ 37・38Gr内で、路面もしくは路面内埋土に含まれていたと考えら

れる土器の広がりが検出されている。長さ 2m60cm、幅は土器検出の範囲で 1m45cmを測る。しかし、この面

より下位層において、波板状凸凹面のような遺構は検出されていない。また、 SD32北の区域の路面より更に南

側となる、ゆ 37 よ37・38Grにおいては、道路状遺構の痕跡は全く検出されていないため、削平を受けてし

まっていたと考えられる。

② S032南の区域

〈検出された路面(第2路面)) SD32南の区域での全長は、ら 36Grから始まって南に向かい、れ 33Grの調査

区端までに至る範囲に位置、残存長 25m20cmを測る。路面の硬化とパラス敷きは、り 36Gr以南から調査区

端まで顕著に確認でき、路面幅 90-140 cmを測る。但し、り 36Gr杭以南は 100-140 cmで、あるのに対し、り

36Gr杭以北は 95cmと狭くなっており、削平による違いと思われる。路面は、硬化面よりも若干パラス敷き面の

方が下がっている箇所もあれば、土層断面図Aラインのように浅い断面皿状を呈している箇所もある。しかし全

体として、土層断面Cラインの形状にみられるような盛り上がる形状、中央マウント状が主体となりつつ、平坦

であったり凸凹をもったりと、一定の形状をもっていない。

路面には硬化が確認でき、この硬化は、幅に対して西側の約半分のみに認められる。硬化の度合いは竪穴建物

の貼床のような顕著で極めて硬いというようなものではなく、ある程度の硬さを保つようなもので、移植コテで

楽に削ることができる程度のものである。東側半分には、パラス敷きが検出されている。り36Gr以北の部分に

ついては、明確なパラス敷きは検出されておらず、暗褐色土の砂質土が硬化するとともに少量の土器細片をとも

なっている。パラス敷きは、路面の東側に寄っている。パラスには粉砕された凝灰岩(磯)や土器を主体として

用いている。礁は、最大のもので径 20cmを測るものも認められる。パラスの下には、粘土主体の塊層が検出さ

れており、パラスとしての礁を固定したものではないかと調査担当者は述べている。この粘土塊の範囲は、全面

というわけではなく北側が3m20cm範囲、南側が 1m60cm範囲の 2カ所に限られ、粘土は長径 30-100 cm、

短径 20-40c皿を測り、塊が点在する状況である。粘土が連続せず点在する点や、磯全体に及んでいないことか

ら、部分的に路面の補修が行われた可能性も考えられるだろう。

〈覆土・路面下の状況と別路面の検出(第 1路面・第3路面以上・路床・改修)) まず、路面の砂気を帯びた土

で土器細片が多量に含有する 1層土が認められる。この土は、路面を覆うように検出されているため覆土と考え

られるところだが、耕作土に似たもの、つまり砂気が多いということが特徴となっている。当遺跡では古代末以

降の堆積土で砂質傾向が認められるので、調査者は現地で判断しかねたものの、土器細片が多量に混入されてい

ることから、 1層も路面であった可能性は否定できないと言うことである(第3路面)。

1層下には4層、 5層が認められる。4層の上面が、前述してきた第2路面である。4層 .5層とも極めて土

の締まりがよく、特に 5層は4層よりも強く叩き締められた硬化が認められ、剥がれるような質を伴うものであ

る。これは、長い月日を風雨にさらされ、ぬかるんだり乾き切ったりする状態を繰り返し、土を補充して修復し

たものか次第に嵩上げされていったものと思われる。5層は 10cm前後の厚みをもち、 4層は 4-9cmの厚みを

もっ。両層とも出土遺物は少ないことも特徴である。この 5層上面が第 1路面となる。

さて、これら 4・5層を切っているのが2・3層のピット若しくは溝状となる落ち込みである。2層が上層に
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あたり黒褐色土に褐色土粘土が混入する士、 3層が下層にあたり軟質の黒(暗)褐色土を呈しているが、総じて

粘土主体層である。この落ち込みは、路面の東半分にのみ、要するにパラス敷き側にのみ検出されている。溝状

になるものか、部分的であるのかは不明だが、底面幅が 15-25 cmで、平坦となる。深さは、路床面にまで届いて

おらず、落ち込み底面には硬化面を検出している。路面を切って掘りこんでいることから、路面の使用中に施さ

れた修復痕跡の可能性が高いだろうと思われる。パラス敷き部分にとっての、 言わば掘方と捉えることも可能で

あり、パラス敷きを施すための何らかの地業痕跡であった可能性もあるだろう。

以上の層を全て取り除いた状態が、路床である。所調、掘方に近いものがあると思われる。SD30のような自

然発生した様な断面皿状やオープンカットされた様な逆台形状ではなく、底面は平坦薗を呈しているものもあれ

ば、そうでないものもあり、一貫していたのか不明で、 SD30のような硬化を伴わないのが特徴である。

以上のような状況の他、調査区境の土層断面から、 SD32の続きと思われる土層が検出されている。断面Dラ

インにあたるもので、路面と考えられる硬化面が3面認められている他、 Dライン 1層内でも路面と考えられる

面を検出している。 l層を除く 3枚の路面が今回の調査区で検出された路面に比定されるものと判断することが

できると考えている。そして、 7層路面を切る形で 10層が、 6層路面を切る形で 6'層や 9層が認められ、この

現象がA-Cラインにおいての 2層や 3層と同様のものと考えている。また、これらと同じ土層は、包含層セク

ションの 35ラインにおいても検出されている。ここでは、完全に 3面の路面を確認でき、最上面にDライン 1

層と同等となろう砂地層を確認している。

なお、路床(掘方底面)の幅は、40-80cm、第 1路面の幅は残存で 64cm、切られているため、この値よりは広かっ

たと思われる。第2路面の幅は 100-120 cm、第3路面の幅は 90cm以上、 第4路面以上では 75cm以上はあった

と思われる。

〈波板状凸凹面の検出〉 路床検出後の精査により、更に下層レベルで不整楕円形状のプランが検出されたこと

により、波板状凸凹面の存在が明らかとなった。波板状凸凹面は、 SD32北の一部で検出されており、 SD32南

の区域では、り・る 35一る 34Grにのみ検出されている。規模は、長径 40-120 cm、短径 20-90cm、深さ 20

cmを主体に浅いもので 15cm、深いもので P25のように 50cmを測る。遺物は、覆土の 1層から多量に出土して

いる。

このように南区域においても波板状凸凹而が検出され、道路状遺構3の中では全面に及ぶものではなく、部分

的なものに留まっていることとなる。そして、明らかに斜面に構築されたものと言えよう。これに対し、 SD30

には波板状凸凹面は検出されていない。SD30は標高に添うように展開しており、ある程度の勾配はあったとし

ても、 SD32程ではない。本遺跡の波板状凸凹面は、斜面との関連が考えられよう。

③ 8032の出土遺物

路面での磯を主体としたパラスは、前述した土層の 2層上面に張り付くように、第 2路面で検出されてい

る。パラスには、 SD30や SD31で検出されているような細片もみられるものの、凝灰岩を粉砕した大小の磯や、

斐などの土器で大振りな破片が目立つ。この他では、 5層路面覆土内をはじめ埋土層全体からの出土があり、

SD30のように路床面での多量出土という現象ではない。北側と南側の 2カ所で検出された波板状凸凹面の北側

区域では、底面や覆土から多量の土器細片が出土している。出土遺物は南側区域ではどちらかというと上層面の

みに多く、北側では底面に多く、両者に検出状況の差が認められる。出土遺物は、 SD32の覆土から波板状凸凹

面検出分の総数で、須恵器食膳具 224点、須恵器貯蔵具 427点、土師器食膳具 65点、土師器煮炊具 421点、以

上が古代遺物である。これらの時期は、 II-VI3期までに位置づけされるもので、大きな時期幅をもっO この他

に、窯壁片や焼成粘土塊の土製品 2点、カマドや石縄文時代の磨製石斧等の石製品が9点、古墳時代の土師器食

膳具が出土している。そして、中世の土師器食膳具 48点、白磁小皿・椀の中世陶磁器8点が出土しており、こ

れらの時期は中世 1-1期 (11C後半)・中世 1-II 1期(12C中頃)と位置づけされる。

④ 8E01との重複について

本遺構は SEOl井戸と重複する。丁度断面Bラインに重複する形をとり、 SEOlの埋没後に SD32が構築され

たこととなる。調査時においても、 SEOlの埋没後、本遺構が構築されたと判断している。しかし、 筆者は、井

戸プランがSD32と概ね一致することが気にかかっている。

井戸は標高 7.700mレベルで検出されている。これは、 SD32の当初路面レベルよりも 20cm下がったレベルで
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あり、掘方底面レベルからは 6-lOcm以内となっている。掘方底面より下位で検出されている波板状凸凹面と

同じ様なレベルである。井戸の検出時に上面を削っていることと、井戸が道路状面よりもある程度低い位置にあっ

たと加味することができるならば、 SD32が道路として使用され始める初期段階で共に井戸が機能していた可能

性もあるのではないかと筆者は考えている。井戸の機能時期は、中世 1-1-中世 1-ll1期 (11C後半-12C 

前半)、最終段階でも 12世紀中頃までである。この時期は額見町遺跡の終駕時期と一致する。SD32の板状凸凹

面内から出土する遺物は 11世紀後半であり、少なくともこの時期には道路は構築されていた可能性がある。

いずれにせよ、額見町集落の終罵時期の 12世紀中頃までに井戸は埋められた。そして、この段階で初期とも

いえる道路が機能していた可能性があり、その後、新たに道路を整備し新たな路面を形成、その後も改修を続け

て道路として使用し続けたのではないかと考えている。

(3 )道路状遺構3 (5D31. 5D32)小結

道路状遺構3には、削平を免れた一部において、少なくとも 3面の路面が存在する。これら路面の更に下層レ

ベルである最も初期段階に、路床とまで言えないまでも、断面Dラインで確認できるような断面皿状の底面をも

っ面が機能していた可能性がある。路面はいずれも硬化し土器細片を多く伴うが、第2番目に構築されたと考え

られる面では西側半分に部分的に粘土で補強されたパラス・磯敷きをもっ。

そして、道路状遺構3では波板状凸凹面が検出され、道路状遺構の全面ではなく部分的、 2カ所に限られる。

板状凸凹面は、道路軸に直行して連続して配置され、長楕円形や不整楕円形を呈して、内部に多量の土器細片を

伴うことが特徴である。北側で重なる SD31の方向軸と SD32の方向軸に差が認められるため、何らかの理由で

道路の方向が変わった可能性がもたれる。道路の付け替えの可能性や、作道時の方向修正の結果である可能性も

あろう 。

出土遺物には非常に広範囲の時期差があり、路面を構築する際、様々な硬質物を集めて路面に敷いた、若しく

は路面修理時に混入させたものと考えられる。よって、当遺構の時期を判断するのは非常に難しい。SD32波板

状凸凹面内からの出土遺物に中世 1-1期・ 11C後半の遺物が認められるため、この時期に作道された可能性

は高い。断面Dラインをみると、断面皿状を呈して、底面に薄くて締まりをもっ 7層が認められることから、ご

く初期段階には自然発生した道路であった可能性ももたれるではないだろうか。そして、前述したような、井

戸 SE01との関係である。断面皿状の底面が初期段階の道路面と考えるならば、概ね重複する井戸と共存してい

た可能性をもち、その後額見町遺跡、が終罵を迎える中世 1-II 1期までは少なくとも存続していたものと考えら

れる。額見町集落が終罵すると共に井戸が埋められ、その後に既存道路を改修し新たな路面を形成した可能性を

もっ。断面Dラインの 1層に反映しているように、道路として長く使われ続けたのではないかと思われるが、 12

世紀後半以降の遺物が出土しないために、判断しかねるのである。しかし、遺物が出土しないからこそ、集落区

域から外れ、道路のみが機能していたと考えることもできるのではないだろうか。

第2項額見町遺跡の道路状遺構 1・3のまとめと若干の考察

[道路状遺構 1の評価]

道路状遺構 1の昨年報告区域と合わせ、ここでまとめてみたい。今回報告区域から、道路状遺構 1の初期段階

においては、地山の路床が硬化するという通行痕跡が検出できていることから、自然道に近い状況で発生した可

能性をもっていると思われる。そして、この面に、ある段階で別土を充填し嵩上げして新たな路面を形成したも

のと考えられる。充填土は、歩く行為により自然に撹排されたようなものではなく、最低標高面で充填土が殆ど

検出されていないことから、 全面には及ばない改修と見なすことができる。これとともに、この段階で、断面形

状が逆台形状となるようにオープンカ ットして、道幅を広げたものと判断できる。

道路状遺構 1の前回報告では、近代削平を免れてかろうじて残存する幅 95cmの路面が平坦地にて検出されて

いる。今回報告区域では、最大路面幅 120cmを測るため、道路状遺構 1全体で概ね似たような路面幅をもってい

たものと思われる。しかし、前回報告区域では、路面検出面では確認できなかった側溝が路面下より検出されて

いる。この側溝は、路面機能時に完全に埋没していた状況であり、側溝間 300-400 cmを測り、極限られた区域

にしか検出されていないという特徴をもっ。側溝の本来の目的は、排水にあるのではなく道路範囲の明示または

道路状遺構が通過する周辺の土地を区画する必要にあったと考えられている(近江俊秀 2003r古代国家と道路』、
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山村信栄 2001I古代道路の構造Jr古代交通研究第 10号j)。当遺跡では、側溝問と路面幅が一致しないばかりか、

路面構築後の段階において既に側溝は埋没していた。とすれば、少なくとも路面形成以前の段階において、作道

以前の区画としての役割が強かったのではないかと考えられる。この区画内を通路として認識した可能性もあろ

うし、また、後述する居住区との区画であったのかもしれない。それが、後に整備し直され、路面として構築さ

れたのではないだろうか。ただ、このような区画は道路状遺構 1内では極一部であり、立地にも関係するのでは

ないかと思われる。そして、前回報告区域で今回遺構と類似するような溝の断片が側溝検出東側において路面下

に認められているため、道路としてのごく初期段階は、自然に発生したものであった可能性が高いと考えている。

道路状遺構 1は、北西から緩やかな斜面を登るが、東へ行けば行くほど極めてなだらかとなり平坦に近くなる

立地である。極初期段階では、自然道であった可能性があり、平坦地区では区画溝を伴っていた可能性がある。

次の段階で、緩斜面ではオープンカットを施しており、平坦面では区画構内に、 120cm程に道幅を拡げて路面を

構築したものと思われる。また、東側の標高が高くなる部分に、土留めが施されていた考えられる。全域での検

出がされていないため、特に土が流れやすい箇所に集中して土留めを行ったのであろう 。一方、北西末端にあた

るSD30C区西側にのみに検出されて連続土坑をどう捉えるのかが問題である。

[道路状遺構3の評価]

道路状遺構3は、緩やかな上り坂を想像できるように、斜面に構築されているものである。3面ないしこれ以

上の路面を形成し、掘方に似た路床と、路床よりも下位レベルで波板状凸凹面を伴う 。この波板状凸凹面は全面

に及ばず、北側と南側の 2カ所のみで、北側が剥き出しの状態で検出されていることから、上層削平を受けてい

ると思われるが、底面硬化が認められるものである。南側の波板状凸凹面は、路床よりも下位層で検出されてい

る。両者の保存状況に差があることは確かであり、北側の波板状凸凹面の上面に本来路面があったか否かは想像

に過ぎない。しかし両者には、波板状凸凹面の覆土が硬いという点と、土器細片を中心として遺物が非常に多い

という点が共通するものの、検出状況には差が認められる。i奈さを伴う南側では、上層面に遺物が多い。対して、

北側では覆土のみならず下底面においても張り付くように出土する。要するに、土器細片を多量に混在させた土

を充填し叩き締めているか、踏み固めたと考えられるのである。これに加え北側では底面に加圧が施されている。

波板状凸凹面の解釈については、道路の利用形態に係わる痕跡(枕木などの痕跡)、自然発生的なもの(通行

痕跡)、作道に伴う工法(路床構築痕跡)などの諸説が提示され研究されてきており、今後も検討が必要な点を

もつものの、以下5つのいずれかによって説明できるとされる。それは、「枕木痕跡」、「道路基礎工事・補強工

事・地盤改良工事」、「足掛けよ「自然発生的なもの」、「牛馬歩行痕跡J(近江2003)である。当遺跡で検出され

た道路状遺構3の波板状凸凹面は、これまで述べてきたように、道路全面にではなく 2カ所のみに限定され、北

部分に底面加圧と多量遺物片混入の状態からも、枕木痕跡とするには疑問が残る。北側は、充填・鎮圧痕跡が顕

著で浅いため足掛け痕跡の可能性ももたれるが、上層削平を受けているため道路全貌が不明であり、断言するこ

とはできない。牛馬歩行痕跡というには検出傾向から外れている。地盤改良工事である可能性も考えられなくは

ないが、当遺跡の地盤は基本的に軟弱ではない。このように除外を試みると、道路基礎工事や補強工事が該当す

るのではないかと考えられるのである。

路床は硬化が認められず、掘方に近い状況のものであり、本来の路床と言えないのかもしれない。しかし、断

面皿形状となる部分も認められるため、ごく初期段階では自然発生的なものであった可能性はもたれる。波板状

凸凹面が道路基礎工事や補強工事とするなら、自然に発生した窪み、道路として弱かった 2カ所に補強を施し、

この上に硬く叩き締められた第 1路面を形成したのではないかと思われる。第1路面土は剥がれるような層を成

していることから、修復や土の堆積を繰り返したものと考えている。この上面に第2路面を形成しているが、第

2路面通行段階で、路面の硬化面までも切るような、東側半分一帯に構が掘り込まれるとともに上面に磯・パラ

ス敷きが施されるという、改修工事を部分的に行ったと考えられる。なお、構内覆土は軟質主体であり、水の染

み込み易い状況を作りたかったのではないかと思われる。部分的とはいえ、大がかりな施工であり、そうせざる

を得なかった理由があったのだろう 。そして、更に上面に第3路面が施され、以後も道路として使われ続けていっ

たの可能性が高いと、 Dライン土層断面から予測している。道路状遺構3の波板状凸凹面から出土する遺物に中

世 1-I期・ llC後半のものが確認でき、これが作道時期になるものと考えている。道路状遺構3は、額見町

遺跡終罵期とリンクし村落の廃絶と関係なくその後も道路として使用されていったものと思われる。
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[道路状遺構 1・3と、周辺主要建物・井戸との関係と変遷]

道路状遺構 1と道路状遺構3は、道路の規模からみても幅

30 cm-120 cm、最大でも 140cm程であり、生活道レベルの

道路である。今回・前回の報告区域の中で検出された道路状

遺構 1と道路状遺構3と周辺主要遺構を選抜して少し考えて

みたいと思う。

道路状遺構 1は、少なくとも V2期段階までは確実に機能

し、覆土遺物からVI2期まで、多くとも VI期以内には埋没し

ていったと恩われる。通行し始めた時期については、重複す

るSK355の時期がN1期を示しており、 SK355埋没後以降

に道路として機能していったものと考えられる。当道路の

周囲には、 N-V期とされる SB279、この SB279が建て替

えられV期に位置づけられる SB278片府建物、同じく V期

に位置づけされる SB157片廟建物、 V2-VI期の倉庫建物

SB255、SB255と閉じ東柱2本をもっ同構造で遺物主体がW

1期でV2-VIl期も認められる倉庫建物 SB266、これらの

建物と同軸をもっ SB302、SB302を区画する溝と考えられる

SD39や SD33の遺構を見出すことができ、これらの建物は

全て同主軸をもっ。この他、 SB259四面廊建物がVI-V2

期と位置づけされるが、前述した建物群と全く主軸が合わな

第H章今回報告区域検出遺構

第55国 道路状遺構3と気多御子神社の位置

いばかりか、南側に広い空間を伴っていた可能性が高く、特別な意味をもった建物であったものと考えられる。

この SB259と重複するのが、区画i請を伴う SB302片廟建物で、建物北側からはW期内に収まる油痕をもっ須恵

器がまとまって出土している。

以上の建物検出状況から、 SB302と区画溝の SD39.SD33、SB266と出土遺物の時期は異なるが同じ束柱 2

本の構造で並列する SB255がW期代には建てられていたと考えられる。また、 SB259と同時期となる SB279、

SB278、SB157の建物群がV期を主体に建てられていたと考えられる。そして、これら建物群の中央には、道路

状遺構 1が通っているのである。加えて、これら建物群の最南端に SE03井戸が存在することは、注目すべきこ

とである。SE03の時期はN2-V2期を示すが、油痕をもっ須恵器も多量に出土しており、 N2期が主体でV

2期には半分が埋ま っていた状態をもっ。よって、 SB302段階はN2期である可能性が高いと思われ、この段階

にて道路状遺構 1も機能し始めたのでないかと思われるのである。このように、道路状遺構 1を中央に据えて周

囲に展開する主要建物は、 N2期、 V1-V2期の 2段階において認められた。これ以後、建物は廃絶されてい

ることから、道路状遺構 1も次第に使われなくなっていった可能性が高く、 VI期段階には埋没していったものと

考えられる。

道路状遺構 1は、道路の規模からみても初期段階では村落内で生活領域に密着し、村落外へ続く自然道として

役割を担ったと思われるが、額見町集落の再編期に次第に 100-120 m幅の路面へと改修された可能性をもっ。

道路状遺構 3は、額見町の集落が終罵を迎える少し前に形成された道路である。同じ頃に構築された井戸

SE01と同時併存していた可能性があり、井戸への通路としての機能を初期段階にはもっていたのではないかと

予想している。その後、額見町の集落が終鷲を迎えると同時に井戸も埋められたが、この上に新たな道路を構築し、

中世 12世紀後半以降も補修 ・改修を幾度も繰り返しながら道路として使われ続けていったと考えられる。12世

紀後半以後の遺物が出土しないため、道路がいつまで使われたのかは不明だが、村落外に延びてゆく道路であっ

たことは確かだろう 。そして、道路だけが存在するといった景観であっただろう。なお、道路が直線という形状

に注目すると、その先には、非常に興味深いことに気多御子神社が存在する。この気多御子神社は、 『延喜式J

に記載される式内社 ・気多御子神社の後喬とされているものである。現位置に当時の社が立地し、現時も全く変

わらないとは言えないが、時期から判断しでも、神社に続く通路を担っていた可能性もあるのではないかと考え

ている。
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第4節 その他の遺構と包含層

⑧ 

田嶋編年N2期?段階

(8C4/4) 

田嶋編年V1-V2段階

(9C1/4-2/4) 

J

⑧
。」

第56図 道路状遺構と周辺主要建物の変遷図 1
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第4節 その他の遺構と包含層
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l唐無褐色土(1OYR2/2-3/2):賞褐色土中塊 ・小塊と炭刷、塊を少皿金有.

2府黒褐色土 (10叩 3/2)貨褐色土中塊 ・小塊を多量、大塊多量含有.地山士J且
i珂れの土..

3Rl1娘褐色土 (1QYR3I1-智2) にぶい賞尚色土の小塊・中墳を多め合有。焼土

小塊 炭北IJ岨を多め含有。

4'"黒褐色土 (7.5YR3IO 炭化小塊、賞褐色土粒を少量含有。

5層黒褐色土 (IOYR2I2)貨制色土小塊少量一炭刷、塊少量含有.

5'膚黒褐也土 (10YR2/2-瑚賞縄色土町小境を~量、炭ittJ、塊を世量全有.

6層黒褐色土(1OYR3/2-瑚焼土IJ嶋多め含有.黄褐色土小境を少量宮市.

7層黒禍色土 (1OYR3/2""咽焼土，tj~抱少量、黄褐也土粒争め含有.

日眉黒褐色土 (10四調 。黄褐色土刷 、塊を多め含有.炭制、塊少量含有.

91f1 ~割高野色土(10百2/2-210 ・貧褐色土の l、塊多量官有.

10周 黒褐色土 (10YR2l2)にぷい黄掲色土刷、塊少量含有.黒色土中境少量含有。

11周黒褐色土 (10叩却 にぷい貧褐色土(10YRo/4)小塊中塊を極多量合有。

黒色土中境多め含有.焼1ンJ峨!6か量合宿.
12層黒褐色土 (1日 間 却 にぷい黄褐色小塊・中塊を極多量含有.締まりあり.

第 58図溝状遺構遺構図 1(S033 ~ 35 ・ 39~42 ・ 44~46 一①〉
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第H章今回報告区域検出遺構

SD33~35 ・ 39~42 ・44~46
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第四国溝状遺構遺構図2 (S033 -35・39-42・44-46ー②〉

第3項溝状 遺 構

今回報告するi棒状遺構は、 SD33~ 35・39~ 42・44~ 55・58~ 60である。これらの溝状遺構は、 G地区H

地区の境で、殆どの溝状遺構が道路状遺構 3 (SD31・32)主軸に対して並列・ 直交する形で位置し、遺構密集

区域内と SD32南側の大きく 2カ所に集中 して検出されている。遺構密集区域内では SD33~ 35・39~ 42・44

~46、 SD32 南側では SD47 ~ 55 ・ 58~ 60にあたる。

SD33. SD39は、 SB302を囲むように当建物の主軸に添った形で位置するもので、この建物を区画するような

役割があったものと思われる。SD42は、 SB302内部に収まるように位置するものである。SB302は片廟建物で、

府側に SD42が位置すること、また廟柱穴規模が身舎柱穴規模と異なることから時期差も考えられるものであり、

SD42 は身舎が付設する以前の区画溝であった可能性も考えられるだろう 。 なお、構の規模は、 SD39 が幅 20~

56 cm長さ 652cmを測り、 SD33 は幅 24~40cm、長さ 356 cmを測る。

以上の他にも、 SB302周辺には、 この建物主軸に概ね合う形で配置されている溝状遺構が多い。 SD40・

SD41や、 SI112. P2から東側に延びる遺構番号の付されていないものである。また、次回報告区域分において

も、 SB302建物主軸に合う溝が認められる。この建物と主軸を同じにするものは他にも SB326(次回報告分)、

SB255・SB266・SB321の三列に立ち並ぶ倉庫群があり、 SB302を中心とした配置の印象があり、この他の溝状

遺構として、並列する SD34.SD35、4列に配置して SE03へ向かう SD45. SD44ab . SD46があり、何れも先

に述べた SB302を中心として並行・直行する溝群と同軸をもつものである。これらの講の規模は良く似ており、

幅は 30cm前後を主体として 24~40cm、長さは最も短いもので 272 cm、最も長いもので 640cmを測るが、いず

れも重複遺構が多いため、残存規模となる。

SD32の南側において並列する溝状遺構群は、 SD47~ 55・58~ 60である。これらの中には、先端が曲がる

ものも認められるものの、南北軸をとってほぼ一定方向に並ぶものである。規模は、 SD60で幅 22cm長さ 156cm、

SD59が幅 16~ 38 cm長さ 320cmで、これらの講の中で最も規模が小さい。最も大規模なのは、 SD50であり、幅

24~64cm長さ1.160cmを測る 。 次は SD51 で幅 40 ~ 52 cm長さ 760cmで‘ある。 SD51周辺のものはいずれも長さ

に違いがあるものの、幅は似たような値の 24~ 32 cmで、連なるように検出されている。そして、 SD54・55は
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第4節 その他の遺構と包含層
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l 膚駅構副色土 (lOYR2r.l-21l)焼土11 紘炭イ1'l1、塊~~佐官有.

賞褐色土'1、塊を微量含有.

2層黒褐色土 (loYR2f2)炭イ凶嶋、焼土小塊を少量含有.賀補

色土小塊を微量含有.

3膚 且蝋色土 (7.5YR2f2)やや砂質.炭化塊多め官有.暗縄色土

大塊唱i:P量含有.

4膚県褐色土 (1OYR3/2)炭化小塊多め、焼土小塊多め含有.貧

褐色土11嶋4tめ官有.

5層脚部褐色土 (IOYR3f.!-制使土11塊炭イ1'l1嶋多め含有.

黄憎色土町小境4tめ含有.

日府県褐色土 (7.SYR3/2):暗補色土(7.5YR3I3)と5割車で混在.

明褐色土塊，(7.5YR闇)、炭化塊、にぷい黄色土塊但五YR6/4)、に

ぷい貧褐色土境白ぽR5/4}が極多量含有.

7府 灰白色粘土組 (5YR7f.車 線褐色土(lOYR却2)がl盟恰有.
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8唐無得色土 (7.SYR3/2)暗褐色土(7.5YR測が5割車で混在.灰白色土(5

YR7t2)塊が多量(2曹鵬含有。炭化塊含有。

9眉黒褐色土 (IOYR21到 。灰白粘土姐が少量、炭化塊多め含有。

10膚黒褐色土 (1OYR2f2)炭北中~大塊が5割躍で唖多量に混在。炭層.

11膚黒褐色土ωYR2r.l-却灰白粘土刷、塊が少量含有.遺物音有.

U 膚黒縄色土 (IOYR2f2): 炭化焼土小境を多め、黄梅色土町小塊~1>量含有.

13膚黒褐色土 (IOYR2f2)黄褐色土炭化焼土A嶋を少量含有。

14唐無褐色土 (IOYR2f2)賀補色土の小境・中塊を争時含有。炭イじれ弘焼土

小塊~1>量含有.

15層黒褐色土 (7.sYR2f2)焼土塊、炭化塊、 土器を含有。粘性やゃあり.

16府県褐色土 (7.sYR2f2)樹膏褐色土(7.5苫R2Iゆが5曹i率で混色焼土塊を含

有.締まりあり、粕性あり.遺物なt，_，

第 60図溝状遺構遺構図3 (5D47 -55・58-60一①〉
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S047-55・58-60断面図 ($=1130) H-A-E:7.7ωm.F-W・8.000m
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第 61図溝状遺構遺構図4 (SD47 -55・58-60ー②〉

1m 
(1130) 

最も幅が広く、他の溝に比べ規模に違いが認められるようである。規模は、幅 60cm主体として 44-72 cm、長

さは 756cmを測る。

出土遺物の破片総数は下記表のとおりである。各遺構からの出土遺物は極めて少なく、それぞれの時期を判断

するのは難しい。ただし全て時期は古代に収まるものと思われる。この中で特筆すれば、 SD39からは、 土製品

として土馬が出土しており、時期は II-N期と判断される。SD40からは油痕の須恵器食膳具が 1点出土、W期

以内に位置づけされるものである。

遺扇町一一!?ぬ 33 34 35 39 40 41 42 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 58 59 60 

須恵器食膳具 4 4 。I 2 I 。2 7 2 。2 5 3 。3 4 2 I 。
須恵器貯蔵具 l 。9 2 I 。 2 。。。。6 I 3 。3 3 。。。
土師器食膳具 。2 。l 。。。。I 。 。。4 。。。。。。。。
土師器煮炊具 12 4 。。8 2 I 16 3 4 2 3 3 o I 31 3 2 o I 11 10 2 I 。

土製品 。。。I 。。。。。。。。。。。。。。。。。
中世土師器 。。。。。。。。。。。。。3 。。。2 。。。。

今回報告の溝状遺構出土遺物破片数表

第4項集石遺 構

今回報告する集積遺構は、 SX02の1基である。や33Grの、遺構密集区域で検出されたものであり 、SK384

上端の脇に接して、遺構検出時に同レベルで遺構確認されている状況である。上面に河原石・カマド石・須恵器

聾破片が40cm四方に積まれるようにして出土し、この下底からピット状の掘方らしき落ち込みを検出している。

掘方断面形状は、ややすり鉢状であり、覆土は、石とともに砂質を帯びる黒褐色土が認められ、下層は地山塊を

含む人為的理土となっている。出土遺物は、須恵器貯蔵具の聾胴部破片 1点、土師器煮炊具 1点と非常に少なく、

時期は古代に収まるものであるが、時期を判断することは難しい。
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‘'51，& 
ゐ夜
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(SX02) 
平面図・断面図

(S=l/30) 

S X 0 2 十 周 斡

I層 処縄色土 (IOYR2I2-

3/2)県褐色Il1嶋を少量含

有.砂質帯びる.集積があっ

た土用.

2層処褐色土 (loYR2l2)焼土

小塊少量、貨褐色土町中塊少

量含有。

⑨ 
a 

a H=9.1∞m a' 

(P28) 

図No.l

ち/

S ~ 
図NO.2

平面図・断面図 (S=l/30) 

t試み

(1130) 

a H-8.600m a' 

2~ 

P2  8十周許

l層黒褐色土 (7.oYR3/2)焼土大塊が多量合

有。炭化塊やや多め含有.

2層黒褐也土 (7.oYR3/2)地山土町中~大塊

やや多め合有.炭化塊やや多時、焼土の中

塊V少量音有.

3府熟掲底土 (7.oYR3/2)焼土中~大塊やや

41-め合有。炭化機少量官有。地山土塊含有

せず.
4府県褐也土ぐ7.5YR却2)地山土の大塊書量

合有。焼土中塊少量λ炭化措少量含有。

5層 且i倒色土 (7.5YR3/2)地山土の中塊少

抵炭化塊少量含有。5)11ピッ ト土層。

(P38) 
平面図・断面図

(S=1/30) 

図No.4

ー

a' 

図No.6.7.10.l1

a H=9.600m a 

ぇ誉会

P3  8士周駐

l層黒褐色土 (7五YR2I2)地山土の中塊少量

炭化塊少量含有.

2層黒褐色土 (7.5YR3/2):1層土よりやや明る

い.地山土の中~大塊やや多め含有。炭化塊

少量含有。

3層黒褐色土 (7.5YR3/2)地山土の中~大塊多

量含有.炭化境少量含有.

4層地山土に、黒褐必土(7.5YR3/2)少量含有.

5膚黒褐色土臼O町R2f2)

6唐無褐色士(lOYR2l2)地山土の中嶋少量合

有.炭化境少量含有。

7層黒褐色土 (1ぽR2f2)地山土中域多量含有。

第 62図集石遺構・ピット遺構図 (SX02'P28・P38)

第5項 ピット検出遺物

今回報告する区域で、ピッ トに遺物が集中して混入するものが認められるため報告する。P28とP38である。

P28は、 G地区よ39Grに位置、径 35-40 c皿、深さ 12cmを測る。焼土が多量に混入するもので、遺物には粘土

塊も含まれるが、ピッ ト壁面や底面が焼けるという ことはない。出土遺物は、須恵器食膳具が境破片で3点、土

師器食膳具3点、土師器煮炊具 21点である。境破片はVI期、煮炊具のロクロ釜やロクロ鍋も VI2期のものが認

められる。

P38は、 G地区め 38Gr内だが、も 39Gr杭に近接しており、 SK359と隣接するカクランと、東に近接するカ

クランとの聞に位置するピットである。径 63-72 cm、深さ 28cmで、平坦な下底面に遺物が張り付きかたまっ

て出土する。出土遺物の総数破片は、須恵器食膳具 1点、須恵器貯蔵具1点、土師器食膳具 12点、土師器煮炊

具30点、そ して匝鉢 10点である。特筆すべきは匝鉢であろう 。数個体の匝鉢が廃棄されたようであり、出土遺

物の時期は何れも V期とされる。

第6項包含層と古代・中世土器だまり

包含層と して提示 したものは、遺構を認定できずに、グリッド毎に取り上げた遺物を示している。そして、調

査時に遺構確認が出来なかったものの遺物がまとまって出土する区域、要するに土坑のような落ち込みをもたな

いもので、多量の土器を伴うものを“土器だまり遺構"として取り扱っている。包含層については、今回報告区

域と境界ラインが若干異なっており、グリッド毎でデータを集めやすいよう区割り して報告する。

G'H地区の谷部に展開 していた古代の時期のものが iG区古代土器だまり遺構」である。中世の時期のもの

が展開する土器だまりは 2カ所あり、いずれも G地区で、り ・る・れ-44Grの iG区中世 1号土器だまり遺構」、る ・

れ-36・37Grの iG区中世2号土器だまり遺構」である。なお、誤解なき ょう述べておくが、ここでの中世は、
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第 63図 古代土器包含層出土分布図

額見mJ遺跡の終駕l時期で、ある古代末 (11世紀後半-12世紀前半)を意味している。

さて、このように名称を違えて表示してはいるものの、造物整理g時に、古代の土器だまり遺物と包合層造物の

|時期にそれぞれi踏まりや速いは認められず、両者を分ける意味を見山せないと望月精司により 判断された。よっ

て、古代土掠だまり遺物は、谷部へ流れ込んだ性格のものと判断することができ、そして出土註区|では包含層/:L¥

土造物に加える形で提示することとなった。

中世の土器だまりは、 2カ所に分かれている。中世ー2号土時だまりと名称付けてはいるものの、中 |任造物の山

土量を見ると 、2号土器だまりのみならず、 他グリッドでも極めて多量に出土するグ リッドが存在するのである。

また、中世2号土器だまりは、古代土器だまりと重複する形で展開していることからも、やはり谷育1¥へ流れ込ん

だものではないかと考えられるのである。これとは逆に、rlJ世 1号土器だまりは、確かに谷部に位置するものだ
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が、 |礎のグリッドには全く出土していないという現象をもっ。流れ込みとは考えられない、わざと捨てたかのよ

うな様相であり、何らかの祭杷的な空間として機能していた可能性がもたれよう 。

これらの土器だまり遺構の11:¥土造物は、全て包含層出土辿物に含めて表示している。これらのデータを見る

と、中世造物分布図では、 500点以上を示すグリッドでのLlJ土量は、 y{iどが 600点代を示しており、最大量で、

れ37Grの680点である。谷部を中心に300点以内に収まる値が顕著であり、これらの量は、前固までに報告し

てきた値をはるかに上まわるもので、約2倍の数値を示している。多量に検出された谷部が、自IJ平されることな

く良好に残存していたこと、遺跡内での中心移動により今回報告区域が当遺跡で最も新しい時期に属すること

が、債の高さの要因と忠われる。
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第 64図 中世(11~ 12世紀)土器包含層出土分布図
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第田章 今回報告区域出土の遺物

第皿章 今回報告区域出土の遺物

第 1節 出土遺物の概要

第 1項 出土遺物の総量と時期別比率

今回の報告の対象とした区域は、 G地区と H地区西側の一部、前回の報告から除外したF地区南東端区域で

ある。8世紀以降を中心とする皿群集落の分布域であり、調査グリッドでは、み~ろ-33 -45Grとみ~ゆ-

31・32Grの区域だが、遺構の広がりや土器の分布のまとまりから、ゆ~ろ -30 -33Grでは今回の報告に入れ

た部分もあるし、次回報告に回した部分もある。

今回報告する区域より検出された遺構は、 竪穴建物 6軒、掘立柱建物 46棟、土坑 121基(道路状遺構関連の

土坑は除外)、井戸2基、道路状遺構2本、溝状遺構 22条で、出土した遺物は、遺物収納箱 (645x 380 x 145 

凹)で 168箱を数える。内訳は須恵器(陶磁器含む)が59箱 (F地区 1箱+G地区 38箱+H地区 20箱)、土師

器が89箱 (F地区 1箱+G地区 53箱+H地区 35箱)、石製品が5箱 (G地区3箱+H地区 2箱)、鉄浮・鉄製

品が 15箱(G地区9箱+H地区 6箱)で、遺物片総数で示すと古代の須恵器 13，962点(食膳具 8，540/貯蔵具 5.409

/土製品 13)、古代の土師器 21，670点(食膳具 3，209/煮炊具 18，287/土製品 174)、中世の土器 7.186点(陶磁

器 165/土師器食膳具 7，021)、石 ・石製品 314点、鉄浮・鉄製品 6，000点ほどとなる(点数に若干の補正必要)。

今回の報告区域は、全体で約 3，700rriほどあるが、過去の造成工事によって既に削平を受け消失した区域が約

600ばあり、これを差しヲ|いた 3.100ばという面積が今回報告区域の実質調査面積となる。これまでの報告でも

示したが、遺跡における遺物出土指数(1，000rri換算での箱数比率。 田嶋明人「古代の土器と中世の土師器Jr中
世前期の遺跡と土器 ・陶磁器・漆器』第5回北陸中世土器研究会 1992年)は遺跡の格付けを示す要素となるも

のとされているが、今回報告区域の出土量から割り出した遺物出土指数は 54.2であり、報告E区域の 43.4より

も高い数値となる。報告E区域は、掘立柱建物を中心として建物遺構が宮、集していた区域であり、竪穴建物も少

なく、土器溜まりなどの遺物を大量廃棄する遺構もほとんど確認できなかったことが低い数値となったものと推

察される。これに対し、報告E区域は 59ム報告 IのA地区は 61.1と高い数値であり、今回報告区域よりも多

いが、それは竪穴建物密集区であることと関係があろう。遺物出土指数は8世紀 2/4期以降に顕在化してくる

土器の大量消費を前提とする使われ方の数値を示したものだが、やはり 7世紀代の資料も同様の対比の仕方をす

ることに問題はあろう。加えて、土師器煮炊具は祭把等に伴う大量消費の対象からは除外する必要があり、数値

を示す方法に問題があったと言える。時期を限定した上で、食膳具と貯蔵具の出土量を調査面積で割り出すこと

で、比較可能な数値を提示できるだろう。今回の報告データでは、時期の特定までできないが、 今回の報告区域

と報告Eの区域は、 8世紀以降に活発化する地区であるため、概ねの傾向は出せるものと理解しており、それを

対比すれば(但し古代 1. II期の土器も含んだ数値)、今回報告区域の 54.8(食膳具 ・貯蔵具点数 16，976点/調

査面積 3.100ぱ)に対し、報告皿区域は 59.0(食膳具・貯蔵具点数 20，667点/調査面積 3，500rri)の数値となる。

今回報告区域より報告E区域が多いのは、土坑内への須恵器食膳具を中心とする大量廃棄が存在するか、否かに

よると言えるだろう。

遺物の時期は、これまでの報告区域と同様、 7世紀初頭から 12世紀前半に位置付けられるものがほとんどで

ある。縄文時代の土器や石器、月影式期と思われる弥生土器、 5世紀頃に位置付けられる土師器が破片で僅かに

確認されるが、遺構を伴うような性格のものではなく、近隣に集落遺跡が存在することによって当遺跡内に持ち

込まれたものだろう。なお、 7世紀初頭以降の古代遺物であるが、時期標記は、田嶋明人編年の北陸古代土器編

年と北陸中世土器編年(田嶋編年で示す場合の古代土器は「古代O期j、中世土器は 「中世O期」と示す)及び、

筆者が報告Eと田で考察した三湖台集落資料を基軸とした土器編年案(，三湖台O期」と示す)で示す。

額見町遺跡、は、 I群集落、 E群集落が古代 11期から古代田期までを中心とし、 古代W期以降はやや衰退傾向

を示す集落群であるのに対し、今回報告の皿群集落は古代皿期以降に中心をおく傾向があり、竪穴建物の数は I

群、 E群集落よりも著しく低下する。それに比例して掘立柱建物が増加するわけであるが、特に中世 1期に位置

付けられる掘立柱建物が広く展開することが当群集落の特徴である。また、 今回の報告区域では、 古代V期前後

の遺構が多く、 SE03の大型井戸を中心として営まれる様相が看取される。また、これまで確認の少なかった古

代官期の遺構も複数確認されており、古代V期に集落の新たな展開を見せるが、ただ、古代VI期以降に集落が著
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しく衰退することは確かで、古代VI期 .Vs期に額見町遺跡が衰退期にあったことは間違いない。

中世l期になると、当集落は新たな展開を見せる。4x 5間の大型総柱建物が複数出現し、 一つのまとまりを

もった集落を形成し、再興される。建物群の周りには、土師器食膳具を一括廃棄する土坑や土器i留まりが複数形

成され、その周辺から舶載磁器を多く出土させる。 I群集落 .II群集落では確認できなかった集落様相であり、

I期以来の古代的集落とは一線を画すだろう 。

このように、古代 I期からW期までの集落と中世 1期の集落とは様相が異なるため、土器数量を提示する上で

も分けることが必要である。以下に、まず古代の土器様相を概観し、続いて中世の土器を示したい。

古代土器の様相について、まず遺構別の出土状況を見ると、 土器溜まりや包含層出土が60.9%の過半数を占め

る。土器の大半はG区古代土器溜まり遺構として一括掲載した広い範囲の土器溜まり遺構から出土しており、土

器の帰属時期が長期であることも合わせて、長きに渡りこの鞍部となった窪地が土器廃棄場になっていたことが

わかる。竪穴建物出土は 7.4%と少なく、土坑出土も18.0%を占めるにとどまる。竪穴建物の検出軒数が少ない

ため、このような量比であるのは当然であるが、土坑出土が2割以下であるのは、掘立柱建物を中心とする集落

では異例と言える。土器廃棄場が土坑ではなく、広い範囲の土器溜まり遺構へ集中したものであり、 土坑程度の

小規模単位の土器廃棄が蓄積されて、 G区古代土器i留まりという一つの遺構を形成したのだろう。これは次回報

告のH地区5号土器溜まりの極めて大量に廃棄された須恵器貯蔵具類の在り方と共通するものか、今後検討して

いきたいが、皿群集落にこのような土器廃棄形態がまとまることは、注目されることであろう。

なお、当地区では道路状遺構が9.5%の高い数値を占めることも重要と言える。道路状遺構は道路敷の溝状遺

構と路面下の掘方遺構である波板状凸凹面からの遺物が多いが、当地区の場合、遺物出土の大半がその両側に掘

られる連続土坑からであり、道路側溝に似た様相を有していた可能性がある。

次に、遺構帰属時期から集落の中心時期を見てみると、竪穴建物の時期は、 当地区で検出された竪穴建物6軒

のうち、 7世紀前半が4軒、 7世紀後半が1軒、 8世紀後半が 1軒と、 7世紀前半を主体に確認できる。ただし、

竪穴埋土上半には竪穴建物の時期よりも確実に新しい遺物廃棄が確認できており、中世の遺物も含め、 8世紀後

半以降の遺物を定量含んでいる。

掘立柱建物は 47棟のうち 34棟が古代と推察される。土器の時期から判断すると、 7世紀前半 1棟、 7世紀後

半 1棟、 8世紀前半5棟、 8世紀後半7棟、 9世紀前半7棟で、 8世紀代から 9世紀前半が主体的である。土坑

は150基と多いが、古代に特定されるものは少なく、 100点以上の土器を出土する土坑のみを取り上げ、時期別

の数値を出すと、 7世紀前半 1基、 8世紀前半4基、8世紀後半7基、 9世紀前半3基となる。掘立柱建物の帰

属時期と概ね同様の時期分布を持ち、 8世紀後半を中心に集落が形成されていたことを物語る。

井戸と道路状遺構については、 SE03の大型井戸と道路状遺構 1が関連性を有す可能性が高く、概ね古代N2

新期から V1期以降に営まれたものと考えられる。

以上の遺構帰属から、 皿群集落が8世紀前半から 9世紀前半にかけてを中心とする集落であることが理解され

出土遺構名 須恵器食膳具 須恵器貯蔵具 土師器食勝具 土師器煮炊具 土製品 石製品 遺構別計

竪穴建物 512(19.2%) 191 ( 7.2%) 206( 7.7%) I刀6(64.9%) 11 ( 0.4%) 17( 0.6%) 2.673( 7.4%) 

掘立柱建物 182(22.9%) 72( 9.1%) 62( 7.8%) 457(57.5%) 2( 0.1 %) 20( 2.5%) 795( 2.2%) 

土坑 1.519(23.5%) 618( 9.6%) 794(12.3%) 3.430(53.1 %) 29( 0.5%) 68( l.0%) 6.458 (18.0%) 

井戸 146(29.4%) 101(20.4%) 65(13.1 %) 157 (3l.7%) 9( l.8%) 18( 3.6%) 496( l.4%) 

炉状遺構 2( 6.5%) 1( 3.2%) 3( 9.7%) 25(80.6%) O( 0.0%) O( 0.0%) 31 ( 0.1 %) 

道路状遺構 1.108(32.8%) 1.051 (31.1 %) 173( 5.1 %) 1.019(30.2%) 10( 0.3%) 17( 0.5%) 3.378( 9.4%) 

構状遺構 42(20.4%) 38(18.4%) 9( 4.4%) 115(55.8%) 2(l.0%) O( 0.0%) 206( 0.6%) 

土器ダマリ・包含層・ピット 5.029 (22.9 % ) 3.337 (15.2 %) 1.897( 8.7%) 11.348 (5l.8 %) 124( 0.6%) 174( 0.8%) 21.909(60.9%) 

言十 8.540 (23.8 %) 5.409 (15.0%) 3.209( 8.9%) 18.287(50.9%) 187( 0.5%) 314( 0.9%) 35.946 

G地区及びH地区西側区域出土古代遺物集計表(破片数表示)

※本集計に際し、集計方法の手違いから、若干の数値訂正が必要となることが判明したが、時I1目的制約から再集計できなかった。ただし、概ね

の数値傾向は妥当性をもつものであり 、そのまま掲載した。
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るが、それは包含層資料やG区古代土器j留まり遺構の出土土器の時期からも同じ傾向を読み取ることが可能で

ある。時期比定可能な食膳具のみでの比率だが、各時期に分けた食膳具破片概数(10点程度の括りで表示した)

では、 7世紀前半が須恵器 30+土師器 10、7世紀後半が須恵器 40+土師器 10、8世紀前半が須恵器 270+土

師器 20、8世紀後半が須恵器 550+土師器 100、9世紀前半が須恵器 550+土師器 80、9世紀後半が須恵器 280

+土師器 40、10世紀前半が須恵器 100+土師器 10となる。7世紀前半の数量を 100とすると、後半も 125のま

ま推移し、 8世紀前半に 725へ激増する。その後8世紀後半には 1，600へさらに倍増、 9世紀前半の 1，575を頂

点に、 9世紀後半には 800へ半減、 10世紀前半は 270へとさらに減少させる。8世紀後半から 9世紀前半まで

をピークに、その前後の時期へ減少させる様相であり、遺構帰属時期よりもやや新しい時期へズレ込む傾向が認

められるが、これは土器i留まり遺構への土器廃棄が、 8世紀後半に築造される大型井戸の出現によって、仏教祭

秘的な意味合いで土器廃棄行為が盛んになったものだろう。

次に、中世土器についてだが、全て中世 1期の範鴫におさまるもので、 11世紀2/4期頃から 12世紀中頃の

100年を超える程度の時期幅に入るものである。特に、 11世紀後葉から 12世紀初頭に位置付けられる中世 1-

II 1期の遺構が過半数を占め、大型の総柱建物も当期に位置付けられるものがほとんどであろう。中世の土器は、

当地区の土器総点数42，818点の中で 7，186点を占め、 17%の高い割合をもっ。これまでの報告区域では確認でき

ないほどの割合であり、それは当期の掘立柱建物の分布からも窺える。遺構別では古代同様に、 6割以上を土器

溜まり ・包含層 ・ピットが占め、次いで、土坑の 3割強、井戸の 1割弱となる。器種別では土師器食膳具が96%

とそのほとんどを占めるが、陶磁器類が3%程度存在することは重要で、舶載白磁類がそのほとんどを占める。

土師器煮炊具は極めて少なく、小型鍋状器形のものが僅かに存在する。

第2項 出土遺物の分類と器種名

1 .古代遺物

古代遺物は大半が土器・土製品で構成されるもので、僅かの金属製品と石製品が装身具や工具、武器、部材な

どに使われる程度である。金属製品は鉄製品が主で、万子、鉄鉱、鎌、釘、鍛冶道具類、金具類、加工途中品な

どが確認でき、銅製品では貨銭がある。貨銭は 3枚出土するが、全て「神功開賓」で、出土地点はまとまっている。

石製品は、鋳帯の錠尾、紡錘車、砥石(大型砥石含む)、金床石、支脚、造り付けカマドや炉の芯材などがあり、

ほとんどは砥石とカマド部材で占められる。この中では鋳帯の出土が注目される。額見町遺跡の中ではこれ 1点

のみであり、比較的大型の錠尾である。

古代の土器・土製品は、須恵器と土師器、緑紬陶器がある。緑紬陶器は椀類で、近江産と推察される。須恵器

は食膳具と貯蔵具、土師器は食膳具と煮炊具に機能分化している。ただ、一部、須恵器に甑や長胴釜、赤彩土師

器に鉢や小型壷など、例外的なものも確認される。

古代の土器は、須恵器を食膳具と貯蔵具、土師器を食膳具と煮炊具に大分類する中で、各個別の器種名を付し

ているが、須恵器の鉢や甑などの調理具としての機能を持つものについても、須恵器貯蔵具として分類しである。

当遺跡出土の古代土器の器種分類については、 『額見町遺跡 II.lの第皿章第 1節第2項の「出土遺物の分類jで、

既に器種分類案を提示しており、本報告では基本的にそれに基づいて器種名を付している。ただ、その分類案に

ついても、これまでの小松市の筆者記述報告書に準拠しており (r二ツ梨一貫山窯跡J2002年、 『八里向山遺跡群』

2004年)、須恵器食膳具については田嶋明人氏の 1988年北陸古代土器編年での分類案 (1古代土器編年軸の設定」

『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題(報告編H北陸古代土器研究会)、須恵器貯蔵具類については

1999年の北野博司氏の分類案 (1須恵器貯蔵具の器種分類Jr北陸古代土器研究J第8号北陸古代土器研究会)、

土師器食膳具と煮炊具については、筆者の提示した 『額見町遺跡II.lに基づいている。

なお、土師器食膳具については、色による識別を明示しであるので、提示しておく必要がある。つまり、焼成

段階に内面に発炭素材を入れて黒色に燥し焼成させる内黒品と赤色酸化鉄を胎土に混ぜ合わせることで赤い発色

の製品を作り出す赤色品、黄土と鉄粒を混ぜた赤色塗布材により器面のみを赤く焼成した赤彩品、色調の変化を

させるための造作を特にしない通常品とに分けられる。なお、 9世紀以降、外面赤彩塗布し、内黒焼成する椀皿

類が出現するが、これについては外赤内黒品とする。

以上の須恵器・土師器以外に、緑紬陶器が2点あるが、それ以外にも土製品が多く出土する。土製品について
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は、分類案提示という形ではなく、今回の報告地区から出土した土製品について、概要をここでまとめておく 。

まずは、須恵質の土製品だが、文房具類である円面硯の破片が3点、土製形代である馬形土製品片が1点、須

恵器生産関連遺物として、須恵器窯内で使用する貯蔵具専用焼台 10点と須恵器窯の溶着置台片 1点が出土する。

当地区の円面硯出土量は他の地区に比べて少なく、その代わりに転用の墨溜めや硯が21点と多く出土している。

墨書土器は 17点で、これも他の地区よりも多い。特に SE03の大型井戸周辺での出土が目立っており、この周

辺で多量に出土する油煙痕跡をもっ灯明具転用杯類(当地区では 95点出土)とともに、仏教祭杷に伴うものだ

ろう。

次に土師質土製品だが、煮炊きに伴う竃関連用具として、竃形土製品が21点、円筒形土製品が2点、支脚形

土製品が29点出土する。A地区出土量(竃 :84点、円筒 :6点、支脚:103点)や報告E区域の出土量(竃:

38点、円筒 :5点、支脚:60点)、報告皿区域の出土量(竃:64点、円筒:23点、支脚:100点)と比較する

と量は少なく、それは古代掘立柱建物の少なさに起因しよう。次に、生産用具だが、製塩土器片が 12点、漁労

網錘として使用される管状土錘が34点、土師器焼成に伴う匝鉢状土製品が 153点出土している。匝鉢状土製品

については、一つのピットから 100点以上まとまって出土しており、当遺跡内で行われる土師器焼成に付随する

焼成道具廃棄品と位置付けられる。

2.中世遺物

今回報告区域より出土する中世遺物については、土師器食膳具でほぼ構成されることは前述したとおりだが、

これに僅かの土師器煮炊具と灰粕陶器または山茶碗、中国産自磁、中世焼締陶器、中世須恵器の中世陶磁器類が

加わる。中世陶磁器類は、灰紬陶器碗類が27点、灰税陶器瓶類が 1点、中国産白磁碗皿が 121点、中世焼締陶

器が9点、中世須恵器が2点、それに瀬戸・美濃窯系陶器が3点で構成され、特に中国産白磁碗皿類の出土が突

出する。出土地点は土器i留まりや包含層からで、大型の総柱建物の分布することと関連性が深いだろう。また、

加賀古窯かと思われる中世焼締陶器や珠洲焼と思われる中世須恵器、瀬戸・美濃窯系陶器については破片であり、

中世土師器食膳具の主要時期に位置付けられるものかは判断できない。

古代土器と同様、中世土器に関しでも、 『額見町遺跡 IIJの第E章第 1節第2項の「出土遺物の分類」で提示した、

器種分類案に基づいて器種名を付している。図での表示についても同様とし、焼き上がり状態については、内面

を吸炭させて黒色に焼成するものを内黒品、通常の焼き上がりだが赤色酸化鉄粒を胎土に練り込んで、赤く発色さ

せるものを赤色品、白色粘土を使用して意識的に白く発色させるものを白色品、通常土師器の発色のものを通常

品とする。

第2節古代の遺構出土遺物解説

ここでは、古代に位置づけられる遺物について述べるが、遺構出土の個別の遺物説明は観察表に譲るとして、

特徴的なものや特記的事項、時期を代表できるような一括資料の土器様相などを中心として、竪穴建物、掘立柱

建物、土坑(墓坑含む)、井戸、道路状遺構、溝状遺構、炉状遺構、ピット、土器溜まり遺構(包含層含む)の

順で提示する。なお、本報告においては、鉄浮や羽口、炉壁等の製鉄及び鍛冶に関連する遺物は除外して報告し

である。これは、当遺物群の取り扱いについて、遺跡全体との検討が必要であり、地区別に報告する性格のもの

ではないと判断したからである。当遺跡は土器生産・鉄加工の工程を行っていることが、集落の成立や遺跡、とし

ての性格を物語る重要な要素と見ており、遺跡総体での報告を科学分析結果とともにまとめ、報告書VIとして別

冊で刊行する予定である。よって、今回の報告では、鉄生産に関連する遺物群の報告は一切行わず、それと切り

離して処理できそうな鉄製品のみを報告する。

第 1項古代竪穴建物出土遺物

古代の竪穴建物から出土する遺物はまとまりをもった一括性高い遺物群が多いが、破片数では 96ページで示

した出土遺構別器種破片数構成表のように、 7.4%を占めるに止まる。構成としては、食膳具が 27%、煮炊具が

65%、貯蔵具が7%で、時期の古いものが中心ということもあるが、竪穴内へのカマド使用土器の廃棄により、

煮炊具の比率が高い。以下では、遺物を図示できた全ての遺構について述べることとする。
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1. SI112出土遺物

L字型カマドをもっ大型の竪穴建物で、竪穴の掘り込みも深く、遺物出土量は多い。埋土下層から床面、カマ

ド周辺で土師器食膳具、煮炊具を中心として、 三湖台 1B期に位置づけられるまとまった資料が出土しているが、

埋土上層から中層にかけては、古代E期前後の資料を中心として、 ll2期から V2期までの資料が混在して出土

する。埋土上層資料もまとまりをもって出土しているため、ここでは竪穴建物に伴う資料と埋土上層資料の 2項

目に分けて述べることとする。

(竪穴建物に伴う資料)

1-12の土器が該当する。竪穴建物に伴う須恵器食膳具が全く出土していないため、時期比定に苦慮するが、

後述する土師器食膳具や煮炊具形態から、古代 I1期に位置付けられることは間違いなく、口頚部大きい魅の形

態から、古代 I1期の中でも古段階、 三湖台 lB期に位置付けられるものと理解する。

土師器食膳具は在来型の椀Hと高杯Hで構成される。椀Hは、小型底部で体部開く器形と大型底部で腰に張り

をもって立ち上がる器形とがある。前者は口縁部端でやや内湾する器形で、後者は口縁部外屈する器形と内側に

面を形成する器形とがある。内面黒色焼成されるもの一般的で、それは高杯Hも同様である。高杯Hは杯部がや

や浅い椀形を呈すもので、内面ミガキ調整される。

土師器煮炊具は在来型技法の短胴小釜と長胴釜が出土している。外面縦ハケ目調整、内面ヘラナデ後の縦ケズ

リ調整を行うもので、比較的薄く作られるものが多い。短胴小釜は球胴を呈し、長胴釜は胴部径の大きなもので、

当期の形態的特徴を有している。

(埋土上層資料)

古代 ll2期-III期に位置付けられる土器と古代N2期-Vl期に位置付けられる土器とがある。

古代 ll2期-III期に位置付けられる土器は、 13・14・16-19・22-24・26で、 13は返りの形状や形態から

II 2期に、 16はII3期に、 14・17・19・24はE期に位置づけられる。いずれも南加賀窯産である。なお、 22は

混和材を多く混在させる胎土をもっ須恵器小型鉢で、 E期-Nl期に生産される専用の灯明具である。

古代N2期-Vl期に位置付けられる土器は、 15・20・21・25で、 20・21は灯明具使用がなされる須恵器小

型杯Aである。20には油煙痕を顕著に残している。なお、 25は杯Bを逆転したような形態を呈す圏足円面硯で、

脚部に 3つの円孔を三角配置し、それを 6単位施すものである。硯面は丁寧にケズリ調整が施されており、当期

の定型硯としては優品に位置付けられよう。

2. SI114出土遺物

良好な遺存状態の中型の竪穴建物であり、比較的出土遺物は多い。一部埋土上層で古代W期-V期の遺物が混

在するが、下層出土やカマド出土のものは古代 I1期に位置づけられるもので、 三湖台編年では lB期に位置づ

けられる。

図示した遺物は、当竪穴建物に伴うと判断される上記時期のもので、比較的まとまりをもった資料と言える。

須恵器は少なく、図化できたものは 27の杯H身のみで、 I1期古段階に位置付けられるものである。能美窯

産で、内底面や外底面に磨耗痕があり、受部端も細かな欠けが認められる。なお、須恵器薬が破片で数点出土す

るが、図示できたものはない。

土師器食膳具は在来型の椀Hと高杯Hで構成される。椀Hは、小型でA体部開き口縁部内湾する器形の 28とや

や大型で深身を呈 し、口縁端部外屈する 29の2法量が存在する。前者は内面黒色焼成、後者は赤色発色するも

のであり、器形や法量分化などとあわせ、当期の椀Hを特徴付けるものと言える。なお、 28の椀Hは小さな底

部円盤に右回りで粘土紐を 2回転半巻き上げた痕跡が残っており(写真 15-14)、作り手の利き手や作る体勢、

姿勢を復元できる良好な資料と言える。高杯Hは内黒焼成を基本とする大型のもので、いずれも脚基部付近の破

片である。30の脚部はさほど長くなく、 三湖台 lA期のような長腕のものに比べて短くなっている。

土師器煮炊具は全て在来型技法のもので、器種は小型鍋と短胴小釜、長胴釜、深鍋、そして破片のため図示し

ていないが、甑も出土している。小型鍋は椀Hの大型深身タイプの器形に近似するものだが、内面ミガキ調整は

なく、外国指頭痕を残すなど、粗製品である。外底面中央に煤付着、その外周に顧著な煤痕跡、外面上半は顕著

な赤化剥落を持つもので、内面は上位にやや暗いヨゴレ状の付着が認められる。短胴小釜、長胴釜、深鍋は外面

縦ハケ目調整、内面へラナデ後のケズリ調整を基本とするもので、いずれも胴部の張りが強い、古い形態を残す
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第皿章 今回報告区域出土の遺物

ものである。なお、 39の鍋か?としたものは、胴部から窄まったまま口縁部に至るもので、無頚器形を呈すも

のである。胴部上位は横ハケ目調整、内面ヘラナテーするもので、深い鍋状器種として使用されたものだろう。

その他の器種としては、製塩土器が8点出土している。底部丸底を呈す小型鉢状器形をなすものと思われ、褐

色の大型粒が極多量に混在する地元E類胎土をもっ。被熱顕著で器面剥落している。

3. 81115出土遺物

中型の竪穴建物で、出土遺物は少ない。一部埋土上層で古代V期~VI期の遺物が混在するが、下層出土やカマ

ド出土のものは古代N1期、三湖台編年では 4B期に中心をおく 。

図示した遺物は、当竪穴建物に伴うと判断される上記時期のもので、比較的まとまりをもった資料と言える。

須恵器食膳具は杯Bと杯Aで構成される。41の杯B蓋の大型法量と 42の小型法量とが存在し、杯Aは口径の

大きなものである。須恵器貯蔵具の小型短頚壷や大聾も含め、全て南加賀窯産のものであり、貯蔵具には他に鉢

Bや瓶類が破片で出土する。なお、 46の大聾の口頭部外面には何か絵画状の線刻が認められるが、破片のため

判然としない。

土師器食膳具は、全てロクロ成形品に統一される段階で、赤彩土師器椀Aのみを図示したが、破片で按Bが確認

されている。図示した椀Aは底径の大きなやや扇平気味の器形のもので、 N1期の特徴を有す南加賀窯産である。

土師器煮炊具は、底部糸切り痕を残す短胴小釜と外部カキ目調整の浅鍋とを図示したが、胴部nnき成形痕を残

す長胴釜や甑片も出土している。全て北陸型煮炊具と呼べるもので、在来型技法のものは確認されない。

なお、当竪穴建物の、下層から鉄器が出土している。刀子の刃部片で、背は平造り、身幅は1.5cmを測る。

4. 81116出土遺物

中型の竪穴建物で、出土遺物は比較的多い。 埋土上層に古代W期~VI期の遺物、埋土中層に古代 112 期~1I 3

期の遺物が混在するが、下層出土やカマド付近出土のものは古代 I1期新段階に、 三湖台編年では 1C期に中心

をおく 。

図示した遺物は、当竪穴建物に伴うと判断される上記時期のもので、比較的まとまりをもった資料と言える。

須恵器は口径 12cm台に小型化した杯H蓋と頚部の短くなった躍が出土しており、いずれもその器形特徴から

古代 I1期新段階に位置付けられるものである。杯Hは南加賀窯北群産、魁は能美窯産である。なお、 54は南

加賀窯南群産の大型鉢で、外面 Ha類叩き、内面 Da類当て具で成形されるものである。大聾の丸底底部と同様

の形態、成形を行うものであり、厚手で調整にロクロを使用していない特徴は、大棄の鉢状底部を鉢に転用成形

したものと理解されよう。大聾には丸底の鉢状底部を先に作ってから胴部を粘土紐積み上げ+叩き成形するもの

があるが、その鉢状底部の上端を切り揃えて、横ナデ調整し、口縁部としたものだろう 。なお、内面は横ナデを

丁寧に施して、仕上げられている。

土師器食膳具は在来型の椀Hと高杯Hで構成される。椀Hは、小型で体部開き気味に立ち上がり、口縁端部内

屈する器形の 55と体部が内湾気味に立ち上がる小型の 56、やや大型で深身を呈し、体部聞き気味に立ち上がり、

口縁部内湾する 57の2法量が存在する。55は内面黒色焼成だが、他は黒色焼成しないもので、大型のものは全

体にやや粗めのミガキ調整を施す薄手のものである。なお、 56の椀Hには外面に薄く煤の付着が見られる。高

杯Hは内黒焼成するもので、脚部形状は通常の高杯Hと同様であるが、杯部はやや椀状に立ち上がり、口縁部が

外屈する器形のものである。体部が椀形傾向を示す 1C期の高杯Hの中で、口縁部外屈形態を残した形状と言え

るだろう 。

土師器煮炊具は全て在来型技法のもので、器種は小型鍋と短胴小釜、長胴釜、深鍋、浅鍋、甑が出土している

が、図示できたものは短胴小釜と深鍋のみである。

5. 81117出土遺物

中型の側支柱竪穴建物で、出土遺物は比較的多い。ただ、その遺物の多くは埋土上層から中層にかけて混在す

る古代N期~VI期の遺物 (66) であり、当竪穴建物に伴う下層出土のものは少ない。

下層出土の土器は 61~ 63の古代 112期の特徴をもっ須恵器杯A蓋と 64・65の古代 113期の特徴を持つ須恵

器杯B蓋、 69の在来型技法の土師器長胴釜など、概ね三湖台編年の 3B期から 3C期に位置付けられる。須恵

器は南加賀窯北群産で占められ、土師器煮炊具は地元B類胎土である。なお、外面赤彩を施す鉢状器形の 67と

ロクロ成形の土師器鉢E68が出土している。鉢Eはその形態から V期に位置付けられる可能性を持つが、 67の
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赤彩土師器鉢は竪穴建物に伴う可能性があるだろう。

6. 51118出土遺物

小型で、浅い竪穴建物で、あり、出土遺物は極めて少ない。図示できた土器は、在来型技法の土師器小型鍋で、薄

手でやや器形が三湖台 1期のものとは異なるが、出土する土師器煮炊具がハケ目調整の釜類を中心とする点から、

三湖台 1期に位置付けられる竪穴建物と判断する。

三三三

ζ==Lーラ言、

~64 

「二一「-168
て二二:二コ

(51118出土遺物〉

プ川河

70 

E斗

ー第 68図 古代竪穴建物出土遺物4 (SI117， SI118、全てS=1/3)

第2項古代掘立柱建物出土遺物

古代掘立柱建物の柱穴から出土する遺物は、 一つの遺構としての一括性や同時期性を問いにくい資料が多い。

それは遺物出土量の少なさにも起因するが、掘立柱建物どうしの重複をはじめとして、土坑や竪穴建物と重複す

るものが多く、他の遺構からピット埋土層への土器混入が多いことも要因である。よって、掘立柱建物出土遺物

としてここで図示したものが掘立柱建物に伴うものであるのか、微妙な部分があり、最終的には遺物と遺構の構

造、方位から総合判断するしかないだろう。ここでは、比較的時期にまとまりをも った資料と特筆すべき遺物を

出土した遺構のみを取り上げる。なお、その他の掘立柱建物出土資料は以下の一覧に代えることとしたい。

SB252は27点の遺物を出土する掘立柱建物で、出土するピットは異なるが、図化できた須恵器は 1-3に上

げるように古代 II2期の特徴を有すものである。当掘立柱建物からは他の時期の遺物も出土するが、 当該時期に

位置付けられるものと見る。

SB259は四面廟付建物で、仏堂的性格を有する建物と判断されるものである。柱穴から 32点の遺物が出土し

ており、図化できた須恵器は 11の杯B華や 12の盤A、14の水瓶など古代V期に位置付けられるものが主体だが、

土師器ではV2期からVI期頃に位置づけられる浅鍋が出土しており 、13の須恵器杯AもVI期に下る可能性があ

る。概ねV期を中心に羽期まで営まれた建物と位置付けられょうか。なお、 12の盤A外底面には墨書の記載が

あり、水瓶とともに仏堂における仏教行事に関連するものかもしれない。

SB264は62点の遺物を出土する掘立柱建物で、比較的土器の時期がまとまっている。図示した 18・19の須恵

器杯B蓋の形状から、 N2新期から V1期に位置付けられるものと見られ、 20の赤彩土師器椀AもN2期に位

置付けられよう 。概ね古代N2新期を前後する時期の掘立柱建物と位置付けておきたい。
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SB266は44点の遺物を出土する掘立柱建物で、ピット 1・8を中心に図化可能な土器が出土する。24・25の

杯B蓋は古代Nl 期頃に位置付けられるもので、 26 の杯B 身も古代Nl 期~N2 古期に位置付けられる 。 27 の

盤AはV期に下るものだろうが、他の柱穴から出土する土器も概ね古代W期に中心を置いており、当該時期に位

置付けられるものと思われる。

SB267 は 28 点の遺物を出土する掘立柱建物で、 28 ・ 29 ・ 31 の須恵器食膳具は、古代 II3 期 ~III期を中心とす

る時期に位置付けられる。32の盤BはV期に下る資料だが、この須恵器は SB03上層と接合関係にあり、混在し

たものと理解される。

SB269は柱穴出土遺物が 11点と少ないが、固化した 33はN1期に位置付けられる須恵器杯Aで、内面に油煙

痕が複数個所確認された。灯明具として使用されたものだろう。

SB280は47点の遺物を出土する掘立柱建物で、複数の柱穴から古代N2期頃に位置付けられる須恵器、土師

器が出土している。 VI3期に位置付けられる 39の須恵器椀Bも出土しているが、他の固化していない遺物も、

N2期から Vl期に位置付けられるものであり、 当掘立柱建物はN2期頃に位置付けておくことが妥当だろう。

SB283は47点の遺物を出土する掘立柱建物で、図示した 42・43の須恵器杯B葦・身、 45の土師器短胴小釜

など、古代V2期を前後する時期に位置付けられる。44の須恵器皿はVI期に位置付けられるものであるが、概

ね、古代V2期を中心とする掘立柱建物と位置付けたい。

SB302は古代に位置付けられる須恵器や土師器も出土するが、図示した 46の須恵器杯H蓋は 6世紀後葉に位

置付けられる可能性があるもので、 47の長頚瓶も口縁部形態や頭部波状文装飾を有す点から、 6世紀に遡る可

能性がある。掘立柱建物自体は、その形態から 8世紀以降と判断されるが、額見町遺跡の古代集落の前身的集落

が小規模に営まれていた可能性を示唆しよう。

SB321 は 30 点の遺物を出土する掘立柱建物で、図示したものはいずれも古代 II2 期~II3 期に位置付けられ

る須恵器食膳具である。破片で赤彩土師器椀や在来型技法の煮炊具も出土しており、当該期に位置付けて問題な

い掘立柱建物だろう。

SB322は32点の遺物を出土する掘立柱建物で、図示した 53~ 55の須恵器杯B蓋や杯A、57・58の土師器長

胴釜B類から、古代田期~Nl 期に位置付けられる掘立柱建物 と思われる 。 56 の須恵器椀Bや破片出土の外面

赤彩内黒土師器椀類は、古代VI3期に位置付けられるものだが、点数は少なく、混在品と理解される。

SB323は柱穴出土遺物が 12点と少ないが、固化した 59はN1期に位置付けられる須恵器杯Aで、口縁部に油

煙痕が複数個所確認された。灯明具として使用された可能性がある。

今回報告区域の古代掘立柱建物出土遺物一覧表

遺構名 遺物の概要 遺構名 遺物の概要

5B246 造物4点。古代IV-VI期?の須恵器・土師器。 5B280 遺物47点。古代1V2期l主に I期!とW期の須恵器・土師器。

5B248 遺物5点。古代V期?の須恵器と土師器。 5B281 遺物111土なし。搬立柱建物の形態から古代認定。

5B252 遺物27点。古代ll2期の須恵器・土師器。 5B282 造物13点。古代1V2-V期の須恵器 ・土師器。

5B253 遺物36点。古代V期主にVI期までの須恵器・土師器。 遺物47点。古代V期主にIV-VI期の須恵器・土師器。匝鉢
5B283 

形土製品。5B255 遺物78点。古代V2-VI期j主にE期前後の須恵器 ・土師器。

5B256 遺物出土なし。抱立柱建物の形態から古代認定。 5B284 遺物5点。古代IV-VI期の土日市器。

5B257 遺物6点。古代1V2期の須恵器・土師器。 5B285 遺物 1点。時期不明古代土師務煮炊具。

遺物32点。古代V2-VI2期の須恵器・土師器。水瓶と墨 5B286 造物出土なし。捌立柱建物の形態から古代認定。
5B259 

書土録。 造物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。5B292 

5B264 遺物62点。古代1V2新期頃の須恵器 ・土師器。 5B294 遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。

5B265 遺物16点。古代田期頃の須恵器 ・土師器。 5B295 遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。

5B266 遺物44点。古代1V1期主にV2-VI1期の須恵器・土師器。 5B301 遺物5点。古代VJtfj頃の須恵器 ・土師器。

5B267 造物28点。古代 目3期主にIV-V期の須恵器・土師様。 5B302 造物10点。古墳4様式ll2期?の須恵楼・土師器。

5B269 造物11点。古代1V1期の須恵器・土師音寺。灯明使用杯。 5B321 遺物30点。古代II2-ll 3期主にill-V期の須恵器 ・土問j告書。

5B270 造物7点。古代V期の須恵器・土師器。 5B322 遺物32点。古代1V1期主にill-VI邦lの須恵器・土問器。

5B271 逃物6点。古代V期の土師音寺煮炊具。 5B323 遺物12点。古代IVJIIl前後の須恵、総・土師器。灯明使用杯。

5B272 遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。 5B324 遺物16点。古代V-VI期の須恵器 ・土師器。

5B273 遺物11点。古代W期の須恵器 ・土師器。 5B325 遺物22点。古代V期主にE期の須恵器・土師器。
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第田章 今回報告区域出土の遺物

第3項古代土坑出土遺物

古代土坑から出土する遺物は、今回報告地区の中では 18%の割合を占める。ここに図示した遺物は 142点と

多いが、一つの遺構で出土する一括性高い資料群となると、その数は少なく、そのような一括土器群を中心とし

て、以下では遺物解説を行う。また、遺物の中には特筆すべき資料、特殊な資料もあるため、それらについては

単体での出土であっても、解説を加えることとしたい。

1. SK279出土遺物

当土坑は SIl12埋没後に重複して掘られる土坑で、須恵器食膳具をはじめとして 20点程度の土器が出土する。

図示したものは半完形品の須恵器杯B身と小型鉢で、須恵器杯B身の口径 15.8cmの法量と肩平器形、高台形態

から古代田期に位置付けられるものと見る。これに共伴する須恵器小型鉢は、口縁部外屈し、上端を摘み上げる

特徴的な器形のもので、灯明具として専用に製作されたものと見られる。南加賀窯産の生焼け品で、内面に広く

油煙痕跡が付着する。灯芯の置かれた痕跡が7箇所確認できるもので、度重なる使用が行われたことを予想さ

せる(写真 16-29)。当器種は土師器煮炊具同様に胎土中に大粒の砂粒など混和材を含む胎土が使用されるが、

当製品は通常の須恵器食膳具に類した胎土で、形態もしっかりと作られていることが特徴である。なお、同形態

のものは南加賀窯跡群の矢田野向山 1号窯(古代田期に位置付け)において出土しており、報告では焼台として

いるが、 2と同様に灯明具として専用に製作された器種と評価できる。

2. SK326出土遺物

当土坑からは古代ill-N期の赤彩土師器椀と ロクロ成形煮炊具が主に出土するが、それらに混じって時期の古

い土師器が2点出土している。図示した小型丸底壷の口頚部破片と中空高杯の脚部破片で、その形状や法量など

から、漆町編年での 12群土器に位置付けられるものと理解する(田嶋明人 19861漆町遺跡出土土器の編年的考察j

『漆町遺跡u石川県立埋蔵文化財センター)0 5世紀前半に位置付けられる土器群であり、周辺に所在したであ

ろう当期の遺跡から紛れ込んだものと予想される。

3. SK342出土遺物

遺物量はさほど多くはないが、古代E期-N1期に位置づけられる土器と V期に位置づけられる土器とがあり、

数量的には括抗している。ただ、図示したものはV期に位置づけられるものが主体であり、 10・11・13の杯B蓋・

身はV1期に位置付けられるものである。いずれも南加賀窯産の須恵器で、白色胎土で堅綴に焼成される特徴を

もっ。

4. SK355出土遺物

須恵器食膳具 68点、須恵、器貯蔵具22点、土師器食膳具6点、土師器煮炊具 110点を出土する土器廃棄土坑で

ある。破片資料が主で、図示できたものは少ないが、出土土器の時期が比較的まとまっており、図示した土器の

とおり、概ね古代N1期に位置付けられる。

須恵器食膳具は杯A、杯B、盤Aで構成され、杯Bは大 ・中 ・小の 3法量に明瞭に分化し、 小法量の蓋には折

り曲げのない特徴を持つ。須恵器産地は 19の杯B葦のみが能美窯産だが、他は南加賀窯産で占められている。

なお、18の杯B蓋は内面に顕著な磨耗痕と墨痕を残すもので、硯と して転用されたことを示す。土師器では図

示したものがないが、土師質製品では支脚形を図掲載した。上下端を若干つまみ出して広げる筒形の支脚で、外

面に指頭痕をもち、中空に作られている。

5. SK358出土遺物

土器の出土量は少ないが、出土する須恵器皿Bや土師器長胴釜 ・浅鍋の器形から、古代VI期に位置付けられる

土坑と判断される。図示したものは鉄製品 2点で、万子と鍛と思われる。25の万子は刃部のみの破片で、背は

平造を呈し、刃先へ向かつて幅を狭める形状のもの。26の鍛は上下端を欠損する破片だが、一部残る刃部の形

状から片刃の長頚鍛と思われる。

6. SK364出土遺物

土器の出土量は少ないが、古代V期~羽期の須恵器が出土しており、そのうちの杯A底部破片に墨書が確認さ

れた。極めて薄い底部片であり、古代V2期からVI2期に位置付けられるものと予想される。墨書は外底面に記

されており 、破片のため定かではないが、 「生」の可能性がある(写真 16-26)0 1生」墨書は、 SE03を始めと

して、当遺跡からは数点出土しており、時期的にも V期を中心とする時期にまとまる傾向がある。
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第2節 古代の遺構出土遺物解説

7. SK365出土遺物

須恵器食膳具 41点、須恵、器貯蔵具 27点、土師器食膳具7点、土師器煮炊具 138点を出土する土器廃棄土坑で

あるが、破片資料が主で、図示できたものは少ない。出土土器は古代 II3期-rn期と N2新期-Vl期の 2時期

にほぼまとまり、図示した 36・37・40-43は前者の時期に、 35・38・39・44・45は後者の時期にそれぞれ位

置付けられる。図示したいずれの須恵器も南加賀窯産で、赤彩土師器は杯B蓋のみ能美窯の可能性がある窯場B

類胎土である。なお、 41の有台器種であるが、雑で分厚く大型の台が付くもので、内底面がナデツケされてい

る点や底部からの立ち上がりの器形などから、台付の壷 ・瓶類とは考え難く、台付鉢とした。承盤のような器種

も可能性としては考えられよう。

8. SK366出土遺物

遺物量はさほど多くはないが、古代V期-VI2期に位置づけられる土器を中心に出土している。図示した 48

の須恵器は杯B身を伏せたような器形のもので、天井中央に鉦の剥がれたような痕跡があり、天井部外面にカキ

目調整が施されること、降灰軸の状況などから、環状突帯の巡る大型の蓋とした。このような環状突帯の巡る大

型蓋は、南加賀窯跡群では古代Vl期からVIl期の聞で生産が顕在化するもので、金属器的な特徴を有す大型の

有台杯が身として伴うが、当資料とは天井部から口縁部へ移行する部分が異なる。つまり、 Vl期以降のものは

天井部からそのまま真っ直ぐ聞き口縁部へ至る器形であるのに対し、当資料は平坦な天井部から一度屈曲して垂

下する形状のもので、このまま壷蓋状に口縁部に至るか、垂下した後口縁部で外屈する器形かとなる。壷蓋に環

状突帯が巡るものは存在するが、この器形と法量で査蓋というのは考え難く、大型法量とやや聞き気味に垂下す

る形状から、口縁部で外屈する蓋の形状を想定したい。このような蓋は、陶邑窯跡群では8世紀前半代に確認さ

れているもので、北陸でも 8世紀前半の押水高松窯跡群八野ガメヤマ 1号窯で生産されている。

9. SK367出土遺物

須恵器食膳具 44点、須恵器貯蔵具 35点、土師器食膳具3点、土師器煮炊具 108点を出土する土器廃棄土坑で

ある。破片資料が主で、古代E期から VI期まで時期がぱらつくが、図示できたものは概ね古代V期に位置付けら

れる。図示した須恵器食膳具は杯B身、杯A、盤A、高杯A、土師器煮炊具は短胴小釜、長胴釜、浅鍋、そして

鉢Eで、須恵器は南加賀窯産、土師器は南加賀窯産が想定される窯場A類に統ーされている。当遺構で注目され

るのは、土師器鉢Eの存在である。今回報告区域では仏器的器種である鉢Eの出土が目立つが、その半数を土師

器が占めており、時期も概ねV期頃に集中する。後述する SE03には複数の土師器鉢Eが廃棄されており、周辺

で出土する油煙痕跡をもっ須恵器食膳具とともに仏教行事に使用されたものと考えられよう 。当土坑は仏堂的建

物である SB259の西側に隣接して掘られる土坑であり、当建物に関連する土坑と位置付けられる。

10. SK370出土遺物

須恵器食膳具 203点、須恵器貯蔵具 43点、土師器食膳具 69点、土師器煮炊具 215点を出土する大型の土器廃

棄土坑である。当土坑も SK367同様に、 SB259の西側に隣接して掘られる土坑であり、位置関係や SB259との

土器接合関係 (SB259で図示した須恵器水瓶は SK370と接合)から見て、当建物に関連して掘られた可能性が

高いだろう 。土器の時期はN2新期から V2期を中心に、 II.rn期の土器やVI期の土器が混在する。図示した土

器は 66の杯AがNl期に遡る可能性がある程度で、他は概ねN2新期から V2期におさまるものである。当資

料の特徴として、油煙痕の付着するものや墨痕の残る須恵器食膳具が目立つことが上げられる。油煙痕付着の土

器は、 62の杯B身と 66の杯Aを図示したが、破片では他に杯Aで9点出土しており、いずれも N2新期-V2

期に位置付けられる。墨痕を残すものは、 57の内面に広く朱墨を残し、磨耗痕の顕著な杯B蓑をはじめとして、

60の杯B蓋も内面に墨痕を残す。他に破片で杯Bの内底面に墨痕と磨耗痕を残すものが 1点と杯Aか盤Aの内

面に墨痕と磨耗痕を残す破片が3点出土しており、周辺で出土する墨書土器との関連が想定される。

11. SK373出土遺物

須恵器食膳具 36点、須恵器貯蔵具 71点、土師器食膳具 15点、土師器煮炊具 383点を出土する大型の土器廃

棄土坑である。土師器煮炊具を主に土器廃棄がなされており、今回報告区域では最も古い、古代 I期に位置付け

られる土坑である。出土する須恵器食膳具の半数以上は II2期以降の混在品で、図示した 73の杯H蓋、 74・75

の杯H身、 76の銃 b蓋のみが当土坑に伴うものである。3点とも南加賀窯北若手産のもので、杯H身口径の 11cm 

台という数値や立ち上がりのを委小化、そして銃 b蓋の形状などから、古代 11期の中でも新段階、三湖台編年
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第 2節古代の遺構出土造物解説

では lC期に位置付けられるものと理解する。土師器も古代皿期- N期の煮炊具を僅かに混在させるが、概ね三

湖台 1C期の時期のものに統ーされる。全て在来型技法によるもので、食膳具では椀H、煮炊具では小型鍋と短

胴小釜、長胴釜、深鍋、甑が出土する。図示した椀Hはいずれも内面黒色焼成されていないものだが、破片では

同量程度内黒が存在する。なお、 77の椀Hは外面ケズリ調整、内面ミガキ調整をしっかりと入れる食膳具器種

だが、外面が強く被熱剥落し、内面に喫水線のコゲバンドを残すもので、小型鍋的な使用がなされている。小型

鍋は口縁部内湾する通常形態のものに加えて、口縁部外反する形態のものが存在する。口縁部外反器形のものも

内外面を粗いミガキ調整が施されており、通常形態と同様の成形 ・整形方法がなされている。いずれも煮炊き使

用痕跡が確認されている。なお、その他の遺物では支脚形土製品と砥石、石製紡錘車が出土している。86の支

脚形土製品は、古代H期以降に出土する小型円筒形を呈す土師器として成形、焼成されたものとは異なり、地

山土を支脚状に固めただけのものである。底面に繊維状の圧痕を残し、表面は被熱で赤化している(写真 15-

12)。額見町遺跡では三湖台 1期に散見されるもので、石製支脚の代わりに使用されたものだろう。87の石製紡

錘車は滑石製の完形品で、表面に欠けや磨耗が顕著なものである。全面に線刻があり 、上面と下面中央にはラフ

な星形の線刻、側面と下面には鋸歯文内を格子文で充填させる線刻が施される(写真 18-45)。使用痕跡から

実際に使用されたものだろうが、均整の取れた線刻文様は奪修品と しての位置付けもなされるだろう。

12. SK374出土遺物

墓績の可能性を持つもので、遺物出土は少ないが、古代Nl期に位置付けられる赤彩土師器椀Aが半完形品で

出土する。口径 18cm台を測る大型品で、薄手で作りもよく、丁寧なミガキ調整が施される点から、副葬品とし

て墓域内に入れられた可能性があろう 。なお、土坑内からは同時期の須恵器杯Bと杯Aの破片が出土しており、

当該時期に位置付けられる土坑と判断される。

13. SK375出土遺物

遺物出土量は100点以下と多くはないが、注目されるものとして 95の須恵器杯B身がある。古代II2期-II

3期に位置付けられるもので、外底面には大きく「大Jのヘラ描き文字が焼成前に記されている(写真 15-

18)。ヘラ記号を記す際の乾燥状態、工具に似ており、同じ工程段階で記された可能性を持つ。「大」のヘラ描き

文字を記す須恵器は、今回報告地区でもう 1点、 G区古代土器溜まり遺構から出土している。蓋の天井部のみの

破片であるため、時期の特定は難しいが、鉦形態から古代II2期から II3期頃に位置付けられるもので、天井部

内面に焼成前の状態でソj、さく「大」と一字記される。どちらも、南加賀窯産であり、時期が一致していることは

興味深い。「大」のへラ描き文字の意味については、 工人識別や発注元を記した可能性があるが、南加賀窯産須

恵器では、他に松梨遺跡で確認がある。W期に位置付けられる高杯Aで、杯部外面に「大」の線刻文字が小さく

4箇所記されている(小松市教育委員会 1994r松梨遺跡.1)。

14. SK376出土遺物

100点以上の遺物出土量をもっ土坑である。96-98・100の古代II3期頃に位置付けられる土器と 99・102の

古代Nl期頃に位置付けられる土器とがあり、出土量は措抗する。注目されるのは 101の在来型技法による厚手

の土師器煮炊具で、若干胴の張る器形から、頚部で窄まり緩く口縁部で短く外反する。その頚部付近には環状把

手が縦に付されており、双耳査のような器形となる(写真 14-8)。外面は縦ハケ目調整の後に横ハケ目調整が

施されており、古代II3期に位置付けられるものだろう。

15. SK377出土遺物

須恵器食膳具 247点、須恵器貯蔵具28点、土師器食膳具8点、土師器煮炊具215点、石製品 5点を出土する

大型の土器廃棄土坑である。古代W期に位置付けられる土器も含まれるが、図示した須恵器をはじめと して、 古

代V2期に位置付けられる須恵器食膳兵を中心に出土している。土師器煮炊具も概ねV期に中心があり、数少な

い当期の一括資料と言える。食膳具では須恵器が多量出土するのに対し、土師器は赤彩椀Aと外面赤彩内黒椀・

皿が僅かに出土しているだけで、当期の食膳具構成を示すものと言えよう。図示した土器は須恵器杯B蓋・杯B

身・杯A、土師器杯A・長胴釜で、 106・108の須恵器杯B蓋には内面に顕著な磨耗痕と墨痕とがあり、転用硯

として使用されていたことを物語る。同様の墨痕をもつものは、他に杯Aで2点確認されており、文字は判読で

きないが、墨書された須恵器片も 1点確認されている。また、油煙痕跡をもっ土師器杯A112を図示した。底面

ヘラ切りによる須恵器器種を土師器焼成したもので、小型法量を持つ点など専用灯明具として生産されたものだ
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第阻望者 今回報告区域出土の遺物

ろう(写真 16-33)。同形態の須恵器小型杯Aは油煙痕跡を持たないものが多いが、灯明具専用器種として使

用されていた可能性がある。なお、破片のために図化はしていないが、この他にも油煙痕跡をもっ須恵器杯Aが

2点出土している。

16. SK383出土遺物

土器出土量が30点程度の小型の土坑であるが、半完形品の須恵器杯B蓋が4個体と完形品の杯Aが1個体出

土している。古代 II2期-II3期に位置付けられるものであり、全て南加賀窯北群産で占められる。時期的にま

とまりがあり、埋納廃棄に近いものであったろう。

17. SK384出土遺物

須恵器食膳具 78点、須恵、器貯蔵具 29点、土師器食膳具 39点、土師器煮炊具 65点、土製品 1点、石製品2点

を出土する土器廃棄土坑である。古代E期からVI期までの土器が混在して出土するが、 119・120・122など図示

した須恵器をはじめとしてN2期に中心を置く土器が多い。なお、時期は古代V期に下る可能性が高いが、 123

の土師器鉢Eが1点出土している。体部上位で内湾して立ち上がり、口縁部が内屈する器形を呈すもので、器壁

が薄く作られる特徴は、 SE03で複数出土する土師器鉢Eに似る。当土坑は SB259の東側に隣接して掘られる土

坑であり、当掘立柱建物に関連して掘られた土器廃棄土坑の可能性がある。

18. SK385出土遺物

須恵器食膳具 84点、須恵器貯蔵具 24点、土師器食膳具 20点、土師器煮炊具 74点、石製品7点を出土する土

器廃棄土坑である。一部古代E期やV期に位置付けられる土器も混在して出土するが、主体は古代W期で、特に

図示した土器は古代N1期-N2古期に位置付けられるものが多い。図示した須恵器食膳具は全て南加賀窯産で、

132・133の須恵器杯Aには、油煙痕が多数付着していた(写真 16-30・31)0 N 1期に位置付けられるもので

あり、この時期から当区域で仏堂的建物を中心とした仏教行事が開始された可能性がある。なお、 128の杯B蓋

内面には顕著な磨耗痕があり、硯に転用されたものだろう。

19. SK388出土遺物

須恵器食膳具 40点、須恵、器貯蔵具 12点、土師器食膳具 11点、土師器煮炊具 97点、製塩土器 1点を出土する

土器廃棄土坑である。古代E期からVI期まで広く土器が混在するが、図示した須恵器食膳具は古代N1期を中心

とする時期に位置付けられるものが多く、南加賀窯産に統ーされる。土師器長胴釜や赤彩土師器椀Aも同時期に

位置付けられるものであり、今回の報告地区の中では最もまとまった当期の土器資料である。140に図示した須

恵器は体部上位に沈線を 2条巡らし、体部下位から底面をケズリ調整するもので、金属器系の銃を意識して作ら

れたものと見られる。これも南加賀窯産であり、稜銃生産が顕在化しない南加賀窯跡群においては、稜銃に代わ

る器種であったのかもしれない。

第4項古代井戸出土遺物

今回の報告区域には古代に位置付けられる大型井戸 SE03が存在しており、ここから多くの土器が出土してい

る。以下に井戸内部にあたる SE03とSE03の周縁に設けられたテラス状遺構(外周土坑)とに分けて、解説を

加えることとする。

1. SE03出土遺物

テラス状遺構下底面から 5.8mも地下深く掘り込む井戸であり、理土層から須恵器食膳具 138点、須恵器貯蔵

具 70点、土師器食膳具 63点、土師器煮炊具 136点、土製品 7点、石製品 8点が出土する。堆積する土層により

大まかに分層して土器の取り上げを行っており、テラス状遺構の下底面より1.9mまでを中上層、そこから地下

2.0mまでを中下層、そしてそれ以下を下層として提示する。

なお、上層は、中上層の上に位置する土層だが、テラス状遺構が埋没した後に、 SE03部分の土層が沈み、窪

みを生じさせたもので、その部分を中世 1期の段階に新たに掘削し、土器が廃棄されたものと見られる。中上層

との境には炭化層が間層として存在しており、何らかの祭杷行為が行われた可能性もある。この上層遺物につい

ては、中世遺物の項で解説するので、ここでは扱わない。

〈下層遺物〉井戸側遺存部の上に糧色土塊を主とした土層が堆積しており、その土層付近で4点の須恵器食膳具

が出土しているだけで、 一井戸の下底付近からは遺物の出土は確認されない。 1の須恵器杯A、3の須恵器盤Aは
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第2節 古代の遺構出土遺物解説

古代V2期に位置付けられるものであり、 SE03の埋没時期を示す資料と判断される。2の須恵器杯Aや4の高

杯Aは古代N2古期に位置付けられるものであり、 2型式古く位置付けられるが、これは外周土坑などから紛れ

込んだものだろう。2の須恵器杯A内面には広く油煙痕が付着しており、井戸周辺での灯明具使用を示す。井戸

の廃絶に伴う可能性が高い盤Aと杯Aは、 3の盤Aが転用硯としての使用を確認できるもので、 1の杯Aには墨

書が記されていた。墨書は外底面の上寄りに比較的小さく「田主Jと記され、半完形品の状態で捨てられていた。

「田主」墨書は石川県内では確認例がないが、人名として戸籍・計帳、木簡などに多く確認例があり、人名と評

価するのが最も妥当と言える。ただ、記載文字の意味のとおりに、田の所有者を示す意味で記された可能性もあ

り、その場合は、魚酒労働に関連するような村落祭杷に関連するものなのかもしれない。大型井戸からの出土で

あり、仏堂的建物との関連性も考えられるため、総括論稿において、詳細を述べるので、参照願いたい。

〈中下層遺物〉地山土塊や焼土小塊を含む、中上層の上半分の土層から、完形や半完形の土器がまとまって出土

しているが、さらにその層の直下層から完形の須恵器杯B蓋l点が出土している。この完形の杯B蓋 (5)はW

2新期に位置付けられる能美窯産で、磨耗痕はさほど顕著ではなく、意識的な井戸埋納と位置付けられるもので

ある。同様に井戸埋納を思わせる須恵器に、 10の小型長頚瓶Aと23の壷Aがある。23の壷Aは口頚部を欠損す

る胴底部完形品で、高松押水窯産の可能性を持つものである。10の小型長頚瓶Aも23と同窯産と恩われるも

ので、全体に磨耗や欠けが認められるが、完形のまま埋納されている。小型壷瓶類や口を欠いた壷瓶器種の完形

品を井戸に埋納する行為は、北陸地域の遺跡ではさほど珍しいものではないが、地元産の須恵器ではなく、わざ

わざ他地域産の須恵器壷瓶類を埋納することは興味深い。高松押水窯産の瓶類は中上層からも、大型の双耳瓶

D (26) と大型の壷Eと思われる有台の底部破片 (27) とが出土しており、一緒に当遺跡に持ち込まれた可能

性が高い。それが何故、井戸鎮めの祭杷に使用されたのか。高松押水窯産須恵器に特別な付加価値が備わってい

るとは考え難く、他にこのような例があるのかも含め、今後検討が必要で、ある。

また、この壷瓶類とともに須恵器食膳具と土師器が出土する。須恵器は小型杯Aと盤A、盤Bで、いずれも古

代V2期に位置付けられ、略完形品か半完形品である。小型杯Aは能美窯産のもので、油煙痕が内外面に付着す

る。盤Bは2個体存在するが、いずれも外底面に墨書が記されるもので、 7は「生」墨書、 8は「三J墨書の一

字が記される。なお、 8の墨書土器の内底面には墨溜めに使用したような痕跡を残しており、 9の盤Aは転用硯

として使用されている。墨書土器と転用硯をともに埋納する行為は、下層遺物でも確認できるが、井戸周辺での

祭杷行為に伴い、その祭杷の場で、何らかの墨書行為が行われたことを示すだろう 。水場祭把行為と土器墨書と

が深い関連性をもっていたことを示すであろう。

なお、土師器の 12は底部糸切り痕跡をもっ鉢状器形を呈すもの、全体的な器形から鉢Eの底部と考えられる。

須恵器などと同様にV期に位置付けられる。

〈中上層遺物》焼土塊や炭化塊を混在させる土層の中に多くの土器が廃棄されており、 SE03内から出土する遺物

のうちの大半はこの層から出土している。 Vl 期~V2期のものが大半だが、 VIl 期に下るものやN2 古期に遡

るものも定量存在する。N2古期のものは外周土坑からの混在と理解されるが、 VIl期のものは当井戸の埋没が

この時期まで続いた可能性を示すだろう 。中世において当井戸の埋没痕跡地で何らかの祭施行為を行っていたこ

とを考えると、この場所が当遺跡、の中では特別な空間(祭杷場)として位置付けられていたことを示すだろう。

古代V期~VIl 期に位置付けられる土器については、 3 つの特徴が見られる 。 第 l は、油煙痕をもっ杯Aの出

土が目立つことである。この層からは図示した 5点の杯Aをはじめとして 9点の油煙痕をもっ杯Aが出土してお

り、半完形品が多いことを特徴とするが、加えて 3点は土師器の杯Aであり、灯明具として専用に生産されてい

たことを窺わせる。口縁部に灯芯痕を 5箇所以上残すものが目立つ。

第2は、 21の須恵器鉢Eや24の須恵器水瓶、 31・32の土師器鉢Eなど、仏器的器種が複数廃棄されているこ

とである。土師器鉢Eは底部糸切り痕を残す平底のもので、全体的にとても薄く作られている。南加賀窯産土師

器であり、 21の須恵器鉢Eとは口縁部端摘み上げ器形において若干の違いがある。9世紀の鉢Eは底部尖底と

なるのが通常であり、その点も違いがあったろう。なお、水瓶は南加賀窯産で作りの良い優品である。

第3は通常の組成には加わらない土師器器種が確認されることである。33・34の小型鉢状器形を呈すものや

36の羽釜は通常の集落などでは出土しない器種であり、特殊な用途で用いられたものと理解する。小型鉢状器

穫は内外に煤の付着が見られ、火を使うような祭把行為場面で使用されたことを想起させよう。羽釜も内面に煤

122 



そ三工ゴ

三 二主二ど
こ二一」三三ー-'55 

1 、、、、、、、 Fh
u
 

，I

q
d
 

f

，，l
 

i
f
f

，F 
d
f
f
j
f
 

i'' 
r
 

① 

宍三

E~==-:::10 にこ二ごコ三一一::142

(SE03外周土坑(SK387)出土遺物〉

=二r:::;;:J.
子二ーーだ
¥ 二 二ゴ三三

第四章 今回報告区域出土の遺物

I I 

36 

①ぬ m
 

E
 

n
U
E
1
4

，a
・

1
 

ーヲ

4 ご 一

会i15
第 81図古代井戸出土遺物3 (SE03 -3、SE03外周土坑ー 1、全てS=1/3)

123 



古代の遺構出土造物解説第2節

¥、当三五三竺二Z

ij 【¥
i I .-. ¥ 
i I Ii 

/三三-I i t出
I I 
I I ， ， 

65 

f 

b 
t 
t 

10 cm 。

①69 
ヴ，
po
 

r
t
-
-
-

(SE03外周土坑-2、全てS=1/3)

124 

4 出土遺物古代井戸82図第



今回報告区域出土の遺物

の付着があり、閉じような場面で使用され、ともに当井戸に廃棄されたものと考えられる。長胴釜や浅鍋なども

同様に煮炊きの痕跡が認められており、特別な祭記用の煮炊き用具として、井戸に廃棄されたものと理解される。

いずれも VIl期ないしはVI2期に位置付けられるもので、井戸廃絶後の時期のものである。

以上の井戸内出土遺物以外に、井戸の井戸側材として転用された舟が出土している。舷倶IJ端を合わせて円筒形

とし、井戸側にしたもので、井戸側設置時に舟材の下端にあたる部分を尖底形状となるよう再加工している。な

お、図示した 2点の舟材は、井戸の南東側にあたるものをA材、北西側にあたるものを B材として図示している。
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第田章 今回報告区域出土の造物

当井戸側を舟と判断した理由は、 一木剥り貫き材である点と、大きさや厚さ、舟底状呈す断面形、材に彫られ

るホゾ穴の位置(井戸側設置時では両材を貫通する位置に穴がきていない)によっている。A材、 B材ともに、

樹種はスギ材と推察され、木質や年輪形状など同一材の可能性が高く、材の厚さ、弧の形状などから考えて、 一

般の割り舟材(底材)を切断したものと予想した。横断面の弧状呈す形状に平行して木目が入っているところか

ら、木取りはー木材を半戴した上で、半円状に割り抜く方法によったであろう。

大きさは、 A材が外端幅 940cm、内端幅 780-850 cm程度、長さ 1.590cm、B材が外端幅 100-106 cm、内端

幅920-960 cm程度、長さ 1.780cmを測る。長さについては井戸側転用設置後にその上部が朽ちてしまったため

の残存長で、実長を知る術はないが、A材、 B材の部位特徴や幅などから考えて、 4-5mを有に越える舟長であっ

たろう。A材と B材とは幅に違いがあるが、それに対応するかのように横断面形が異なる。幅狭のA材は舟底部

にあたる部分で外側が25cm程、内側が50cm程の緩やかな平坦に近い部分を形成しており、そこから 50-60度

で両側へ開く形状をなす。これに対し幅広のB材は舟底部にあたる部分で外側が35cm程、内側が60cm程の緩や

かな平坦部、そこから 45-55度で両側へ開く形状をなす。舟底から舷側端までの深さはどちらも 25cm程を測っ

ており、前者が全体的に緩い弧状を呈し平坦部と舷側部の転換点が明瞭でないのに対し、後者は転換点が明瞭で

逆台形に近い形状をなす。舟底部の厚さはA材が 11cmに対し、 B材が 12-13 cmとやや厚くなっているが、舷

側部の厚さはA材8cm程度に対し、 B材 7cm程度とやや簿くなっており、舷側端の面形成も上端を水平に幅広の

面形成をするA材に対し、斜め下方に切り落とすB材といった違いがある。舟の幅に対する舟の深さから見て、

現状で残る舷側部端は舟としての端部にあたっていたとは考え難く、かといって舷側端面に井戸側材転用の際の

再加工痕跡が認められない点から、遺存する部分では痕跡は確認されないものの、舷側板を付加する準構造舟の

構造を有していたものと予想されよう。

舷側部の両側には左右対になるようにホゾ穴が穿たれている。A材、 B材とも井戸側設置時の下端部から凡そ

30 cm程度上がった箇所にあるため、井戸側設置時に両材を固定するための連結穴とも考えたが、微妙にホゾ穴

の位置はズレており、もともと舟に穿たれていたものと考えるのが妥当で、ある。ホゾ穴の位置はA材で舷側端か

らlOcm程、 B材で 5cm程にあり、貫通部は一辺5-6cm程度の方形を呈す。角材を横に渡す形状をなしており、

舟梁穴に相当するものだろう 。また、 B材の設置時下端から上へ 72cmのところには何かの見込み線を示すよう

な細い横線が刻まれていた。一部2本入る部分もあり、舟の構築に伴う目印線の可能性がある。

以上、井戸側転用の舟材について述べたが、 A材と B材の形状の違いから、 A材は舟の艦に近い部分、 B材は

舟の前方部から中央付近に当たる可能性がある。紬側はその形状から井戸側には転用しにくかったもので、艦の

先端部と紬部分を切り落とし、中央で切断した後、舟の中央付近が上位にくるように設置されたものだろう。

2. SE03外周土坑 (SK387) 出土遺物

SE03外周土坑としたものは、井戸の外周にテラス状の一段下がった落ち込みを形成する遺構で、この縁に小

ピットが巡り、覆屋状の簡易な建物が井戸と外周土坑を覆っていた可能性が高い。当土坑からは、須恵器食膳具

308点、須恵器貯蔵具 117点、土師器食膳具 66点、土師器煮炊具 685点、土製品 9点、石製品 13点が出土しており、

中には SE03内の中上層遺物と接合するものもあるが、当土坑内で接合する方が多い。土器の時期は古代 I期か

らVI2期までと幅広く出土する。SE03内で主体を占めたV期-VI1期の土器は主体的に存在する傾向を看取で

きるが、 N2期の土器が定量を占めていることと、 VI2期の土器が定量確認されることは相違点としてあげられ

る。N2期の土器は井戸が機能していた段階、 VI2期の土器は井戸の埋め戻しが終わった後、その遣称地として

祭把的な空間を維持していた段階と位置付けられよう。特に、 VI1期までは井戸が埋められていても、当土坑ま

では埋められた形跡はなく、羽 2期の集落衰退とともに埋没したものと理解される。

図示した土器で、 E期に位置付けられる 43や46は他遺構との接合が多く、破片での混在と見られるが、 47・

48・49・61・62のN2期の土器は当土坑に伴うものと理解する。V期の遺物は油煙痕をもっ杯Aが多く、特に

V2期は灯明具として専用製作された土師器小型杯Aが略完形で2個出土する。同様に通常の杯A法量だが、土

師器に焼かれたものも出土しており、このような灯明具においては、意識的に土師質に焼き上げたものを使用す

る傾向が看取できる。なお、 SE03が埋められた後、その井戸縁に置かれるようにしてVI1期-VI2期に位置付

けられる土師器大型甑が出土した。中上層で定量存在した羽釜や長胴釜の土師器煮炊具と同時期のものであり、

祭杷行為に伴う特別な煮炊き行為に使用されたものだろう。
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第2節古代の遺構出土遺物解説

第5項 古代の道路状遺構・溝状遺構・炉状遺構 出 土遺物

1.古代道路状遺構出土遺物

今回報告を行う区域には、道路状遺構 1と道路状遺構3の2本の道路状遺構が存在している。道路状遺構 1は

中心に存在する溝状遺構 SD30とその周縁に存在する土坑群から遺物が出土しており、道路状遺構3では路面や

波板状凸凹面から遺物が出土している (SD31・32として取り上げ)。以下に、 2本の道路状遺構について、遺

物解説を行う 。

( 1 )道路状遺構 1

中心の溝状遺構である SD30から出土した遺物と、周縁に存在する土坑群から出土した遺物とを分けて提示す

る。まず、 SD30出土遺物だが、須恵器食膳具 752点、須恵器貯蔵具 397点、土師器食膳具 74点、土師器煮炊

具440点、土製品6点、石製品 5点が出土する。古代 11期からVI2期まで、時期幅広く出土しており、時期比

定可能な須恵器食膳具から算出すれば、 I期3%、E期-III期 14%、W期 24%、V期30%、VI期 29%の割合で

構成されていることになる。もともと当遺構出土遺物は、路面に敷かれた須恵器が主であるため、道路が構築さ

れた年代や使用期間を求めることは難しいが、周縁土坑群から出土する土器などを見ても、 V期-VI期が中心で

あり、 I期からW期までの土器は路面構築のための瓦磯的な部材として使用されたものと理解されよう。出土土

器は大半が破片のため、図示できたものは少なく、時期的なまとまりも示すことができない。特筆されるような

遺物も少ないが、その中では 13の小型貯蔵具は注目される。胴部中位と上位に櫛描き波状文をもっ肩張り器形

のもので、口縁部を欠損するため、器穫の特定は難しいが、肩の張りや頚部の絞込みを考えれば、広口を呈す瓶

器形が考えられよう(写真 17-37)。底部糸きり痕を残す平底のもので、糸切り小型瓶の存在する時期から考

えれば、古代田期からN2期に位置付けられよう。南加賀窯産須恵器であり、例を見ない器種である。

次に、周縁土坑からの出土遺物だが、須恵器食膳具 40点、須恵器貯蔵具 38点、土師器食膳具 13点、土師器

煮炊具 54点、土製品 1点がある。先述したように、 V期-VI期に位置付けられる遺物が多いが、図示した 17-

21はその頃に位置付けられるものである。なお、 22・23は須恵器大斐で、口径62cmを測る特大の南加賀窯産の

ものである。砕片化して様々な遺構から出土しており、 SD30や道路状遺構3のSD31、SD32との接合関係が確

認できる。なお、この聾については、一度全体の成形叩きが終わった後、内外面に薄く粘土を被覆し、最終的な

ナデ調整や叩き整形を行っており、被覆した粘土の下地に前の成形段階の叩きや当て具痕跡が残っている(写真

17 -39)。どのような意味で、粘土被覆が行われたのか。大斐という器種から、乾燥段階での器面の亀裂などが

考えられるが、被覆することで修復できたとは考え難い。成形粘土が淡い青灰色から灰白色を呈す発色であった

のに対し、被覆した粘土は鉄分の多い青黒く発色するものであったことを考えると、青黒い仕上がりを求めて、

被覆した可能性も考えられる。

(2)道路状遺構3

道路状遺構3は、道路状遺構 1から分岐又は交叉して南へと伸びる遺構だが、さらに途中で付け替えが行われ

たような痕跡があり、北側を SD31、南側を SD32に分けて位置付けている。ただ、出土する遺物の時期に違いは

なく、両遺構で接合関係も見られるため、特に分けずに遺物様相を述べたい。まず、出土した遺物の量であるが、

須恵器食膳具 316点、須恵器貯蔵具 616点、土師器食膳具 86点、土師器煮炊具 525点、土製品 3点、石製品 11点

と、須恵器貯蔵具の量が目立つ。須恵器食膳具の時期別では I期 3%、E期~皿期22%、W期29%、V期26%、

VI期 20%の割合で、道路状遺構 1の出土遺物よりもやや古い時期に中心がある。ただ、当遺構の場合、その出土

箇所の多くが路面整地土か、路面下の波板状凸凹面からの出土であり、古い時期に中心がずれ込むのは当然のこ

とである。周辺に散乱する須恵器片や石、鉄浮などを土を締めるための材料として入れられたものだろう。須恵

器では斐片が多いのもそのためである。ここでは、特筆される遺物のみを取り上げるが、 35は貯蔵具専用焼台、

42は須恵器窯の床面を剥ぎ取った窯床塊である。どちらも、須恵器窯関連遺物で、南加賀窯から持ち込まれた製

品に溶着していたものを出荷の際に剥ぎ取った残浮であろう。また、波板状凸凹面に充填される土器の中に須恵

器皿Bの半完形品(34)が伏せて埋められていた。南加賀窯産のもので、古代VI1期からVI2期に位置付けられる。

以上、道路状遺構3より出土した古代の遺物について述べたが、当遺構からは中世遺物も少量ながら出土して

いる。このため、構築を中世へ下らせるべきと考えるが、他遺構重複や道路の作り替え等もあり、判断は遺構解

説の項に委ねたい。
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第皿章 今回報告区域出土の造物

2.古代溝状遺構出土遺物

今回報告を行う区域には、構状遺構が22条と多いが、いずれも畝溝状を呈すもので、遺物出土は少ない。i券

会体でも須恵器 80点、 土師器食膳具 126点、土製品 2点であり、図示した SD39とSD40のみを説明する。44

は須恵質鳥形の胴部前半の破片で、背面に鞍を表現するような線刻が施されている(写真 18-40)。南加賀窯

産のもので、古代 E 期から W期の中で位置付けられよう 。 45 は口縁部に油煙痕を残す古代N2新期~V1 期の

須恵器杯Ao46は地元B類胎土をもっロクロ成形の土師器台付椀としたもので、椀か杯状の器形に低く「ハ」

字に開く脚が付されるものである。脚基部にはヘラ先で刺したような孔が2方向に穿たれ、特殊な器形を呈す。

『額見町遺跡mJで報告した SK275-557に胎土や形態が似ており、閉じような器穫である可能性を持つ。

3.古代炉状遺構出土遺物

遺物出土の確認された土師器焼成坑 SJ62の出土遺物のみを取り上げる。SJ62からは須恵器食膳具5点、土師

器食膳具2点、土師器煮炊具 21点が出土している。須恵器は図示したとおり、古代皿期から N1期に位置付け

られるもので、土師器食膳具が赤彩椀であることや、図示した 50の土師器長胴釜の器形からも、この時期に位

置付けて問題はない。遺物は土師器焼成坑の床面や直上層から出土しており、土師器に焼成剥離痕をもつものは

ないが、土師器焼成坑の時期を、古代E期頃に位置付けるのが穏当と判断したい。

(SD40出土遺物〉
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第 87図 古代道路状遺構・溝状遺構・炉状遺構出土遺物3 (道路状遺構3-2、SD39、SD49、SJ62、全てS= 1 /3) 
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第2節古代の遺構出土造物解説

第6項古代の ピット出土遺物

今回報告を行う G地区の古代ピットには、土師器焼成に関連する土器群を一括廃棄したり、土師器煮炊具を主

に埋納するピット、または半完形品の墨書土器を埋納するピットなどがある。以下では、これらピットの性格に

合わせて、分けて述べることとする。

1 .土師器焼成に関連するピット

(1) P28 

径 40cmほどのピット内に、土師器煮炊具片をはじめとして 27点の土器片がまとめて廃棄されているピットで、

覆土には焼土小塊や炭化小塊を混在させる。廃棄される土器がVI2期の土師器煮炊具でほぼ占められることと、

それらにススやコゲなどの使用痕跡が認められなかったこと、覆土に焼土塊が多く含まれていたことから、当遺

跡内での土師器焼成に伴って廃棄された焼成破損品ではないかと考えた。ただ、焼弾け品や焼成剥離品は確認で

きず、確証は得られていない。なお、図示した 1・2は、土師器短胴小釜と土師器長胴釜で、口縁部形態などか

ら古代VI2期に位置付けられるものである。図示はしていないが、 VI2期に位置付けられる浅鍋も出土しており、

同時期に位置付け可能な椀の口縁部片も出土している。

(2) P38 

長軸で 75cm程度を測る楕円形ピットで、 P28を越える数の土師器片が廃棄されている。特に匝鉢状土師製品

が多く、砕片化するため破片数としては 100点を越えるが、大半は接合・復元可能なものであり、およそ 8-9

個体に復元される。図示したものは、匝鉢状土師製品と大型の外面赤彩椀A、土師器短胴小釜、須恵器鉢Fで、

他に須恵器盤A、土師器長胴釜、土師器浅鍋が出土する。須恵器盤AはVI期に位置付けられるもので、破片出土

の土師器短胴小釜の口縁部器形や、外面赤彩椀Aの器形などから、当ピットは概ねVI1からVI2期に埋納された

ものと判断される。さて、当ピットよりまとまって出土した匝鉢状土師製品についてだが、南加賀窯跡群の内黒

土師器焼成における椀・皿の合わせ口焼成技法とともに出現した窯道具で、 VI1期以降確認されるものである。

内面黒色焼成は、発炭材を内面に入れて伏せて焼く、伏せ置き法が通常採られたが、この方法であると 1段を伏

せ並べるしかできず、量を焼くことができない。匝鉢状土師製品を用いた合わせ口法は匝鉢に入れることで口の

ズレを防止し、複数を重ね焼きすることに成功したもので、内黒食膳具の量産化のために導入されたものと見ら

れる。当遺構のものを見ると、法量から 6-9の口径大きいタイプと 10・11の口径小さなタイプとに分けられ、

器形においても前者はやや開き気味の体部、後者は直立か内傾気味に立ち上がる特徴を有する。前者の4個体は

残りがよく、特徴的な被熱痕跡を残す。7・8は内面の中位から下位にかけて広く被熱による劣化剥落が認めら

れ、特に内底面付近が赤く被熱が顕著であった。これに対し外面は火色が体部中位から底面にかけて及び、特に

底面における火色付着は特徴的である。口縁部から体部上位にはところどころ黒斑が残っており、同様の口縁部

黒斑は6においても認められる。6の場合、外面の火色や内面の赤化剥落は認められないが、口縁部外面には黒

斑が複数個所確認でき、それが口縁部内面には及ばないというのが特徴である(写真 18-43)。このような被

熱や黒斑痕跡から、当匝鉢状土師製品は合わせ口にした内黒焼成品を上から被せるようにして伏せて使用された

ものと理解される。全てこのような痕跡でないため、一つの使用方法と言えるものだが、当事例ではこのような

使用方法が採られたものと予想される。

2.土師器煮炊具を埋納するピッ ト

今回の報告区域からは土師器煮炊具の大きな破片を意識的に埋納したようなピッ トがある。P713としたもの

で、全て古代VI2期に位置付けられる。同時期の土師器煮炊具の大型破片を埋納するようなピットは多く、全て

意識的な埋納とは考え難いが、特徴的である。なお、これらの煮炊具についてだが、いずれも外面の煤や内面の

コゲなど、煮炊き使用された痕跡を持つものである。

3. 墨書土器を埋納するピット

今回の報告区域からは特徴的な文字を記した墨書土器を出土するピットがある。P162とP163は「八水」か「八

木」の二字またはこれで一字とするものを筆跡太く記されており(写真 15-21・22)、P362は筆が細いが類似

した墨書(写真 15-20)である。他に例を見ない文字であるため、どのように読むべきか判断できないが、総

括で考察を加えたので、参照願いたい。いずれの墨書土器も古代V2期頃に位置付けられる須恵器杯Aで、外底

面にやや大きめに記されている。いずれも南加賀窯産で、 14と21は内底面に磨耗痕が認められる。
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第7項古代土器溜まり遺構出土遺物

今回報告を行う区域では、ゆ~れ-30 ~ 38Grの区域に古代の土器溜まり遺構が分布している。発掘調査時

は個別グリッドごとに取り上げたが、この中で集中区や時期的なまとまりによる区分などができなかったので、

一つの古代土器溜まり遺構として図掲載した。須恵器食膳具3，992点、須恵器貯蔵具3，579点、土師器食膳具324点、

土師器煮炊具 11.804点が出土しており、それぞれの占有率は 20.3%、18.2%、1.6%、59.9%となる。土師器煮炊

具の率が高いが、細片での出土が多く、重量比では須恵器貯蔵具が最も高い。包含層やピットを含めた資料デー

タと比較しでも、貯蔵具率は高く、それが当土器溜まり遺構の特徴と言えるだろう。A地区の谷部に土器廃棄が

行われたのと同様の性格のものと理解され、広範囲且つ長期にわたる土器捨て場であったと理解する。以下にそ

の出土遺物を解説するが、種別ごとに概要を述べ、特に解説を要する遺物については個別に詳述したい。

1 .須恵器及び須恵質製品、その他陶器類

須恵器食膳具は、図に掲載したものも含め、 8世紀後半から 9世紀前半に位置付けられるものが過半数を占め、

8世紀前半と 9世紀後半に位置付けられるものは半減、 7世紀代のものはさらに少ない。この状況は周辺遺構の

帰属時期に対応しており、特に8世紀後半から 9世紀前半は、当地区に所在する仏堂的建物や大型井戸 SE03と

の関係が深いだろう 。当土器溜まり遺構から、油;煙痕の付着する杯Aや杯Bが35点、硯や墨溜めに転用された

杯B蓋や聾胴部片が6点出土するのも、その関係で廃棄されたものと理解する。時期は図示した 15・36・44の

ようにW期に位置付けられるものが多いが、 V期に位置付けられるものも定量あり、井戸の南西側で比較的まと

まる傾向を示す。ただ、当土器溜まり遺構は、先述のように一般的な廃棄品が主体であり、様々な廃棄行為の集

積といった感がある。

食膳具で特に注目されるものとしては、 2の内面天井に 「大」とヘラ描きされた杯B葦と 10の巨大つまみを

もっ蓋、 31の外底面に「古」と墨書された杯B身が上げられる。

「大」のへラ描き杯B蓋は古代n2期頃に位置付けられるもので(写真 15-19)、SK375で出土する杯B身

の「大」へラ描きとほぼ同時期であり、関連性が注目される。筆跡は異なるが、どちらも南加賀窯産である。

10の大型つまみは、つまみ径 5cmを測る巨大なもので、 V期頃に顕在化する金属器系の環状突帯付銃蓋と予

想される。ただ、これまでの南加賀窯や能美窯で確認されるこのような蓋のつまみは 4cmを越えるものは確認で

きず(南加賀窯跡群の二ツ梨一貫山 3号窯や能美窯跡群の和気白石窯など)、当遺構出土のものが、鋭蓋のつま

みであることは確定的ではない。ただ、他の器種は思いあたらず、仏器的器種として特別に大型の蓋を作成した

ものと理解される。

「古」の墨書土器は古代VI1期に位置付けられる杯B身で、外底面に大きく 1字で記される。一字墨書は吉祥

句を記す場合が多く、特にこの時期は増加する傾向にあるが、 「古」墨書は吉祥句とは考え難く、 一般的ではない。

石川県内では白山市の横江庄遺跡で「古」墨書が杯B身の外面体部に記された事例が確認されだけで、他に類例

も知らない。「古万呂」などの人名の略したものの可能性もあろうが、定かではない。

次に、須恵器貯蔵具であるが、食膳具同様、時期幅広く確認され、特に顕在化する時期というのはない。ただ、

器種では鉢の出土が目立つ傾向にあり、 63・64の大型の鉢Bは残りがよい。特に 63は略完形のもので、外面底

部にススの付着が認められる。鉢Bは鉢Eの衰退するVI期以降、南加賀窯では量産される器種であり、その形態

や法量の類似性から鉢Eに代わる器種として使用された可能性を持つ。67の鉢Eと同様に、仏堂的建物との関

係で考えられる可能性がある。また、 70の双耳瓶の口頭部打ち欠きの半完形品が廃棄されていることも仏教的

行為との関係があるかもしれない。斐の出土も多く、当遺構における貯蔵具率の高さは、聾の胴部破片によるも

のである。

貯蔵具で注目されるものとしては、先に上げた 67の鉢Eと72の「傍」とへラ描き刻書された蓋、そして 79

の小型斐が上げられる。

鉢Eは薄手に作られた南加賀窯産の優品で、砂粒の少ない良質の胎土を使用する。内外面に黄土(赤彩状)を

塗布した後ミガキ調整しているため、黒光りする仕上がりとなっており、金属器を意識した作りとなっている。

72は南加賀窯産の短頚壷の葦と思われるもので、内面天井中央に「偽Jと大きく焼成前の刻書がなされたも

のである(写真 15-17)0 r例」の刻書須恵器は、全国的にも類例は乏しいと思われるが、仏教関連遺跡から「悌」

の墨書土器が出土することは少なくない。小松市の山林寺院遺跡、浄水寺跡では3点の「悌」の 1字墨書土器が
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出土しており、仏教的行為の中で墨書されたものと理解される。これに対峠する形で、浄水寺跡では「神」の墨

書土器が出土しており、神仏に捧げる用具として使用されていたものと見なされる。では、焼成前の「偽」刻書

は何を意味するものかだが、同様に「仏」へ捧げる容器として、本遺跡の仏堂で使用される容器として生産され、

供給されたものと位置付けられる。南加賀窯の生産に深く関連する額見町遺跡であればこそ、という部分はある

が、問題はその器種が短頚壷であることにある。短頚壷が仏教的行為の中での、仏に捧ぐ用具として使用された

可能性はないとは言えないが、墨書土器では一般的でない。仏僧の蔵骨器に記した可能性なども考えておくこと

が必要だろう 。

79の小型受は仏教関係の遺物ではないが、 VI期に位置付けられる半完形品で、内面に放射状当て具が残るも

のである。当遺跡に供給がなされる南加賀窯や能美窯にはこのような形態の放射状当て具は使用されておらず、

外面叩きの特徴や全体的な器形なども含めて、他地域産の可能性が高い。

須恵質製品は、専用焼台が9点、円面硯の破片が1点のみ出土する。専用焼台は、南加賀窯で使用されるもの

で、形態的にV期からVI期に位置付けられるものである。製品に癒着したまま持ち込まれ、当集落内で剥がされ

た残浮と言えるものだろう。

2. 土師器及び土師質製品

土師器食膳具では、古代N'Y期に位置付けられる赤彩土師器を主体とし、 VI期に位置づけられる外面赤彩内

黒焼成の椀皿類も定量存在する。非ロクロ成形の椀H類は極めて少なく、それは当期の須恵器食膳具の少なさに

対応している。

ここで図示したものは、赤彩土師器の中でも残りのよいものだが、特に、 95の鉢Eは内外商をミガキ調整す

る優品の赤彩土師器である。口縁部端を若干つまみ上げる形態で、口径は 23cmを測る。赤彩土師器の鉢Eは例

が少ないが、大きさや作りなどから見て、仏器として当地区の仏教活動に使用されたものだろう。

土師器煮炊具では、古代N'Y期に中心を置く傾向は認め難く、時期幅広く出土している。ピット埋納の土師

器煮炊具がVI期に顕在化するのと同様に、 VI期に位置付けられる半完形品が数個体出土しており、埋納された可

能性があろう。なお、 E期頃に位置付けられる長胴釜を数点図示したが、特に、 99の長胴釜は、地元B類胎土

を持つもので、口頭部に叩き成形痕跡を残し、朝鮮系土師器と位置付けられるものである。

土師質製品では、竃形製品 12点、支脚形製品 16点、円筒形製品 10点、管状錘29点、匝鉢状製品43点が出土する。

匝鉢状製品は図示していないが、ピ ットに一括廃棄された P38の事例と同様に、土師器焼成窯道具として当遺

跡で使用され、廃棄されたものと見られる。

竃形、支脚形、円筒形は、移動式の煮炊き用具セッ トであるが、それぞれ関連性をも って出土しているかは、

わからない。108・109は、胎土や焼き色などから同一個体になると予想される竃形土師製品で、 『額見町遺跡m.l
で報告した SD25-63とも同一個体となる可能性が高い。108は焚口部から掛け口にあたる部分の破片で、平

坦な天井を有して掛け口を円形に切り取る、朝鮮系の竃形土製品と言えるものである。焚口には短い庇が巡るが、

その庇の下位に 2本の線刻が巡る装飾が施されており、特徴的である。通常の竃形製品よりも小型のものであり、

祭杷的な用具と して使われていた可能性を持つ。109はその庇部の破片で、 直線的な形態から、竃の下位の部分

にあたるものと理解する。いずれも胎土は地元B2類で、 108の内側にはススの付着したような痕跡がある(写

真 14-10・11)。

110も竃形土師製品の庇部の破片と思われるもので、内外面ハケ目調整を施す(写真 14-9)。竃形土師製品

の庇部としてはかなり大型のものだが、類似する形態の庇部が二ツ梨横J111号窯跡(小松市教育委員会 1989r二
ツ梨横J111号窯跡.126頁)で出土しており、古代N1期に位置付けられるものと理解する。

112・113はロクロ成形の円筒形土師製品で、玉縁状となる形態である。内側にススの付着した痕跡があり、

煙突として使用された可能性が高い。いずれも南加賀窯産と推察される古代W期のものである。

114 -117は支脚形土師製品で、冒頭で示したように比較的出土量がある。小型円筒形で両端を若干広げる I

A 2a類 (115・116)と大型円筒形の IIA2類(114)、中実の 1B 1類 (117)がある。いずれも指ナデ痕跡を

残す手担ね品で、 117は被熱赤化する。

当土器溜まり遺構で最も注目されるのは、 29点出土した管状錘である。完形のものが大半で、 119-141に図

示したが、このうち 10個は、ら 32-33Grでまとまって出土している。意識的にまとめて廃棄された感じがあり、
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図に示すとおり、形態についても、長さ 4.5-5.0 cm、径 2.5-2.8 cm、重量 30-38gと統一性がある。胎土も

全て同質の窯場胎土、焼成も表面が黒光りするような還元に焼き上げられる特徴を有し、そのうちの幾つかは表

面を指ナデだけではなく、面整形して多面体を作り出している。同質の形態、焼成のものが、り 30・31・34Gr

でも出土しており(122・125・135)、周りに散乱する様子も伺える。漁労網錘の埋納廃棄が祭杷的と呼べるもの

かは判断できないが、黒く還元しているのは 2次被熱の結果の可能性もあり、興味深い。なお、他の管状錘に

関しては、長さ 6.2cm、径 3.35cm、重量 68gの大型のものから、長さ 3.3cm、径1.0cm、重量 3g程度の小型の

ものまで様々で、 11世紀以降に下る資料も含まれている可能性がある。

3.石製品及び金属製品

石製品は 117/点出土するが、石帯 1点と砥石 26点、台石と呼んだ大型の砥石状製品 5点以外は、カマドのソ

デ部材石と思われる凝灰岩質か軽石凝灰岩質の切石片であり、それらは図示していない。カマド、に使われた凝灰

岩は被熱して煤が付着しているものが定量あり、造り付けカマドの他に、簡易カマドを作るための部材として使

用されたものと思われる。

図示したものは石帯と砥石で、石帯(142)は腰帯の末端に付される蛇尾の形態のものである。石材は頁岩であり、

横の長さは欠損するために不明だが、縦は 4.4cmと大型である。表面と側面のみが研磨されており、裏面には使

用の際についたような細かな剥離が多く確認されるとともに、先端の中央に腰帯に固定するための目釘を打ち込

んだ留め穴が2個確認される。石製の錠尾は、石川県内では金沢市戸水大西遺跡や小松市漆町遺跡で出土してい

るだけであり、貴重な資料と言える。

砥石は、残りのよいもののみを図示したが、砂岩質のものと凝灰岩質のものとがあり、後者が主流である。砂

岩質のものは 145・147の四角柱のものと 148の短冊形のものとがあり、大型の台石状のものも砂岩質である場

合が多い。これに対し、凝灰岩質のものは、小型であることが多く、全て四角柱の形態をもつが、長期の使用に

よって極度に磨り減って扇平形となった状態で出土しているものが多い。143の小型品はその断片までを使用す

る様子が伺われる。なお、 144の大型のものは、砥面が4面確認されるが、磨り減り度合いは少なく、未使用に

近い状態の完形品である。石材を切った際の傷も多く残っており、原型をとどめている。未使用に近いものを廃

棄する意図が何らかの祭杷行為に基づくものであるかは不明だが、古墳への供献遺物として出土する事例が多々

見られることを考えれば、埋納の可能性もあるだろう 。

鉄製品は、万子、鎌、棒状製品で、図示していない鉄製品が 120点ほどある。鋳化が著しく原型を留めていな

いものや用途不明のもの、棒状製品で、未成品のものも多く含まれているものと予想される。

149 -151は万子で、 153の刃幅 2cmを測るものも万子の可能性を持つ鉄製品である。149は刃幅1.5cm程度の

やや小振りのもので、関形態は斜角の片関を呈す。背は平造り、茎が細長く伸びる。150は、刃幅 2.1cm、茎幅1.0

cm程度を測る、関形態が撫角両関のなのである。刃は直刃で、背は平造りである。151は刃部の破片で、刃幅は1.7

cm程度、背は平造りを呈する。

152は直刃鎌である。鎌の先端が欠損するため長さは不明だが、刃幅は 2.5cmを測る。刃は直接的で、、基部が

下方に若干膨らみ、端部を折り曲げている。着柄角度は 75度を測る。

154 -158は断面正方形の棒状製品で、 154は上・下端を欠損するために不確定だが、上端部が幅広となって

薄くなることから、長頚鍬の刃部と茎部を欠損する箆被部にあたるものと予想する。158も径の細さや真っ直ぐ

に伸びる形状は長頚鍛の箆被部にあたる可能性が高く、 155も上端が幅広となって薄くなる形状が長頚鍛の未成

品の可能性がある。ただ、 155に関しては、長頚鍛にしては、上端から下端まで徐々に細くなる形状をしており、

釘の可能性が高い。釘と思われるものは 157で、先端へ向かい徐々に先細となる形状と上端がL字状に曲がって

いる形状はその特徴を有している。156も断面方形を呈す棒状のものであるが、その上に金具状の楕円形のも‘の

が付いており、何かの金具の一部である可能性を持つ。

この他に、 3点の銭貨が出土している。全て、よ 37Grで出土しており、出土状況を把握していないが、 1箇

所に埋納されていた可能性もある。当地区の掘削調査は、平鍬にて行っているため、本銭貨の検出は偶発的であ

り、そのうちのいくつかは当遺構の掘削の際に廃土とともに捨てられた可能性はある。当地に複数枚の銭貨が埋

められていた可能性はあり、出土地点は仏堂的建物や大型井戸から離れているが、関連する遺物と理解する。な

お、銭貨は、 全て「神功開資」であり、腐食が著しい(写真 18-46)。
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

第3節 中世の遺構出土遺物解説

ここで述べる遺物は、中世遺構出土遺物としているが、田嶋編年の古代w期から中世 1期までのもので、望月

の暦年代観では 10世紀後半から 12世紀末までにあたり、厳密には古代末期前後にあたるものである。

今回の調査区域においては、掘立柱建物、土坑、井戸、土器溜まりなど、当期に位置付けられる遺構が多く、

掘立柱建物から 134点、土坑から 2.093点、井戸から 393点、溝や道路状遺構から 89点、土器溜まり遺構やピッ

ト、包含層から 4.313点、そして古代の竪穴建物や土坑等からも 164点が出土した。以下に個別遺構出土の遺物

解説を行うが、分類名称や編年区分は、筆者が 『額見町遺跡rn.Jの中で示した総括論稿「南加賀地域の平安後期

土器群に関する編年的考察」に基づくので、参照し、ただきたい。

第 1項 中世土坑出土遺物

今回報告の区域では、定量の土師器食膳具を出土する埋納土坑が確認されている。比較的遺構数は多く、土師

器食膳具を大量廃棄する SK472をはじめとして、 SK254、SK355、SK392でもまとまった土器の廃棄がある。

また、墓墳の可能性をもっ土坑が複数基存在しており、その遺構においても遺存度高い土師器食膳具が数点出土

している。

1. SK254出土遺物

小型で浅い土坑であるため、土師器食膳具の出土は 29点と少ないが、図示したとおり、完形の平底小皿をは

じめとして半完形の椀皿類が定量出土している。内訳は通常土師器が26点、内黒土師器が3点で、通常土師器

は平底椀3割強、輪高台椀 1割強、平底小皿5割強、内黒椀は破片のため確証はないが、輪高台椀と予想される。

柱状高台器種は確認されておらず、顕在化する前の段階の器種組成様相を示している。

図示した土師器平底椀は全てA類胎土で占められる。いずれも口径 15cm台のもので、体部が開く器形のもの

である。体部の器肉も薄く、 2の口縁部端内側が若干肥厚する。『額見町遺跡 II.Jで報告したB地区上層土器j留

まり分類での a類に共通するもので、 1. 3の内面には平滑にするようなミガキ状のナデが施される。

平底小皿は、地元胎土のA'B類と南加賀近傍のD類、北加賀産と思われる C類の各種胎土で構成されるが、

基本的に古代四期以来の伝統的な椀形態の系統にある①類型に統ーされる様相を持つ。 その中で 7~9 は B地区

上層土器溜まりの分類で a1類としたものである。A類胎土のもので、 11のB類胎土のものは、 a1類の祖形とな

るような器形のものである。12のD類胎土は c2類、 13・14のC類胎土のものは e類に該当できる。

内黒椀はC類胎土で、体部が深く立ち上がる器形を呈する。内面にミガキ調整が施されるもので、類型では

c2類に該当する。

以上の土師器群については、柱状高台器種が確認されないことと通常土師器の輪高台が定量確認できた点から、

南加賀 8A期的な様相を持つが、平底椀が体部外傾する器形で占められる点や平底小皿の多様な形態は 8B期に

位置付けられるものと理解できる。8B期の中でもやや古手の一群と位置付けられょうか。

2. SK329出土遺物

調査区の西端隅に複数の墓墳が群在する中世墓墳群の一つであり、当土坑からは 21点の土師器食膳具が出土

している。平底椀をはじめとして数点の遺存度高い土師器食膳具があり、全て通常土師器で構成される。器種は

平底椀3個体、平底小皿3個体、柱状高台小肌2個体で、そのうちの残りのよい 5点のみを図示した。土師器胎

土は 20の柱状高台小皿がB類胎土である以外は、 D類胎土で占められており、特に赤く発色するものが多い。

平底椀はいずれも口径 14cm未満のもので、やや体部椀形を呈すものである。柱状高台小皿は底径が大きく、

体部椀形を呈す器形。平底小皿は口径 9.4cmを測る椀形を呈するものである。これらの器形や法量などの特徴か

ら判断し、南加賀地域編年に対比すれば、 8A期に位置付けられるものと見るが、墓嬢資料であるため、偏った

土器組成をしており、 8B期に下る可能性もある。

3. SK332出土遺物

調査区の西端隅に群在する中世墓墳群の一角に所在する土坑である。85点の土師器食膳具が出土しているが、

図示できるような遺存度高いものは少なく、破片のみ 5点図示した。柱状高台小皿 3点と平底椀2点で、 21の

平底椀の口径と体部比較器形や柱状高台が主体的に存在する点から、南加賀編年の 8B期に位置付けたい。なお、

出土土師器は内黒椀が1点のみ確認される以外は、全て通常土師器で、平底小皿が一定量出土している。
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

4. SK335出土遺物

当土坑は、調査区の西端隅に群在する中世墓墳群と位置付けられるものの一つであり、 17点の土師器食膳具

と2点の鉄製品が出土している。土師器食膳具は、 全て通常土師器で、 2個体の平底椀と 2個体の平底小皿が確

認できる。平底椀はA類と D類胎土で、図示したD類胎土の 26は大きな底径から体部外傾する厚手の椀である。

A類胎土は厚手で内湾器形を呈す。平底小皿はA類と C類胎土で、 C類胎土の 27は底径大き く体部内湾器形の

ものである。資料点数が少なく、判断が難しいが、南加賀編年 8C期に位置付けられよう 。

鉄製品は、万子と厚い板状製品 2点が出土しており、出土状態から、当土坑に伴う副葬品の可能性を持つ。図

示した 28の万子は刃幅1.5cmの直線的な刃部をもつもので、背は平造りである。大きさや形状など、古代のも

のと代わりはなく、伝世的所有の可能性がある。

5. SK340出土遺物

当土坑は、調査区の西端隅に群在する中世墓墳群の一角に所在する墓墳と思われるもので、土坑内から中世土

師器食膳具が 13点出土している。ただ、出土遺物の多くは古代土器であり、古代V期頃に位置付けられる須恵

器食膳具等 10点と土師器煮炊具 42点が出土する。中世土師器食膳具は、内黒椀が3点ある以外は全て通常土

師器で、平底椀と平底小皿、柱状高台小皿が出土する。29の平底小皿は、口径小さく、底径の大きな体部立ち

気味の器形を呈すもので、小皿③類型に近い形態を持つ。31の柱状高台小皿の体部器形も皿状器形を呈すなど、

新しい様相を示しており、南加賀編年の 8C期的な様相を持つ。ただ、当資料を 8C期とした場合、内黒土師器

が目立つことは様相に合致しない。資料が少なく 判断が難しいが、 8B期の中でも新相と位置付けるのが穏当だ

ろう 。

6. SK355出土遺物

比較的大型の土器廃棄土坑で、古代W期~V期の遺物と中世の遺物とが混在して出土しており、複数時期の土

坑が重複しているものと見られる。中世に位置付けられる土器は、土師器食膳具 119点と白磁 l点で、土師器の

うち内黒椀が1点ある以外は通常土師器で占められる。通常土師器は平底椀と平底小皿で、図示したように、平

底小皿の略完形から半完形のものが6個体まと まって出土した。全てA類胎土、その中でも砂粒の多いもので、

全体的に厚手で雑な作りをする。焼成や色調も同質であり、同時焼成品の可能性がある。 口径は 9.5~ 10 cm程

度で、器形特徴は 32・33・35・36がB地区上層土器溜まりの a2類、 34・37はb1類に類似する。南加賀編年の

8B期に位置付けられる特徴を有しており、共伴する 38の白磁碗の存在も、 8B期の様相と位置付けられよう。

なお、白磁碗は口縁部の小破片であるが、玉縁日縁の形態から、山本信夫氏の大宰府白磁分類のN1b類に該当

するもので、山本C期に位置付けられる(山本信夫「大宰府白磁分類と編年(基礎編)Jr石川県立埋蔵文化財セ

ンター研修資料.J1993年)。

7. SK378出土遺物

小型の土坑で、中世土師器食膳具 11点と白磁皿 1点を出土する。土師器は通常土師器のみで、 39の平底小皿

の完形品のみを図示した。A類胎土のもので、体部内湾気味に浅く立ち上がる器形を呈す。B地区上層土器i留ま

りa2類に近いが、体部は薄い。白磁小皿は口縁部から体部にかけての破片で、口縁部外反器形と見込みの圏線

から、山本白磁分類沼 5類に該当し、山本B期に位置付けられる。山本B期は 10世紀後半から 11世紀前半に位

置付けられるものであり、南加賀編年の 8A期に位置付けられる可能性を持つ。ただ、白磁1点の判断であり、

共伴する土師器平底小皿は、 8B期に下っても問題のない器形である。

8. SK392出土遺物

小型で浅い土坑だが、中世土師器食膳具 59点、土師質管状錘 1点、鉄製品 1点が出土する。土師器食膳具は

内黒土師器 15点、通常土師器44点で構成され、定量の内黒椀が存在する。図示したものは、通常土師器の平底

小皿と柱状高台椀、内黒土師器の柱状高台小皿と輪高台椀で、破片で通常土師器の平底椀も出土している。平底

小皿は、底径大きく体部開く器形のA類胎土 (43・44) と小型でやや浅い底部から体部が強く開く D類胎土 (42)

がある。42は口縁部端に沈線状窪みを伴うもので、 B区上層土器溜まりの平底椀 c類に類似する。内黒柱状小

皿は体部がやや広く器形で、ミガキ調整は伴わない。内黒輪高台椀はA類胎土の 46がミガキ調整を伴わないも

ので、 D類胎土の 45がミガキ調整を伴うものである。45の体部は極めて薄く、ロク ロヒダが顕著なもので、内

面ミガキ調整は細かだが、ロクロヒダの凹部分には及んでおらず、丁寧さに欠く 。なお、外面にはスス痕跡が残る。
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

当資料については、柱状高台椀の存在や内黒輪高台椀の形態などから、南加賀編年 8B期に位置付けられる。

その他の製品では 49の鉄鉱がある。刃部が二股となる雁又式で、数少ない当期の鉄鉱資料である。箆被は突

関形態で、茎部は断面円形を呈す。なお、 48の土師質管状錘は面整形を伴う黒く還元焔焼成されたもので、 G

区古代土器溜まり遺構で報告した管状錘の特徴に合致する。大きさや重量等も一致しており、当特徴を有す管状

錘の集中が、ら-32・33Grであることを考えれば、そこから紛れ込んだものと評価されよう 。

9. SK472出土遺物

発掘調査区の南西際で検出した大型の土器廃棄土坑であり、大量の中世土器が出土した。土坑出土遺物として

取り上げたものは、土師器食膳具1.176点、土師器煮炊具3点、灰粕陶器碗 1点、白磁碗皿3点であるが、上層

土器溜まりとして取り上げたもののうち、当土坑の上層にあたる部分は SK472に包括できるものであり、それ

を含めれば土師器食膳具は1.500点近くにのぼる。

土師器食膳具は通常土師器 967点 (82%)、内黒土師器 209点(18%)で構成される。通常土師器では、平底椀、

柱状高台椀、輪高台椀、平底小皿、柱状高台小皿、輪高台小皿が確認され、それぞれ27%、3%、5%、60%、

5%、 1%で構成される。平底小皿と平底椀とで大半を占める組成だが、輪高台椀が柱状高台椀より高い数値を

示す点や柱状高台小皿の率が低いこと、そして輪高台小皿の存在など特徴として上げられる。内黒土師器は輪高

台椀、柱状高台椀、柱状高台小皿で構成される。輪高台椀が67%、柱状高台椀が20%、柱状高台小皿が 13%で、

柱状高台椀 ・小皿の通常土師器と内黒土師器の率は、通常が 12点に対して、内黒が 10点で構成される。柱状高

台椀 ・小皿が出現する時期は、内黒焼成される率が高く、次第に通常土師器に統ーされる様相を示すが、当資料

はその過渡期的様相を示すものと理解される。以下に、通常土師器食膳具、内黒土師器食膳具、土師器煮炊具、

白磁の順で各器種の説明を行う 。

通常平底椀は、遺存状態のよいものが多く、完形、略完形、半完形のものを中心に 36個体を図示した。口径

は10.8cmから 16.2cmまであり、器形から体部外傾か口縁部外反する体部外傾型と器高高く椀形に立ち上がる深

椀型に分けられる。

体部外傾型は口径 14-16cm程度の大型と 12.5-13.5 cm前後の小型に分けられる。大型は、口径にばらつき

が大きいものの、底径は 6.0-5.0cm程度で、器高は 4.0-4.5 cmに中心がある。A.B類胎土が主で、その中で

もB区上層溜まりで示した a類系統 (50・54・56)が主だが、底径が大きめで体部薄く立ち上がる 59や底径大

きく体部厚く立ち上がり 55・57など複数形態がある。D類胎土は少なく、その中では体部薄く外面ロクロヒダ

を顕著に持つ c類系統 (58・62・63)が目立つ。52もc類系統だが、体部大きく聞く器形のものである。明確

なb類系統は 60だけで、 D類胎土は後述の深椀型が主体となる。小型は底径 5.0-5.5 cm、器高 3.3-4.0cmの

もので、 A.B類胎土と D類胎土とがある。A類胎土は体部薄く外傾して立ち上がる 77・78で、大型の 59と共

通する形態を持つ。A類の中でも砂粒が多く、肌色に発色する特徴をもっ A3類胎土のものであり、当資料の中

では古く位置付けられる特徴をもち、ここでは d類に分類しておく 。D類胎土は 66と71が52を小型化した c

類系統の器形、 84が b類系統を小型化した器形を呈す。

深椀型は口径 13.5-14.5 cmの大型と 10.5-13.0 cmの小型に分けられる。体部外傾型よりもひとまわり小型の

口径をもち、厚手のものが多い。大型は口径 14-14.5 cmに中心を置くものが多く、底径は 5.5-6.0 cmに中心を

置き、 6.5cmまでの範囲で、器高は 4.2-4.5 cmに中心を置き、 5.0cmまでの範囲で存在する。先述したようにD

類胎土が主体で、大型の底部から体部内湾気味に立ち上がり、短く口縁部で外反する器形をなす (61・64・68・

74・75)。全体的に厚手のものが多く、南加賀 8A期に主体的に存在する形態であり、 e類としておく 。A類胎

土は僅かであり、 C類胎土も同器形で 1点 (76)のみ確認できる。小型は 11cm以下の小椀形態の 79を除けば、

口径 12cm台前後にまとまる。底径は 5.4-6.0 cm、器高は 3.7-4.2 cmで、小椀形態を除けば、全てD類胎土で

占められる。器形は大きな底部から体部がまっすぐ開くもので、全体的に厚手の作りをする。これに関しでも南

加賀 8A期に定量見られる法量のものであり、大型と共通する。

通常柱状高台椀は 86のものが明確に底部突出する以外は、厚い底部をもっ体部外傾する平底椀のような形態

をもっ。口径の大きなものが多いが、 C類胎土の 89は口径 12.5cmの小型法量を呈す。

通常輪高台椀は、 A.B類胎土のものも破片で図示したが、ほぽD類胎土で占められる。A類胎土は足高形

態のもので、 D類胎土も足高形態が主体だが、 92のみは内黒土師器に通有に存在する低い貼付高台が付される。

150 



第皿章今回報告区域出土の遺物

セヨ 7， ~ヨ二三f モEJ
ミ主三ぞ ¥三二..-イ 司 J

ヨコヨヱてコヱ
ミ ~~主イ実 〆
¥二んf

可 :戸 三吉イ
て手~〆

文ことプず 実三玉~

夫記手22fミ量二クマω

穴ミ土イ て二子ラ之

ミ士三〈。て正イ

ミーラプ;;4 穴ミ己ごこプ《

丈そ二ヲずでごエ三者

/3、\ヰ~ ミ斗コイ てミ~ ~ 

(;11 ミ戸;ミ ヨ 4 ~~~ 
¥ )/ 三主コ~6 ミ4ニフ~7 ミーニイ

ミ 長イ ベヨ二イ; 守二イ ミ量二イ

151 



第3節 中世の遺構出土遺物解説
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第凹章今回報告区域出土の遺物

体部器形も足高形態のものと異なり、椀形で薄く作られている。足高形態は、やや椀形に立ち上がり、口縁部で

外反する椀形の 93~ 95と体部が直線的に開く皿形の 96・97とに分けられる。足高高台椀は 8A期の椀形器形

から、 8B期になって皿形に変化するため、 2時期の土師器が混在するようにも見えるが、高台形態や体部の作

り、調整は同質であり、同時期に作られたものと評価できる。過渡期の様相を示すものだろう 。

通常平底小皿は、口径 8.2cmの小型のものや 10.8~ 11.1 cmの大型のものが僅かに存在するが、概ね 8.5~ 10.5 

cmの範囲、 9cm台に中心をもっ。胎土別では、 A'B類が5割強、 D類が4割弱、 C類が 1割弱で存在し、 A'

B類胎土は、大型底部から体部直線的に聞き口縁部端に面をもっ a類系統 (98~ 109)と体部下位で膨らみをも

ち口縁部で外反する b1類系統(110~ 123)、体部が浅椀形に立ち上がる b2類系統(124~ 136)がある。全体

的に a類系統は厚手、 b1類系統は体部薄手、 b2類系統は厚手で器高の高いものが多い。なお、 137~ 139はA3

類胎土のもので、平底椀同様の薄手体部をもっ点で共通し、 f類に分類する。D類胎士は、径小さく突出する底部

から体部開く器形の cl 類系統(144~156)、底径大きめで口縁部内側が肥厚する c3 類系統 (159 ~ 166)、大ぶ

りで体部開く器形の d類系統 (167~ 170) がある。概して cl類系統は体部薄手、 c3類系統と d類系統は厚

手で、 D類胎土は赤い発色のものが半数以上を占める。C類胎土は椀形呈す大ぶりの 172と小型で皿形を呈す

173があるが、 主体を占めるのは底径が5.5cm以上を測る扇平盤型器形のもので、 g類としておく (174~ 178)。

南加賀地域産には確認例がないが、北加賀では主体的に存在する形態のものである。なお、 119は口縁部に粘土

紐成形時の粘土の重ね目を残すもので(写真 20-53)、底部円柱に右回りで2巻き程度行った様子が窺い知れる。

通常柱状高台小皿は口径 9.2~ 10.4 cmのもので、 A.B類胎土を主として構成される。D類胎土は少なく、 C

類胎土は輪高台の 187が確認されるだけである。輪高台は足高状呈すもので、体部は皿形に聞く器形のものだろ

う。A'B類胎土は高台底部が聞き気味となる 179~ 182と円筒形の 183・184とがある。前者は体部下位に膨

らみを持って立ち上がり、口縁部の外反する平底小皿 b1類系統の器形を呈すもので、後者は口縁部端に面をも

っ平底小皿 a類系統の器形をなすものである。どちらも浅椀器形で、 8A期に主体的に存在する深椀器形のもの

はない。D類胎土は体部浅椀器形の 185と体部皿形呈す 186がある。後者は当期に出現する新器形で、次の段階

に定着普及するものである。

内黒輪高台椀は口径 12.5~ 13.5 cmの小型のものや 16cm台の大型のものも存在するが、概ね 14cm台に中心を

もっ。胎土はA.B類が主で、 D類胎土と C類胎土は少ない。A類胎土は、内面に粗いミガキ調整を施すものが

ほとんどで、ロクロナデのみで仕上げるものは 188のみである。口縁部が外反する浅椀器形のもので、 189も同

様の器形を呈す。193のやや小型のものも体部開く 器形のもので、高台は極めて低く貼付され、底面ナデ消しさ

れる。これに対し、 190~ 192は深椀器形のもので、 192は特に薄手で精綴に作られる。深椀器形の高台は浅椀

器形に比べて高く踏ん張る傾向があり、やや古相を呈すb なお、 197は口径 12.4cmを測る小型のものであるが、

高台径は通常のものと変わらない。小型法量と して当器種の法量分化の名残とも捉えられる。D類胎土はA類胎

土に比べて内面のミガキ調整が丁寧で、ミガキ調整の省略されるものは基本的に確認されない。回転ミガキ調整

を施すものもあり(199)、これは体部開く器形で、 B区上層土器溜まりの b類と合致する。他のD類胎土は器

高が高く体部が真っ直ぐに開く器形のもので、底径は小さい傾向がある。高台は低いものが貼付されるが、底面

の糸切り痕跡は残す傾向があり、その点がA類胎土と異なる。C類胎土のものもミガキ調整は丁寧で、高台が踏

ん張る傾向がある。206の小型底径のものは、高台を挽き出したような形態をもっ。

内黒柱状高台椀、内黒柱状高台小皿ともに、全てA'B類胎土で占められる。通常土師器と同様の器形をして

おり、法量も似通っているが、 210と211には一部粗いミガキ調整が施されており、内黒焼成による光沢を出す

ためのひと手聞をかけている。

土師器煮炊具はいずれも D類胎土で、体部が強く開き口縁部端で上に屈曲する盤形の 218と半球状の底部から

口縁部で若干外反する鍋形の 219がある。前者の盤形は台脚状を付して火舎状の器種となる可能性がある。

白磁は 220の碗と 221の皿が出土している。碗は玉縁口縁部の形態から山本信夫氏の大宰府白磁分類のN1a 

類に、皿は体部屈曲器形から山本分類のVHl類に該当するものと思われる。いずれも山本C期に位置付けられる。

以上、各器種の説明で述べたように、当土坑資料については、南加賀 8A期と 8B期の両方の要素が見られ、過

渡的段階の資料と位置付けられる。詳細な編年的位置づけについては、節の末尾でまとめて述べるが、 当期の最

もまとまった基準資料と言えるものであり、北加賀地域との併行関係が追える資料である。
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第皿章今回報告区域出土の造物

第2項 中世井戸出土遺物

中世に位置づけられる井戸は SE01のみであるが、古代大型井戸である SE03の埋没後に、同じ場所に中世土

器を廃棄する土坑が掘られており、土器廃棄土坑の性格のものだが、 SE03の上層土坑としたため、ここであわ

せて述べることとする。

1. SE01出土遺物

古代井戸と同様に深い掘削を伴う井戸で、遺物は井戸の上層付近と下層から下底にかけて出土している。図示

したものは下層から下底にかけてのもので、時期的にまとまりをもって存在する。古代の遺物も混在するが、量

的には少ない。中世土師器は食膳具が 152点とまとまって出土しており、その他に煮炊具 2点、白磁碗皿類8

点、漆器椀 1点、も出土する。土師器食膳具は内黒土師器が9点ある以外は、通常土師器で占められ、内黒土師器

は230-232の柱状高台椀と 229の輪高台椀がある。柱状高台椀、輪高台椀ともにD類胎土のもので、輪高台椀

の内面にはミガキ調整が施される。底部の厚いもので、高台は低い。通常土師器は平底椀と柱状高台椀、平底小

血、柱状高台小肌で、柱状高台器種が目立つのが特徴と言える。222の平底椀はC類胎土のもので、厚手で底径

小さく深身呈す器形特徴は、 三浦・幸明遺跡田区 SK10出土の平底椀類に似る (r松任市三浦・幸明遺跡』松任

市教育委員会 1996年)0225の平底小皿も同じC類胎土のもので、三浦・幸明遺跡E区SK10出土品に類似した

形態のものが存在する。北加賀から搬入されたものだろう。224の柱状高台椀はA類胎土で、底部に空洞を残す

ものである。この空洞は、底部円柱造りの際の底部粘土柱を作る際の練り込み不足による粘土の隙間であり、当

器種には稀に見られる現象である。226-228の柱状高台小皿はいずれも A類胎土のもので、体部は浅椀形を呈し、

同類型のものがB地区上層土器溜まりにて出土している。以上の土師器食膳具から、南加賀 8B期に位置付けら

れるものと見ることができ、北加賀との併行関係においては、 三浦・幸明遺跡E区SK10資料を標識とする出越

茂和氏の編年案のN1期に対応しよう(出越茂和「北陸古代後半における椀・皿食器(後)Jr北陸古代土器研究J

第7号、 北陸古代土器研究会)。ただ、出越氏が当期を田嶋中世 1-1期に併行させた点に筆者編年との相違が

あり、北加賀産の平底小皿については、南加賀よりも小皿③類型が1型式早く出現するとの評価で対応できるも

のと考える。

土師器煮炊具は土師器鍋の上半部と底部破片が出土しており、上半部破片のみ図示した。非ロクロ成形のもの

で、内外面を指ナデして仕上げている。外面全体に厚くスス痕が、内面に薄くコゲ痕が付着するもので、胎土の

特徴から他地域から搬入されたものと予想される。

当遺構からの舶載磁器の出土は多く、白磁碗を 4点図示した。235と236の碗は小さな玉縁口縁部が付くタイ

プで、 235には細かな貫入が入る。236の高台は高い削り出しのもので、内底部見込部分に深い段をもっ。いず

れも山本信夫氏の大宰府白磁分類のXI1類に該当し、山本B期に位置付けられる。234の碗も小さな玉縁が付く

口縁部で、細かな貫入が入る陶器質の胎土を持つものである。山本白磁碗分類n1類に該当し、 山本C期に位置

付けられる。237の碗は低い削り出し高台を持ち、外面体部下位に沈線をもつもので、山本白磁碗分類N1b類

に該当し、山本C期に位置付けられる。以上、山本B期から C期にかけてのものであるが、伝世的な使用を考え

れば、山本C期に併行する時期に考えて問題はないだろう。

以上の土器以外に、 238の木製漆器椀が 1点出土している。口径 16.8cm、器高 5.3cm、底径 8.1cmを測るロク

ロ挽きした完形品で、体部の聞く器形やベタ高台状を呈す器形は田尻シンベイダン遺跡のものに類似しよう。た

だ、当資料の方がより椀形を呈しており、高台径は小さく作られている。内外面の調整等の作りが丁寧なのに対

し、外底面のみは底面中央に放射線状の工具痕が残るなどの手抜きが見られ、その部分では漆の塗布の処理もな

されていない。外底面の縁には雑な手持ちケズリ調整がなされており、底部の一部欠けなどに伴う再加工の結果、

木地が露出した可能性もある(写真 20-59)。

2. SE03上層土坑出土遺物

SE03上層土坑出土遺物は、田嶋編年古代Wl期、南加賀 7A期に位置づけられる古群資料 (241-243・245

-251)と中世 1-n 1期、南加賀 8B期に位置付けられる新群資料 (244・252-274)とがある。

古群資料は全て通常土師器で、平底椀と輪高台椀が確認できる。胎土はA類がほとんどで、中でも A3類主体

に構成される。平底椀は全形のわかる資料が241のみと少ない。底径は 242が6cm台とやや大きいが、他は 5cm

台前半で、 241と同様の器形、法量を有すると見られる。241の法量は口径 12.6cm、器高 3.6cm、底径 5.1cmで、
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第 3節 中世の遺構出土遺物解説

全体的に薄い底部、体部をもっ。輪高台椀は、全形のわかる資料が246・247の大型法量のもののみであるが、

体部下半の破片資料から判断し、口径 13cm台のものが通常法量であったと理解される。断面三角形に踏ん張る

形態の高台が付き、底面糸切り痕を残す。大型法量のものは口径 17cm台の 246と口径 15cm台の 247とがある。

前者は体部が深い椀形を呈す器形のもので、足高の高台が付される。体部は薄く、底面は糸切り痕をナデ消す。

後者は通常の断面三角形の高台で、体部が浅い椀形を呈す。薄く作られる特徴は足高形態のものと同様であるが、

口縁部端を内側に肥厚させる特徴がある。当期の椀類に特徴的に見られる器形特徴であり、当期の編年指標の一

つに上げられる。

新群資料は平底椀、輪高台椀、平底小皿、柱状高台小皿の土師器の他に、白磁碗と灰軸陶器碗がある。平底椀

と平底小皿は通常土師器、輪高台椀は内黒土師器、柱状高台小皿は通常土師器と内黒土師器の両方がある。平底

椀は破片のみだが、平底小皿は 11点を固化した。A'B類胎土は SK472において薄手 d類器形とした A3類胎

土をもっ 252-254とb1類系統の 255とがある。D類胎土は薄手で底径大きく扇平な器形のもの (256-258、

h類とする)と、厚手の d類系統 (259)0C . E類胎土は大きな底部からそのまま開く器形の e類系統 (261・

262)である。C類胎土が定量含まれることが特徴と言える。柱状高台小皿は全てA.B類胎土のもので、 263は

体部皿形に開くが、椀形呈すものが主で、内黒の 269では内面をミガキ調整している。内黒輪高台椀は 265がA

類胎士、 266・267がD類胎土で、いずれも内面にミガキ調整が入る。極めて低い高台が貼付され、底面の糸切

り痕をナデ消しする。

これら土師器群に共伴する資料として白磁と灰紬陶器があるが、 270・271の灰紬陶器碗は東濃産のものと推

察され、口縁部外反器形や高台形態、糸切り痕を残す点、そして無利のものと施粕のものとが混在して存在する

ことから、西坂1号窯式期に位置づけ可能性と判断する。白磁碗は 3個体出土する。272は数少ない半完形品で、

口縁部は小さな玉縁状、体部は内湾し、底部は削り出し高台が高く作られる。胎土が陶器質の細かな貫入が入る

もので、山本信夫氏の大宰府白磁分類 II1類に該当する。273も小さな玉縁が付く口縁部で体部開く器形のもの

である。胎土は硬質、紬が水色を呈す点から、山本白磁分類沼 1類に分類される。274は口縁部が直口縁で、体

部内湾して立ち上がる点、内面に横線と堆線による文様が入る点から山本白磁分類 II4類に分類される。以上、

新群資料は土師器食膳具にやや 8A期に遡る様相も見られるが、柱状高台小皿の定量化と白磁の共伴の多さ、西

坂 1号窯式に位置付けられる灰紬陶器の出土から、 8B期に位置付けることで問題はなかろう。

第3項 中世掘立柱建物出土遺物

中世掘立柱建物の柱穴から出土する遺物は、以下に示す一覧表のとおり、出土量が少なく、まとまった一括資

料としての性格を有しておらず、特筆される遺物も出土していないが、 SB250については、今回の報告区域で最

も新しく位置付けできる資料と言えそうであり、以下に示しておきたい。なお、その他の遺構出土の遺物につい

ては、個別の観察表と下記の一覧表に示すことで代えたい。

SB250出土遺物については、中世に位置付けられる 27点の土師器食膳具のうち、内黒土師器が3点ある以外は、

全て通常土師器である。内黒土師器は輪高台椀と柱状高台椀を図示したが、いずれもミガキ調整を持たないもの

で、輪高台の形態も終末期の様相をもっ。通常土師器は平底椀と柱状高台椀、平底小皿、柱状高台小皿が出土し

ている。A類かD類胎土のもので、 281や282の平底小皿の底径大きく、体部短く開く形態は、 三木だいもん遺

跡講6の小皿③類型に似ており、南加賀 8C期に位置付けられる。283の体部皿形を呈す柱状高台小皿の形態も、

同時期に位置付けでき、内黒土師器の定量存在は気にかかるが、数少ない 8C期の基準資料と言えよう。

今回報告区域の中世掘立柱建物出土遺物一覧表

遺構名 遺物の概要 遺構名 遺物の概要

SB247 中世 1-1期?土師器9点。古代土器13点混在。 SB274 中世 1-Il 1期 ?土師総25点。古代土器26点混在。

SB249 中世 1-Il1期?土師音寺4点。古代土器15点混在。 SB275 中世 1ー I期?土師器5点。古代土器3点混在。

SB250 中世 1-Il 2期頃の土師器27点。古代土器71点混在。 SB276 中世造物出土なし。掘立柱建物形態から中世認定。

SB251 中世 1-Il1期?土師器13点。古代土器13点混在。 SB289 中世遺物出土なし。掘立柱建物形態から中世認定。

SB254 中世 1-Il1期?土師器9点。古代土器18点混在。 SB291 中世遺物出土なし。掘立柱建物形態から中世認定。

SB258 古代VH2期?土師器6点。古代土器9点混在。 白磁碗口縁部破片 1点出土しており、中世 1一日 1期に併
SB293 

行と推察。古代土器4点混在。SB268 中世遺物出土なし。掘立柱建物形態から中世認定。
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第田章 今回報告区域出土の遺物

第4項 その他の遺構出土遺物

1 .道路状遺構3 (S032) 出土遺物

道路状遺構3の波板状凸凹面には古代の遺物とともに、中世に位置づけられる土器が僅かながら出土している。

まとまった資料ではないが、道路状遺構3の構築年代を示す資料であるため、図示しておく 。298と299は土師

器柱状高台椀の底部破片で、南加賀 8B期頃に位置付けられるものである。300-303は白磁で、 300は口縁部

に小さな玉縁をもっ体部椀形の碗である。硬質の胎土で水色調の粕色、細かな貫入が入るもので、山本信夫氏の

大宰府白磁分類沼 1類に該当する。301は低い削り出し高台をもち、見込部に沈線が巡る碗底部で、山本白磁分

類N1a類に該当する。302は皿の半完形品で、底面は平底を呈す。口縁部は短く外屈する形態で、内底面の見

込部に沈線を入れる。山本白磁分類N2類に該当するもので、 303の平底の皿底部についても、同様の形態を有

する可能性がある。以上の白磁類は 300が山本B期である以外は、山本C期に位置付けられるものであり、 8B

期に併行する時期のものである。当道路の構築が 11世紀後半以降に行われていた可能性を示す資料である。

2. G区中世土器溜まり 1出土遺物

G区西側隅にあたる区域には、中世に位置付けられる墓墳群の存在があるが、その墓域群の直上層から北にむ

かつて中世の土器溜まり層が確認される。これを G区中世土器溜まり 1としているが、ここでは 193点の土師

器食膳具と 5点の土師器煮炊具、 8点の白磁碗、 1点の灰利陶器碗が出土している。

土師器食膳具は通常土師器が 175点、内黒土師器 18点で構成される。内黒土師器の器種はほぼ柱状高台器種

で占められる状況が見られ、内黒土師器の衰退とともに、輪高台器種が終罵する様相を読み取ることができる。

通常土師器は平底椀3割、柱状高台椀3割弱、柱状高台小皿 1割半、平底小皿2割半で、柱状高台器種の増加と

平底小皿の減少が傾向として提示できる。以下に各器種の説明を述べる。

平底椀では、 305の体部大きく開くものを示した。口径 14.6cmのもので、体部下位は内湾する。

平底小皿は、古代からの椀形の系統にある小型底部で体部外傾する小皿a:類型と底佳大きく体部が短く立つ小

皿③類型とがある。①類型は口径9cm程度、底径4cm台前半のもので、体部が強く開く薄手の 307・313と厚手

で体部下位に張りがある 309・310に分かれる。後者は③類型化の形態か。③類型 (308・312. 315)は底径5cm

台を測り、器高低く体部短く立ち上がるもので、全てD類胎土のものである。

柱状高台小皿は、 316・317のように体部が皿形に開く形態のものであり、底部破片出土のものでも体部の遺

存状態から、同様の器形を呈することが予想される。内黒のものが定量存在するが、それについても皿形を呈し

ている。なお、柱状高台椀も同様に内黒が定量見られるが、休部遺存の資料はなく、全形は不明である。ただ、

328の 10.2cmを測る大型の内黒製品はC類胎土を持つ鉢状器形のもので、内面にススが付着した可能性もある。

これらに共伴する白磁碗皿と灰粕陶器は、 329の白磁碗が山本信夫氏の大宰府白磁分類ll5類に該当するもの。

330の白磁碗が山本白磁分類刃 1類に該当するもの。331の灰粕陶器碗が東濃産の西坂1号窯式期の可能性をも

つものである。概ね 11世紀後半から 12世紀前半に位置付けられるものであり、白磁類の共伴数の多さは南加賀

8B期以降であることを示す。また、内黒輪高台椀の衰退と柱状高台器種の増加、平底小皿の減少は 8C期に位

置付けられる特徴で、平底小皿の 1類型の後者タイプとしたものと 3類型は、 小松市白江梯川遺跡 412号井戸で

出土するものに法量、形態ともに共通する。8C期の中でも後半期に位置付けられるものであり、当遺跡の中で

は最もまとまった当該期資料と言えるだろう。

3. G区中世土器溜まり 2出土遺物

大型の土器廃棄土坑 SK472の周辺、れ・る 36・37Grにまとまった中世土器の廃棄が確認されており、それ

らを G区中世土器溜まり 2として扱った。当初これら土器群は単一遺構として扱っていないため、遺物出土状

況に不明な点はあるが、概ね出土土器は南加賀 7C期と 8B期にまとまる。

図示したものは、通常土師器が平底椀、輪高台椀、平底小皿、柱状高台小皿。内黒土師器が輪高台椀と柱状高

台椀。そして白磁碗である。332の平底椀は南加賀 7C期のもの。335・336の平底小皿は口径 11cm程度を測る

大型、薄手のもので南加賀 7C期のものである。同時期に位置付けられる土師器は、 333.337の口径 11cm程度

を測る平底小皿の椀タイプと、 351の口径 10.7cmを測る内黒輪高台椀の小、 352・353の内黒輪高台椀の通常法

量で、平底小血の椀タイプは小皿出現期の特徴的な器形のもの、内黒輪高台椀の小型法量は内黒輪高台椀が法量

分化している段階のものである。内黒輪高台椀は内面ミガキ調整が丁寧で、高台は低いが底面の糸切り調整をそ

159 



第3節 中世の遺構出土遺物解説

(58275出土遺物〉

、、

(5032出土遺物〉

298 

¥=J-弘之:
で三三「

ミ1 J¥J-ZJ
て尋イてコ二二者ミ土イ

ミ正ヲイ 、、よズて二E三Z

~--J乙イ lミヨニヨJ てと一件二三f

ミむf
、、X二よフふ

ミ弄イ 甘 ョ;J

ι二 ¥ヱむ;
Z4ミ2 "~コ Jη:二

、ξZJ1宅三;ょ と半円J
そ尋ど{J三42マープ 〆4
~当 ! 1 11聞 、一二三:》;

¥、、一芝巧〈4 )ゴ44;て烹そ=f? γ 同匂:Lよ
て烹ミi土一三之ご 三F弓
又、ミ羊ヲ《 宍斗コイ ミ二斗jι一グモヨ二二4:4三イ
、正三之ご で三-;Z~ミd44よ;」必 ミとコイ4 

ミ}二主乙~7之毛7 て「三古立三矛z工由長二9 工ιJ
b三間 "r=~宮古3 "'''¥二主まう

;¥寸 J干「 イ

160 



第血寧 今回報告区域出土の遺物

のまま残す。南加賀 7C期の資料は、 C区SK110を基準資料としてあげているが、当遺構では平底小皿と平底

椀のみのセット出土であり、今回の資料が加わることで土器組成や土器様相を補うことができるだろう 。

以上の土器群を除けば、南加賀 8B期に概ね位置付けられる。平底小皿が多く、柱状高台器種が目立つ。平底

小皿は SK472で出土したものと共通する類型が見られ、 C類胎土の 346・347は底径の大きな③類型のものであ

る。当期に典型的に存在する②類型の小皿 (338・339・343)や、柱状高台小皿の浅椀状を呈す器形 (348) など、

8B期の様相を示している。なお、出土する白磁碗類は 8B期に伴うものである。356の長い玉縁状口縁部は山

本信夫氏の大宰府白磁分類 II5類に、 357の大きな玉縁状口縁部はN1a類に該当するもので、概ね 11世紀後半

の年代観となる。

4. ピット及び包含層出土遺物

(1)ピット埋納資料

ピットには当期の土師器椀皿類の完形品や半完形品を埋納する事例があるが、一つのピットからまとまって複

数個体が出土する事例はなく、単品での資料評価となるが、南加賀 7B期に位置付けられる土師器が3個体出土

している。その他は概ね 8B期に位置付けられるものであり、 3点出土する白磁碗皿類も同時期のものである。

南加賀 7B期の資料は、 C地区の土師器焼成坑 SK146が該当するが、破片での出土が主であるため、全形を

窺い知れる資料が少なく、今回のピット資料はそれを補足する資料と言える。358の輪高台椀は、 A3類胎士の

もので、口径 13.2cmを測る浅椀形を呈す。高台は断面方形のものがしっかりと踏ん張り、全体的に薄く作られる。

外面のロクロヒダと口縁部内面の肥厚の特徴は、 7A期的でもあるが、浅い椀形器形は当期に位置付けられよう。

367の足高高台をもっ大型の輪高台椀も A3類胎土を持つものである。口径 15.3cmを測り、体部が薄く直線的に

開く器形は、当期の指標となる器種特徴と言える。高台は比較的薄いものがしっかりと踏ん張り、底面はナデ消

しされる。359は口径 11.8cmを測る平底椀で、浅椀形に開く器形が当期の特徴と言える。内底面には強いロクロ

ナデによる螺旋痕が残り、作りが粗雑になる傾向を示している。

(2 )包含層(古代遺構混在含む)出土の灰柚陶器と白磁碗皿類

包含層資料の中に中世に位置付けられる土師器食膳具は多数出土するが、ほとんどが細片であるのと、遺構資

料の一括性がないため、稀有の存在である陶磁器類のみを取り上げる。包含層からは、灰紬陶器碗類が 19点、

灰利陶器瓶類が l点、白磁碗皿が67点出土する。

灰紬陶器は全て東濃窯産と思われるもので、 368の体部内面に沈線を残す深椀形態の碗は、明和 27号窯式期

以降には見られないものであり、丸石2号窯式期、 11世紀前葉に位置付けられよう。他の 369-372の碗は体

部外傾し口縁部外反する器形と三角形高台が貼付される点、無軸に近い施紬状態などから、概ね西坂 1号窯式期

のものと位置付けられる。後述の白磁碗皿類同様に南加賀 8B期に併行する時期のものであり、 373の小皿も同

時期に位置付けられよう 。内面施紬する小型品で、口縁部は外反する。

白磁碗皿は、山本信夫氏の大宰府白磁分類案に基づいて整理する。碗は口縁部に玉縁をもっ形態であり、玉縁

の大きさや形、胎土等によっても分類される。主体を占めるのは、大ないしは中規模の玉縁日縁をもち、立ち気

味の器形となるもの (380-386)で、山本N1類に該当する。これに伴う底部は高台が外側直立し、内側が斜

めに極めて低い削り出し高台を作るもので、特に 390-392は内面下位に段を 2か横沈線をもっ。山本分類W

1a類に該当する。なお、 375の底部も内底見込の段がないが、当類型に該当する。山本C期に位置付けられるも

のだが、同時期に位置付けられるものに、細長い玉縁日縁をもつもの (378・379)がある。化粧土を伴うもの

で、山本II5類に該当する。また、小さな玉縁日縁で陶器質の胎土をもっ山本II1類 (376・377)も定量存在す

る。化粧土を伴い、閉じ山本C期に位置付けられる。これら E類の底部は、高台外側が直立し、内側を斜めに削

り出すもの (387・388)で、 W類よりも高い高台をもっ。これら碗と同時期の皿は、体部やや内湾気味に立ち上

がり口縁部で若干外反する下位内面に段を 2もつもの (394・395)で、山本 II1a類に該当。397の底部平底で

内面見込に段を持たない山本VI1類、 396の体部内湾気味に立ち上がり口縁部外反する山本V2類も当期に位置

付けられる。

以上の山本C期に位置付けられる碗皿類に対し、若干時期の遡る碗皿がある。374の小さな玉縁口縁で硬質の

胎土をもち、水色系の紬色をもっ碗(山本刃 1類)と 393の口縁部に玉縁をもち、底部に削り出し高台をもっ浅

椀形呈す皿(山本刃 6類)で、山本B期に位置付けられる。
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〈包含層出土陶磁器〉
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第皿章 今回報告区域出土の遺物

第5項 今回報告の中世土師器と平安後期土器群編年の補足

これまで、各遺構別に、今回報告区域の出土中世土器の解説を行ってきたが、ここでは当出土土師器の様相を

整理し、2008年に筆者が提示した「南加賀地域の平安後期土器群に関する編年的考察」の一部補足を行う。なお、

器種名は昨年の編年案時のものとし、無台をA、有台をBとして提示する。

1. SK472の土器様相整理と南加賀8B期の編年案補足

本文でも述べたように、 SK472資料は南加賀 8A期と 8B期の過渡的様相を持つ土器資料である。筆者は先

の編年案提示において、 8B期成立の編年指標として、体部外傾器形の椀・小皿の出現と柱状高台器種の盛行を

上げており、白磁碗皿類が組成の中に定量含まれることも重要な要素と考えている。当資料においては白磁碗皿

の出土量は少ないが、組成の中に確実に含まれる様相を有しており、先の椀A、小皿Aの新たな器形導入と柱状

高台器種の増加傾向は、型式的には 8B期に位置付けられるだろう 。以下に、当資料が8B期であるという前提

で、先の編年考察で提示した 8A期の基準資料と 8B期の基準資料とを比較検討し、当土器様相の特徴を整理し

たい。

まず、当資料の土器組成を提示するが、土師器食膳具の内訳は、通常土師器 82%、内黒土師器 18%で構成される。

8A期の SK419が通常 88%、内黒 12%で構成される状況から確実に増加傾向を示しており、 8B期の基準資料

としたB区上層土器溜まりの通常 85%、内黒 15%に近い数値と言えよう。また、 8B期の新相資料とする田尻

シンペイダン遺跡大溝資料が通常8:内黒 2であるので、資料実態としては内黒2割程度とする数値の方が確実

である。北加賀地域には見られない内黒土師器再興の伸びであり、それが南加賀地域の特徴と提示できる。

次に、器種別組成だが、 SK472では、椀A22.1 %、柱状高台椀 6.1%、椀B16.2%、小皿A49.2%、柱状高台

小皿 6.4%で構成される。これを 8A期の SK419と8B期のB区上層土器溜まり資料と比較したのが下記の食膳

具器種構成表であるが、椀Bが高い率を示していることを除けば、柱状高台器種の増加と小皿Aの減少、椀Aの

増加傾向など、 SK419から B区上層土器溜まりへの変遷過程の中で位置づけできる。また、柱状高台器種の内

黒率の低下も同様の動きであり、 8A期から 8B期への器種組成の構成比率の変化は、中間型式を置けるくらい

に、漸移的であったと言えよう 。以下に各器種の特徴を整理する。

8A期~8B期の土師器食膳具器種構成表 (底部個体数を主と した個体識別による点数換算割合)

SK419 

5K472 

資料名

B区上層溜まり

椀A I 柱状高台椀 | 椀B 小JJIlA 柱状高台小皿

23.0(内黒率 0%) I 1.0 (内黒率 l∞%)I 1ω(内黒率 80%) I 63.0 (内黒率 0%) I 3.0(内黒率 l∞%)

22.1 (内黒率 0%) I 6.1 (内黒率 60%) I 16.2 (内黒率 問 )I 49.2 (内黒率 0%) I ι4(内黒率 63%) 

28.0 (内黒率 20%) I 8.0 (内黒率 30%) I 9.0(内黒率 80%) I 42以内黒率 0%) I 13β(内黒率 30%) 

まず、椀Aだが、当器種は SK419で主体を占めた深椀型と B区上層溜まりで主体を占めた体部外傾型とが措

抗して存在することが特徴と言える。ただ、深椀型はD類胎土にのみ顕在化するもので、北加賀産のC類が深椀

型を呈することを考えれば、 A類胎土が早くに体部外傾型へ統ーを図った可能性もある。また、通常法量よりも

ひとまわり小さな小型一群が定量存在することも特徴で、 i采椀型と体部外傾型とが存在する。体部外傾型で薄手

作り、 A類胎土の中でも砂粒混在が多く、発色が古代的な一群が大型と小型の法量で存在し、それらを f類とし

たが、その系統のものは小皿Aでも存在し、特徴的である。7期的な作り、形態のものであり、僅かに存在する

口径 10cm台の小椀的な法量のものも、同様に 7期的な様相を残すものだろう。

椀Bは8B期以降、通常土師器が足高椀、内黒土師器が低高台の椀というように、全く異なる器形を呈してい

くものであるが、当資料においては一部通常土師器に低高台椀が存在しており、 7期の名残を感じさせる。通常

土師器は、ほほD類胎土で占められ、足高高台の椀にほぼ統ーされる様相をもっ。底部厚い浅椀器形が主体だが、

体部が強く聞く皿形と言える器形のものも確実に出現し、この器形はB区上層土器溜まり段階で普遍化する。通

常土師器がD類胎土主で構成されたのに対し、内黒土師器はA類胎土主体で構成される。どの胎土も深椀器形が

主体で、内面ミガキ調整をもっ。A類胎土は粗いミガキ調整、 D類・ C類胎土は丁寧なミガキ調整であり、 8A

期的な様相が強い。ただ、 8B期の指標とされる、 A類胎土で内面ロクロナデ仕上げをする体部外傾の浅椀器形

や、 D類胎土で回転ミガキ調整をする浅椀器形が確実に出現していることは、当資料を型式付ける指標となるも

のである。なお、当器種においても、ひとまわり小型法量のものが存在しており、法量分化と言えるものではな
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

いが、 7期まで見られた内黒椀Bの法量分化の名残とも見られる。

柱状高台椀は、椀Bのような内黒と通常とで異なる器形を呈すことはなく、いずれにおいても深椀器形と浅椀

器形が存在し、器形、法量とも互換性がある。これは椀Bの出自と異なり、当器種が内黒主体で始まり、 8B期

へと通常主体となる変化様相を示す器種であるためにおこったもので、それは柱状高台小皿においても同様のこ

とが言える。胎土はほぼA類胎土で占められ、内黒土師器に僅かながらもミガキ調整を施すものが存在する。

当器種のミガキ調整は、 8A期にも僅かながら見られるもので、その様相を引きずる。柱状高台小皿も、 A類
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胎土が主体で、内黒と通常とで器形、法量に互換性を持つ。それは小皿

Aの作り癖 (b1類系統器形と a類系統の器形)とも共通しており興味

深い。なお、 D類胎土については内黒土師器がなく、 A類胎土よりも概

して浅い器形で、体部開く器形のものが出現している。椀Aでも見られ

たが、産地によって古い器形を残したり、新しい器形へ早くに転換させ

たりする現象が見られることも、当資料が過渡期にあることを物語るも

のと言えよう 。

小肌Aは、 7期以来の古代的な椀器形からの流れで追える①類型と白

磁皿模倣として 8A期に出現する②類型、 8C期になって普遍化する底

第田章 今回報告区域出土の遺物

白山市三浦・幸明遺跡E区SK10
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第 108図 SK472出土北加賀産
径大きく盤型の③類型とが一定の数量をもって存在する。主体を占める

土師器に類似する三浦・幸明遺跡資料
a:類型は、 A類胎土と D類胎土とが措抗して存在し、 B区上層土器溜ま

りで確認される形態のものが存在している。②類型が定量存在することとも共通しており、当器種においてはB

区上層土器溜まりの様相に近い。ただ、 B区上層土器溜まりでは確認できなかった③類型が定量確認されたこと

は、 SK472資料の特徴と 言える。当類型の小皿Aは全て北加賀産で、この時期に併行する白山市三浦・ 幸明遺

跡E区 SKlOでは、全体の 1/4程度の率で③類型が出土している。南加賀において 7C期に普遍化される③類

型小皿へ繋がるものであるとは言えないが、北加賀の当期の土師器を特徴付ける形態であり、北加賀と南加賀と

の併行関係を追える数少ない資料と言えよう 。このような特徴的な器形以外にも、 SK472には三浦・幸明遺跡

E区SKlOと共通する器形を有した椀Aや柱状高台椀が出土しており 、両地域において器形や法量の違う土師器

を同時期に生産していることが理解される。地域聞の編年摺り合わせを行う際の重要な資料と言える。

以上の土師器食膳具では、 8A期の様相を引き摺る傾向が強く、過渡期の様相が色濃かったが、それ以外の器

種では、新型の非ロクロ成形土師器煮炊具の出現や舶載白磁碗皿の共伴など、 8B期に始まる要素が顕在化する。

当期の土師器煮炊具は個体数も少なく、その形態変化を追えるものではないが、丸底を呈す浅鍋器形はその後、

平底へ変化している可能性があり、台付鉢状の器種も以降に続く様相が見られないなど、当器種の出現期的様相

を示している可能性がある。また、 白磁碗肌は、碗が山本信夫氏の大宰府白磁分類のN1a類、 皿がVll1類に分

類できるものであり、大宰府C期、暦年代では 11世紀後半から 12世紀前半の範障である点から、年代的にも問

題なかろう 。

SK472の資料は、土師器食膳具組成や新器形、新法量導入、新型煮炊具出現、白磁定量存在、 土師器皿類の

北加賀との併行関係の点などから、 8B期に包括される資料である。ただ、これまで述べたように、 8A期から

の過渡的様相を色濃く持つ資料群であり、限りなく 8A期に近い 8B期の最古段階に位置づけられるのが妥当だ

ろう 。これまで当期の基準資料としてきたB区上層土器溜まりは、そのままの資料評価でよいが、それに後続す

る加賀市田尻シンベイダン大溝資料は当期の新段階資料とするよりも、 8C期に限りなく近い 8B期の最新段階

資料とすることで理解したい。以上、 3資料を古・中・新の 3期区分することも可能だが、古と新は次の型式へ

の過渡期的様相が強く、 8A期から 8C期へと転換する過渡的土器様相こそが8B期の特徴と位置付けたい。さ

らに、その変化は漸移的であり、それが地域において型式変化のズレを生み出しているようにも感じる。

2.南加賀78期、 7C期の編年資料補足

今回報告資料には 7期の資料が僅かながら散見されており、これまで報告した資料と組み合わせることで、 当

期の土器組成の様相をより整理することができる。

7B期は土師器焼成坑の SK146を中心に提示していたが、今回G区ピット埋納の土師器椀類に当期に位置付

けられる資料があり、それを加えて構成した。椀Bは足高高台を持つ大型のものと口径 13cm台の通常法量のも

のとが存在する。内黒土師器は確認されず、それは当期が最も内黒土師器の衰退期に位置付けられる所以であろ

う。椀Aは口径 13.5- 14 cmと口径 12cm前後に分かれ、さらに口径 10.5- 11 cmの小型椀、同口径で器高の低い

小皿Aが出現する。小皿は極めて少なく、小型椀の低下した器形として存在することが特徴であるが、 7C期に

急増する小皿Aは当期のこの小型椀が原型と理解されよう 。

7C期は SK110の小型土坑資料による小皿Aと椀Aのみの基準資料提示であったが、今回、 G区中世土器溜
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第3節 中世の遺構出土造物解説

まり2において、それを補う資料が出土した。内黒椀Bと小型椀Aで、内黒椀Bは口径 13cm程度になると見ら

れる通常法量と口径 10cm台の小型法量が存在する。どちらも D類胎土で、内面ミガキ調整を施し、体部は外傾

する。当期は内黒椀Bの法量分化が顕在化する時期であり、中 ・小の 2法量分化を基本に、さらに 15cm程度の

大型も加わって 3法量分化する様相が見られる。このような小型法量の内黒椀Bは当期で消滅するが、 8A期に

は内黒柱状高台小皿が出現することでそれに代わる存在となったのだろう 。他の通常土師器器種はほぼA類胎土

で占められる。前代に定量存在した古代から続く 、濃い肌色発色をした土師器が当期も主体的に存続しており、

胎土も含めて土師器の作りが変化するのは次の段階と位置付けられる。小皿Aが主体を占めるが、口径 10cm台

の深身の小型椀が存在し、厚い底部の形態から、柱状高台小皿的な様相も見せる。

3. 南加賀8C期の額見町遺跡出土資料の特徴

昨年に提示した編年案では、 8C期に位置付けられる資料が乏しく、額見町遺跡の資料では基準資料の提示が

できなかった時期である。今回の報告地区で、 SK335とSB250、G区中世土器i留まり 1が当期に位置付けられ、

寄せ集めの資料ではあるが、概ねの土器様相を提示することができた。まず、内黒土師器だが、椀Bはなく、柱

状高台椀 ・小皿が存続する程度で、大型鉢状器形も確認できる。当期は内黒器種の消滅期であるが、それを存続

させることが南加賀地域の特徴なのだろう 。椀Aは体部が真っ直ぐ開く外傾型とやや椀形呈して開く椀型とがあ

り、いずれも口径 14cm台の大型を呈す。ひとまわり小型でやや深身呈すタイプが存在する可能性はあるが、 主

流は大型の開く器形と理解する。柱状高台の椀は少ないが、小皿は多く確認される。体部強く開く器形が主体で、

椀型のものは底径大きな厚手のものとなる。後に後者が主体となる形態であり、前者の器形は当期までだろう 。

小皿Aは①類型が少量存在するだけで、主体は③類型となる。①類型が底部大型化して@類型化したものと、底

径大きく体部が短く開く ③類型とがあり、次第に後者へ統ーされることで、 ①類型は消滅する。8A期の北加賀

産で定量見られた③類型とは、体部立ち上がりの角度と形態が異なっており、当期の③類型はそのまま中世土師

器皿へと繋がる。胎土は前代同様にA類と D類主体に構成され、 C類が少量含まれる。なお、白磁碗N1類が共

伴しており、その時期の中に包括される暦年代観が与えられる。以上、当資料については、 一括資料ではないも

のの、土器様相としてはまとまりがあり、 8C期でも後半とした白江梯川遺跡 412号井戸に近いと言えよう 。
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第皿章 今回報告区域出土の造物

付表 1 額見町遺跡IV報告区域出土古代遺物観察表

1 .古代竪穴建物出土遺物
直情 番号 橿別器 積 出土地点 法量 胎土 色量 現存 時期 測量等 備考 災測骨号

l 覇軍且 SIII2-73 口14.0 商加南群 2.5Y7/1'!If級 口瞳片 11 S1I12.15 

2 土師機H SIII2-172 口10.8、高3.95 地元AI 7.5YR7/5'良 2/5 11 外粗ミガキ 5日12-S

3 土師ー繍H SIII2-102 口14J、商5.1 地元AI IOYR8/4不艮 ν8 II 向ミガキ 件被熱赤化内線げm S1I12-6 

4 土師機H SII12C上層 1J14.0 地ftAl 2.5YR6/6且好 1/15 11 内外ミガキ 内出時成 S1I12-① 

5 土師。鈍H SIII2-192 口18.9 地冗AI 7.5YR6/4良野 1/10 II 内外ミガキ 内出構成 SIII2-2 

6 土師高耳H SIII2-133 口16.8 地元AI IOYR7I5不良 係部片 II 内ミガキ 内胤構成 日112-3

7 土師向杯H SIll2竃5-6 脚IIJ 地冗82 IOYR8/3不良 脚片 II SIII2-4 

8 土師・盟胴小釜A SIIl2日90・B上層 ロ16.0、朝142.嗣17.4、 地冗A2 5YR6/4'良 215 II 外ハケ目、内ケズリ 外煤・赤化、内庇焦げ胴上半ヨ SIII2-7 

高14.5 ゴレ

9 土師盟朋小釜A Slll各国 32 口14.0、朝13.1.胴16.5 地元A2 2WR6/5・良 213 II 外ハケ目‘内へラナヂ‘指ナ 外胴煤赤化剥帯、内上半鰍げ Sllロ8

10 土師。長胴釜A 51112竃10-18・却 口18.4、顕16.3、胴23.3 地冗A2 IOYR8/4' .Q 114 II 外ハケ目、内ケズリ 外傑・剥裕、内ヨゴレ SIII2-9 

11 土師長胴葺A 51112.2 口18.4、由16.0 地冗A2 7.5YR8/5且 ロ由片 II ~~ハケ目、内へラナデ 51112-10 

12 土師.JA胴韮A 51112-24.26'164. I77 地j[;A2 5YR7/5且 刷下片 II 外ハケ目、内ケズリ 世JII痕無 SLlI2-11 

13 調車杯A董中 SII12A上層 口12.8、返11.4 甫加通常 5Y6/1.里線 目録片 02 重焼 I 51112-4 

14 罰車係B置中 S1I128.c属 口15.8 甫加通常 2.5Y6/1堅級 目録H 03-国 量焼 I 51112.3 

SII12 15 割 車 郎B董大 S1I12.12O 紐2.9、艦商1.15 甫加通常 5Y7/1 ・不良 1/4 v ヲEケズリ 使用痕無 SIII2-1 

16 調理・杯B身中 Slll2-1I0 口15.5、高5.1、台10.0、 甫加通常 5Y6/1良野 1/8 03-IV 底ヘフ切り 向JiUJ粍絹 S1I12.7 

台高0.7

17 調車・昨B身・l' SIII2-119'8上層+み32. 1J15.4、高3.95.台10.7、 甫加南S孝 N5/0良時 114 n3-m 底ヘラ切り 使用策無 SIII2-6 
む24 台高0.4

18 調車時A 51112-127 ロ14.9、商32 下街加通常 IOY6/1良 1/8 血 成ヘフ切り 使用痕無 51112-8 

19 明恵坪A 51112.105 口12.8、高2.8 甫加通常 lOY6/1良肝 1110 IVI S1I12.9 

20 割 車 杯A小 SII12一四 口叩O、高2.75 甫加通常 IOYR8/4不良 1/4 V 底ヘラ切り 日韓内外抽痕 日112-17

(町明具)

21 調理ー郎A小 51112C上眉 口8.8.高2.45 甫加通常 5PB4/1且昨 1/4 v 血ヘラ切り ゆがみ SIII2-1O 

22 剖型1・小型鉢 51112-117 罰則、胴6.8 I何加世~I材 585/1良好 113 皿-IV 世Illm無 臼112.12

お 調車・小型車 SII12竃32+P544 台7.4.台高0.6 I何加通常 5Y6/1良好 1/4 m-IV 底糸切り 日112-14

24 調車舷A 日112-135'C上層+み34 口10.6 南加通常 世 間11'匪級 口車片 03-皿 2条此組2段 51122-16 

25 掴恵掴足円面匝 51112竃33.8下層+ 匝12.4.脚16.4高6.3 甫加通常 N6/0良好 115 IV-V 組ケズリ‘円孔3x6セ ッ ト 観面摩耗中 S1I12.13 

P6n・み却・も 13ーもお

26 土師・支脚形 SIII2C上層 下8.2 地冗82 5YR7/S' J込 脚場片 0-皿 外機ナデ痕 S1I12.12 

27 罰"!l!.'時H身 51114楓方22 口12.4.畳14.6、立高0.7、 能')l 5PB6/1良 3/5 II古 ほヘラ切り 外全体と内底蟻粍中句畳描欠け SIII4-3 

高4.7

盟 土師 椀H 51114-1叩 口12.1、高4.5 地πA1 2.5YR7/5・良好 完形 11 内ミガキ、外指頭痕 世m痕無、内出焼成、ラセン状 日114-1

輯積復

四 土師・輔H SIII4-35. 126， 153 口14.3 地冗AI 5YR6/5良 1/lO II 内外岨ミガキ 赤色土器 SIlI4-2 

却 土It高停H 51114-1岨 革4.8 地冗A1 2.5YR7/5良 脚J-¥ 11 界内ミガキ、脚外粗ケズリ 51114-5 

31 土師。高停H SI114-82 義4.7 地冗AI 2.5YR6/6'IHF 脚片 II 陣内ミガキ脚外組ミガキ 内鼎焼成 SIII4-6 

32 土師小型鍋A 51114-2由 口15.7、高8.3 地冗A2 2.5YR6/5且 2/5 11 外指副痕.内ナデ 雇主側龍.体外赤イヒ剥蕗 51114ト3

51114 33 土師・姐刷小釜A 51114-191'2岨 口H仏軍12.6、胴17.4 地冗A2 5YR7/5且好 1/6 11 外ハケ目‘内ケズリ 外赤化 日114-7

34 土師短刷小釜A 51114.210 口16.0、里n14.0、胴17.0 地冗A2 5YR6/5良野 1/20 11 外縦ハケ後ナテ'後縦ハケ、向指 SIII4-8 
頭痕

35 土師長胴量A Sll14掴方39 口初3、顕18.2 地冗A2 lOYR7/4不良 1/20 11 外ハケ目、内ヘフナデ 51114-9 

36 土師・長刷釜A 51114-162'221 口18.2.盟国O 地元82 lOYR7/4且 1/10 11 外ハケ目、内ケズリ 内ヨゴレ 日114-12

37 土師.Jl刷葺A 51114.138 口18.9.1I!16.0 池フ'e:A2 7.5YR7I5且 口頭片 II 51114-11 

38 土師.i揮鋤A 51114掴方12.13.19 口25.3.顕22.2 地冗A2 IOYR8/5良 日朝片 11 外ハケ目、内ヘラナヂ 赤化 日114-14

39 土締 鍋A? S1ll4F ロ21.0、朝22.2 地司A2 5YR6/5皐好 日朝片 II 内へ7ナデ、外ヨコハケ 51114-15 

40 土舗。製塩土器 51114-225 口11.5 地克E 2.5YR7/4且 1/10 I 内外剥落 51114-4 

41 調理杯B董大 51115-62 口17.9 南1JJI通常 2.5Y6/1堅敏 1/3 IV1 天ケズリ 重焼 I、1車用痕無 51115-2 

42 調車体8董小 SIll5B+ SK361-66 口112高1.7‘録2.0、 耐加l通常 2.5Y5/1匪鰍 3/4 IV1 王ケズリ 量処tI、世JH痕無 51115-1 

鐙高0.6

43 調車係A SIll!与75 口14.4 南加通常 ~5Y7I2' 且 1/10 IVI SIl15は

44 3九曹界A 51115捌方。 l有加通常 2.5GY7/1良 1110 IV1-1'12古 肱へ7切り 51115-4 

45 担車小型恒顕壷 SIll5-91 + 5032-87 + ロ8.0、到8.6、廟12.0 南加通常 2.5Y7/1具肝 1/8 皿-1'1 有蓋 51115-6 

51115 ゆ38

46 壇車大量 51115掴方C 口4.2 '"加砂多 2.5Y1/5・且好 口融片 W 口縁師外面に不明線表~ 51115-7 

47 土師倒A SIlI5-27 底8.0 黛犠AI lOYR8/4且 3ノ5 1'11-1'12古 底糸切り後ケズリ、内外ミガキ 両面赤彩、使用痕無 5111らl

48 土師盟副小釜B 51115姻lJA 底7.1 百~l働A3 5YR7ノ5良 底片 W 内カキ目 51115-2 

49 土師・短園小釜B 51115蝋1JO 底7.7 話現場82 IOYR7I4且 民片 W 底糸切り痕.内カキ目 51115-3 

田 土師 1費鍋B 51115竃4 口30.6、商27.6 機渇A3 IQYR8/3血 口頭片 1'11-1'12古 カキ目 51115-4 

51 最・刀子 日115-1 7.9 x 1.45 x 0.6 刃部片 背は平造、重量11.8g 蝕①

52 調車昨日置 51116-48 ロ12.3 南iJJl通常 N5/0良好 完形 II新 天ヘラ切り、外天中央摩耗弱 ゆがみあり 51116-7 

53 
罰車組 日116掴方 +SK381・28+ 車3.7 睡聾 N6/0・良金子 115 11新-12 内顕シポリ SIII6-(j) 

め32

64 覇軍大鉢 51116-24 ロ39.0 '"加衛書学 2.5Y6/1・良肝 1/15 II 外Hapnき、内Da当て 51116-8 

Slll6 
55 士郎・純日 Slll6-6 口132、高5.5 地冗Al IOYR7I3且 116 11 外指面復、内ミガキ 内11¥焼成 51116-3 

出 土師椀H Slll6-15 口14.9 地冗AI 7.5YR7/5良 1115 II 外粗ミガキ 外煤痕 日116-2

57 土師・倒H 51116-40'41'43-44 口16.7 地冗AI 5YR7ノシ且 2/3 I1 内外粗 ミガキ 匝JU~延無 51116-1 

58 土師高停H 51116-46，55日 口16.0.停高5.6 地JtAl 7.5YR7/5・不良 2/3 II 内外剥高不明 向車睡虚 51116-4 

59 土師・哩胴韮A SIII6-1 口12.6、顕12J、刷13.6 地:n:A2 2.5YR7/5且 1/8 II 外ハケ目、内へ7ナデ 外赤i9I 51116-5 

同 土師潔鍋A 51116-8 ロ21.6、顕19.4 地冗A2 7.5YR7ノ5不良 口型機片 II 剥務不明 51116-6 

61 調車・耳八壷中 Sll17姻方n 口14.6、返12.4 南加通常 IOYR8/2不良 1/4 02 天ケズリ 511174 

62 調lli.t:不A董ql SII17-3' P2+ 5K376-67 口14.3、逼11.8 南加通常 5Y6/1・良 112 02 天ケズリ 重機 I、世ffl!復無 51117に5

63 須車。均'A董中 SII17上層 口12.6、返10.6 甫加通常 2.5Y7/1堅級 口雄片 02 重俊 I 51117-6 

⑤2 m車 停B董中 51117鍋方37 口16.8、高1.5、鑑3.0. 南加通常 2.5Y6I1堅級 113 03 主へ7切り 重俊 I、世用m無、ゆがみ有 51117.2 

Sll17 
紐高0.7

65 須!，!l:.t:不B董中 SII17掘)j57 口15.7 南加通常 2.5Y5/1畢緩 115 03 王ケズリ 重韓J.使用痕無 51117.3 

同 痕車・耳B身 5111749 台9.6‘台高0.5 甫加通常 IOY5/1艮 1/8 1'11 底へ7切り 51117-7 

67 土飾・鉢 51117綱方23 熊崎A1 7.5YR7I5且 1115 目2-目3 内カキ目 外面赤彩 51117.2 

同 t師 鉢E 51117上層 口16.5胴20.0 *場A2 IOYR7/4・且 口線片 日-1'1 51117-3 

69 土 師 長 胴 釜B SII17姻方46 口18.0 地元82 7.5YR7I5' J込書子 口揖片 02-03 外煤付着 511174 

51118 70 土飾小型踊 51118竃1-4 口16.8、高6.5 地元82 2.5YR6/5且 1/6 1 ? 51118-1 

1 須恵杯A董中 58252同 口13.9、返122 甫加通常 2.5Y7/1堅級 1110 02 重鍵 I 58252-1 

58252 2 領軍郎A 58252P4 南加通常 N5/Q且11- 底片 E 庇ヘラ切りナデ 58252-2 

3 須車。荷停G 58252問 基3.7 I価加I何鮮 2.5Y6/1良野 脚片 02 58252-3 

167 



付表 1 額見町遺跡、W報告区域出土古代造物観察表

2. 古代掘立柱建物出土遺物
置構 番号 瞳別・器種 出土地点 法量 胎土 色ー燦 残存 時期 鯛I!等 備考 実測番号

4 却!!!..郎B身中 5B2臼p7 台8.4，台高0.5 南方11通常 7.5YR812艮 1/10 V 底ヘラ切り 5B25J.I 

5B253 5 須耶・盤A 5B25JP4 口15.0 市加l通常 IOY6/1良好 口瞳片 V2-羽l 5B25J.3 

6 煩車皿A 5Bお3P3 底4.3 南加通常 IOY6/1・且 1/6 113 底糸切 り痕 5B25J.2 

7 調車・坪B董中 5B255P5 ロ17.0 F旬加通常 2.5Y6/1.!I'l鍛 口緑li 03-皿 重構 I 5B255トl

58255 8 須車耳B董小 5B255P5 ロ12.3 能異白土 2.5Y7/1'良好 日韓片 VI 重焼 Oa 5B255ド2

9 土師.~鵬量B 5B2日 間 ロ18.6、朝16.8 *場A2 5YR7/4 比野 口朝片 V2-111 5B255ト3

10 調理耳B査中 5B257問 ロ12.9 能主白土 2.5Y7ノl良好 lノ15 1V2 天ケズリ 内天畠m: 5B257.1 
5B257 

(転倒鍋溜め}

tt 敏恵停B釜大 も3J 口16.0、高2.8、紐2.3、 甫加通常 2.5Y8/1不良 213 V2 ヲミヘフ切りナデ 盟組 Oa、世用痕無 58259-1 

紐高1.1

12 罰車盤A め3J ll!加通常 5Y6/1・良 底片 V 内底圃復、外底畢舎不明 S8259-2 

(転用昌樹め)

5B2日 13 調車均'A 5B259P2 口12.9 1有加通常 5Y5/1良好 1/15 112 5B2593 

14 調車氷原 5B2日p2+ SK368-5 + 車3.7刷8.9 甫加通常 2.5Y6/1良好 113 V 車沈線 5B259.1 

5K370.147剖 5+もお。や担

15 土師・捜鍋B 5B259PIO 口担2、覇括 i 黛場A2 7.5YR8/3・且 ロ顕片 11 58259-3 

16 土師・2宮鍋B 5B259P5 口42.2覇40.0 熊治A2 IOYR8/4良 日朝片 11 58259-2 

5B2曲 17 須車置B 5H2剖p7 台14.0，台高0.4 下街加通常 10BG6/1'良 底片 V2 底ヘラ切りナデ 使用lI!!fI; 5B2叫 2

18 須車・珂'8董大 5B路4Pl1 口15.7 龍聾 2.5GY7I1具 口線片 1V2新 重俊 Oa Ss264-1 

5B2臼 19 担車坪B董小 5B路4P6 口11.6 南加通常 5Y6/1毘敏 1/3 VI 王ケズリ 重燦 Oa、惜別痕無 5B264.2 

却 土師・岨A 5B路4同 底7.1 黛場AI 7.5YR8/4且 1110 1V2 体下~履ケズリ龍ミガキ 両面赤彩 5B264トI

21 調車坪8葺中 5B田3P2 口17.0 南加白土 5P酪 1I且 口融片 03-田 量購 I 5B265-1 

5B2日 22 土師斥B' 5B26J回 口17.6 黛劫AI 5YR7I6且鮮 1/30 皿 両面赤彩、肉体楠痕 9 5B265ト1

23 士郎短胴小釜A 5B26JP2 口12.8、軍12.4，胴14.7 地冗B2 IOYR8/4・且 118 且 外ハケ目 世朋lI!無 5B265-2 

24 調車体B董rlJ 5B2師PI 口14.8 南加通常 2.5Y6/1・良野 口総片 皿-tvl 宣睡 1 5B2段シl

25 須恵.，不B董小 5B2師円 ロ11.6 甫加通常 5Y5/1良町 116 IVI 王ケズリ 定焼 Oa、使mm:無 5B2品 2
5B2剖

却 調車停B身中 5B2同P8 口16.0 南加通常 2.5Y7II'良野 1/20 1V2 5B2品 2

?:I 須恵・盤A 5B2同P8 口18.7 南加通常 7.5Y61l 艮鮮 1120 v 5B26<与3

28 須車杯8董中 5B26押 15+ SB322P7 + ロ15.3，高2.45紐2.8 南加北醇 5Y5/1血軒 1/5 日3-m 王ケズリ 重焼 1、内王m耗弱 5B267.1 

~'32 紐高0.7

5B267 
29 m:w. .t不 B査 ~Il 5B267P3 紐32、紐高1.0 南加通常 2.5Y6/1且飾 睡片 03-m 重焼 I 5B267.1 

却 須車.，不B身中 5B267P4 台9.6台高0.45 市加通常 IOY7/1・且好 鹿片 目-IVI 底ヘラ切りナデ 5B267.3 

31 須 恵 停B身中 5B267P4 台9.7，台高0.8 南加通常 2.5Y8/1 良 底片 03 5B26τ2 

泣 調 車 盤B 5B26'沖 4+SE03-83 台14.7、台高O~ 甫加通常 2.5Y6/1良好 底片 v 底へ7切りナデ 5B267.2 

5B2回 3J 調車耳A(町明具)沼田~P9 口14.1、高3.3 下街加通常 7.5Y6/1良 1/5 IVI 底ヘラ切りナデ 内池痕 5B2691 

剖 土師。E胴量B 5B?:IOPI 口却2、副17.9 線場A2 IOYR7/3且 ロ顕片 v 58270-1 
5B270 

35 土師浅ii1il 5B?:IOP3，P4 口却8、開36.4 線沿A3 IOYR8I4. j込 1/30 V 内外カキ目、内下半ハケ目 5B?:IQ.2 

5B276 36 鉄ー金具' 5B276PI 2.8><1.7><0.4+3.0><1.0 破片 周具のl!f金具 ' 鉄⑥

37 調理・梓B董'1' 5B耳切P4 口15.4 甫加通常 5PB6/1且鋒 口縁片 1V2 輩!to. 5BZ!協3

38 須車鍍A 5BZ剖P5 能美サラ土 5B5/1'良好 底片 1V2 5B28Q.2 
5B280 

却 調車。蝿B 5BZ回目 台7.7、台高0.35 南加通常 5P851】且師 底片 Vt3 眠糸切り 5B28Q.I 

40 土師姐胴小蓋B 5B2剖PII 底9.0 第製油A3 7.5YR7ノ6良 底片 ~， 底糸切り 5B280-4 

5B2田 41 調理.，不A 5B282P2 南加白土 2.5Y8l2不良 出片 w 5B282-1 

42 調車停B董大 5B283P9 口16.7 F街加通常 2.5Y6/1'毘鍬 lノ6 V2 王ヘラ切 りナヂ 量焼 l、佐用m:無 5B担3-1

43 覇軍・杯B身中 四 国3円 台9.0台高0.5 I釘加通常 5酷.;1且好 底片 v 5B詔3-2
5BZ邸

44 調車.DIlB 5BZ田PII 口14.0 南加通常 N5/0.j孟鮮 1110 VI 5B田3レ3

45 土師・哩胴小量B S犯3P8 口13.2、車12.1、胴132 窯場A3 IOYR8I2.且 1/8 V 5B描J.4

46 彊車坪H董' 5B3田p8 ロ13.0 能畏' N5/0良肝 ロ縁片 TK43? 58却2-1
58302 

47 須恵、IJ(F 583皿PII 口12.5 南加1通常 N4/0堅級 口頭片 TK43? 外沈線区画内液状文 7!k 5B却2.2

48 調車・坪A董中 5B321P4'P5 ロ14.2返12.1.紐2.6 南加通常 IOYR6/1堅敏 3/4 02 天ケズリ 重焼 I、世mm:続、ゆがみ有 5B321.2 

総高0.9、高2.7

49 須恵句'B・監大 5B321問 +P1l03+ゆ32 紐3.1紐寓1.0 市加I何野 IOYR7I1毘艦 1/6 02 買ケズリ Ji鋼電I、世m痕無 5B321.1 

5B321 間 須恵・杯8董中 58321P3 口15.1 商加砂多 2.5Y6/1且好 1/4 03 王ケズリ 輩!tt.世用痕無 5B321.3 

51 剖1!('均'8身中 SB321P2+$K却8+ 口13.6、高4.1、台9.0、 甫加通指 N6/0陸線 315 02-03 底へ7切り 使用m:無 58321.5 

ゆ32よ32 台高0.8

52 須車界A SB321P2'P5 口132高4.0 商加白土 2.5Y8/3不良 7/8 02 底ヘラ切り 5B321-4 

53 須'!!t・t不B董・l' 5B322P6 ロ16.8 南加通常 7.5Y6/1艮 日韓片 阻-tvl 天ケズリ 重俊 I 5B322-1 

54 額 車 坪A 5B322P5 口14.6、高3.2 南加通常 5Y5/1'良好 115 皿 底ヘラ切りナデ 世用痕無 5B322.J 

58322 
55 調車・昨A 5B322P5 口13.7、高3.55 南加通常 2.5Y7/2血鮮 】14 IVI 底ヘラ切りナデ f史用jJ(!fI; 5B322-4 

日 須恵皿B 58322P3 台6.8台高0.4 南加通常 IOY6/1良 底/j" Vl3 由来切りナデ 世用痕無 5B322-6 

57 土師長胴韮B 58322P3 口24.0 黛渇A3 5YR7/5且 口緑片 皿-11'1 5B322.3 

国 土師長胴釜B 58322P7 口21.7 議場A2 lOYR7/4良 口縁片 03 内カキ目 5B322.2 

58323 59 郷軍・係A世I明具)58323P4 口142、高3.3 前加通常 2.5GY7/1且 115 IVI 底ヘラ切りナデ 口縁抽痕 5B32J.I 

帥 鏑車.，不B筆中 SB325P5 口15.8 商加通常 5Y7II'良好 1/10 m-IVI 量燐 I、植用線無 5B3251 

58325 61 額忠 郎A 58325P9 南>>11通常 5Y5/1良好 底片 V 底ヘラ切りナデ 世用痕無 5B32!み2

62 土師長廟釜B 58325P5 囲17.0胴却7 熊崎A2 lOYR7/5且 1/6 V 内外カキ目 使用痕無 5B3251 

3. 古代土坑出土遺物
温情 番号 横別器撤 出土地点 法量 胎土 色焼 間存 時期 調整等 備考 災測番号

1 罰車年B身'1' 5K2794.10 口15.8，高4.2，台10.3， I軒加通常 N5ノO良野 112 皿 J!ヘラ切り 内成摩耗強、外庇ヘラ記号rXJ SK279-2 

5K279 
台高0.5

2 罰車小型鉢 5Kml 口10.1.衡2.6 南加通常 2.5Y8/2不良 7/8 W 底ヘラ切り 内厚〈 抽袋、外簿〈抽復 5K?:191 

{町明具)

3 須車。均'8身小 5K314上蘭 ロ11.0、高3.3、台9.0， 龍z吏〆l、石 5YR5/3・H 2/5 IVI 底ヘフ切りナヂ 使用車無、底爪状圧m: 5K314.1 

5K314 
台高025

4 須忠商勾'A 5K314下層 胸13.0 南加通常 2.5Y612不且 8館片 IVI 5K314-2 

5 土師(1<鍋B 5K314上層 口39.6.車35.8 者慢場A3 25YR6/6・且 lノ30 IVI 内カキ目 世周痕無 5K314.3 

6 調車杯B董小 5K32ICII 口10.6 甫加通常 N6/Q・良 113 1V2 天ケズリ 重剣tnb使用m:無 SK321-1 
5K321 

7 土師・主脚車 5K321CI8 上5.0、下5.6、孔12 li!!場AI IOYR7/3・良 略完 0-11' 指顕m 5K321.2 

5K326 
8 土筋商事不 I 5K3部床直 脚11.0 地冗B湾、 5YR7I6不具 脚片 漆12鉾 内ケズリ 赤色 5K3:込2

9 土師 小型壷 5K3出庫直 口7.9 地j(;B赤 2.5YR6/6・且 口顕片 漆12!浮 赤色 5K3261 

10 須車停B董中 5K342.13 口13.8 南加白土 N8/Q聾鰍 118 VI 天ヘラ切りナデ 重焼 Oa 5K342.1 

II 壇車耳B身大 SK342-2'5+よ34"''(1) 口15.5‘高6.65、台11.7、 南加通常 2.5Y6/1・良好 lノ10 VI J!へラ切りナデ 5K342-2 

台高O日

5K342 
12 罰車向'B身'1' 5K342-14.16 ロ15.2弓術4.3、台10.0、 南却1通常 5Y8/1不良 lノ5 03-皿 5K剖z-3

台高0.3

13 須 恵 耳8身小 SK342-1 +よ34r.リ 台6.8、台商0.35 南加白土 2.5Y7/1良好 118 v 底ヘフ切り SK3424 

14 須盟小吏 SK342-11 + SK剖5+よ34 口17.8、劃15.8、里高2.6 市加通官 2.5Y8/1不良 1115 V 叩き後外カキ目、内ナデ 5K342.5 

タマリ・も35・め3Jよ剖

15 調車。杯B量大 5K剖5 口172 甫加通常 2.5GY7/1且 1/2 11'2新 天ケズリ 重機 Ob、世期復無 5K345-1 

16 調理勾'B葺大 5K目5+よ34r1"} 口162 南加通常 2.5Y8/1・良妻子 1/3 1V2 王ケズリ 重焼 I、内王鵬耗強 5K345-2 

5K剖5 ら34グマリり担ダ7'1

17 壇車耳B身小 SK345 +よ34ゲマリ 口10.5，向3.85、台7.6、 南加通常 5Y5/1堅級 1/6 1V2 5K剖5-3

台高0.45
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第田章 今回報告区域出土の造物

適例 番号 種別器機 出土地点 法最 胎土 色焼 間~f 時期 測量等 備考 !I!潤番号

18 担里町'B笹大 SK35ト51 口19.5 南加通常 2.5Y6/1・堅級 1/10 1V1 天ケズ，) 重燦 1.内天聴耗!!!.血痕 SK35!:ト1

(転用曜)

19 調車珂'B董中 SKおら59同 口13.4 能美 5YR512且 1/5 IVl 天ヘフ切りナデ 重提 l、世用痕無 SK35，ト2

回調車勾'8董小 SKお5-57'122 口12.8 前加通常 2.5Y6/1'堅鍬 1110 1V1 重睦 1 SK355-5 

SKお5
21 調車均'B身中 SK35与79+む36 口13.3、高3.9.台叩β 前加通常 5P回 /1凪 1/6 IVl 底ヘラ切りナデ SK35，凶

台高0.55

22 調 車 杯B身小 SKお5-19 口10.3、高4回、台7.7. 甫加通常 5Y6/1・且岬 2/3 1V1 底ヘラ切りナヂ 世)1j1度無 SK355-4 

台高0.4

23 調車。小旗 SK355-31 + SD32-35 胴9.0、台5.6、台高0.45 I何加通常 2.5Y7/1里線 1/5 IV-Y 刷下位ケズリ SK355ト7

24 土飾文劇部 SK355-21 下5.3、担商4.9、孔1.8 黛場A3 7.5YR8/4良 lノ4 11-1V 指国型仮 外被勲剥務 SK355-8 

SKお8
25 鉄・刀子 SK3国B 7.5x L4x0.5 刃部片 背lま平造、重量15.4g 銑③

26 怯 片 刃 銀 SK358(沼)C 3.3x 12x0.4 両端欠銅 重量3.6. 動④

27 須恵・耳B壷中 SK361-11 口14.6 能美 2.5Y6/1'Mf 1/10 E 天ケズリ 重焼 I SK361-2 

盟 須 車 坪B董小 SK36140 口11.9 南加通常 N7/0不且 1/6 皿 1Ii!!t1、世用策無 SK361-1 

SK361 却 型 車 坪8身小 SK36I.37.39.51 口10.0.商2町、台7.6、 南加通常 2.5Y6/1堅緩 略完 E .~ケズリ 使用疲無 SK361.3 

台高0.35

3() 土師。捜鍋B SK361 口叫O、覇36.4 禦場A3 10YR7I4不良 1/却 m カキ目 SK361.5 

31 須恵杯B董小 SK部34-17 ロ12.7 I有加通常 N5/0・堅級 1/3 1V2古 王へ7切りナデ 重焼 l、使用痕無 目指3-1

SK部3
認 調車・盤A SK謁3-9.25 口17忠商2.4 衛加通常 2.5GY6/1・不良 略完 1V2古 底ヘラ切りナデ 世用jJ{無 SK話3-2

33 調車盤B SK部3-お 口21.2、高3.85.台15.8. 甫加通常 N6/0・良1'1 1/30 1V2新 底ヘラ切りナヂ SK革3-3

台高0.55

SK364 
担 調車ー杯A SK部4 南加通常 N6/0'o.師 M王片 VI-VIl ほヘラ切りナデ 内底畠溜め彼.外底「生Jl墨書 SK部4トl

(転)1J晶掴め)

35 須恵耳B身大 SK36s.62+よ34;-71)147 日16.6、高6.5、台11.8、 I耐 H通常 N5/0良好 1/8 1V2新 SK担5-3

台市0.4

36 掴車引fB身中 SK却5-45 口14.3鴎4.3台9.0 I何加通常 叩YR7Il'!!l敏 113 日3 底へ7切りナデ 悼用保無 SK品目

台高0.5

37 調車杯A SK部与制 口142 南加通常 5G5/1良 116 113 SK365-4 
認煩!!l.l:f.A SK却5-48 口13~、高3.2 荷加通常 IOY6I1'1. 1110 1V2新 底ヘフ回り ナデ SK365.5 

SK描5 391m車I!A SK革5-1l3 口172、高2.7 南加通常 10YR6/1良好 1/10 Y1 底ヘラ切りナヂ 内鹿取耗弱 SK括5-6

叫 須 恵 鉢F SK誕5ト36.37 口却A 南加通常 2.5Y5/1品貯 1/8 n3 内外カキ日 世}fjlf{無 SK施日

41 調車台付鉢 SK描5-95 台10.1.台高1.7 南加通常 IOY6/1'且 台H n3 底ナデ、内底ナデツケ 世)jjlf{~ SK担5ト7

42 掴車償甑 SK晶5-38.93 閉10.0刷高7.4 1何加通常 5Y6/1堅級 1/8 日-1V 外HcUIlき、内D当て SK施時

43 掴車中壷 SK描5ト15-41，120 口出.0.劃21.2 陶加通常 2.5Y7/1・良好 日朝片 E 外HII Il ~、内D当て SK革5-10

44 土師・坪B董 目指S剖 鉛3.6、紐高l.6 飛場Bl(サラ) 7.5YR7/6良 鉦片 ~' 2斬 両面赤彩 SK話ら@

45 土師 線A SK365-42 底7~ 1i!'倍Al 5YR8/4良 116 1V2新 低ケズリ後ミガキ 両而亦彩 SK話S①

46 罰車・耳A SK3“忌11 口1l.4、高3.3 甫加通常 IOYR8I4・不良 】/4 1V2街-Vl 底へフ切りナデ SKヌ迅2

SK3届 47 掴車耳A SK3品6 口12.0‘高2.65 T何加通常 7.5YR7/4'且 1/5 ¥12 底ヘラ切りナデ SK366-3 

48 I ~且車突帯付量 SK3“5-19.24 突14.7 南加砂多 584/1・堅鰍 116 国-1V 王カキ目 量購正位、世m彼無 SK3品 6

49 5員車杯B身小 SK367ー却 34-36+Cs: 口10.0.高3.7、台6.0、 市加白土 10YR7/1・良好 2/5 v 底ヘラ切りナヂ 使m復無 SK367-1 

P512 台高0.4

50 調理.1平A SK367-96 口122、高2.85 甫加通常 2.5Y8/1・不良 2/5 V2-VIl 底へ7切りナデ SK367-2 

51 掴思'I!A SK367-18 口14.7高2.25 甫加通常 N6/0' J.lJf 1/10 V 庇ヘラ切りナヂ SK367-3 

SK367 52 鎖車・荷停A SK367る3 口212 術加通常 2.5Y7I】不良 口融片 1V2新-Yl SK担74

53 土師 鉢E SK367-49 口214 梨場A1 IOYR8I4且 口融円 V SK367-8 

副 土師。盟日胴小釜B SK367-13 口15.0、覇13.3 烈場A2 IOYR8/3不良 刷上片 v SK367.7 

55 土師民湖蓋8 SK367開 口232顕21.6 無場A2 IOYR7I3不良 日韓片 ¥1 SK描7-6

56 土師埠鍋B SK36才-48 口392、顕37.0 無場A3 IOYR8/3且 口覇片 v 内カキ目 外煤 SK珂7.5

57 調車杯B董大 SK370D上層 +GP6日 口18.9 能美 2.5Y5/1'良 1/6 W 王ケズリ 量処 1.内天摩粍、朱!II!腹 SK37()'s 

(転)1J朱!ll1il) も35

58 仇曹・均'B蓋中 SK370-剖 駈32、艦商0.7 南加通常 N5/0良野 114 11'2新 究へ7切りナデ 重俊 I、世用彼無 SK370-2 

59 筑曹界B董中 SK370-102 口13.8高2.8紐2.6、 甫加通常 l田 町l且 2/3 11'2新 ヲEケズリ 亜焼n，、使!HI健無 SK370-1 

紐高1.1

同 覇軍'l:f.B重量小 SK370-回1+ SK377.1日 ロ10.8 能聾具土 2.5Y7/1良好 1/6 11'2紙 Y1 天ケズリ 亜娩 n，、内天昼夜 SK37Q.4 

(転用品溜め)

61 調車坪B身中 SK370-247 台9.8、台高0.4 能聾 585/1且 1/5 11'2新 底へフ切りナデ 内底中央摩耗弱、底ヘフ配号 SK37u-8 

SK370 
62 調理 4耳B身小 SK370-2坦+も担 台7.6、台高0.5 南加通常 5PB5/1良肝 118 1V2新-Y1 底ヘラ切りナデ 内底油彼 SK370-9 

(町場1具)

63 掴車保B身中 SK370-244 ロ143、高62.台8.1、 南加通常 2.5Y6/1'堅敏 1/3 Y2 底へラ切りナデ 使用仮無 SK370-6 
台高0.5

制 壇車時'A SK370-23・232 U14.5 甫加通常 IOG6/1且 1/4 W SK370-11 

65 調車停A SK37().)届・203・C下届 口12.3、高3.15 F何加通常 N6/0且好 1/5 11'2新-Yl 庇へ7切りナデ SK370-1O 

師 覇 軍 係A(町明品)SK370-2前 口14.6 南加通常 5Y6/1且 1/10 W 内聞抽jJ( SK370-12 

67 土師。長胴釜B SK370-120 ロ2l.0、覇17.6 熊場A2 7$YR8/3込 口園片 11'2 内カキ 日 内線げjJ( SK37().14 

剖 土師会愛胴釜B SK370-21 口21.6、朝1&3 織場A2 7.5YR7I4・良 口顕片 11'2新-Yl SK370-13 

69 土師世鍋B SK370-27 口34.0、朝31.0 興湯A3 7sYR7/3'1込 11:初 11'2新-Yl 内粗ハケ、外下半ケズリ 外下半煤 SK370-15 

70 須 恵 坪A SK372-9 口14.2.;0;3.2 南加通常 7.5GY5/1良時 2ν5 皿-lVl 底ヘラ切り 使用痕無 SK372-1 

SK372 71 土師機F SK372-6 難場Al IOYR8/3・lHf 115 03-皿 内外ミガキ 両国赤事 SK372・3

72 t師民胴釜B SK372-1H5 口19.9、顕16.1刷18.2 議場A2 7$YR7/4良野 1115 03-m 内外カキ日 内胴中位~ヨゴレ SK372-2 

73 調 車 呼H司監 SK373-14 口12.8、商推5.7 甫加通常 5BG5/)'艮 1/5 11軒 天補助ケズリ 重構正位、内天摩耗強 SK373-4 

74 調 車 坪H身 SK373-15.24. 25.27.28 ロ11.5、畳13.1.立高0.7. 能畏 2.5Y7/1艮 4ノ5 11新 庇ヘラ切り後(Lナヂ 内E医科E中、盤4良 SK373-8 

165 高4.1

75 割~.J:不 H 身 SK373-2臼 3剖 328 口11.5、受13.6、立高0.5、 南加通常 N5/0堅級 113 11新 底へ7 切り 重俊正位、使用痕無 SK371日

前3.45

76 調車・錦b董 SK373-173 口11.8 F何加通常 2.5Y6/1艶級 lノ10 日新 重焼 I 5373-2 

n 土防岨H SK373-2SS'2叩 292目3 口15.0 地冗Al 5YR6/4・A 112 11 外ケズ，).向 ミカーキ 外赤化、内中位焦げ帯 SK373-1 

SK373 
295-297，2四 300

78 土師・倒H SK373.55・57-59.70 口16.4 地冗A1 7.5YR7/5良 1/5 11 内外粗ミガキ SK373日

79 土師小型鍋B SK373-46・47'53-62.64 )]23.5 地7CA2 2.SYR6/4且 1/10 11 内外粗ミガキ 外全体館、内煤?J.l.Hf? SK371ふ2-4

回 土師小型蝿 SK373-63' 189 口25.0、車22.6 地πA2 7.5YR7I4且 1/6 11 内外組ミガキ 外被熱赤化 SK373-5 

81 土師盟園小釜A SK訂3-四1 口11.7、顧問4、胴12.3 地冗A2 2.5YR7/6'且 1/10 11 外ハケ目、内ヘラナデ 内外赤化剥落 SK37与①

82 土師・姐胴小釜A SK373-180 ロ16.4、顕IS.6 地πA2 7sYR7/4良 11却 11 外ハケ目、内ケズリ 内口融場、化剥高、内刷焦げ剥高 SK373-② 

83 土師長胴釜A SK幻3-31 地冗A2 IOYR8/4・不良 1/10 11 外ハケ日、底ナデ.内ナデ 使)1JjJ(無、外底中央に円形燃斑 SK373-7 

84 土師 揮 鍋A SK373-58.214.253・274 口18.8罰16.3、刷27.8 地冗A2 2.5YR6/5良好 1/6 11 外ハケ目、内ケズリ 内上半ヨゴレ SK373--6 
担。

85 土師甑A SK幻3-289 口却O 地冗B2 IOYR7/4且 lノ5 11 外ハケ目、内ケズリ 世閥復無 SK373-8 

臨 土lIJ;.宜脚車 SK37343 底11.5x現存8.5 池山ニt? IOYR8I4且好 下半部 1 ' 底面韮状庄復 極熱赤化、重量819.3. SK373-12 

87 石 前錘III SK373-213 4.0 x 3.9 x 1.55、孔O晶 滑石 完都 I 摩耗多、側面 F町に鋸歯士、 SK373-9 

重量353.

SK373 朗 石砥石 SK373-7 10.3 x 12.1 x 4.0 砂岩 聞各完 線復司町、低面7、重量7曲.9. SK373-3 

89 煩車。昨A壷中 SK373.32' 120 + P5訂 口14.7、返12.7 南加通常 2.5Y5/1堅敏 1/8 02 量壇 l、世別O{無 SK373-1 

回 須車勾'B董中 SK373-166 口15.8 南加通常 5YS/1'堅級 1/10 02-03 重機 I SK373-3 

91 須恵杯8身中 SK373-170 口13.7、高4.5、台9.3、 南加通常 2.5Y6/1畢級 2/5 02-03 底ヘラ切りナデ 倒立焼、世用痕無 SK373--6 

台高O.S

92 掴車・杯B董中 SK374ドl 紐l2、紐高1.2 雨加通常 2.5Y8IH 、n 紐片 IVl SK374-1 
SK374 

93 土師ー楠A大 SK374ト14 口18.8.商5.0、底叩O 黛樋81 5YR7/6良好 3/5 IVl 底ケズリ後内外ミガキ 世間jJ(!眠、両面赤彩、開斑有 5314.2 

94 須思・均'A董中 SK37写.37 口13.7.逼1l.8 I栢加通常 2.5Y7I1堅級 115 02 王へ7切りナデ 重焼 I、世片11良無 SK375-1 
SK375 

95 領 車 坪B身中 SK375-31.39'43'44 台10.6、台高0.5 陶加通常 2.5Y7/1良好 2/3 n2 底ヘラ切りナデ f史用O!無ー外底ヘヲ描き「大」 SK375-2 

96 額~.均二 B壷司 SK37f).2']4 +り361'.1) 口16.0、高2.7、紐3.2、 南加通常 2.5Y6/1・良好 112 n3 王ケズリ 重構 l、世1日銀無 SK376-1 
SK376 

160 紐高0.7

169 



付表 1 額見町遺跡W報告区域出土古代造物観察表

遺構 骨サ 橿別器掴 出土地点 法量 胎土 色焼 時存 時期 銅盤等 備考 実測番号

97 割車杯B置中 SK376ド37 口16.0 甫加通常 5Y7/J・不良 口融片 03 SK376-2 

曲銅J.r:.J:不B置中 SK376-50 紐3.0、紐高0.9 時聾 2.5Y6/3'U 紐片 03 重県 I SK376-3 

99 覇軍・盤A SK376-57+SB250'PI4 + 口16.2術2.25 下街加通常 2.5Y6/1.a_貯 1115 IVI l庇へ7 切りナデ SK37ら4

SK376 
もお

l曲 調車両杯G SK37f>.68 脚9.9.1li3.7 南加通常 5GY6/1且 勝片 日2-03 SK376-6 

101 土師手付深鍋 SK376-1 口16.7.覇17.0、刷お3 地元B2 7.5YR7I6艮 胴上片 E 外縦ハケ俊樹ハケ 世JIHK無 SK37'ふ8

土師甑B SK376-剖 底17.6 輯場A2 7.5YR7/4・1< 庇片 IVI 外HUIIき後カキ目、向Da当て後 SK376-7 
I田

ナデ

103 割車。停B董大 SK377・II'E 口18.0 I何加通常 10Y6!1良 1/4 V2 ヲミへ7切りナデ 量焼 Oa、使用痕無 SK377-3 

104 型車時B董大 SK377-58'65 紐2.4，紐術12 前加点量常 5PB5!1 ・良好 1/3 V2 天ヘラ回りナデ 量購 sa町内天中央府耗中 SK377.2 

l伍 覇軍陣B董大 SK377-45 仁116.7 甫IJII砂少 N7IO且 1/8 、12 天ヘフ切りナデ 車提 sa使用彼無 SK3円4

l岨
項車。停B董大 SK377-14'73 1=114.5.高4.0、紐2.4、 荷!JJI通常 N7IO且貯 213 V2 天へ7 切りナデ 重妓 sa.内買巾央摩耗強.蝿痕 SK377.1 

{・r.JfI観) 紐高1.4

107 須恵均'B董小 SK377-182 紐2，0、飯高1.1 龍聾白石入 N7IO良 紐片 V2 SK37τ5 
SK377 

108 須恵'l'fB董小 SK377・77・124 口12.0 南加通常 5Y6!1匪鰍 3/4 V2 7iケズリ 重俊1.内3夜中央摩耗中、出痕 SK377-6 

l回 調車ー停B身小 SK377-75 台7，9、台高0.4 能揖サラ土 5Y7/1良好 1/5 V2 底ヘラ切りナデ 内庇摩耗弱 SK377-7 

110 車H~. j:;不 A SK3π120 口12.0、高a9 I相胡I通常 5B6/1且鮮 215 羽l 底ヘラ切句ナデ 世IIHIl無 SK377-9 

111 続車郎A小 SK3円 l曲 口9.6、高2.4 甫加通常 5PB5/1・且ff 215 V2 庇ヘラ切りナデ 使1耐震無 SK377-6 

112 土師'l'fA(安J明具) SK377-68'D'E 口IOs 黛場A1 5YR7/4且Il 1/5 V2 底ヘラ切りナデ 内外回線油製 SK377-11 

113 土師長鵬蓋8 SK377-6 口19.8冒頭18.4 期犠A2 IOYR8/3・良 胴上片 v 外煤 SK377-10 

114 姐且(..]:キ A蓋中 SK施3-101 口14.1返12.0揖2.7. 期加過常 2.5Y6/1堅鰍 112 02 天ケズリ 重俊 I、使mn提無 SK担3-1

紐高0.95

115 調車勾'B董中 SK担制07'1凹 ロ15.1、商3.6、紐2s、 I有加通常 N6/0且昨 314 02 主ケズリ lIt健 I、世用痕無 SK耳3-2

SK盟3
116 剖E 均'B董't' SK描3-1回

紐高0.8

口15.7 前加砂多 5PB5/I'且好 1/3 日3 王ケズリ 重俊 1.世m痕無 SK持与4

117 割軍隊B董中 SK描3-113 nI5.5.高3.1‘紐2.9. 南加i通常 N6/0良好 112 s3 王ケズ 'J 重焼1.使用痕無 SK皿3-3

紐高0.8

118 領軍‘耳A SK383-110 ロ14.1.路4β 南加通常 IOYR8/4'不且 元都 02 鹿ヘ7 切りナデ 世用Il!. SK施3-5

119 剖 車 昨B身大 SK384A上樋 +P侠l8・ 口17.5、高6s、台13.1、 南加通常 N5/0・良 lノ8 1V2古 体下~底ケズ リ 内面全体漆付着 SK掛 3

(舷lIIilfl金り具) や29 台高0.6

i却 組 車 時B身中 SK384-23.24 ロ132、高4.4、台9.95、 南加通常 N5/0 良好 718 1V2古 底ヘラ切りナデ 内底摩耗iill SK384-2 

SK坦4
121 観:~.耳A SK384-45' 59田 .p上層

台高0.6

ロ13.0、高32 南加雨雲季 5Y7/1良好 112 03 底へラ切りナデ 世JII!限無、外股ヘフ肥号rlJ SK持4-5

+よ33ゆ33

122 観車均 A SK384-48 口122、高32 甫加砂多 5GY6/1且肝 2/3 1V2古 庇ヘヲ切りナデ 世1IIll!無、外Iil'.へフ記号rlJ SK384-4 

123 土師・鉢E SK坦4-21，22 ロ202 泉場A2 10YR812且 11却 v 内外ロクロナデ SK384-1 

124 掴車均'B董中 SK385-60.123.1剖 口16.8.高48.紐32、 南加通常 2.5Y6/1'堅厳 7/8 E 王ケズリ 車焼 I、世間Il!無 SK耳5-2

紐高0.55

125 須恵・主不B董中 SK担5-5.30 紐2.3、紐高0.9 南加砂多 2.5Y6/1・比野 112 1V2 天ケズリ 内天ll!縄中 SK詔5-4

126 tIiw.杯B董中 SK描5ト25 艦2.15.紐高0.9 南iJJl通常 2.5Y6/1.堅敏 1/6 1V2 天ケズリ 亜焼 1.内天摩耗中 SK385-3 

127 額車ー杯B壷小 SK認5-137 口11.4、高2.35.録2.2、 南加通常 2.5Y5/1良好 2/5 1V2古 王ケズリ 重俊 I、使用m無 SK385-5 

鉛高0.95

128 狐車。勾'B董小 $KJ85.129 +よ33ら31 口11.6高2.1.級2.4、 南湖l砂多 2.5Y7Il良好 1/2 1V2新 天ケズリ 量得B b、内天摩耗強、内天ヘフ SK謁ふ6

33 紐高0.8 記号rlJ

SK耳5
129 調車綜B身大 SK38&-17. 22. 36-40' 48 + 口15.4、高6.0台11.7、 商加通常 N5/0堅徹 1/2 1V2古 底ヘフ切りナデ 世用痕無

よ33ら33 台高0.5

1拍 調車保B身中 SK耳Eド拓 94も却 ら33 UI1.8、高.2、台8.5 南iJJl砂多 2.5Y7/1堅級 215 1V2新 底ヘフ切りナデ 使用m無 SK耳5-8

台前0.5

131 続車時日身小 SK耳Eはお SKお8-9 口92、高4.0.台6.9、 商加通常 5Y6/1堅緑 112 1V2 1((:，へ7 切りナデ 使用痕無 SKお5-9

台高0.45

132 項 車 坪A似I明HISK385-68 .97 +よ32 口14.4、高3.4 市加通常 2.5GY6/1'込 lノ2 1V1 底ヘラ切りナデ 内広〈油袋、外部対11質 SK385ト11

133 掴 思 耳A(灯明具)SK括ら71.125下編 口14.1高2田 I街加通常 2.5Y8/1良 1/3 1V1 底へ7 切りナテ' 内口縁抽痕，体成車時ゆがみ有 SK施5-10

l担 壇車主不A SK語5-70 日12.6.高33 I街加通常 2.5Y712.良 1/4 N2i!i 底ヘラ切りナデ 佐用彼無 SK385-12 

135 t師.11胴a&R SK盟5-53 口22.9、園19s lIIl場A3 IOYR7/4・不良 口車片 1V2 内外カ キ目 SKおらI

1珂 捌!/!..杯B董中 SK担8-62.臼 +ゆ32よ33口152、高2.95.紐3.6、 I何IJiI砂多 N5/0良好 315 1V1 天ヘラ切りナデ 重俊 1.使用彼無 SK388-1 

録商0.9

137 調車・2不A SK3晶~9+ や目 ロ13.3，商3.6 期加通常 5YR5/6・生埴 1/3 1V1 底ヘラ切り 値Jn!誕無 SK388-4 

I胡 調車時A SK388-52 ロ12.4、高325 南加砂多 2.5GY5/1良好 1/5 1V1 底ヘラ切り 使用痕無 SK耳8ト5
SK謁8

l却 額車勾'A SK388-田 32+P515 口143、高2.05 市加通常 2.5Y8/1'不良 215 1V1 底ヘラ切 りナデ 内庇園陸綬弱 SK38I与3

140 罰 思 鋭 SK羽ι1+ゆ担r(1) 口15.7 市加通常 IOY5/1且鮮 lノ6 w 体下ケズリ 体沈線2条 SK3路 6

141 土師鈍A SK38Iふ7 酒製場AI 10YR8/4・良 1/6 W 体下ケズリ後内外ミガキ 両面靖彩 SK388-1 

142 土師長胴量B SK認8-昂 口22.6罰19.6 ?場A3 lOYR7/4良 H車片 1V2 内容Lヵキ目 SK3縦与2

4. 古代井戸出土遺物
置構 帯号 線別器纏 出土地点 桂量 肱土 色量 残存 時期 調整等 備考 実測番号

l 剤，，!!..杯A SE回優下層③ ・中層 口11仏両3.1 南加通常 2.5Y7Il'良 3/5 V2 底ヘラ切りナデ 世月1m無、外底「国主」鍾舎 SE03-31 
2 調車.，不A(tJ'明且) SE回最下層喧xj) ロ14.6、高3.65 南加通常 5Y7/1具 1/3 1V1 底へ7 回りナデ 内円緑抽袋、内外庇煤網 SE03-7 

3 須恵盤A(較刈匝)SE国最下膳③ 上梅 口15.8、高2.15 能艶 2.5Y6/1'良師 1/5 V2 庇ヘヲ切り 内底目優耗峰、瞳痕 SE03-14 

中層 +SD43

4 罰車両年A SE回優下層③ 脚10.0 南III砂多 世田./1且M 脚片 IV2-Vl SE03-21 

5 担.1!:'l'fB董大 5E回優下層② ! 口17.0、高4.1、紐Z品、 時聾サラ土 IOY6/1良 完形 1V2街 天へ 7 !:IJ~ナデ E使 sb.内天H豊島E弱 5E03-1 

錘商1.0

6 須J.!!.'体M 、 5E田下刷① 口9.3、高3.1 能美 lQYR7I1且 215 V2 庇へ7 切りナデ 外金体抽痕煤疲 5E03-1I 

w明JO
7 抵曹盤B 5E03下届① ロ19s、高3回、台132、 商加通常 S国/}'1よlIJ. 112 v 成ヘラ切りナデ 世用!f{無、外底「生J畢寄 5E03-18 

台高0.5

8 覇軍。盤B 5E03下層① 中贈下底 口19.5、高2.95、台14.6、 甫加通常 5B5/1良鮮 2ν5 V2 底へ7 切りナデ 内出掛繍め復、外底「ニ」損容と 5E03-17 
(転朗畠溜め} 台高0.4 II¥Il! 

9 罰車盤A(転用硯) 5E田下層① 中層下降 口152、高2.1 甫加通常 7.5Y6!1良 略完 V2 底ヘラ切りナヂ 内底摩耗強蝿痕 5E03-13 

5E03 10 罰車小瓶A 5E03下層① 口4.4、覇32、刷10.4
高e公'

2.5Y7I1良町 完車 1V2 Jif:ヘラ切り後ナヂ 口火け有、台靖欠け、摩耗、胴外 5E03-23 

高11.1.台5.7、台高0.55 ヘラ記号rlJ

11 調車 重量A 5E田下刷① 台112、胴17.6、風商13.5、 荷主公サフ土' 2.5Y6/1良好 口欠暗主 v 外刷下半ケズリ、内底ナデツケ 使用保無 5E03-28 
台高1.3

12 j師ー鉢E 5E田下層① 底10.5 割拠場A2 10YR7/4・血好 213 VI 成糸切り 使用痕無、外下位出廃 5E03-2 

13 UiJJ!.'均'B董大 5Eω上層 口15.0 甫加過常 IOY6/1且 1/5 V2 天へ7切りナデ 重俊 sa、内天摩耗強 5E03-2 

14 噴車均'B董'IJ 5E田中層 口133 南加通常 2.5GY6/1且 1/6 VI1 主へ 7切りナデ 重俊 sa、内天摩耗弱晶m 5E03.3 

(転用阻)

15 型車。惇B身小 5E田中層下庇 +5K3世+ ロ11.1.高4.1、台制、 南加通常 7.5YR3/1堅級 112 V2 J庄へ7 切りナデ 世用揺を無 5E田①

や却・ゆ31 り32 台高0.45

16 割)!!.均'A(町砂l具) 5E田中層 F~ 口12.1.高2s5 所III通常 IOYR7I4'且 2ν5 VII 庇ヘラ切りナデ 内抽復 5E叫8

17 鎖車。係A(訂明具)S回3中層 口13.4、高2.8 甫加通常 2.5Y8/2.不良 112 VI1-VI2 Ii!;へ7 切りナデ 口織に抽痕 5E03-9 

18 割!~.j:;不A (~r明具} 5E田中層 +5045 口12.4，向3.0 P傷加通常 2.5Y8/3・不良 1/5 VI1 庇ヘラ切り 口融内外と内底面に袖侠 S回 3-(j)

19 机曹・杯A 5E田中層下眠 口12.6、高2.6 前加通常 5Y6/1良 2ν3 、，11 底へ7 切りナデ 匝m痕無 5E田4

20 型 車 盤A SE03rf'層+や却 口14.4.高2.1 I有加通常 N4/0畢鰍 113 VI1 底ヘラ切りナデ 内面島俊民弱 5E03-16 

170 



第四章今回報告区域出土の造物

遺構 番号 楓別・器被 出土地占 法量 胎土 色健 残存 時剛 調援等 備考 2た測番号

21 調車鉢E SE0311l刷 口18.0 瑚加通常 2.5Y6/1'堅敏 日韓1¥ V 5E03-24 

22 痕思・壷A董 5E03'1'廟 紐2s、紐高0.7 市加砂多 5Ps7/1血野 1/6 1I'2-V 重俊正位 5E03-22 

23 甑思・壷F 5E03上幅下腹 r.:114.7.覇13.2、胴20.6 繭加通常 2.5Y6/1. Jl.H 1/15 v 外カキ目 5E03-29 

顕高2.a

24 羽目!!..水JU( 5E03中園+P919円刷l 開4.4、刷11.4、胴高14.5 l街加過官 N5.ノO且好 1/5 II'-V 成系切りナデ 5E03レ26

ゆ31 台7.4.台高0.7

お調車JU(E 5E03上層下成 h宣9.9 耐加砂多 2.5Y6/1.jHl' 刷下半月 II'-Vl 庇糸切り、胴下補助ケズリ 5E03-幻

指 掴 車 販D大 5E03-37'93-94+ら担 顕12.5刷212 高Il}サフt' 2.5Y6/1良好 1/15 vl 5EOJレ25

33・りお・や沼

27 調車置E?瓶D' り3Ir引J26 台14.0.台商1.0 高松' N6/0良肝 I~ J.\ V lIr中史四、爪形正保 5EOJ.25 

お 土飾・杯A小 5E03'1'圃 口9.7.高2.9 市加通常 5YR6/6良 213 V2 Iif.:へ7切りナデ 内問油<Jt 5EOJ.12 

(灯明品)

29 土附均、A(灯明)1，)SE03rt届 fij王 口11.8、高2s 南加通常 5YR7!6'良 3/4 V2-Vl1 Jir.へラ切りナデ 内外抽lI! 5E03-10 

5E03 却 土飾高杯A 5E03中泌上凶下腹+よ32援5.0 烈渇A1 7.5YR8I4且 1/5 v 内ミガキ 両而赤聖書、1i形スカシ i方 5E03.1 

31 土鋼鉢E SE03111届下底 口18.5、底10.2 総場A2 7.5YR8/3.良 11:拍 Y-Vl 5E03-15 

32 二土師 鉢E S回 3111.11f下嵯 口21β、高14.3、底10J *場A2 7.5YR8I3・良好 1/3 Y-Vl 庇糸切り、内庇ナデツケ 外IW煤<Jt 5E03-14 

33 土師 鉢C 5回3-59 Cl21J 織幼A2 IOYR8/3良 1/8 Vl2 外下半ケズリ 内外煤付務 5E03.19 

34 土師鉢C S回 3上層 [1232 練場A2 10YR812且 1/10 Vl2 外ド半ケズリ 5E03.18 

35 土師。畏胴韮B 5E03上層下庇 口25.4、朝幻.4、胴24.3 烈場A2 7.5YR7I4 良野 112 羽2 外下半H.叩き山 L、内下半5D 外龍、内ヨゴレ 5E03-17 
当て

36 土師羽釜B SE03111婦 口18.7鍔25.8 描樋A2 7.5YR7/5且肝 刷上H Vl2 内煤痕 5EOJ-22 

37 土防世鍋B 5E03-担割 円43.0、朝四O lI1l場A2 7.5YR7/4艮 n揖円 w 5EOJ-16 

38 土飾管状錘 5E03中廊下底 5.75x 1.65、干し0.4 様場AI IOYR7I3且軒 完~ 亜量13.0g 5E03-21 

39 土師管状揖 5E03上層 4.7 x 1.75.1LO.45 終場A1 IOYR7I4良好 2形 重量12.9g 5E03-却

40 罰車・係A 5E田中層 +SK387-1+ 口12.4‘肉325 l旬加l通常 N5/0艮師 115 11'2古 ritヘラ切り 倣!fflUHllli 5E03-5 

SK'I曲A上 +P1131

41 担忠耳A 5EOJ中廊下底 ロ12s高3.4 南加通常 5Y6/1且昨 215 11'2古 1庄へ7切りナデ 使用痕無、外紙ヘラ配号rlJ 5EOJ.6 

42 置思盤A 5回311J緬下底 ロ15.4.高2.0 南IJII通常 5Y6/1良 1/5 11'2古 底ヘラ切りナデ 内成腹話弱 5E03-15 

43 掴車坪Bヨ豊中 5K387.計7+SE03Il'層+ 口17.0.高2.7.紐3.5、 甫加通常 2.5Y6/1毘敏 1/3 E 王ケズリ 盟後 I、内天際粍強.Ii!OI 5K387.1 

(転JII硯) ゆ32よ32 制高0.95

44 割思均、B査長大 5K387.ー誕10.3田 口16.4.高Z晶、紐2.25、 甫IJII通常 2.5GY6/1'良 1/3 Vl1 天ヘラ切りナデ 亜桂 Da.世間!I{無 SK387.2 

紐高lβ

45 割盟'l'B董中 5K387.2却 +SK4回 + 口13J.高3.0.紐1.9. 能主白土 2.5Y8I1毘敏 1/3 v フEケズリ 3量健 Da、世JHjJ{無 5K387.3 

も23ゆ32ら31 経高0.7

46 調 車 杯B身中 5K387-87 + SE03-13+ UI3.6.高3回、台10.1. 南刷l通常 2.5Y6/1且鮮 1/2 E 底ヘラ切りナデ 匝JIlll!無 SK387-11 

SK469 +よ却.31'32・ゆ31台高0.5

'7 壇 車 停B身中 SK387C下層ーsII'Jtj+ ロ11J高3.75台8_2 南加通常 2.5Y6/1堅鍛 1/5 11'2古 庇ヘフ切りナデ 値用線無 SK387-13 

SE田中層+や32 台高0.45

48 割11).停A SK387B下層+ゆ32 口13.7 前加通常 5YR5/6良 1/5 11'2 成へ7切りナデ 内外Ii!:傑付鵜 SK387-9 

よ32ら33

49 凱思‘昨A SK387D11'崩 8上層+ 円11.9、;1¥3.15 甫加通常 2日 Y5/1艮 1/3 11'2古 底ヘラりjりナデ 内成康彦E強.l'~j髭ヘラ記号 [IJ SK387-8 
土器グ，IJ5町+も20ら23

り32

田 調理・均'A世T明共)SK387-3剖 口12.6、高3.7 甫加通常 7.5YR7I2・具 5/6 V2 底ヘヲ切句 内外摩耗中、口縁抽痕 SK387-4 

SE03 51 須車保A SK387.21'22 ロ12.1、高2s 甫加通常 7.5Y6/1且 2/5 Vl2 庇ヘラ切りナヂ 世JII痕無 SK387-5 

タトA切 52 調車杯A SK387-15 口12.1.高2s T何加通常 lOY7/1且昨 115 V2 底ヘラ切りナヂ 世JII1箆無 SK3B7-7 

土坑 53 調車坪A SK387-36 口13.2、高3田 南加通常 lOYR6/1且鮮 215 Vl1 底ヘラ切りナデ 住用車無 SK387-6 
SK387 制 罰~.Ilt A SK387-423 口16.2.商22 南加砂少 7.5YR7/6・良 1/5 v 底ヘラ切りナデ SK387-15 

55 覇軍盤A SK387る6+ら31;"7リ 口14.9、高1.7 南1m通常 2.5Y6/1且肝 1/4 11'2古 底へ7ljJりナデ 佐用痕慨 SK3B7.14 

出 覇軍鉢C SK387C下層 +SE03J:届 台9.6、台高0.6 1暫加通常 N6/0且tT- lノ5 vl 体下位~底ケズリ 佐用m.無 SK38下16

57 調車内間車 SK387.174-273+よ32 下13.8 陶加通常 5Y6/1且1I 下位片 W SK387-21 

日 土師鈍A日T明mSK387-25剖 口包7、術3.7、底52 臨地Bl 7.5YR7品。良野 5/6 V2 底糸切り 口揖~肉体柚<Jt SK387.5 

!i9 l一郎.j帯、A(灯場1)1，1SK却7.98 円102、高3J 議場Bl 7.5YR7I8且貯 213 V2 曜ヘラ切り 口輔抽IJI. SK387-4 

同 土師係A SK38τ20 口11.5，高2.9 黛場AI 5YR6/8不良 2/5 Vl1 底ヘラ切りナデ SK387-10 

61 土舗椀A SK387.307' 321 "~9.2 然場A1 10YR8/4且 1/8 11'2 体下-~ケズリ後内外ミガキ 両而赤軒、内而胤鐙~ì SK387-1 

62 土師・随A SK却7-28 庇7.6 里禁場AI 7.5YR8I5'1込 lノ5 11'2 体ド-ijlケズリ後内外ミガキ 両面赤彩 SK387.2 

63 土師・鉢E SK坦7.395 IJ19.6、U022.6 開泌042 10YR7I4良好 口緑川 V-羽 ロクロナデ SK謂7-5

64 土師姐刷小釜B SK387-422 口14.3.顕132胴15.4 臨場A2 IOYR7/4良 1/8 1'1 内外ロクロナデ SK387.3 

65 土師長刷釜B SK担7.398 口幻4、朝21.4 *場A2 7.5YH8/'・良 口覇It 1'12 ロクロナデ SK387-4 

同 土師・倣B SK387-456 口却6、成19.6、創332 熊地A2 7.5YR8/3艮好 ./5 vl 刷外Hepn~与、内SD当て後ナデ 使n!m...環状把下2 SK387-8 
高33.5 +詑線

67 土 師 甑B SK甜7-433 口382 祭場AZ IOYR8/3良野 口総片 vl ロタロナデ SK387-6 

曲 士郎甑B SK甜7~1 事地A2 10YR8I3・不良 把手片 vl SK387-9 

69 土師。智状鋒 SK387-230 5.5 x 2.7、干lO.6 II1lI昔61 lOYR8/4良好 売形 上下繍而ll!~ 出箆布、量量42.6g SK387-7 

5. 古代道路状遺構、溝状遺構、炉状遺構出土遺物
温情 番号 纏別。器纏 出土地点 法占最 胎士 色焼 残if 時期 調整等 備考 主測骨号

l 須 盟 坪B査大 SD却車p2 口15.4 陪>x! 5Y7I1'且軒 1，匂 11'2新 7(ケズリ 重構 n. SD30-1 

2 倒M!.'均'B身'i' SD30-132 台虫4、台高0.45 市加通常 2.5Y7/1'"昨 1/5 D3 底ヘラ切り 使用仮無 SD時 3

3 須盟郎B身'1' SD耳 259+み44 台9.5、台高0.' 南加r~n手 2.5Y7/1.Mf  1/6 03 底ヘラ切り 内，t.摩耗中 SOヨ).2

4 煩正{勾'A SD晶475'0アゼ内 口11.9、高3.6 市加白土 2.5Y8/1比野 1/5 V 鹿ヘラ切りナデ 世IH痕無 SD筑)4

5 掴且f 均:A SD却東P7 口13.0 1何bu砂多 5Y7.ノ1・不良 116 W SD筑)-5

6 摺足『・盤A SD却上 口14.5町1.95 甫加通常 N4IO良好 1/3 Vl1-Vl2 lIrヘラ切りナデ f史用線無 SD拠-6

7 調理IiA SD却H 口14.65、高1.7 市JJUj晶常 N6/0良好 1/8 ¥11-Vl2 Ii!:ヘラ切りナデ 使用彼無 SD30-7 

8 Iln車 凪B SD却E 台7.1，台高0.6 I街加通常 2.5Y6/1良野 lノ4 ¥12 底糸切り 内底摩耗弱 SD却8
週時 l

9 煩車幾台B SD却Jl[P14 口10.0、高2.5 市加通常 !OYR7I1匪級 2/5 ¥12 Jirへ7切り 口融ガジリ車 SD耳)-14
SD羽

叩 倒車・商lf11 SD30-!02 I何加I有群 N5/0・良鮮 脚片 11 2段 31Jスカン SD30-!O 

11 掴車鉢F SO却J中 1316.5 南bll通常 !OYR7/1・堅鰍 1/15 11'2 外カキ目 SD30-11 

12 須車。肱A SD30-107 顕62 南加通常 2.5Y6/1且野 Bln- 03-11' 盟シボリ痕 5D30-12 

13 姐車 '1.、盟鼠C SO耳目アゼ Hアゼ JI: 殿6.7.嗣13.6、胸高9.1 南加砂多 2.5Y7/1.'o鍛 3/5 国-11' 1邑象地勺 胴上半3条.胴下半4条町i波状 SD30-1 

H上 成72 宜、ほヘラ記号 9

14 担思ー遊A SD却東P19 rJ9.3、顕i刷、車両1.7 市加通常 2.SY7/1' ~級 胴上1¥ II'-V SD30-13 

15 上飾・謹鍋B SD30-1却 n342、車32.6 織場A3 7.5YR8I'不良 口顕片 1I'2-V S03C>① 

16 土師。克脚形 SD30-389 下5J、孔1.0 照鳩A2 !OYR8I.且 2/5 02-m J指iilill! SD却。

17 剖車勾:8身大 SK3田 +SD却 235・H中 口16.7.衡7.05、台112、 I何加白土 2.5Y8/1血 1/4 V1 政ヘラ切りナデ 道l周坑-2

台高0.65

18 調 車 年B身小 SK311C上 台62、台高0.6 市加通常 2.5Y8/1良野 114 V 雌へ7切りナデ 使用彼無 週l胤坑4

19 覇軍。停B身ιl' SK311D上 台8.0、台高0.3 南加通常 2.5Y7/1. J.HT ほn V 成爪状圧復 直1閥坑3
道路 l

却 罰 車 杯A SK311C上 拙揖 7.5YR612且 成片 v 時へ7切りナデ 内底*耗1j:1 週i周坑5
タト刷

21 劉 車 盤A SK抽4上層 U14.7向1.75 尚加通常 N6/0良野 1110 ¥1)-¥12 様ヘラ切りナデ 外内庇M俊民中 週l周坑 l
土坑

22 調車大型 SK3曲 +SK301+SK却4 口62.0、労152.2、割高7J3 I何加砂多 7.5Y6/1良 口車H v-明 外Hallllき後カキ目、内Da当て 続終調破(JIX叩き山 L)怖に、ロ 道l同坑8

+SK却5+SK3曲+ 韓~胴上半と胴下位~庇都町

SK311 +SK315+SD却+ 内外面に薄〈鮎土貼付し、ナデ

5031 +5032他 や叩き施す
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付表 1 額見町遺跡W報告区域出土古代遺物観察表

温情 番号 種別総領 出土地向 怯量 胎土 色 焼 残存 時期 測量等 備考 実測骨号

23 鏑軍大型 5K301-1 南加砂多 N5/0・良 l氏片 Y-V1 外胴Hd叩き後カキ目後Ha!l[1き 内底に簿〈粘土貼付、22の大聾 道l周坑9

道路 l 出し、内lle当て後He当て と同一個体

外岡 24 土師長周釜A 5K3倒A上層 ロ21.0.覇19.0 地π82 7.5YR7I4良 1/20 12-目l 外ハケ目、向ケズリ後下半租ハ 道l周坑7

土坑 ケ目

25 土師洩織B 5K297-11 口4師、罰調。 機場A3 10YR8/4且 目録片 V12 ロクロナデ 使111痕無 遭l閥坑-6

26 割草原8./J、 5031-242 ロ11.7 ili加通描 25Y4/1'樫鰍 1/10 v 天ケズリ 重俊 sa 5031-1 
道路3

27 割E・5事B身小 5031.2曲 台7.8台高0.5 龍笑サヲ土 IOY6/1良 1/10 v 5031-2 
5D31 

28 土師管状錘 5031-237 推4.2叫.6.1L05 1:11場A2 1OYR7I4・品 聞各完 重量10. 5031-1 

29 抗曹・均'8董大 5032-362 紐3.0、録商1.6 甫加通常 5Y6/1-Jl貯 1/10 W 天へ7切りナデ 重幾 I、世用<I!無 5032-2 

30 剖車杯B董中 5032る40 ロ14.4 甫加通常 N5/0・堅級 1110 1V2 王ケズリ 重後sb 5D32-1 

31 須車.，不B身中 5032-91 台9.3、台高0.55 甫加P何群 5Y6/1比昨 1/5 lV-Y 底ヘフ切りナデ 5032・3

32 調車量A 5032-722 ロ15.8、高2.45 南加通常 5GY6/1・良好 11却 v 底ヘラ切りナデ 5032-4 

33 筑曹皿B 5032-818 口132、商2_95、台6_8、 甫加通常 25Y8I2良 215 も'13 底糸切句 使用銀無 5032-5 

台高0.4

34 盟理。凪B 5032-172 台7.6、台高0.7 前加通常 5Y5/1堅級 215 112 1iX.糸切り 使用痕無 5032-6 

35 叡車焼台C 5032-507 口7.3 前加通常 1OYR6/1'良11- 1110 v 5032-15 

36 煩車。鉢F 5032-424 ロ18_0 南加通常 2.5GY7/1良 日韓片 1V1 5032-11 
週開3

37 創~.!!.鉢 F 5032-731，739+り担 37 口19_6 南加通常 N5/0堅級 516 s-ID 5032-12 
5032 

る35-36れ35-36

38 覇軍鉢F 5032ト5甜+ら珂 底10.6 I旬加砂多 10YR7/1良 1/6 W 内底摩耗中 5032-13 

39 剖恩恵A 5032-277-279-411 口85、掴5.4.割高10.6 甫加通常 1OYR6/1'堅敏 日朝片 1V2 顕此線 l条 l段 5032-14 

40 割車・大聾 5032-67+れ44 口36.6囲31.4.顕高7.4 能美 I OYR6/2 ' ~績 日開片 1V2-Y2 外HOIlき.内Oa当て 5032-16 

41 盟車大型 5032-担0・263.268描8 口45.4，割40.6割高6.5 南加l白土 25Y8/2・不良 口顕同 JV2-V2 外Ha叩き、内Oc当て 5032-17 
373 + 5031.301.307.317 

+り36+P却 l

42 額車総床宛 5032-815 11.5)(6.1 ><2.3 5PB4/1堅級 破片 調理器鱒嫌表面溶解 5032-1 

43 土師浅鍋B 5032-752 口39_0、顕37.0 機場A2 1OYR8I4且 1/20 v 胴下半外ケズリ.内ハケ目 5032-① 

却t 44 調車馬車 5039 雨加通常 1OY6/1良好 刷片 ll-lV 背聞に鞍状の線:ilJ 5039-1 

S口調

1舞 45 知恵勾'A(f!明具} 5040-1 口12.4、高3.6 繭加通常 1OY6/1'艮昨 1/3 1V2新-Y1 底ヘラ切りナデ 口樺内抽彼 5040-1 

5D40 46 土師台付線' 5040 脚虫4、脚商2.7 地元Bl 7.5YR8/4且好 脚H s1 ロクロナヂ 2方スカシ 5040-1 

47 調車。均'8董中 5)62-3 置32、紐高0.9 甫加通常 N6/0良好 紐片 m-IVI 5)62-1 

炉 48 須恵勾'B身中 5)62-17 口15.0 龍畏白土 lOYR7ノ4不良 1/15 田 5)62-3 

5)62 49 調車杯A 5)63-14 口13.3 I倍加通常 2.5GY6ノ1'1込 1/10 皿1V1 5)62-2 

抽 土師長胴釜B 5)62-2 口172、覇15.0 地j(，B2 7.5YR7/4・良 口縁片 皿-1V1 日62-4

6. G区古代ピット出土遺物
遺構 番号 櫨別・器組 出土地点 法量 胎土 色俊 揖存 時期 開畳等 備考 実湖番号

l 土師恒胴小釜8 P28-23 口12.0、朝日O、胴12.6 終場A2 5YR6ノ4且 1/5 112 ロクロナデ P28-2 
p28 

2 土師・世間釜B P28-20 口23.1.覇22.0 黛劫A2 2.5Y8/3'阜鮮 刷上片 112 外カキ日 P28-1 

3 1m車・鉢F P38-1 底9.6 1何加通常 2.5Y6/1・良軒 112 v 外底く しナデ、内底ハケ目 向車峰雄 P3Iレl

4 土師 輔A P38-30.32.33 口1&0商推6.1 烈JIIAI 7.5YR8I4. Jl軒 4/5 V 体下半ケズリ 世周伎舞、外赤、未成品? P38<! 

P坦 5 土師・姐胴小韮B PJ8.5'7 底6.7 療場A2 7.5YR6/3. n 2/3 v 底糸切り {右) 件被熱剥高‘盤 P38-① 

6 土師・阻鉢状 P38-33 口16.6、高推10s 地元BI 5YR6/6. &鮮 1/3 v 底ヘフ切り、外体ロクロヒダ 7.8と同じ。特に日韓外に火色、 P38-3 

剥斑も多い

7 土師・匝鉢状 P38-33 口16.9高102 地冗81 2.5YR7/6良野 時完 v 底ヘラ切り、外体ロクロヒダ 外底から外体は火色、口融に出 P38-2 

従fすく .内面11剥港、特に向面

下位~底は敏熱赤化剥肩書闘著

8 土師白匝鉢状 P38-4.2O・23'33 口17.6 地冗B1 2.5YR7/6良好 lノ6 v 底ヘラ切り、外体ロクロヒダ 外Iif.から外体は火色、日韓に胤 P38-1 

P38 斑付く .内聞は剥帯、特に内面

下位~鹿は被熱赤化剥落顕著

9 土師。直鉢状 P38-33'38 口16.8 地冗B1 2.5YR7/6. Jili干 112 v 外体ロクロヒダ 7.8と閉じ P38-4 

10 土師匝鉢状 P38-33 口15.3 地冗81 5YR7/4且野 1ノ3 v 外ロクロヒダ 7' 8と同じ P3I忌5

H 土師匝鉢状 P38-33 iコ14.2 地冗81 2.5YR7/6・艮貯 1115 V 外ロクロヒダ 外火色 P品-6

P49 12 罰車。杯A P49 口14.1、高3.2 爾加通常 5Y7/1且 1/5 1V1 庇ヘラ切りナデ ピッ トーl

PI54 
13 須車。小型遜F PI54 日13忠商10.6、腕13.9、 前加通常 5PB61】堅級 2/3 m-IVI 成へ7切り ピ7トー15

高11.6

PI62 14 調車ー杯A P162+む43 口11.7.商3.25 市加通常 IOYR712良 lノ2 V2 底へ7切りナデ 内底摩耗中、外底副書「八水」 ピット-7

15 煩車停A PI63 口13.0、高3.65 南加通常 7.5Y61】良 1/2 V2 底ヘラ切りナデ 世朋痕'眠、外庇畠沓「八水J、且 ピット-5

PI63 びヘラ記号rlJ

16 須恵坪A PI63 口12.2、高3日 南加通常 1OYR7/2・且 1/3 V2 底ヘラ切りナデ 使用<I!無 ピyト4

P224 17 郷里略A P224 口13.7、高2.8 F何加通常 25Y6/1-良師 113 1V1 底へ7切りナデ 内鹿島医耗'1' ピァトー3

18 調車綾A P2叩 円15.2、高2.1 能美 2.5GY6/1'良好 1/4 v 底へ7切りナテ' 内底摩耗強、臨痕 ピァ卜8

P2叩
19 

(転用唖)

土師。姐日胴小釜B P2閣 口15.6、車14.4、馴15.4 総岨A2 2.5YR6/6艮 1/15 V2 外カキ目 外剥落、内覇胞げ ピ7ト-3

却 土師長胴蓋B P2田 口21.6、罰19.6 語能場A2 10YR8/2.n 日朝片 V2 舛トカキ目 ピット-17

P362 21 調車杯A 回目 I街加通常 IOY6/1且 底片 v 底ヘフ切りナデ 内底摩耗1t:1、外底畠・「入水」 ピットる

P却2 22 覇 軍 将A P392 口13.1、高2.5 甫加通常 5Y7I1・不良 215 112 底ヘフ切りナデ 使用l/l無 ピット-2

P判3 23 土師長胴釜B P判3 口21.8、覇20.6胴23.6 黛場A2 7.5YR8/4且1，1/8 11 外カキ目 外下半煤 ピット3

P527 剖 土師・長刷釜B P527 口18.6、朝15.7 黛場A2 lOYR8I4艮 1/20 v 外カキ目 外鵬煤 ピ7ト3

25 土師愛胴釜B P713 C121.0、顕18.9、副20.6 織場A2 lOYR7/3且好 1/8 112 ロクロナデ 内全体に古院予 P713-18 

26 土師・畏胴釜B P713 ロ21.4、顕19.4 議場A2 7.5YR6/4良好 胴上片 V12 外カキ目 P713-16 

27 土師台付鉢8 P713 義16.3 翼線場A2 5YR7/6'良好 1/6 V12 体内カキ目、外下半ケズリ 内線げ、脚内面飾煤 P713-9 

P713 28 土師由鍋B P713 口41.6、覇38.6 織場A2 lOYR7/4且鮮 1/20 112 外下半ケズリ 外下半傑、内全体焦げ 円l品加 | 

29 土師守甑B P713 底21.5 練場A2 lOYR8/4良併 1ノ5 112 外Ha叩き後カキ目、内so当て 外M'<傑、向ヨゴレ.一角形把

後ナデ 乎 2

30 土飾管状錘 P713 62><2.4.孔0.5 棉幼Al 10YR7/4'IUf 崎完 指国III 重量幻g 円13-21 I 

7. G区古代土器溜まり遺構出土遺物
遺情 番号 種別・器積 出土地白 法量 B白土 色燐 残存 時期 調態等 備考 !)(測番号

1 明恵杯A董 よ34 ロ 14 .4、返1~3、置2.8、 南加通常 2.5Y8/1堅綴 3/4 ll2 天ケズリ 重後 I、世用痕無、焼ゆがみ G潟 17

銭高0.9. 商~7

2 罰車保B蓋中 や33 経2.4.鐙高Os 同町加通常 2.5Y7ノ1堅級 1/6 02-ll3 王ケズリ 重焼 I世周!IU眠、内天ヘフ繍 G糊-1

「大」
GI1[ 

3 壇車。勾'8董 れ35'36 口1M、高3.55、紐3.0、 前1m通常 2.5Y6/1堅級 1/2 E 天へラ切りナデ 亜焼 I、内王摩滅強、墨痕 G潟 22
古イt

(転m磁) 紐高1.1
土器

4 筑$係B益rll ゆ32.33よ32.33ら29 口14.6.高32、錘2.9、 TIi加F街e字 5Y6/1堅敏 3/5 ll3 天ケズリ 重俊 I、内正中央康粍中 G掴 2
掴ま り

置憎
33 飯高0.9

5 割車勾'8蓋中 ゆ33 ロ162.向3.6.経2.8、 能量 N5/0・Jllf lノ3 ll3 王ケズリ 重俊 I、内天中央摩粍中 G禰3

紐高0.9

6 調~.i不 B董大 り35 口192、高4.1.紐2.9、 補liIl通常 7.5YR7/4' .1l lノ6 1V2古 天へ7切りナデ 重俊 sb、世111痕無 G掴 19

紐illil.9

172 
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温情 番号 後別器積 出土地点 法量 肱土 色 焼 残存 時期 測量等 備考 実測骨号

7 調車杯B置大 ろ33 口18.6、高3.7銑3.1 荷}J[I通常 7.5YR5/1良好 1/8 lV2古 天ケズリ 重燦 ITa、使用復無 G掴ーl

紐高12

8 須恵均'8董中 よ34 ロ14.9高3.0卸2.7 I何加通常 N5/0良野 113 11'2下J 王ケズリ 且娩 ITb、使用彼無 G潟.16

値商12

9 型車月'8畳小 や32よ32 ロ11.4、高1.95、紐2.6、 南忽I通常 IOYR6/1且鮮 2メ3 11'2古 天ケズリ 重俊 ob.fI史IMI無 G溜 8

紐高0.95

10 覇軍鋭査特大 り31 紐5.0.紐高3.0 lli加通常 N6/0・毘敏 紐片 V 量焼 I G掴 13

11 甑恵年B華大 よ剖 口15.9、高3.4.鉛2.4‘ 陶初l通常 IOYR5/1堅鍬 iノ2 11'2新 天ヘラ切りナヂ 重俊 l、向天中央息粍強、内'" G溜 15

紐高12 ヘラ記号flJ

12 調車保B葺小 ら描 口12.6、商2.7.紐2.7. 陶加1通常 2.5Y7Il良時 215 11'2古 王ヘラ切りナヂ 重俊 Ob、使用保無 G掴 21

紐高0.9

13 調車・係B董小 よ担 口13.0 I何加通常 25Y7Il.!Il. 1/6 lV2 犬ケズリ 重俊 I、佐用被無 G溜 18

14 掴車均'B董小 よ担 口11.0 能鼻白土 2.5Y8/1型組 1/3 Vl 天ケズリ 重機Oa.使刷機無 G溜 却

15 I ~.且官杯B身中 も32ゆ33ら33 口15.7、商4.7，台9.2、 商加通常 5PB5/1匪級 1/6 "3 底へラ切りナデ 内体-1且油痕 G沼 部

(灯明共) 台高0.6

16 覇盟主不B身中 り36 口14.8高4.1台10.0、 同加通常 2.5Y5/1且肝 1/6 即 底へ7 切りナデ G溜-8

台高0.5

17 劉忠勾'B身中 る34 口162、高4.0、台10.4、 商加通常 N5/0良If 1ノ3 田 底へ7 切りナデ 内庇中央摩耗強 G溜.5

台高0.5

18 掴車。坪日身大 よ32.33ら33 ロ16.8、高62、台11.7. 市加砂多 IOYR5/1且好 1/10 lV2 底ヘラ切りナデ 肉体機付着 G溜40

(漆語審め共) 台高0.7

19 煩思・5不B身大 ら35 口16.8、高6師、台11.8 F何加通常 IOY5/1良 1/6 lV2 ほヘラ切りナデ G掴.3

台高0.75

20 調車体B身大 よ32 口16.6、高6.2台11.9、 甫加通餅 5Y6/1'良師 1/8 lV2 ほヘラ切りナヂ G掴 36

台商0.6

21 組組1・珂'B身大 ら31 口15.7.!1;5.8、台11.6、 南加通常 2.5Y6/1良野 1/6 lV2 底ヘラ切りナデ G精油

台高0.6

n 壇恩師B身中 よ34 口13.7、商425、台9.5‘ I何加通常 5Y6/1堅鰍 3/5 lVl 底へ7 切りナデ 使用復無 C掴4

台高0.4

23 須忠郎B身中 や33 ロロ l高3.5、台8.4 下旬1J11通常 5Y6/1・堅級 1/6 lV2古 庇ヘラ切りナデ 内慮中央晶彼 ' 外鹿ヘフ ~è号 G溜 7

台高0.6 flJ 

担割車均'B身中 よ剖 口13.2、高4.0、台9.8、 F何加通常 7.5YR612・良 415 lVl 底ヘラ切りナデ 内底副官筏強 G掴 5

台高0.5

25 調M!珂'8身中 よ3δ ら35 口12.8、高4.7.台9.6、 能艶 5Y6/1'毘徹 1/4 lV2蹄 底ヘラ切りナデ G潮 l

台高0.5

26 調 理 係B身小 る32.33め25 口10.8‘高4.35、台82. T釘加通常 10YR7/1堅敏 1/3 11'2 底ヘフ切りナデ 使用痕無 G掴剖

台高0.6

-n 掴t{坪B身小 や却よ坦ら31+P叩78 口10.2.高3.7.台72 甫加通常 SYR4/1堅鎌 1ノ4 lV2 庇へ7 切りナデ G溜 3

台高0.4

28 調車。旬、B身大 り珂 口15.0、高5.9、台10.1 南加通常 2.5Y7/1堅敏 1/5 V 底ヘラ明りナデ G溜-6

台高0.35

29 調車。杯B身大 り35 口14.8、百革推6.0、台7.9、 南加通常 N6/0 . 1~肝 1/3 v 底ヘラ切りナデ 位i周痕無 G掴 2

台高0.5

却 調車ー杯B身中 り31.32 口12.2、高4.5、台7.45、 所加通常 N6/0・良好 213 Vl 底へラ切りナデ 内Iif.摩耗弱 G欄 25

台高0.4

31 現J!~均' B身大 れ35 口15.2、高5師、台82. 甫加通常 10BG5/1良野 1/3 ;11 底ヘラ切りナデ 使HlJR無、外成畢省「古J> G掴 9

GIl 台前0.55

古代 32 調車坪A る34 口15.0、商3.6 曲英 5GY6/1良 1/4 皿 底ヘフ切り ナデ 使用痕無 G掴.1

土器 33 覇車 k不A る35.36れ35 口14.6、高2.7 南iJJl通常 IOY6/1'良野 213 国 底ヘラ切りナデ 内底摩耗強 G掴 5

浦まり 剖 調車問'A よ却 31 口13.5、高325 南加通常 7.5YR5/1且 112 11'1 成へ 7切りナテ' 使用痕無 G掴48

遺憎 35 調車向'A り34 口13.3、高2.8 南加通常 2.5Y6/1'良肝 1/8 Nl 底ヘラ切りナデ 外体・・flJ G掘 11

36 調W.-l不A ゆ担 ロ13.6、高3.15 南iJJl通常 7.5Y6/1 ・良貯 1/5 lVl }ifヘフ切りナデ 内外鹿函煤痕 G溜@

37 剖m.t不A り36 口13.0、高Z田 前川1通常 2.5GY6/1良 1/5 11'1 底ヘラ切りナデ 内底摩耗弱 G語調4

38 出"!M..持;A り35 口13.1高335 南加通常 IOYR7II良好 1/4 11'1 II!，ヘフ切りナデ 内庇摩耗中 G掴』

39 調車坪A れ36+円 倒 口14.0、高3.3 商iJJl通常 IOYR6/1良好 1/4 11'1 底へ7 切りナデ 世皿111無 G掴 2

40 調車豚A り却 31る32 口13.5、高3.3 市1JI1通常 2.5Y7Il・且野 1/8 lV2古 成ヘラ切 りナデ G溜47

.1 調理。停A よ32.33 口12.8、高3.7 市加通常 5Y6/1且 213 lV2古 庇ヘラ切りナデ 使用痕無 G禰46

42 調理陣A よ34 口12.6、高32 F街加通常 10Y7/1良 1/6 11'2 G調-6

43 調車係A よ32.33 口12.5、高3.5 甫加砂多 7.5Y7/1・不良 2/5 11'2 底ヘラ切りナデ G掴45

44 須m・昨A(灯明具) ゆ32よ32ら32 口13.4、高3.7 南加通常 N6/0良好 116 11'2 内体抽痕 G潟44

45 調!!J-l司A よ剖 口12.5、高33 南加通常 IOY7/1且 lノ4 v G溜 7

46 調車保A よ31 口12.8、高3.4 市加通常 7.5Y6/1良 1/4 V 庇ヘラ切りナデ 世用疲無 G溜43

47 頭車 t不A η37 口122、高3.1 能美 5Y7/1良 1/8 V 底ヘラ切りナデ 内底摩耗弱 G掴-10

48 覇軍界A み31 口12.0高3.4 能奨サフ土 5Y7/1不良 1/3 V2 庇へフ切りナデ 内底摩耗瞳 G掴 13

49 罰車停A よ34・ら34 ロ12.8.高2.9 甫加通常 N4/0・良好 115 ;12 成ヘラ切りナヂ G溜-8

田 割!!!.陣A る34 口13.0高33 南加通常 5YR6/3且好 1/2 ;11 底へ7 切りナデ 世用復無 G潟-9

51 調!!J.t干A れ38 口13.1.高2.75 甫加通常 2.5Y8/1'不良 1/4 ;12 底ヘラ切りナデ G溜-12

52 調車・盤A れ35 ロ14.3、高22 T何加通常 IOYR7/2・良野 7/8 11'2古 底へ7切りナデ f史!!JjJ!l眠、外Iif.ヘフ配管flJ G掴.回

53 須車・鍍B よ剖り 35 ロ20.1、高4.65、台152、 南加通常 5Y6/1良野 1/8 N2-Vl 底へラ切りナデ 使用機無 G由一51

台前0.5

54 掴車皿B り泊る38 口14.0、高325‘台7.3、 南加1通常 5Y6/1・且 4/5 ;12 庇糸切りナデ 内底摩耗中 G溜 i

台高0.7

55 彊車偏8大 る30・31+P4担 口162、高5.4‘台7.6 F何}J[I通常 5Y5/1堅級 1/2 ;12 民糸切り.体下位ケズリ 内底摩耗描 G溜 3

台高lβ

田 額車。銚B る35れ38 口13.9高52、台7.0、 南加通常 5Y7Il不良 1/2 ;12 体下~底ケズリ 内底M陸縫中、外底へフ配号fxJ G潮-6

台前0.5

57 掴車線B る35 口14.6、尚4.8、台6.9、 南加通常 2.5Y812'良 1/4 ;12 体下位ケズリ G摺 2

命高0.7

58 須恵・植B る36 台6.9、台高0.3 甫加通常 N4ノO良野 213 ;13 腐糸切りナデ 世用復無 G溜-8

59 須恵ー岨B ら36 台6.0、台筒0.65 南加通常 N4ノO.!Il鍛 1/6 羽3 底糸切り、体下位ケズリ 内底摩耗中 G溜 7

同 調車。鉢B'J、 り31.32る31 口12ふ盟112、体123 南加通常 2.5Y5/1里線 1/10 、n 外カキ目 G溜一3

61 調車柿B れ36 台6.0、台前0.4 市加通常 5Y7/1・不良 成片 ¥12 体下-Iif.ケズリ 内底E医粍'1' G掴 5

62 調理腕B れ36 台7.0、台高0.4 南加通常 5Y7/1-不良 底片 ;13 出糸切り 内底摩耗弱 G溜4

63 壇 車 鉢B大 る36・れ36 日制O.顕22.3、体24.8. 南加通常 2.5Y8/1・不良 9/10 羽 体下位ケズリ 内底煤!I! G溜4

底12.8、高12.7

64 罰忠鉢8大 らお り31ねる却 31 口22.7.亜21.5.体23.5、 甫加通常 N4/0良師 1/15 v-明l 下半~底ケズリ G溜 5

32れ28+P377'P6却 高推13.4、底9.7

65 掴 車 鉢F る37・38れ38+問。l 口18.8、顕17.0 f信加通常 2.5Y6/1良貯 lノ4 1-目 外カキ目、沈線 G瑠』

剖 調 車 鉢F る36 口16.1 南加砂多 2.5Y5/1良昨 1/10 lV2 G掴 l

67 
調車。鉢E よ32り31 ロ25.8、体'n.9 南加良土 N4/0.ft好 口緑片 lV-V 内外 ミガキ 向外出色化(赤彩強科 1)

G溜-6
赤彩土師の須車器焼成品 P

68 mm. 是正A ら35り坦 顕6.2 F何1刈南鮮 2.5Y7/1堅敏 1/6 03-回 G溜 11

69 担車撤A 1'35 口10.1 南加通常 2.5Y6/1.!Il級 ロ覇片 03-m G潮 12

70 額車.JI!(D り36る39れ甜 39叫 期7.0刷17.4、刷高却8 繭加通常 10YR7/1堅鍬 3/5 ;12 G潮 17

42+目 63・p2(苅

71 須恵小舷F よ30.31 底5.7、掴2.5、胴8.6、 商加通常 2.5Y6/1良好 1/3 ;1 Iif.来切り G掴 13

廟高7.2
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付表 1 額見町遺跡W報告区減出土古代遺物観察表

温情 書号 種別器繍 附土地点 法量 胎土 色・健 揖存 時捌 掴藍等 備考 実測昏号

72 掴M.('壷葺 ら32 前加通常 IOYR6/1堅敏 1/6 v' 量処 l、f却111促無、内天中央へ G掴.14

ラ摘「傍」

73 調車蛍A ら担 1)担 口13.0、顕13.4、胴27.6 甫加通常 N6/0品卸 1/15 W 胴沈線3条 G溜 10

74 調車壷A る34 口92、軍9.5、胴18.6 I何加通常 2.5Y7/1艮好 1/6 皿-1V2 有蓋 G市-8

75 調車小壷A る35 口62、顕6.5、胴11.1 I何!lU雨降 IOYR7/1堅鰍 1/6 1-日 G掴 16

76 調車・壷F り35'36 口刷、車6.5、割高4s I何加過'品 IOYR6/1且肝 口開片 ¥113 G薗ー18

77 現思壷F り31.32る却れ29 口10.8、車102顕高4.6 陶加通常 2.5Y7/1堅敏 刷上片 ¥113 G揮官 14

78 調理繍舷 れ描 口10.7.罰10.0.顕高2.7 甫加通常 5Ps5ノ1畢敏 口囲片 1V2 G薗 3

79 現盟中小型 よ お ら お 34り32羽+ 口15.6、朝175刷出.7. 市加?又は 5Y6/1'良好 !ノ'5 w 外Hc"1lき内政射当て後平行当 値!IH反無 G溜 21

5K392 園高3.7 般入品' て

回 覇車.~II聖 よ37り剖 36る35.37 n22.2、朝21.4、期尚3.5 舗前金棒' N5ノO良野 円閉H w 外Hapnき後カキ目、内DC当て G商却

れ36.37泊四 42ろ40

+5B描5+5032

81 罰車中型 よ剖らおり剖 35・36・ 口22.6、朝19.3顕高3.3 市加通常 lOYR5/1'!叫干 115 ロ 外Hbllllき後カキ目、内Db当て‘ G欄 19

る剖・35.36.37.39れあ 円緑外ハケ日

高・凋め36も39+SIl15

+SK361 +$032 

82 mM!.大型 り割れ耳 口51.8 F街加通常 2.5Y5/1良昨 口顕片 n3-国 口幅内外面に粘土補修 G掴 22

83 調車焼台B る34 ロ14.3、高2.95 甫加通常 N6/0且肝 1115 v G掴3

84 調恵燦台B れ36 口I1s T何加通常 25Y71卜良好 1/10 ¥112 G描 7

85 型車。焼台B ゆ32 口11.8、高2.9 南1111通常 N6/0'1込昨 1112 ¥112 G掴4

部 調理班台B ろ36 1l11.0 J1j加l砂多 N4/0・堅敏 1110 ¥112 G掴8

87 朝恵後台C り36 口6.3、高2出 F何ml通常 25Y5/1.良好 116 ¥112 G溜 5

槌 割車。健台8 り担 期111通常 25Y8/1良好 底)¥ 、a 底ヘラ切り G糊.2

89 割車縫合C る37 口9.6 繭加通常 25Y7Il.a飯 1/5 v G掴-6

叩 調Jg，.焼台D る37 口14弘前52 南加砂多 5Y5/1血好 1/5 ¥11 庇ヘラ切り G掴.1

91 灰紬 腕 る36 口15.0 車撞1111 5Y7/1・且飾 1115 大1l(9様式 G掴 10

92 灰 軸 広 口 甑 り32.11.33 台15.6、台高0.4 東揖煎 IOYR8/1 血皇子 底片 k国9縦式 底ケズリ G掴.15

93 土師 椀A る36 署捜場AI IOYR8/3且肝 1/4 w 体下半ケズリ後内外ミガキ jilliUu赤野 G禰 1

94 土師盤A れ35 口14.9.高1.5 lI!l働AI 7.5YR7/6良 115 w 内外ミガキ 両国亦帯 G溜 3

95 土師 鉢E ら31.32.33 口23.0.体25.0 舟場AI 7.5YR8/3且 iノ20 rv-v 内外ミガキ 両面積、車 G掴 2

96 土飾・短胴小釜日 り31 口15.0、車13.6胴15.1 縄場A2 IOYR7/3良 2/5 ¥11 ロクロナヂ 内胴上半世【げ、外様 G掴.5

97 土師短胴小釜B る35 ロ13.8覇126 関崎A2 IOYR8/4且 1/16 v ロクロナデ G掴4

98 土 師 長 胴 差B る36 ロ25.0 総場A2 7.5YR6/4・良野 口顕片 n3-皿 外叩き後ナデ、内カキ日 G掴 9

四 土 師 長 胴 差B りあ 口22.0 地元B2 7.5YR7/5良 日朝片 u 外叩き後ナヂ G掴 10

l佃 土 師 長 胴 葺B ら36 口22s、朝18.9 総湯A3 7.5YR7/5・良 胴上円 n3 内外ハケ日韓カキ目 田川lfl無 G掴8

101 土 師 長 胴 釜8 る35 口2Ll.覇18.0 百智治A3 5YR6/5良好 口頭片 W 内外カキ目 G溜 11

102 土師長刷釜B ゆ32 日初s.覇地O 1RI1M2 IOYR8/4且 胴上円 1V2 外カキ目 G溜-6

103 土隊員刷釜B り却 日20.3顕18.8、別22.4 愈場A2 IOYR7/4良好 215 V 内外カキ日後底叩き出し(外 f剖11痕無 G澗 7

He‘内Da'

104 土師ー畳胴釜B る38 胴24.0 窯場A2 IOYR7/3且 下半完存 V 廟叩き出し(外Ha.内Oal 班用線..底出血有 G掴 12

105 土鋤{由自前B る31 口37.7、顕おO 織場A2 IOYR8I3良 11却 ¥11 外下半ケズリ G溜 13

l岨 土師 甑B れ38 底18.0 南方UA2 IOYR8/2且貯 底片 V 外カキ日 内ヨゴレ G溜 15

107 土師・眠B ら34 底23.0 烈場A2 IOYR8!4且 庇片 V-V1 外カキ R.内当て共彼 G掴 14

l曲 土師. よ32.33担 +5K却5 地元S2 5YR6/5良 野口郎~ 02-03 天ケズ '1.炊口に陣取り此線と 内総、 l凹及び5025-63(甑且繰 G溜-45

炊白書E 庇、向指ナゾリ 告ID144図)と1'1-個体

G匹 l田 土師 竃 よ33+SK主10-20 地冗82 5YR6/5'1< 庇片 指ナヂ 108li.び5025-63と問個体 G淘-44

古代 110 土師。竃 ' ら35れ35 機泌A3 IOYR7川島 庇片' 内外ハケ日 外慌' G溜-43

土器 111 土師 不 明 よ担 地花82 7.5YR6/4且 底片 外底面Oa当てスタンプ G摺-41

潟まり 112 土師円間車 ら剖 口10.7 無鳩A3 7.5YR7/5且 円縁H W 内ヨ ゴレ G溜ー17

遺構 113 土師円簡略 よ33 織場A3 7.5YR8I5且好 1/15 W 外カキ目 内需lfl G掴 16

114 土師・主防車 よ38 下8.0、乳2.9 県場AI砂多 10YR7/4不良 112 ? 指ナデ G欄.21

115 土師・宜駒形 り37 下叩 孔1.0 算農場AI 2.5YR6/8且時 1/6 E 指ナデ G澗却

116 上師支脚形 ら36 下6.0孔1.1 地冗SI 7.5YR7川県 1/8 H 指ナヂ G溜 19

117 土 師 玄 関 車 る33 下7.5 地冗AI 5YR6/6良好 116 E 指ナデ 後費制揚化 G溜.18

118 土師 不 明 む44 地冗B2 2，5YR5/6'良 肥手片 G掴-42

119 土師管状鍾 も31 7.3 ><2.9、lLI.I 鱒場AI IOYR5!1且 9/10 指ナデ 車量5O.8g G掴-44

120 土師管状鍾 る却 6.4x3.担、孔0.85 鱒場AI 2.5Y8I3且 主車 指ナヂ 量量59.0. G掴-41

121 土，.・管状鎌 る30 62)(3.35、孔0.8 祭場AI IOYR8I3且 完車 揃ナデ 重量68.0. G溜.26

122 土師・管状錘 り担 525 x 2.9、孔0.7 然聡AI IOYR8/4良師 走車 両競形 重量41.9g G謂.25

123 土師管状揖 ら32 4.9><2.8、イLO.7 総渇AI lOYR7/4.n_肝 時完 指ナデ 重量37.1g G商担

l剖 土師管状錘 ら32 4.9)(2.7、干し0.7 当模地AI 叩YR7/4・1込併 完形 指ナヂ、 部面盤軍 重縁35.8. G圃35

125 土師管状錘 り却 4.9x3.0、lLO血 様場AI IOYR6I2・1孟鮮 完形 指ナデ m色遣冗化、重量40.2g G薗 38

126 土 師 管 状 録 ら33 5.0 x 2.55.1L0.8 線場AI IOYR4/2・且好 完形 指ナデ. 部商量車 M¥色遣冗化、重量32.9. G溜 27

127 土師 lf状揖 る36 6.0 x 2.3、孔0.7 無渇AI IOYR8I4・1. 5/6 指ナデ 重量21.9g G澗 23

128 土師・管状蝿 11.33 推5.3x 2.3引凶65 高齢泌AI IOYR8/4比 617 指ナヂ 重量21.0. G禰剖

129 土 師 管 状 鍾 ら33 4.7 x 2.7、孔0.75 終局AI IOYR4ノ2良時 完形 指ナデ、 部面lU， m色遣冗化重量32.7g G掴 28

130 土師管状錘 ら33 4.5)(2局、干し0.75 再起場AI IOYR5/3且好 完形 指ナデ ~\\色 ìl JC化、重量30.6. G溜.31

131 土，.菅状錘 よ32 52 x3.0、子LO.7 織場AI IOYR8!4'a鮮 完眠 指ナデー 傭而藍~ 重量365. G掴-40

132 士aゆ菅状錘 ら33 5.0x2.7、孔0.7 熊場AI IOYR6/3且僻 主彰 而藍昨 出色直冗化、重量33.5g G閣30

133 土鍋・管状鍾 ら32 4.5><2.8、干し0.75 潟地AI IOYR5/3良好 完形 面整形 品色遣冗化、重量32.6. G掴 33

134 j師 管状錘 ら沼 4.6 x 2.6‘孔0.65 然場AI IOYR512・且肝 略完 指ナデ 鼎色遣冗化、重量却0. G掴 36

135 土師。管状揖 。31 4.4x2.65司干LO.65 E誕場AI IOYR7/3且肝 完車 商量形 盟量28.3. G精一泊

136 土防管状錘 ら33 4.4 x2.65、孔0.75 織渇AI IOYR512'良野 完影 指ナデ m色遣冗化、重量36.0g G掴四

137 土師。菅状錘 る37 推4.6x22、孔0.8 黛掲81 IOYR7/4血 7/8 指ナデ 重量15.3g G薗.22

138 土 師 管 状 緩 ら33 4.7x2.5、干しOs 翼線場AI lOYR5/2良好 9ノ10 指ナデ m色遣元化、重量お.5. G溜-32

139 土 師 菅 状 鋒 り却 推4.5x1.5、孔0.5 熊治AI IOYR7I2且 9/10 重量7.3. G溜.37

140 土師・管状揖 り38 推3.3叫 β‘干LO.25 黛場SI 75YR7ノ4・良 lIi¥完 重量2.3g G掴-41

141 土師・管状鍾 jt38 2.1 x 1.5.孔0.3 熊場AI IOYR8/2且 l1li完 重量32. G湖-42

142 石蛇尾 れ37 西4.6><帽4.4.""0日 耳官 112 量面的み研際、先泊中央に留め 小剥If多、重量27.6. G溜 1

穴2倒聞ける

143 石砥品 る35 2.7x1.9x1.0 凝灰岩 破片 揖IJ!布、1<量6.5g、紙面4 G掴 7

144 石。低石 る却 16.7 x 4.7 x 2.9 援医符 完形 機担有.亜量498g、砥面4 G掴8

145 石 砥 石 ら31 4.6 x 4.3 x 3.7 砂岩 114? 機縦、重量i刷 8.、砥蘭4 G欄 3

146 石 砥 石 ゆ剖 6.6><2.6>< 1.1 凝灰岩 略完 僚t反省.重量542.、砥面3 G溜-6

147 石 低 石 り31 4.5 x 3.3 x 2.7 砂世 1/2 ? 機横手I、重量77.5g、砥面4 G甜2

148 石 砥 石 よ34 9.3x 6.9 x 2.9 砂岩 完形 機lfl、重量2740、砥面2 G掴.，

149 鉄刀干 り35 6.0x 1.5><0.4 両編欠111 斜角片岡、重量7.3. 量

l剖 批刀子 よお 6.7x2.1><0.5 而I繍欠111 撫刈両関、背は平輩、重量18.4g 鉄

151 位刀干 れ37 4.7><1.6><0.8 刃師片 煎量7.4g 民

152 鉄直刃鎌 め34 8.4 x 2.8 >< 0.9 刃部欠畑 重量16.0. 最⑤

153 鉄・刀子 P よ33 4.6xI.9x0.3 両端欠損 重量11.9g 酷

154 鉄長期敏 ' も32 8.5x 1.0 x 0.7 両靖欠剖1 重量15.6g 最③

155 鉄・釘? れ坦 11.3>< 7.0><0.8 略完 重量釦 1. 怯⑩

156 鉄 金JP れ担 3.5x22>< 1.5+0.7><0.7 破片 IJと金具が接着'重量8.9. 鉱

157 鉄 "J や32 102 x 0.8>< 0.8 略完 重量12.8g 鉄⑨

158 鉄権状品 る44土器ダ 71Jl-270 6.3x0.4x0.4 両繍欠持l 長醐骸か'重量5.5g 位
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付表2 額見町遺跡lV報告区域出土中世遺物観察表

温情 書号 極別，器岨 III土地点 法量 胎土 色ー憧 測量等 備考 提8割?骨号

l 土師。平庇憐 SK2副 29'30'39 口15.2，高4.3.底5.5 H.A IOYR8/3・良時 3/4 中1-111 成糸切り彼{右)内平滑ナデ 内底息従弱、鹿内外11¥1屋有 SKお4-14

2 土師平底被 SK254ト叩 口152.高3.9、底6.6 H-A IOYR7ノ3・良好 lノ3 中1-n 1 成糸切り痕 使IfHIl無 SK254-2 

3 土師平臨機 SK2S4-32 口15.4，向42、底5.8 H-A lOYR8/3良好 1/2 中1-n 1 成糸切Jり痕‘内平滑ナデ、特に f史ffllll!!.内外以斑イI SKお4-1

内底ミガキ状

4 土師・平成鈍 SK254-14・15 底6.4 H.A IOYR7!3且 1/3 中1-0 1 底み切り1/{ SK254-4 

5 土師ー平底擁 SK2品8 底6.0 H-A IOYR8/3良 1/3 中1-01 庇糸切り痕 世用仮無 SK2S4-3 

6 土師・平版椀 SK2S4-36 庇52 H-A IOYR8/3・良 底片 中1-0 1 庇糸切り彼(右) SK2S4-13 

7 土師平成小皿 SK2弘41 白山IS、高2.3、底5.3 H-A IOYR7/4良好 完形 中1-01 成先切Jり彼(右) 世JHlIl脅眠、内外出直有 SK2日-5

SK2剖 8 土師平成小皿 SK2S4-5 ロ9五、高2.0、底4.4 H-A IOYR8/3且 完形 中1-01 底来切り1II(右)、内底中央フ七 世周痕然、外火色、ゆがみ有 SK2臼~

J痕

9 土締 平底小皿 SK254一括 口9.4.高2.0、底4.4 H-A IOYR8/2且貯 5/6 rlll_ll 1 底糸切りO{(右) 植地痕無 SKお4-7

10 土師 平底小皿 SK2臼 19 底4.1 H-A IOYR8/4・良 底片 llll_lll 底糸切り復{右) SK2日 12

11 土師・平底小皿 SK254-31 ロ8.7.高2.5、成4.7 H-D2 2.5YR6/6且 314 中l-U1 庇あ切り4匝(右) 世周夜祭 SK2S4-IO 

12 土師平底小皿 SK2剖-46 口92、高2.05.底4.6 H-D IOYR7/3 ・ l~ 3/4 中1-01 庇糸切り1Il(右) 世用被無 SK2S4-9 

13 土師平成小皿 SK254ド剖 口9.7 Hζ 7.5YR8ノ6良野 115 中}-Il1 SK254ト11

14 U:師 平底小皿 SK254ト10 口8_7、高1.75、底4β H-C 5YR7/8且 時完 中1-01 庇糸切りlIl{右) 世JHlIl無 SK2副8

15 土師輸高台憐 SK2S4-26 rl15.9 11ζ IOYR8/3且 1/8 中1-01 内ミガキ 使用術無、向調焼庇 SK254ト15

16 土師ド底鈍 SK329-6・10・13 口13.4、商4.3.底5.4 II-D2 IOYR8/2不良 4/5 中 1-1 底*'切り痕(右) 使用彼無 SK329-1 

17 土師・平底線 SK32!み11.12 口13.8 II-D2 IOYR8/4且 1/4 中 1-1 SK329-3 

SK329 18 土師平底鈍 SK32!み7 底5.4 H-D2 7.5YR8/4・良 1/3 中 1-1 底糸切り復(右) 世用舗道無 SK3四 2

19 土師。平底小皿 SK329-8 口9.4 H-D IOYR812且 1/4 Q'1-1 SK329-5 

20 土師柱状小肌 SK329-3 口8.1、高325.底4.6 H-B 5YR7/6良 3/4 中1-1 庇糸切り痕(右) 使用痕無 SK泣9-4

21 土師・平底倒 SK332-2-3 ロ16β 日令D2 I QYR8/4・且 1/8 中l-1I1 内面煤揖 SK332-1 

22 土師平成樹 SK332-1 車6.3 H-D2 IOYR8/3不良 215 中1-01 庇糸切り痕(右) SK332-2 

SK332 23 土師・性状小皿 SK332・1周 底4.1 H・A IOYR812血 2/5 中}.Ol 底糸切り復 使IfHKI罷 SK332-4 

24 土師・柱状小皿 SK332-9 ほ4.0 H-D IOYR8/4・不且 1/4 '1・1-01 底糸切りO{ SKお2-3

25 土舗桂状小皿 SK332-7 底42 H-D IOYR8/2・不良 112 中1-01 内底凹痕 世用機無 SK332-5 

26 土師・平底椀 SKねら3'13 口13.8.高4_0、底6.8 H-D2 IOYR8/4良岬 略完 中I-U2? 底糸切り復(右) 内剥高‘外而火色 SK沼5-1

SK335 21 土師・平底小皿 SK33Sト16-17 口92、高2.5、成4_6 日ζ IOYR8/4・不良 略完 中l-U2? 成糸切り痕(右) 世別痕無 SK沼田

28 11<刀子 SK335-15 8.7x 1.5 x 0.3 刃部依円 ltは平遣、重量10.4. 最⑩

29 土師平底小皿 SK34O-11 口8.4、高2田.底5.6 H-A iOYR7/3良 νs ~Il l 一 日 1 1折 成糸切り彼 SK加。l

SK泊。 30 土師・lf!廃備 SK340-8 底4.0 H-E lQYR6/2且好 底片 中}.1I1斬 底条切り痕、内ミガキ 内期娩庇 SK340-3 

31 土師・桂状小皿 SK340-5 底4.0 Hζ IOYR8/3良 底片 中1-01新 底糸切りlIl{右) 内黒焼庇 SK剖0-2

32 土師平底小皿 SK355ト33 口9.8、高2白.庇5.5 H-A3 IOYR8/4'且 213 中1-01 成糸<;Jjり痕{右) 耐用後無 SK品目

33 土師平底小皿 SK355-33 口10.1、高2.3底5.8 H-A3 IOYR8/3且 3/4 中l-lll 底糸切り痕{右) 使用痕無 SKおら7

34 土師平底小限 SK355ト33 口9.7、高2.05.庇4.8 H-A3 IOYR8/4'且 2/3 中}.nl 底糸切り痕(右) SK355凶

SK3S5 35 土師平底小皿 SK355凶3 口急5、高1.9、底5.0 H-A3 IOYR8/4血 113 中1-1l1 庇糸切り痕(右) SKお5-4

36 土師平底小肌 SKおら33 口9.8、高1.9、成6.6 H-A3 7.5YR8/4良 1/5 中}.111 底糸切り痕 SKお5-6

37 土師平底小皿 SK355-33 口9.5、商22、底5.4 H-A3 lOYR8/4良 時完 中1-01 底来切りlJ!(右) SKおら2

38 自信碗 SKおら113 口17.0 納色IOY8/1 2.5Y81l堅敏 口縁片 山本C閉 山本白磁卦罰IVlb闇 9 SK355-6 

SK378 
39 土師平底小血 SK378-8 口9_6、尚1.95底4.7 H-A 7.5YR8/4良 記形 中1-01 lIr.糸切り痕(右) 使mnミi!'; SK378-1 

40 白舷皿 SK3184 口11.8 馳色25GY7I15Y7/1・堅敏 1/10 山本B期 山本自画分額沼5掴 SK378-1 

41 土師。柱状同 SK392-2 ほ6.0 H-D IOYR8/2且 雌片 中l-U1 Ii!i糸切り痕 SK3回一5

42 土師ー平成小m SK392-1 口9.3、高2.0、底42 日D2 7.5YR8局員 1/2 t.jl}.U 1 底糸切り痕(右} 世用仮無 SK392-1 

43 士郎・平底，)、皿 SK3由 30 口9.3、商2.1、底4.6 H-A IOYR8/3・且 4ノ5 中1-01 底赤切り痕(右} 世111m無 SK392-2 

44 土飾ー平成〆I、阻 SK四宮-42 口9_7.寓2_6.鹿4.5 H-A IOYR8/3且 3/4 Eドl目l 底糸切り彼(右} 使m彼無 SK3'四一3

SK3担 45 土師・鎗高台椀 SK392-14'28-75 口14.4、推高5.7 H.D IQYR8/3良 2ノ3 中}.Ol 内ミガキ 内燃焼底、外線付着 SK3'目'~

46 土師・鎗荷台悦 SK392-58 台6.6、台高0.3 II-A IOYR8/3・且 成片 Q1l-01 内鼎娩底 SK3，民み7

47 土師・位杭小盟 SK392-38 口9.6 H-D2 IOYR7I3・且 1/4 中1-01 内田焼成 SK3，目4

48 土師・管状錘 SK39喧-54 4.95x問、孔0.6 官製場Al lOYR7/4良師 完形 両整理主 置11:焼成!J.¥色化、亜量33.7g SK392-1 

49 欽・雁互式佳織 SK392-3 5.lx2.3x3.0 両靖欠捌 箆被11突問、重量6.0g 最@

国 土師平底輔 SK472-1田 189-403 口162、高4.8、底6.0 H-A IOYR8/3・良 213 中1-01 底糸切り鈍(右) 使月H旋無 SK472-11 

51 土師乎底輔 SK472-3由。359・括8 口14，3、高4.4、厳5.8 H.A 7.5YR8/3且 3/4 中l.n1 底来切り策、内底フセノ袋 使用痕無 SK472-2 

52 土飾・平底輔 れ描タボ'}565 口15.2高4.1底6.0 H-A IOYR8/3・且昨 2ノ5 中1-01 底糸切り彼(右).スノ コ状線 内底摩耗痕 SK472-3 

53 土師平底岨 SK472-195'232・却2四8'A口13仏両3.5、底5.9 H-B 5YR6/6・良昨 2ノ3 中1-01 庇糸切り復(古) 世用痕無 SK472盟

54 士郎・平底輔 t叫肘1'IJ412 ロ14_7.高4.15底5_3 日D2 IOYR8/3不良 3/4 中l-U1 庇糸切り袋(右) ゆがみ荷 SK472-11 

55 土師平底輔 SK472-8.155 口14.4、向42.成6.0 H-A IOYR8/3・良野 4/5 中1-01 底糸切り痕(右) 使用策無 SK472-29 

部 土師・平底蝿 SK472-237 ロ14.7、高42.底6.0 H-A IOYR8/3・良 112 中1-01 底糸切りm 使10m無 SK472-6 

57 土師田平底腕 SK472-・300 口14.4、高42、鹿6β H-A IOYR5/4. R肝 2/3 中1-01 眠糸切り疲(有).内底ラセン1Il 使用mlili SK472-26 

日 土師平鹿倒 SK472-373-375'3田 A 口14.9、高4.1.底5.3 II-D2 7.5YR7/4良好 3/4 中1日l 底糸切り痕(右) 外全体調事〈嘩 SK472-16 

59 土師・平底圃 SK472-1 口14.4、高4.6、庇6β II-A3 7.5YR7/4且好 213 rll}.1I1 底糸切り痕(右) 世JHI誕無 SK472-7 

曲 土飾・平成椀 れ36グマリ520 口15.9、高4.35.成5.9 H-D砂多 lOYR8/3・良 lノ2 中1-01 底糸切りlJI.(右)、スノ コ状彼 世用復無 SK472・13

61 土師平成椀 SK472-146 口14.1、高4.45.底5.8 H-D lOYR8/3・不良 3/4 中1-01 底糸切り彼(右)、向ほ巨転糸切 世周4健悟 SK472-31 

りm(底部門位造り m)

62 土師・平底輔 れ甜ゲマ四時 口15.4、高5_0、底5.5 H-D lOYR712良好 112 中1-01 底糸切り疲(有)、スノコ状痕 内r!lO'摩耗痕、外1M斑 SK472-1 

63 土師ー平底線 れ36"7IJ404 口14弘前3.5、成6.0 日02 7.5YR7I8良昨 2/5 中1-01 底糸切りll!(右}、外ロクロヒダ 内血縁耗袋、外U玉県斑 SK472-2 

SK472 64 土師・平底鎗 SK472-345'351'355 口14.0、高4.15ほ5.7 H-D IOYR8/3且 lノ3 中1-01 底糸切り1Il(右} 世用痕無 SK472-8 

65 土鋪平斑蝿 SK472-141田7 日13.9、高4.15‘民5.0 H-02 5YR7/6・L込 1/4 中1-01 底糸切り痕(右}、外体ロクロヒダ {史用1II無 SK472.IO 

同 土師・平底岨 SK472-208.235 口13.6、高3.9.庇5.8 H・0 lOYR8/3・艮 1/3 "'1・01 底糸切り痕(右} 世用痕無 SK472-35 

67 土師平底輔 れ36，'7IJ403 口13.6.1">;3.55、底62 日一02 7.5YR8/6良 1/3 中l目I 底糸切り彼 SK472-8 

曲 土師・平雌輔 SK472-234 口13.4、高4.4、底6.0 H-D2 7.5YR8/6・且 114 *1.01 Ill;~， 切り痕 使!lI痕無 SK472-3O 

69 土師・5ド底拙 SK472・169 ロ13.7、高4_0、成5.7 II-D lOYR8/2且 完車 中l-Ul 底糸切り彼、内底ナデヅケ 使用&1iIi SK472-5 

70 土師。平底腕 SK472-212'271 ロ13.3、高4師、底5.5 H-A 10YR812・i込 2/3 中1.01 Ill;糸切り彼(右)、外体工J>ロク 使!lI筑無 SK472-34 
ロヒダ

71 土師・'r底椀 SK472-4師 口13.6、高4_0、J1l:5.3 H-D2 7.5YR7/6'良好 3/5 中1-01 底糸切り彼(右) 世用痕無 SK472-9 

72 土師・平底傭 SK472-3団 329'B 日14.2、高4.5.底5.6 H.B 7.5YR7/6良好 ν3 中1-01 底糸切りs! 世用痕無 SK472-13 

73 土防5・平底岨 れ唱7"マIJ440 口13.7、高4.3底5.8 H-B 75YR8/3・不且 完形 中1-01 底糸切り痕(右)、スノコ状痕 使用ll!t眠、ゆがみ SK472-7 

74 士郎・平庇蝿 SK472-296四7.3羽 381'B口14，0、高4.9、底5.8 H-O IOYR8/4良 略完 中1-01 .!I長切り痕(布)、内股ラセノll! 使別彼無 SK472-27 

75 土師平底鈍 SK472・263 日142、商5.0、r!l:6_3 H-D lOYR8/3'且 2/3 中1-01 底糸切り1Il(右) 世刷痕無 SK472今31

76 士師・平底線 SK472-253 口 1 4.4、高4.3 、 lí~6.4 H-C IOYR7/6艮 1/3 11'11.01 JI!<糸切りlJI.(右)、内底ラセン1Il 世用痕無 SK472-3 

π 土師平底割 SK472-332 口12.5.高3.35、底5.0 II-A3 7.5YR6/6・良好 4/5 中1日l 底糸切り痕(右) 世用線無 SK472.1 

78 土師・平底鈍 SK472-306 口13.0、高3.4、鹿5.1 H-A3 2.5Y7/2且岬 完形 中1日l 底来切り痕(右) 世用lJI.無 SK472-17 
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付表2 額見町遺跡W報告区域出土中世遺物観察表

遺傷 番号 組別・器種 出土地点 法量 胎土 色信E 間存 時期 関車等 備考 !l!測番号

79 土師・平底例{小) SK472.313 口10.8.商3.7、庇4.7 H.A IOYR8/3且 完車 中1.01 底糸切り復(右) 世用策無 SK472-25 

80 土師‘平底椀 SK472-2臼 口11.7.高3.5、底6.0 H.s 2.5YR7/6'良時 2/5 中ト01 成糸切りIJI.(右) 世用m無 SK472-14 

81 土飾・平底椀 SK472;おS'B 口12.4、高3.7、底5.4 H.D2 7.5YR7/6良 1/3 中1.01 庇糸切り彼 世周痕無 SK4724 

82 土師平成椀 SK472-222-405 口11.8、高42、底5.4 H.D tOYR7ノ3不良 1/3 中1.01 底糸切りIJ!(右) 使用仮無 SK472.33 

田土師。平底拙 SK472眠341.376.s ロ13.0、商4.1、鹿6.0 H.D2 7.5YR7/6凪 2/3 中I.lll 底糸切り袋(右)、内股ラセン彼 世間復無 SK472-36 

制土師平底輔 SK472-tOl 口12.7.術3.7.庇53 H.D2 7.5YR7.ノ4且好 118 中1.01 底糸切りIJ! 合町111反無 5K472・15

白土師。平底輔 れ却，マリ拍9 口12.2、高川、出5.4 H.D lOYR812不良 1/4 1111-01 底糸切り復 SK472-4 

86 士郎柱状線 SK472.394 口15.8、高5.3、成5.0 H.A tOYR8/3'良 112 中I.s1 底糸切り痕(右) f史用m~眠、向底鼎斑 SK472-1凹

87 土師。柱状線 SK472-78・93'157 口15.0、高5.1.底6.2 H.A lOYR8/3. J込 4/5 中1.01 底糸切り痕(高)、内工具ナデヒダ 世用痕無.内閣斑 SK472-24 

田 土師ー柱状線 れ36"マ'J513.514 口14.4、高4.8.庇5.6 H.D2 7~YR8/6・良野 112 中).<<1 底糸切りIJI.(右)、内底フセン痕 世期衆無 SK472-12 

89 土防・往状線 SK472-71 口 12.5. ;lI;4ß 底5~ H.C 10YR8/4艮 1/5 rll1_ll 1 底糸切り痕 使用m. SK472-32 

叩 土師ー給荷台傭 れ担ダマ%57 台7.0、台高0.9 H.A tOYR7/3艮 庇片 Iド1.01 底ナデi向し、台頭自スノコ状痕. 内煤艇 SK472-15 

内ほラセン#!

91 土師給高台椀 れ36ダ71J437 台6.7、台高0.7 H.s 7~YR8/6 且静 底片 中1.01 底ナデ間し SK472.14 

92 土師給高台椀 SK472-214剖9・2却却l 口14.0、高4.1、台5.9. H.D2 7.5YR8/6且 3/4 中1.01 庇ナデ消し 世周痕無 SK472-22 

台高03

93 土師給荷台鈍 SK472-79・回 口14.5、高5.7.台6.8. H.D2 7~YR8/6・良 213 寸q.IT1 底糸切り後ナデ 使用彼無 SK472-却

台高0.7

倒 土師輸省高台鈍 SK47日開 338 ロ13.8、高4.4、台5.8、 日D2 7~YR6/6 良 3/4 中l.llI 底糸切り袋、内庇フセンナデ 世m痕無 SK472-18 

台高0.7

95 土師。給高台岨 5K472・描1.377 ロ13.7.商 目、台6.8、 H.D2 7~YR8/6 良 4/5 中l.llI 底糸切り彼 世JIHII無 SK472-21 

台高0.8

96 土師。省高台傭 SK472-泣9 ロ162.高4.0、台6.8 H.D2 7.5YR7/6且 3/5 中!日 l 底糸切り#! 世m!ll:無 SK472-23 

台高l.l

97 上師給高台抽 SK472-57 口14.4高4.2台72、 H.D2 7.5YR8/6' 1'< 213 中1.01 底糸切りIJI. 世mm無 SK472-19 

台高0.7

98 土師・平底小皿 SK472-262 口92、高22、鹿4.9 H.A 2.5Y812・不良 時完 中1.01 底糸切り痕{右) 世mO!舞、外底に黒斑 SK47249 

99 土師・平底小皿 札36~' 1" J563 白色.6.高2.1、底4.8 H.s 7.5YR7/4良好 2/5 中1.01 底糸切Jり痕{右)、内底面に糸切J 使m痕無 SK472.33 

りIJI.(底隊円柱造り痕)

l叩 土鱒・平成小皿 れ36""}四4 口8.9、高2.15、底4.6 H.A lOYR8/4-.Jil 完醇 qq.ll 1 底*-切り痕(右) 内摩耗 SK472.28 

101 土師平底小皿 SK472-47 口9.35、高2.1、底4.5 H.A lOYR8!4且 4/5 中ト日 l 鹿糸切りm(右) 使用根無 SK472.52 

102 土師・平底小皿 SK4花407 口9.7.高225、鹿4.4 H.A 2~Y7/3 良 2/3 中1.01 底糸切り痕(右)、内底ラセン痕 f車用#!無.外面i!I斑有 SK472-86 

103 土師平鹿小皿 SK472-6 口8.8.商2.05、底52 H.A tOYR8/4良 時元 '1'1今日i 底糸切りO!(右) 使用痕無、糸切り紐巷fすき SK472-77 

104 土師・平底小皿 れ36タマリ405邸調8 ロ9.0、高 1.95、底4~ H.A 7.5YR8/4良野 4/5 qJl・01 庇糸切り彼(右)、外成凹彼 世JIJ痕無 SK472-19 

105 土師・平底小皿 SK472.2O'A 口93、高2.5、底4s H.A IOYR8/2・良 2/5 中1.01 底糸切り痕 世mm無 SK472-44 

l国 土師。平底小皿 SK472.293 口8.6、高22、政3.6 H.A3 7.5YR8/6・艮 3/4 中1.01 底糸切り彼(右) 世用4実無 SK472-1凹

107 土師・平底小皿 れ描ゲ 71J527 口9.4、商22、底5.3 H.A 7.5YR8/3艮 213 中I.n1 底糸切り痕(右)、内中央ナゾ'J f直周復無 SK472-40 

108 士郎・平底小皿 SK472-316 口10.1、高2.2、1&5.1 H・8 7.5YR8/3且 1/3 *1.01 底来切り痕(右) SK472-127 

l凹 土師・平底小血 SK472.267 口9.2、高2.1、成4.6 日.A 10YR7/4良 4/5 中1.01 底糸切り痕(右) 使用線無、ゆがみ顕著 SK472-70 

110 土師ー平鹿小皿 れ36ダ711418 口9.3、高1.8、底5.0 H-A 7.5YR8/3且 4/5 中1.01 底糸切り痕(右) 使用痕無 SK472-23 

III 土師・平底小皿 れ36"71)410. 543 口10.0、高2.3.底4.7 H.B 7.5YR8/4且 7ノ8 中I.lll 底糸切り侠{右) 使用痕無 SK472.32 

112 土師平底'1、血 れ36r7リ525 口9.5、高2.4、底4.7 H.A 7~YR8/3 且 3ノ5 中1.01 庇糸切り痕(有) 世用痕無 SK472.担

113 土師・平庄小皿 SK472.181 ロ9.2、高l師、庇4.7 H.A IOYR8/3且 2/3 中1.01 底糸切り痕{右) 世用痕無、外面思車 SK472-85 

114 土師平底小皿 SK472-1田 口9.5、高2.1.眠4.8 H.A lOYR8/3良好 2/3 中I.s1 底糸切り彼(有) 世用彼無 SK472-90 

115 土師・平底小皿 SK472-172 口9.7、商事2.3.底5.4 H.A IOYR8/4不良 略完 寸IJ-D1 底糸切り彼(右) 使用痕無、ゆがみ大さい SK472-76 

116 土師平底小皿 SK472-27 ロ8.8.高2.0、農4.7 H.A tOYR8/3・t込 4/5 中1.01 底糸切り復(布) 使用m無 SK472-蝿

117 土師。平底小皿 SK472-205 口9.1、商2.0、底4.0 H.A IOYR8/2且 215 中l.ll1 底糸切り痕 (~，;) 世JIJ痕無 SK472-72 

118 土師平卑小皿 SK4η~.5 口9.2、高2.1..王42 H.A IOYR8/3・且 3/5 中1.01 底糸切り疲{者) 使用痕無 SK472-剖

119 土師平底，/、m SK472A 口9.7、高2.4、底4.7 H.B IOYR8/4・且 完器 中1-0I 世糸切り痕(有) 世用4底無、口緑に粘土量ね目 SK472-80 

SK472 120 土師平底小皿 SK472A 口9.0、高2.1底4.3 H.A 2~Y812 不良 1/3 中I.nI 氏糸切り痕(右) 世用後無 SK472-t03 

121 土師。平底小皿 れ36夕 刊413 口10.0、高2.4、底5.0 H.A IOYR8/1-t孟 3/4 中1.01 庇糸切り彼(右) 世JsI質無 SK472-描

122 土師平底小皿 SK472-185 rl9.7. 高2~. 1Î(5.0 H.s IOYR8/4良 時完 中J.s1 底糸切り1II(右) 世用IJI.無 SK472-55 

123 土師。平底小皿 SK472-剖6 口102、高22.底5.2 H.B lOYR8/4艮 時完 中l.nI 底森田りm(右) 使用仮無外底に出斑 SK472-48 

124 土間平底小皿 れ361'，1)506 口弘3、商2.3、}.!f4.5 ]-].B 7.5YR7/4血I'f 2ノ3 rj'l.II 1 底糸切り彼(右) 使m痕無 SK472-:四

125 土飾平底小皿 SK472詔l 口9.9、商2.4.底4.5 H.A IOYR7/3且 完形 中l.ll1 底糸切り彼(右) 値用m無 SK472-65 

126 土師平底小限 れ369"(1)4担 口Il.l.高2.6、庇5.2 H.B 7.5YR8/3且 3/4 中1.01 庇糸切りI/{(有) 世用4反無 SK472.26 

127 土師平底小皿 れ36r71J539 口10.0、商2.8、ほ4.2 H.A IOYR8/3良 112 中1.01 底糸切りm(右)、スノコ状線 使用!II:無 SK472-17 

128 土師平成小皿 SK472-38.48 口10.0、高2.9、底4.6 H.B tOYR5/2良好 112 中l.llI 底糸切りjJ!(右) 間ml質無 SK472-68 
1目 土師ー平底小皿 SK472-70 口9.8、高2.6、鹿5.0 H.A3 5YR8/4不良 1/3 '1・1.01 底み切り痕(右) f世用疲無 SK472-51 

1却 土師・平底小皿 SK472-3描 口9.0、高2.3、底4.0 H.s 7.5YR8/4不良 時完 中1.1I1 底糸切り、外底中央I~痕 使用m無 SK472-66 

131 土師・平底小皿 れ36"7%34 口9β、il!2.1、底5.0 H-A IOYR812・良 1ノ3 qll_lI 1 底糸切り燦{右) 5K472-21 

132 土鮒・平底小皿 SK472-108 口9~、高2.05、底5.4 H-A IOYR8/4・不良 時完 r111_ll 1 底糸切り痕(右) 世用痕無 SK472-82 

133 土飾 平底小田 SK，172-2却 口8.9、高1.4.!l!:4.4 H.A IOYR8/3不良 2/3 r111_n 1 底糸切り痕{右) 世用後無.ゆがみ有 SK472-83 

134 土師平底小皿 SK472-:双;.t 口9.0.高2.1.Ji(4.3 H.A3 叩YR8/4・不良 415 rl'1φ01 底糸切り痕(右) 世用痕無.ゆがみ大きい SK472-79 

135 土師 平底小血 SK472.319 口9.9.il!2.3底4.7 H.s 7.5YR7I6且 4/5 中1.01 底糸切り痕(右) 値期痕無 SK472-S1 

136 土師平底小皿 5K472.336 口10.4、高2.6、底4.1 H.A IOYR8I4良好 1/2 中1.01 底糸切り彼(右) 使用仮無、内外蝿斑有 SK472-53 

137 土師平底，)、皿 SK472.却3 ロ9.7高2.1、底5.0 H.A IOYR8/4且 2/3 中I.n1 底糸切り彼(右) 世mm無 SK472-93 

138 土師 平底小肌 SK472-357 口10.2.高2.1、底3.8 H.A3 7~YR6/3・且昨 315 中l-I11 Jif.糸切りI/{(右) 世用保無 SK472-田

139 土師・平底，)、m SK472-372 口9.3、高2.35、成3.7 H-A3 IOYR8/3良 完形 中1.01 底糸切りjJ!(右) 世用痕無 SK472-98 

140 土師平底小皿 SK472-1佃 口8.7.高2.0、底3.5 H.A3 lOYR8/4良 時完 中l-ll1 底条切り彼(右} 世周jJ{無 SK472-101 

141 土Ii平成小皿 SK4n剖 口9.7‘商2.6、底4.2 H.D2 IOYR8/3良 113 rITI_U 1 成糸切り彼(右) 値用痕無 SK472-95 

142 土鰯・平底小皿 れ36r.1J545 白色5、!l;2.2、鹿4.55 H.D IOYR812.n 4/5 中1.01 底糸切り痕(右)、スノコ状痕 世用痕無 SK472-24 

143 土創平Jif.小皿 SK472-4 口92、高2.6、鹿4.1 H.D2 7~YR8/6' 良 3ノ4 中ト01 底糸切り世(右)、内底フセンjJ! 使JlljJ!無 SK472-54 

144 土師・平成小皿 SK472-17 ロ10.8、高2.35、底42 H.D2 10YR8/3・良 213 中ト01 底糸切りjJ((右)、外庇中央に凹 使月)!真無 SK472団

痕、内底ラセン痕

145 土師・平底小皿 SK472・256 口10.4、高22.成4.5 H.D2 7.5YR7I4且 213 rTl-n 1 底糸切り痕(右) 合叫ijl従無 SK472-84 

146 土師平底小皿 SK472.1田 口9.9、高2.35、庇4.8 H.D2 10YR7/4品 峨完 巾l-I11 底糸切り痕(右) 世用彼無 SK472-87 

147 t師平底小皿 れ36'・71J518 口9.0高2.3、底3.4 H.D IOYR8/3且 112 中1.01 底糸切り痕(右} 内出国E従 SK472-37 

148 土師。平底小皿 SK472-272 口9.6、高2.2、底3.9 H.D2 7.5YR7I6・良 完形 中l-U1 成系~J り艇 (右) 使mm無 SK472-102 

149 土師平底小血 SK472-399 口9.8高2.1.底4.4 H.D2 7!iYR7/4・良 2/5 中1.01 底糸切り痕 世m痕無 SK472-7t 

l田 土師平底小皿 れ36"-7リ620 口9.4、高1.9.庇4.1 H.D 10刊 812・不且 112 中ト "1 liro糸切 り痕 使用痕無 SK472-:耳

151 土師・平底小皿 SK4724曲 A ロ9.9、高22、庇4.0 H.D2 7~YR8/6 良 215 中1.01 底糸切り痕(右) 世用痕無 SK472-74 

152 土師・平底小皿 SK472-2坦 ロ102.高2.7.底43 H.O 2.5Y812不良 3/4 中I.DI rif.糸切り痕(有)、内底ラセノ夜 世用痕無 SK472-40 

153 土師ー平底小皿 SK472-1剖 口9.5、高2.3、11);4.3 H.O IOYR8/3・不良 障会完 1JIj.ll 1 底糸明りIJI.(右) 世m痕無 SK47246 

154 土Ij.平底小皿 れ36ダマ1)439 口9~.高22、底4.6 H.D 10YR8ノ4・良 略完 中1.01 底糸切り彼(古)、 スノコ状復 世mm無 SK472-27 

155 土師・'l'底小皿 れ担グマリ406 ロ9.6、高23、底3.8 H-D2 7.5YR8/l且 完形 中l.ll1 庇，M Jり彼(右) 使m痕無、内庇ヘラ描き SK472-♀5 

1日 土師・平底小皿 SK472-13 口9.8、高2.6、底4.0 H.O lOYR8/4且 ν3 中1.01 庇糸切り痕(右) 世Jllt良無 SK472-42 

157 土師平底，/、皿 SK472詔3 口 10.0、高2~、底4.8 H-A IOYR8/4・不良 113 中I.sI 庇糸切り痕 SK4η45 

l団 土師平成小皿 SK472-1臼 口8.2、高2.6.i王3.7 H.02 7.5YR7/6良 完形 中I.sI 底糸切り痕(右) 世用彼無 SK472-38 

159 土師平底小皿 SK472-340'B ロ9.1、高2.7.，，4.8 H.02 tOYR7/4且 略完 中1.01 底来切りmc右) 値用jJ!~襲 SK4η47 

l同 土師平車小皿 SK472.詑2 ロ9.6、高2.3、""4.8 日02 IOYR7/4良 完形 11~ }.目 l 底糸切り磁(右)、内庇ラセン彼 使用夜祭 SK472-64 

161 土師。平底小皿 SK47::ふ335 口9.4、高2.9、底4.8 H.D2 7.5YR6/6且 617 中I.lll 氏あ切り痕(右) 値mm無 SK472-43 

162 土師平底小肌 SK472.3曲 B 口92、高2.45、底4.9 H.D2 IOYR5/2・良 415 中1.01 低糸切り復(布) 世朋痕舞、表層のみ期くなる SK472-63 

163 土師平底小阻 SK4i2-IO-11 口9.8、高2.3、底4.6 H.O iOYR7/3且 3/4 中1.01 底振切りmc右) f史用痕無 SK47241 

164 土師 平底小m SK472-却5 口9.8、高2.5.庇5.1 H.D2 7.5YR8/6'f，t 略完 中1・01 底糸切り復(右)、内底ラセン痕 世用仮無 SK472-69 

165 土師 平底小皿 SK472.241 口9.5、高2.4.底4.5 H.02 5YR7/4良 3/4 't1l-ll 1 底糸切り彼(右) 世用m無 SK472-却

l伍 土師平底小皿 SK472-174 口9.3、高2.3.底4.5 H.02 IOYR8I4良 7/8 中1.01 底糸切り侠(右) 世J司被無 SK472-67 

167 土師平底小皿 れ珂グマリ511 ロ10.6、高2.9、底5.0 H.O IOYR8I2且 3/4 Q1l-0 1 底糸切りmc右)‘外底凹痕 世mm無 SK472-41 

168 土防手底小皿 SK472-371 口10.3、高2.6、底5.0 H.02 叩YR8/4良好 完形 中I.lll 底糸切りjJ!(右) 世間痕無 SK472-62 

176 
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169 土防・平出小阻 SK472.284 口10.1、高2.2、底5.3 H.D2 7_5YR8ノ6良好 時記 中l.IIl 底糸切り痕(右) 世IfIJI{無 SK472-73 

170 土師平成小田 SK472-91 白色3、高2.35、庇5.0 H.D2 7.5YR7/6. Jl.鰐 2/5 中I.nI 底糸切 りJI{(右) 世mo延無 SK472-89 

171 土師 平底小皿 SK472-63 口8s、高2.3、底4.8 H.02 7.5YR8/6. Jl. 3/4 It1l.n 1 底糸切りJI{(右)、内底凹イf 世用彼無 SK472.75 

172 土師 平臨小皿 SK472.3J3 口10.0、高2.5、庇5.0 H-C IOYR8/4且 3/4 中I.nl 成系切 りJI{(右) f史用JI{無 SK472.94 

173 土師・平底小皿 SK472-152 口8s、布団、底3.9 Hζ 7.5YR8/4艮 1/2 中1・nI 庇糸切 り復(右) 世間復無 SK472.91 

174 土師平底小皿 れ36r"}567 口8.9高2.0、1i!5.4 H-C 7.5YR8/4良 略完 中I.nl 底糸切り侠(右) 世IfIJI{. SK472.22 

175 土師・平底小血 SK472.379 口9.9、高1.7、氏6.8 H-C 7.5YR7/6 ・ J~ 1/4 Illl.DI 底糸切 りm 世IfIJI{. SK472-104 

176 土師 平底小皿 れ描，マリ395 口9.7.商1.6.底5.9 H.C 7.5YR8/6. J込 完形 中I.nI 鹿糸切り痕(右) 世用保無 SK472.31 

177 土師。王子底小限 SK472一括3 口&9‘商1s、底6.2 H-C IOYR7/3. Jl. 2/3 "1I.[I} 段糸切り痕{右) f出用痕無、内底思斑 SK472.92 

178 土師平底小皿 れ36ダマ'J415 口102、高2.0、底6.5 H-C 10YR8/4・I込 完形 rll}.IIl 鹿糸切り復(右)、内底'1'央凹痕 世用痕無 SK472.18 

179 土師・位状小皿 SK472.140 日叩4、高3.5、庇52 H.A 2.5Y7II.良 略完 11'!_IIl 底糸切りJI{(右) 世用復無.外域内ほに鼎E置 SK472.59 

180 士郎位状小皿 SK472.233 口9.8、高3.7、底5.5 日.A IOYR8/3・且 2/3 中1.01 底来切り痕 世用痕無 SK472.5s 

181 土師・柱状小皿 SK472-182 口9.35、高3.7.底4.7 日.A 10YR8/3・且 略完 中l.n1 庇糸切り痕(右) 使用痕無 SK472-6Q 

182 土師・柱状小皿 SK472-147 口92高3.3、底4.9 H.A 10YR8/3且 7/8 中1.1J1 底糸切り彼(右) 使用痕無 SK472溺

183 土御・柱状小皿 れ36~' ，'}595 ロ9.8高3.45、11103.4 H.A IOYR7/1且 完形 中1-111 底糸切 り彼(右)向Ii!中央フセ 使用彼無 SK472-44 

一'M
l剖 土師・柱状小皿 れ36タマ1}411 口9.4、高3.5‘底4.2 H.A 7.5YR7/4-.ta. 完形 rlJI_IIl 底糸切りJI{(右) 世用JI{無、内全体火色 SK472~6 

185 土師柱状小皿 SK472P2 口a乱高3.0、底3.9 H.02 IOYR7/4且 215 rltJ-lll 底糸切 り痕{右)、内庇フセン痕 世用痕無 SK472.57 

186 土師・控状小皿 SK472-176 口9.8 H.02 lOYR8/4'艮 1/4 中l.nl 世用痕無 SK472-61 

187 土師鎗高台小皿 れ361-，リ391 台5s台高1.3 Hζ 7.5Y悶 14且 底片 中1.01 庇ナデ刑L 世)fjm無 SK472-47 

188 土師・給高台鈍 SK472.143.389. A 口14.8 H.A 10YR7/3艮肝 117 中l.n1 内ロクロナヂ 世用m無、内織焼成 SK472-125 

189 土師給荷台椀 れ36'ボ比49 口142 H.A lOYR8/4-U 1/8 中l-ll1 内線ミガキ 内鼎焼車 SK472.56 

l凹 土師給高台倹 SK472-描6 口14.6、高6.1、台72、 H.A3 7.5YR7/6.具合T 113 中I.nI 底ナヂ消L、内粗ミグキ 世刑事無、向島焼成 SK472-122 

台高0.45

191 土師。備高台鈍 SK472-5s'111 口14.0、商6.0、台7.0. H.A IOYR8/4'且 2/5 ql!_ll 1 底ナデ消し、内粗ミガキ f史閥復無、内思焼成 SK472.123 

台高0.5

19宮 土師・鎗高台鈍 SK472却 4.B 口14.7.高6.15.台6.0. H.A2 10YR512良好 1ノ3 中l.n1 底ナ円刊し、内粗ミガキ 使用痕無.内出焼成.鹿市出斑 SK472.114 

台前0.3

193 土師給荷台椀 SK472.76 口13.4、高4.6、台62、 H.A IOYR7/3良 2/3 中l.nl 底ナヂ刑L、内組ミガキ 使IfIm無.内鼎捜成、ゆがみ有 SK472-115 

台高0.2

SK472 
194 土師給高台椀 SK472-144 台5.8、台高0.45 H.A 2.5Y8ノ2品 1/3 中I.nl 底ナデ消し内粗ミガキ 使用痕舞、内黒焼成 SK412-112 

195 土師・備高台椀 れ36r，1J5却 台6.4、台高025 H.A 7.5YR8/3艮鮮 底片 '1'1.日! 底ナデ消L、内祖ミガキ 内照焼成 5K472.5s 

1同 土師ー鎗荷台椀 SK472.170 台6.3台高O~ H.A IOYR6/2・良好 厩片 中!日l 底ナデ1ft!..、内入企ミガキ 世用t質無、内:J.¥焼成 5K472-117 

197 土師ー給高台腕 5K472-327.357.B 口12.4高5.0、台6s、 H.A 10YR8/2・且 112 中l.n1 底ナデ消L、内入意ミガキ 世用痕無、向島構成 5K472-116 

台衡0.2

198 土師・鎗荷台銚 5K472.137 台5.7.台高0.4 H.A IOYR7I3'良時 1/4 中I.n1 底糸切りナヂ、内粗ミガキ 世朋ß[~降、向黒焼成 SK472-120 

1開 土師鎗荷台椀 5K472.21妥当6 ロ16.1 II.D 2.5Y8/3且 113 r11l.s 1 内回転ミガキ 世用4反無町内黒焼成 5K'72-126 

200 土師。鎗高台椀 れ描グマ唱曲 口14.7 H.D IOYR8/3且 116 111I_D 1 内入生ミガキ 内蝿焼成 SK472-57 

201 士郎鎗高台椀 5K472.277 口14.6 H.D 2.5Y7I2且 115 IIJ1.0 1 内岨ミガキ 世用痕無.向車瞳成 5K472-124 

202 士郎・備高台倒 5K472-16 口13.9、高5.7.台6.1、 H.D lOYR7/3良 2/3 111l-IIl 底ナヂ摘し、内入念ミガキ 世用復無、内黒焼成 5K472-113 

台高0.4

203 土師愉荷台機 5K472-201却l 口14.8.高5.8、台7.6、 H，ご2 叩YR8/3不良 1/4 中l.nI 内入企ミガキ 使用jJ[構.内串焼成 5K472-121 

台高0.6

204 土師給高台鈍 5K472.2曲 台5.8、台高0.3 H:'O IOYR812且 底片 中I.n1 底ナデ惜し、内入土ミガキ 世用ou眠、内黒韓民 5K472.118 

205 土師・鎗荷台椀 5K472-243 台62.台高0.5 H.D lOYR7/3'良 底片 中I.n1 底糸切りナデ 使用痕無‘内黒焼成 SK472-119 

2国 土師輸荷台鈍 れ36'マリ臼8 台52、台高0.3 H-C 7~YR8/4 良 底片 中1.0I 底不明、内入企ミガキ 内皿機成 5K472.52 

207 土師・鎗高台健 5K472.317 台6.4.台高0.3 H.D IOYR8/2且 底片 中l.n1 底糸切りs[(右)、内入生ミガキ f史朋疲骨~.内品1焼成 5K472-B 

2曲 土師柱状輔 れ描タマリ時6 口15.7.高5.1、l庄5.6 H.A IOYR812且 215 r1lL.n 1 成糸切り復(右).内ロクロナデ 世則被無町内組焼成 5K472-48 

2四 土師。桂'"岨 5K472.248 口15.6、高5.4、鹿5s H.D2 10YR8/3. Jl. 112 中l.n1 底糸切り痕(右)、内線ミガキ 慣用車無、内黒焼成 5K472-108 

210 土師柱状岨 れ36グマリ510 口14.2 II.B 7.5YR7/6-bl. 1/8 中I-III 内部組ミガキ 内繍焼成 5K'72-55 

211 土師役状輔 SK472-21S-A 底5.4 日.A 10YR8/3'L! 1/15 中1.01 底糸切り痕(右) {車閥復無.内黒焼成 5K472-110 

212 士郎ー桂紋岨 5K472.2叩 底5.7 H.A 10YR8/3・民 庇片 中1φn1 底糸切り彼(右} 向胤桂寵 5K472-11I 

213 土師・柱状楠 5K472.229 底5.2 H.A IOYR8/3.・良 底片 中1.01 底糸切りJI{(右) 内皿機庇 SK472-a 

214 土師校酔l、皿 れ36"，リ541 円10.0、高3.5、JiE42 H.A 10YR&l2・且 213 中1.0I 経糸切り復(右) {史用策無、内黒焼成 5K472るO

215 土師・桂状小皿 れ36グ7'応96 口8.8、高3.45.底4.1 H.A IOYR8/4且 213 中l.n1 底糸切り痕{布) 使用疲無、向調焼成 5K472-61 

216 土師柱状小皿 れ36r"7IJ421 底4.1 H.A IOYR8/3良 112 中l.n1 底糸切り痕(右) 向描焼JG; 5K472-62 

217 土師・柱杭小皿 SK472.151 口8.4 H.A IOYR8/3. J< 1ノ6 中1-111 世間!I{舞、内串焼庇 5K472-128 

218 土師台付鉢 5K472.2師 口34.0 H.D 7.5YR8/3' Jl. ロ輯片 中1.01 外叩き後ケズリ 5K472-2 

219 土師揖鍋 SK472.227-278+ 口甜6、期27.6 H-D IOYR6/3. a 1/15 中1.01 向ナデ外ケズリ 内口縁謀、外胴煤、内鼎焼底' SK472-1 

SK4田B下層

2却 白 磁 碗 5K472A 口16.0 軸色7.5Y7I25Y7/1'堅鍛 口線片 山本C期 山本白描分闇IVla類 SK472-1 

221 自 信 肌 SK472A 口11.9 軸色7~Y712 N8/0堅綴 口縁日 山本C朗 山本白極分罰¥11類 5K472.2 

222 土締・平底値 5EOI鰻下層8'11.22 ロ13.8、高3.9、底5.8 H.C 10YR7I3. Jl. 213 中トnI 底糸切り痕(右)、内鹿ラセン痕 世間車舞 5EOI.I 

223 土師平民椀 5EOI 般下層③ 底6.0 H-C2 2~Y712' 1退 底片 中I.n1 際糸切り!I{ 内外煤 5EOI.ll 

224 土師・位状傭 5EOI緑下層却 底5.1 H.A 2IJY7/2且好 底片 中1.01 底糸切り復(右) ほ空洞 5EOI.3 

225 土師平底小皿 5EOll!下層9 口8.6、商2.45、庇52 H-C 2~Y512 且 完形 中[.n2 底糸切り復(右}、内底ラセンmf史周JI{情 5E014 

226 土師・柱杭小肌 5EOI般下層② 口8.9、高3.25、底42 H.A IOYR8/3且野 略完 中1.s1 成糸J;Jり痕(右}、外底凹jJ{ 世1fI!健保 SE01.5 

227 土師・柱状小皿 5EOI最下層② ロ8.8商32、底4.0 H.A IOYR7/3且師 4ノ5 中[.01 底糸切り彼(宕} 使用s[無 5E01.7 

228 土飾控状小皿 SEOII!下層② 底4.0 H.A 7.5YR7/4比野 底片 中1.(11 底糸切りjJ{(有) ji;付務 5EOI-6 

229 土師鎗荷台倒 5EOl般下層② 台7.6、台高0.5 H.D 10Y問 12艮 112 rlrJ-sl 底糸切り!I{(右)、内相ミガキ 内思想E車 5EOI-8 

2ぬ 土師ー柱状楠 SE01厳下属② 底5.7 H.D IOYR8I3・良 2/5 中I.n1 底糸切り!I{(右) 内照焼庇 SE01.1O 

231 土師・柱状蝿 SE01.5 底5.6 H-D2 lQYR7/4・Jl. 底片 '1' ト01 底糸切り彼 内用焼成 5E01.2 

232 土師・柱状線 5EOl侵下層 底6.2 H.D IOYR8/3・i込 成片 中l.n1 底糸切り痕(右) 内且1俊成 5E01.9 
5EOI 

233 土師 鍋 5EOll股下層③ ・B'F層 口21.0、覇19.0刷却6 般入' 5YR6/4良野 1/15 中1.01 内外指ナデ 外全体煤、内lIJl継げ 5EOI.I 

2剖 白描蝿 5E01.8中層 IJ15.2 紬色IOYR8/27~YR8/2 具 11却 山本CWJ 山本自信分類 目l類 貫入 5E014 

235 白磁院 5EOI・E下層② 口152 総色2.5GY7I1N8/0・E級 口縁'-j- 山本B期 山本自瞳分飯田I航 掴貫入 5E01.3 

236 白健蝿 5EOI.9鍛下嵐③ 台6.6、台高0.8 柚色IOY8/1 N8/0・堅級 l/15 山本8矧 山本白磁分飯沼I鎖、鹿ケズリ、 世m痕無 5EOI.2'5 

内且込み儲に段

237 自醒・碗 SEOI-8最下層③ 台6.4、台高02 軸色7.5Y7/2N8/0堅級 1115 山本C期 山本自畳分聞IVlb鎖、庇ケズ f史用彼無 5EOI-6 
正体外此線

238 漆 器 摘 5E01下成 口16.8、高5.3.成8.1 スギ 5/6 ロクロ控き、成捕手持ちケズリ 外成徳のみ漆塗付録し、外底に *① 

工具痕

239 石砥石 5EOI続下婦② 9.0 x 12.1 x 5.5 流紋岩 般片 線jf(布、砥面2、重量l.Ikg 5E01.14 

240 石 砥;:6 SEOll股下嶋47 3.6x6.3x5.0 凝原告 破片 描lfI.有、匝面 7.重量l担g 5EOI.15 

241 士郎・F底焼 5K387.139 口12.6、高3.6、1i!5.1 H.A 75YR8/1且 2ノ5 ¥11 成糸切り痕 SK387.1 

242 土師ー平車倒 5K387.245 底6.1 H.A3 2.5YR6/8・良 1/6 ¥11 底糸切り痕 SK387.3 

国3 土師・平底輔 5K387.316 底5.1 H.s 5YR7/6良 1/3 四1 底糸切りjJ{ 5K387.2 

244 土師平底蝿 SE03-曲 上届下成 成4.9 H.A IOYR8/3且肝 1/5 中1.01 成糸切り疲(左) 5EOJ..4 

目5 土師・平底岨 5E03-34-36 底5.3 H.A3 7~YR7/6・且 118 ¥11 底糸回り痕 5E03-6 

目6 土師・給荷台鈎 SE田中層 上届下成 口172、高8.0、台753、 日.A3 叩YR8I3'良肝 114 111 底ナデ摘し 5E03-9 
5E03 

(足高) 台高1.45
上届

目7 土師。鎗術台銚 5E03上層 口15.4、高邑4、台7.0、 H.A3 7.5YR8/3不且 213 ¥11 底ナデ出し 向外煤jJ[ 5E03-8 
土坑

台高0.75

248 土師給高台鈍 5EQ3-23.24 台6.7、台高0.6 H.A IOYR8/4.J弘 台片 潤l 底ナヂ消 L 5E03-7 

剖9 土師。給高台線 5K387.3日・E下層 台5.9、台高0.5 H.A3 7~YR6/6 . n肝 215 ¥11 成来切りjJ{(右) 5K387-6 

お0 土師備高台腕 5K387.125 台6.7、台高0.7 H.A3 IOYR8/4' Jl. 底片 四! 底ナヂ消L 5K387.9 

251 土師・鎗高台椀 5K387.39宮 台色4、台高0.7 H.C IOYR6/2且 鹿片 明l 底ナデ消し 5K387-8 

252 土師平鹿小皿 SE03上層 口9.7高2.0底4.4 H.A3 7.5YR7ノ4良 3/5 中1.01 底糸切り痕(右} 使用痕無 SE03-13 
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付表2 額見町遺跡W報告区域出土中世遺物観察表

温情 酢号 個別・器櫨 出土地出 法量 胎 i 色俊 続作 時期i 調整事 備考 実測番号

253 一l師・平底小皿 SE03-78 口9.4、商22、底4.1 H.A3 10YR8I3品野 時完 1I'I-D 1 臨糸切りUW，) SE03-11 

お4 土師 平成小m SK387-408 .，5.5 H.A lQYR8!4良 115 q'l-O 1 ほ糸切り慌 SK坦，7.14

お5 土師平感小阻 SK謁7.162 口虫3、高2.1、底4.0 H.B 5YR7/6且 4/5 中1.01 鹿糸回りO! 世用O!無 SK387.17 

お6 土師平成小山 SK酒7.72 口95、高2.15、庇52 H.D2 lOYR8/6且師 215 '1'ι目l 1民糸切り彼 世用痕無 SK387.12 

お7 士郎平氏小皿 SK387-'125 口9.0、高3.1、成5.4 H.D2 7.5YR7/6・Ji!昨 1/5 rIJI_UI 庇糸切り侠 使用線無 SK珂，7.13

お8 土師・平底小皿 SK387C上層 口9.6.町2.0、底5.7 H.D2 lOYR7/6・品 116 中1.01 庇糸切り彼 阻m61無 SK387.15 

259 土師・平底小m SK溜7岨 円9.4、高2.75、厳4.3 H.D !OYR8/2品 213 中ト01 底来切り 61 使用銀無 SK387.19 

2日 土飾ヰ底小皿 SK387C下胤 口8.6.商1.95、庇4.2 H.C 7.5YR8I4' Ji! 1/3 中I.U1 底*-切り彼 世nm無 SK387.16 

261 t師・平底'1、m SE03-6 口9.8.向225、底5，4 Hζ 7.5YR8ノ4且 2/5 中I-D1 底糸切り彼(右) 使用JJt無 SE03-12 

262 t師平成小山 SK387 -453-455' E下層 口9.8、商2.9、底5.8 H.E lOYR8!3品 213 'llJ.IIl 底糸切り 61(有)、内底ラセンO! 世mt反無 SK387.18 

263 土師・柱状小皿 SK387.74 庇4.0 I-I.B IOYR7/4良野 庇片 中I.U1 Iif糸切りO!(右) 世mt反舞 SK387.20 

5E03 264 土師・柱状小皿 SK387.却9 庇45 H.A lOYR8/4且鮮 l血片 qlトU1 h~1私切りØ! (右) 、外成凹Ø! SK387.21 

上胤 部5 土師鎗荷台倒 SE03上栂 台6.3.台高0.2 H.A 7.5YR8/4且 1/4 中I.U1 底ナデ出し、内粗ミガキ 内県焼成 SE03-lO 

土坑 266 土師._荷台椀 SK387-405'C中層 台6.1台高0.3 H・D2 7五YR8ノ6血n .t片 咽l 内 ミガキ、臨ナデ 内見1焼成 SK387.11 

267 土師。'富市台倒 SK甜7剖l 台75、台高0.3 I-I.D1 lOYR8I3良好 底片 中I-DI 内粗ミガキ 岨Jtl 61舞、内~I焼成 SK耳目。

268 土防位状小皿 SK387.1曲 底4.7 H.A 10YR8I4且 Iif片 qq.D I ほ糸切りO! 使JtlO!.眠、内鼎韓班 SK387.23 

269 土師位状小限 SK耳7.127，128 底拙 H.A 7.5YR8I3. U 底It 中I.sI 底糸切り痕、内底岨ミガキ 内鼎焼虚 SK甜7.22

訂0 灰軸・布台雌 SE03上層 IJI4，O 東揖需産 2.5Y7I1堅敏 1/15 西製11i11式 内外縮刷;t"j SE03-19 

271 匝紬・ ~ï台醐 SK387.262 台7.4.台高0.45 東iI署捜産 lOYR7/1堅鍬 底片 固反II様式 庇来切り縦 無職 SK甜7田

272 自硲・蝿 SK担7B中層+ら29.31' 口15.5、術5.8、台4，7、 制色5Y7/3 2.5Y8/1匪徹 1/3 山本C捌 山本白俗分鎖 U1鎖、削り出し 世用保無、間入 SK担，7.17

32~' 7'J+ り JO - 3H" ，，'J+ 台高0，7 荷台

るおグマリ+P4却・4担

273 白 磁 融 SK387.191 口15.7 輸血5Y8/2 2.5Y8/1匪鍬 11却 山本B捌 山本自画分鎖沼l鎖 SK387.18 

274 白 磁 融 SK謁泊中層+り 31おタ 口13.9 粕色2.5Y8/2 lOYR8I1'1!I級 口輯片 山本C期 山本白随分領 U4=目、内花弁文 細貫入 SK甜7.19

Tリ+る321-，')

S8剖7
275 土師平底憐 SB剖7P4 l，'帥 H.A IOYR8I3且 底片 中l 底糸切りlI!(古) SB剖7.1

276 土師・平ほ陣 SB:剖7P4 hX5.8 H.A IOYR712且 底H 中l 底糸切りlI!(右) SB247.2 

277 土師平底鈍 SB剖9P9 成6.1 H.B 75YR7/8良 底H 中I.U 出糸切り彼 5B249-1 
SB剖9

278 土簡柱状小皿 SB剖9円 底3.8 1-1.0 7.5YR7I3不良 底H 中I.U 5B249.2 

279 土師平底腕 5B250P2 口133 H.A lOYR8I3'品 115 '1'I.n2 5B250-1 

2剖 土刷住状線 5B2回PI2 1if5.6 H.A 7.5YR8/1.n IJ.'J;J'， gド1日2 縫糸切り痕 5Bお0-2

281 土!t.平底小皿 5B2田PI 口9.4.術1.95、底5.8 H.O 7.5YR8I3'且 215 11'i-I12 底糸切り痕 内底ヘラ記号?(世嘩曲) 5B250-3 

ssa犯 282 土師・'V-底小皿 5B250PI 仁19.0、両2.3、底5，6 H.A IOYR6/2・Jl好 1/6 ll'l.ll2 底振切りlI! 5B250-4 

283 土師桂状小皿 5B250PI 口8.6、高35、414.7 H.A 5YR7I4且 3/4 中I.U2 ほ糸切りII{(右).内是正凹線 5B2ヌ)-5

団4 土師・平雌傭 5B2団P21 庇5.6 日D lOYR8I2艮 ほ片 中}-D2 庇糸切りII{ 内鼎焼成 5B2叫 6

285 土師 _高台椀 5B2回同 台5.6、尚南0.15 H.A lOYR8I3且 底片 中I.U2 Iif而ナデi11" 内出焼成 5B2叫 7

5s25J 
型訓6 土師。平底腕 5B251P5 底4.8 H.O 7.5YR8I1'不且 庇片 中I.U 庇糸明りlII.(有) 5B251.1 

287 土防位状線 5B251P7 底62 H-D2 7_5YR8J4不良 Iif片 中!日 5B251.3 

5Bお4
288 土師・平底鈍 5B254Pll 庇5.4 H.A 7.5YR8/3・a 底片 '1'1.日 底糸切りlII. 5B254.1 

289 土師・位状小聞 5B2日Pl2 底4.4 1-1ζ 7$YR8I8艮 鹿片 中I.U 縫糸切り症(右)町内庇凹彼 5825牛2

5B258 
290 土師平底憐 5B258P1 口134商3.7.成7.3 日ζ 7，5YR8I4良n 1/3 ¥12 底糸切り縦 外樺付着 5B258-1 

291 土師平底岨 5Bお8P1 庇5，6 H.B 7.5YR7/6・良野 底片 百2 庇糸切り侠(右) 5B2品 2

却2 土師平厳小田 5B274P1 口10.1 H.A 10YR812. n 1/6 中I.U 5B274トl

5B274 
泊3 土師平氏'1、肌 58274同 rili3，6 H.O lOYR8/1不良 1/3 中I.U 5B274.3 

四4 土師峡状'1、皿 5B274P6 底4.3 H.A lOYR8!2-.& 1/2 中I.U 底糸切り61(右)、内旋回復 使用痕無 5B274.2 

四5 土師僧高台倒 5B274P1 台6.0.台高02 H.A 10YR8I3'不良 底J'¥- ~lq . II 1 底ナデ間L 内鼎焼庇 5B274-4 

5B275 
296 土師。平底椀 5B275P1 庇M H.B 7.5YR7/6且好 成片 中1.1 底糸切りO{(右) 内ほ煤 5B275-1 

297 土師平底'1、m 5B275P1 口9.3 H.A lOYR8/3良 115 中l 5s275ド2

国8 土師・蛙状醐 5032-0) 成7.6 日02 7.5YR7/6且 底H 中I-DI 出来切りII{ 5032-2 

2由 土師位状輯 5032-つ 底6.8 H.02 7.5YR6/4・且 底片 中I.U1 成糸砂Jり彼(有) f史m痕，眠、内/J.¥焼成 5032-1 

5032 
3叩 白磁・醐 5032 口15.6 軸色5GY7/17.5Y6/1堅級 l-I樟円 山本8刷 山本自曲分罰).11掴 貫入 5032.10 

却l 自 他 植 5032-田2 台6.6、台前02 柚色2.5GY7.ノl5Y8/1毘級 底H 山本C期 山本tl随分類1V1d罰.底ケズリ 5032-9 

却2 白描・皿 50担ー却4+58:昂3P1 口10.6、高3.1、庇4.3 紬色10YR812lOYR8/1良好 112 山本C期 山本臼随分riIV2鎖、底ケズリ 掴貫入 5日早3

却3 白 砲 血 5032-420 1!l.1.0 輸色7f>GY7.ノ1N8IO・堅総 liH¥- 山本CIIlI 腹ケズリ 町入 50耳8

50日 加 2土師鎗高台繍 5055 台6.75台市0.35 H.A IOYR6/4・良 底片 中1-1? 庇ナデ悶 L内ミガキ 他用痕無、内朋焼成 5055-1 

団5 土師・平底憐 土器夕刊1.3刷 口14.6.町3.5.底6.2 H.B 10YR6/3・良野 1/3 中I.U2 厳糸切り蝋(右) 内傑撹 t"，'JI-5 

ヨ)6 土師平底悦 土器グ7リ1.223 雌5.7 H.A lOYR7/3' J込肝 1邑杭 ιド!日2 ほ#切り痕{右) r1'I)1.1 

却7 土師・平底小皿 土器グマリ1.281 口9.0、高1.9.底4.3 H.A lOYR8I2'不且 4/5 中I.U2 庇糸切り痕 世1111度無 ，-，リ1.11

308 土飾・'l'庇小皿 t器グマリトl剖 口9.6、高1.8、臨6.0 H~A 7sYR8/4'!< 215 中1日2 底糸切り疲(布) 使m痕無 t' 71Jl ~ 1 5 

ヨ19 土師平底小皿 土器グマリは91 口9.0、高2.4、底42 H.D2 IOYR8I3.n 5/6 '11}.日2 底糸切り痕(有) 世111痕無 タマリ1.13

310 土師。平底小皿 土器グマリ1.192 092、高2.35、底4.5 H.D2 7.5YR8I4不良 3/5 111}.D2 底糸回り縦(右) ，'，リ1.14

311 土師平底小肌 土器9判1.359 成4.4 H.D 10YR812'不良 215 中I.U2 低糸切りO{(右) ゲ7・11-2

312 土師平成小皿 土器グ叫1.184 t18.8、向1.7.成包4 H.D2 5YR7I6且a子 314 中I.U2 低糸切Jり彼(右).内眠ラセン痕 佐川痕無、外而金体火色、ゆが ，'，・'11-12

み有

313 土飾平1!l小皿 土器タ判1.3田 396 口9.1、高2.1.底4.4 H.D2 lOYR8I3不良 略完 中I.U2 成来切り彼 r，IJI.17 

314 土師平底小皿 土器，-，リ1.240 底5.6 H.D2 75YR6/4'良時 4/5 '1'1-II 2 底糸切りlII.(右) 世111復無 "71J1-6 

315 土師 e主将底小肌 土器ダボ)1-315 [19.6、高1.9.庇5.6 I-I.D2 7~YR8/4 不且 1/3 中I.II2 成系切り痕(高) 世用保無 ，'，リ1.3
GIl 

316 土師柱状小皿 土器ダマリ1.2甜 口82.il'!2.6. ~~3.8 H.A 75YR7I6良 415 中I.U2 底糸切りJ/((右} 組用痕無 ..，リト担
中世

317 土師柱状小皿 土器タマリト2剖 口92 H.D2 IOYR8/3・不良 215 中I.U2 グマリ1.18
l号

318 土師柱状小皿 土器ダマリ1.2曲 1if3.9 H-C IOYR7/3不良 3/5 rpI-U2 底糸切りJ/((右) タボ'/1-8
土器

319 土師柱状小m 土器ダマ')1-261 庇3.8 H.A 7~YR5/6・良野 1/2 '111-日2 眠糸切り縦(右) 世IIHI!無 Pマり1.16
，マ'1

宣車 土師。柱状小皿 土器グ，IJJ却5 底4.5 H.A 10YR8/3. n 112 中1.02 庇糸切り痕(省) ，.'.1)1.9 

321 土師柱状小血 土器グ71Jl.298 1if4.8 II.D2 lOYR813不此 112 中1-I12 外車凹O{ r71J1.1O 

322 土師・性状小皿 土器"71)1-268 底5.0 H.A 7.5YR7/6良 底片 中I.U2 居室糸切り痕(右) "(1)1.7 

3幻 土師平底鈍 土器グマリ1.393 庇52 H.A IOYR8/3・且鮮 1!l片 lj'l.IT2 底来切り痕(右) 内出焼庄 ターマリ1.23

324 土師柱状鈍 土器Yマリ1.. 担9 底6.1 H.B 7~YR8ノ4' 且 底片 中I.U2 成糸切りJI((右) 内串焼庇 グマリ1.剖

325 土師ー柱状 l、m 土器ダマリは甜 成4.'1 H.B 7.5YR6/6且師 112 中I.U2 庇糸切りIftW ) 内閣焼成 ターマリ1.21

326 土師。柱状小皿 土器ダマリl坦5 底4.4 H.D 10YR8/3艮 1/2 中!日2 底1/.切り痕(イヲ} 内鼎焼l正 "71)1-20 

認7 上師柱状小皿 土器r叫1-114 底4.0 H.A lOYR8/3且好 112 '1'1目2 底糸切り彼(右) 内臓埠lO. r-，.'Jl.25 

3担 土師・小型鋤 土器ダマリ1.317 底102 1-1ζ lOYR8/3・良 眠片 '1'1.目2 内照時庇' "1'1)1.26 

3四 白磁融 土器ダ叫1.2四 職色7.5Y7/15Y8/1且好 口融片 山本C期 山本自随分鎖 U5煩 9 E入 r71Jl-4 

3却 白鴎腕 土器タ叫1.2岨 糊色IOY7/12.5Y7I1堅敏 口融片 山本日期 山本白勉分照沼l煩 E入 ゲ1"1l_5 

おl 灰軸有台腕 土器タ吋1.97 台7.0、台高0.8 車置鶏産 2.5Y7/1堅敏 底片 西敏l様式 内且込締まで勅 r.IJl.6 

3認 土師・平底腕 れ379'"71)2臼 庇5.6 H.A3 25YR6/6且 Jit:J-¥ 111 M王糸切り痕(右) 外底火色 G上，-，リーl

333 土師。'1'庇小鈍 れ36"'(1)3描 ロ叩9、高365、底5.0 H.A 10YR8/2・艮 3/4 ¥12新 底糸切り1ft(有) 使111痕無 Gよ"1'1)42

お4 土師鎗高台純 れ37タマlJ181 台7.0、台高1.0 H.A 10YR7/3且 1!l片 中1-01 底糸切りO!(右)、内臨フセ J痕 匝mO{無 G上ダボl日

お5 上師 平底小皿 れ37ダマリ担5 口10.8.高2.0.底5.1 H.A 75YR8/4・良 1/2 ¥12新 底糸切り痕(お} 使川O{無 G上，叫9

336 土師・5ド底小皿 れ36タマリ311 口10.0、商1.9.庇5.5 II.A IOYR812且好 1/4 市21野 底来切り痕 G.tr判羽

337 土I!i'平底小皿 る37グマリl国 口10.6、高25.成5.0 H.A IOYRBI2・且 完形 四2新 底糸切りO{(右} 世用痕無、剖Oとセッ トul土 G上γ叫 l
GI1!: 

3却 土師・平底小皿 れ担タマリ345 口8.8.高2.15、底3.9 H.B 7.5YRBI6・良好 完彫 中}-UI ほ糸~JIJ 痕{右} 使用痕無、口離にゆがみ GH'叫剖
中世

339 土師平底小皿 れ37r1"J31 口8.9、高2.1.底4.1 H.B 7.5YR7/6良 略主 中1.111 底糸切り拠(布) 使m痕無、344・346とセット出土 Gよグ叫る
2サ

担。 土師・平庄小皿 る3U'71Jl07 口9.6、高2.3、底42 H.D2 7.5YR8/4良 完.{j 中1.111 血k，切り痕(f，).向車フセンm 使m疲無、337とセット出土 G上ダボ1}.2
土器

341 土師平底 l、皿 れ37rマリ386 n9.8、商2.4、雌5.1 H.C 7.5YR7I6'不良 1/3 11:11.01 G上グヤ'}_2
ダマリ

342 土師・平底'1、皿 れ37ダマ叩77 口10.0.高2.3.底4.8 I-I.C 5YR7.ノ8且 113 ιド1.11】 鹿糸切り4且 世用II{無 G上グ叫3

343 土師平底小肌 れ37'ボ'!l曲 口10.6、高2.8.1JX4.3 H.D2 75YR7I6血 2/5 中I.U1 底糸切り痕 世用痕無 GJfマリ.7

344 土師平底小山 れ37'ポ135 口8.8高2.7底4.3 H.D lOYR8/3且 213 y:ll-O 1 底糸切りjJ((高) 値用銀無、ゆがみ平i.お9・346と GJ:タボJ-6

セット出土

出5 土師・平出小皿 れ371.，円j 口叩 !、術2.0、庇4.9 I-I.D2 10YR8/3・不良 時完 '1'1日l 底糸切り痕 使用復無 G上タマ'1-4

担6 土創平隊小皿 れ37~' 7リ32 口9.6、商1.75、鹿5.6 H-C 7.5YR8/6良 5/6 中1-01 成糸切り痕(有) 使JlI1斑'眠、お9.344とセ ット出土 G上グマ'J-8

178 
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遺m 骨号 積別 器 律 出土地点 怯量 脇士 色 畦 挽{， 時期 調整等 備考 実測番号

347 t師平底小皿 れ36グボ'1340 口9.5高2.1、鹿5.6 Il-C 5YR7/6・不良 5/6 中1-01 底糸切り痕 f虫JHlI!!!i.I2cm大町小石入る G上グ叫 16

348 土師・柱状，1、m ;f~37" マリ364 口虫9、高32、底4.8 H-A IOYR8I2良 213 11'1.DI IA糸切り縦(右)、スノコ状線 世用痕無 G上P叫 11

349 土師柱v:小皿 れ371マリ346 底3_8 日日 叩YR8I3・不且 底片 中1-01 庇糸切J り痕，j<~"~中火山111 全即日m. G上ダマリ 12

3田 士郎彼状'1、m れ36，."，11121 底4.0 H.s 5YR7/6且師 liX片 中1-01 庇来切り彼(右) G上グマリ45
GJi!: 

351 土師陥荷台純 れ36'叫258 口10.7、高4.0、台5.6、 H-D IOYR8/3・且 3/4 咽2新 ほ糸切り4質、内ミガキ 内出焼成 G上タボ}剖
中世

(小) 台高02
2号

お2 土師・給荷台憐 オ時肘叫170 台7.0、台高0.3 H.D 7.5YR8/3血 1/5 ¥121荷 IA!長切り4使、内粗ミガキ 内聞焼成 G上グマrllる3
土器

グマリ
お3 土師給高台鈍 れ36'-'"リ20 台6.6、台高03 H-A IOYR812品時 1/4 ¥12新 底来切り夜、内岨ミガキ 内皿機成 Gょ， マ岡崎4

お4 土師・柱状純 れ3M"，'J365 底5.9 II-A IOYR812'l! 旋片 rl:l}.ll 1 成糸切り痕(右)、外底凹m 内1M焼成 G上グマ~'J49

お5 1師柱杭鎗 れ379'-'11181 底6.4 II-A IOYR8/3良 臨片 rt~ l . n 1 底糸切り袋、外底スノコ状痕 使則被無 G上ダマr'J.!4

3国 白磁蝿 れ36グマリ71 口16.1 軸色2.5GY7ノl5Y8/1竪級 1/8 山本C朋 山本自信分罰 U5鎖 大きな貫入 G上Yマ目'1-6

357 白 磁 蝿 n37グマリ328 n15_6 軸色7.5Y7I22.5Y8/1且好 円線片 111本C朗 山本自信分間IVJ.顕 大きな貫入 G上グマrl)-3

3団 土師・給高台柚 GJi!:P141 口132、高4.7，台刷、 II-A3 IOYR8/3良好 3/4 咽2古 底ナデi向し、爪圧侠 使111痕無 p6 

台高Os

359 土師・平底倒 GJi!:P171 口IIs.高2.1.底5.0 H.A IOYR8/2・tミ 元酷 ¥12世[ "~糸切り痕(布)、内底フセ /111 世用4反無 PI 

謙抑 白瞳・融 G区P2&!上面 台6.4、台高02 軸色5Y7/1 10Y8I1且好 ほ片 山本C期 山本自陣分割IVI闇 PI2 

珂l 白 岨 皿 GJi!:P描4 口11.6 軸色7.5Y7/15Y8/1堅敏 1/6 山本C朋 山本白眼分間 II1ali PI4 
Gg 

362 土師平底小阻 G区P後対8 口92、高2.0、庇4_3 H-D IOYR812'不良 112 中1-01 底糸切~11I (右) 使111m無 P3 
中世

部3 土師・平底小皿 GJi!:P2704 口9.9、高ls5、底43 H.D IOYR8/3'l! 213 中1-01 庇来切り彼(布)、内底ラセン痕 世111111無 P4 
ピット

持4 土師柱状小皿 G区P日5 口8.2、高2.4、出42 日ζ 2.5YR7/8良 3/5 中ト日 l IA糸切り裂(右) 世1111良無 P5 

指5 臼 醒 腕 G匹P臼6 台6.2.台高0.9 l1li色2.5GY8I15Y8Il良好 眠n 山本口剛 山本n磁分額咽省l PI3 

3剖 土師・平底小皿 GJi!:円'07 口9.3高1.8際4s H-A IOYR8/3'l! 213 rj'I}.s I I/f糸切りu!(右) 内煤H{ p2 

四7 土師給高台倒 G;f1.37-16 口153両5.0台7.8、 H-A3 IOYR7I3具 3/. ¥12古 底ナデ消 L.内底ミガキ状 p(j) 

台高1.0

改元8 民制。有台腕 ら34-16卜211 円1'_0 車a長線崖 2.5Y7Il・且鮮 1/8 九石2織式 内沈線 内面紬 也 19

369 匝触不f台腕 。')36-189 東瞳熊産 ~5Y7Il ・且締 目録片 西証l様式 包 15

370 匹 柚 荷 台腕 る35 車揖然産 ~Y8/ 1 且軒 目録H 西坂l黛式 内面紬 包8

371 灰柚荷台腕 れ34 台7_0、台高0.5 東壇烈産 IOYR8/3'良 ほ円 開腹11鵜式 包7

372 匝馳・ギf台腕 ろ34 白72、台高0.45 東置潟lI' IOYR6/2且昨 台片 西坂l鱒式 包 5

373 灰柚小皿 り34 口10.4 車揖潟産 2_5Y7Il 良好 1/8 西援li!I式 内面施軸 包 16

37. 自信・輯 ゆ31 柚色7.5GY7/1N7/0'~敏 口融片 山本B制 山本自岨分鎖X11鎖 貫入 包 31

375 自画 副 ろ34 台6.' 軸色7.5Y7/22.5Y8/1-l!1'f 高片 山本C朗 山本白磁分煩IVI煩 包-6

376 自信・蝿 りお 糊色5Y8/2 2.5Y8fl良好 口融片 山本C期 山本自画分罰 01掴 貫入 a!.-17 
訂7 白 蝿 融 ゆ31 制色2.5Y8I22.5Y8/1且 口輯片 山本C朗 山本白随分顕 01領 貫入 包 30

幻8 白躍。植 れ44 輸色IOY8/15Y8/1良 口縁片 山本CJlII 山本自随分照 05甑フ 証一2

379 白 磁 様 る38 輸色10Y8I1 ~5Y8ノ l ' 良好 日韓片 山本C剛 山本白磁分額 05薗， 包-7

ヨ犯 白磁 蝿 り36-31 軸色IOY8ノl2.5Y8/1.!!!依 口融片 山本C矧 山本白磁分割1V1J阪 包ー14

381 白磁・蝿 る34 口14.5 軸色IOY8/1 lOYR8/1堅級 日韓片 山本C矧 山本自位分割IVI覇 包-19

382 白健闘 も37 軸也前Y8/1N8/0且峰 日韓片 山本C矧 山本白磁分掴IVI罰 貰入 包-9
包古婦

3田 自信・随 ろ42 軸色IOY7/12_5Y7/1・里級 回線片 山本C期 山本白亜分聞IVI罰 包①

3制 自 信 植 る34 勅色75Y7/2N7/0・堅鰍 回線片 山本C期 山本白檀分担IVI甑 包-28

3田 白歯・融 ゆ38 口16.6 軸色lOY7/15Y8/1堅級 目録片 山本C剛 山本白極分軍IIVI鎖 包-6

3晶 白 磁 蝿 れ44 格色2.5GY7Il5Y7ノI堅級 日韓片 山本C期 山本内硲分額IVI航 包-3

387 白 銀 健 る35-144 台6.0.台高0.6 徹也2.5GY7.ノlN7/0堅級 成片 山本C聞 山本白圏分割日割 包-10

理8 自岨・俄 り剖部3 台6.6.f1高0.45 軸色2.5Y7/2 IOYR8ノ1.l!I'子 底片 山本C聞 山本白盛分類E闇 細置入 包ー17

調9 白 岨 輔 れ剖 台62、台高0.8 柚色2.5GY7IlN8/0里線 鹿片 底ケズリ 制服い、買入 包 15

3叩 白瞳'醐 ら訴シ42 台7.0、台前02 紬色2.5GY8I12.5Y8II'堅敏 底片 山本C開l 山本白磁分顕IVlb罰 包-13

391 自融 醜 る35-46 台回 紬色2.5GY7/12.5Y8I1且好 底片 山本C朋 山本白匝分掴IVlb罰 也ー11

392 自陣。融 る担48 台6s.台向。 15 柏色臼Y7I12.5GY8/1思級 底1-¥- 山本C期 山本白磁分.iNla鎖 a.12 

393 白 睡 皿 ら担 35 口12.4，台4.8、台高02 柚色=Y8I1N8/0・且If 1115 山本B聞 山本白檀分額XI6顕 百入 包ー却

394 自 画 皿 や剖 口13.3 軸色5Y7I2 5Y8/1且好 1/10 山本C期 山本自信分額 01，鎖 包-12

395 白 磁 血 り担 216 口12.8 軸色N8/0 2.5Y8I1・畢敏 ν15 山本CWJ 山本自値分割UIIla厳? 内見込師に段 包 18

396 自画・肌 や33 口10.7 軸色5Y8I2 2_5Y8II' JHf 115 山本C聞 山本自瞳骨頚V2覇 貫入 包剖

397 白 硲 皿 み32 鹿3.4 輸血2.5GY7/15Y8/1堅級 底片 山本C期 山本由畠分担IVI盟、底ケズリ 貫入 包-33

〈額見町遺跡N報告区域出土古代・中世遺物観察表凡例〉

1.種別・器種について
種別は土器素材の種別、または石製品、鉄、銅等の金属製品、漆器等の種別を示

す。特に土器については須恵器と須恵質土製品を須恵とし、土師器と土師質土製

品を土師、陶磁器類についてはその種別を記した。器種名については、特に土器に

ついて、額見町遺跡Eの分類案に基づいて記しているので参照願いたい。

2.法量について
観察表の法量に示す土器等容器類の口は口径、受は受け部径、返は返り径、紐径

はつまみ径、底は底部径、台は台径、脚は脚径、基は脚基部径、体はf宇都径、胴は!胴

径、要員は曹1剖i径を示し、高はRð:~耳、紐高はつまみ高、立高は口縁部立ち上がり高、

返高は返り高、杯高は材、部高、脚高は脚部商、胴高は胴剖i路、頚高は頭部高を示す。

器でないものについては、長は長軸長、残長は残存長、径は最大径、幅は最大綱、

上や下は上端径と下端径、孔は孔径、また、特に部位記さずにOxOxOとしたも

のは基本的に長さ×幅x厚さを示す。単位は全てcmとした。

3 胎土について
土器胎土については、古代須恵器、古代土師器、中世土師器については以下に示

すおりであるが、灰粕陶器については想定される窯場産地を、白磁については特

に比較する内容を示せなかったので、胎土を記入せず、施勅の色調について記し

た。また、石製品は石材を記入し、鉄製品については無記入とした。

{古代須恵器胎土〉
須恵器の胎土表記については、須1M.器黛産地で表記し、 I萌加通常は南加賀自民跡

群北群ないしは戸津、 三ツ梨などの主流地域の窯場産。南加南群は南加賀自慢跡群

南群つまり那谷川流域支群産を示す。能美は能美黛跡群産である。特に砂粒や小

石、くず石などの含有物の多少のあるものはそれを付記し、砂の少ない良質のも

のは良土と記す。砂粒含有少なく胎土素地がやや砂粒質のものはサラ土とした。

なお、 他地域搬入と予測される胎土のものがあったが、和泉陶邑窯産の可能性の
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あるものは陶巴産、北加賀の金沢末窯跡群産、高松明11水窯跡群産の可能性のある

ものは末産、高松産とした。

〈古代土師器胎土}
jニ附器は集務内や集落近傍での生産が予測される地元産と須恵器窯場内生産が

予測される窯場産、上記と異なる他地域産と予測される搬入とに分類。さらに以

下に細分できる。

地元A l 粘土質胎土で破而がガサックもの。細砂粒(黒色・褐色・白色)を多

量、黒色援形鉱物を少量含有する。肌色かくすんだ色を皇すものが多い。

地元A2 地元A lの砂粒(白色・褐色)混在多い煮炊具系統胎土。但し混和材的

大粒砂粒はない。

地元日 1一地元A同線に粘土質胎土だが、細砂粒少なく比較的均質な胎土。赤絢

色系の濃肌色発色多い。

地元B2一地元A1より も、やや大きめの白色粒や褐色粒多く含む煮炊具胎土。

鉱物も含有。

地元C1 破而きれいな粉っぽい胎土のもの。細砂粒含有少なく、濃い肌色から

白っぽい発色のものまである。くず石や黒色鉱物、赤色酸化鉄粒を若干

含む。能美系統の胎土かフ

地元C 2 地元 C 1に白色〈ず石や鉱物粒子などをやや多めに混在させる煮炊

具胎土。

地元D -石英紺l粒を極めて多く含む砂粒質の胎土素地で、白色粒も含む。

地元E ー粘土質胎土素地に大粒の補色系粒が極多量混在する。製塩土器系胎

土。

窯場A lー細砂粒多量(地元Aより 多)混在の破面ガサック粘土質胎土で、黒色光

る鉱物を含む。総体的に色調は薄い肌色系で南加賀無産の可能性高い。

祭場A2 -~車場A 1に白色系砂粒を多量含有する煮炊具胎土。



〈南加賀地域古代土器編年軸と暦年代観} 来( )暫きは標識古墳資料

l 田嶋舗年 |細分割程 |甫加賀黛跡群標蹟 i 能美鱒跡群標磁 | 暦年代観 l 

l 古段階 l金比羅山 l号黛 (+) I 7世紀前半

ー薪詮陪T"iit雇両面害義一一r-，i:亙両面 J:逼'*誌 1 (6世紀末古)

l 金比雄山 5号黛 I (河田Lll6号墳)

金比羅山7-2号黛|
I -:~'~~- -_ -• ':-I湯屋B-1号黛

古段階|戸津六字ヶ丘4号黛 1

新段晴|黒瀬2号窯 l湯屋A1 2号窯

古段晴|桃の木1111号窯 l湯屋A皿支群窯 I 8世紀初頭

中段階|戸海46号窯 | 来丸サクラマチ3号窯|ー 『 ム

|一一一一一一……令ト I 8世紀前葉
新段惜|戸即時黛 (+)ー一 ー一一

古段階 |矢田野向山 1-1禽 |来丸サクラマチ 1号窯 I8世紀2/2期
薪訟一階一[';晃一面野一向山Y二一世合r--ーーい)---- ---1 -8世紀中葉

古段階 |二ツ梨ー賞山 4号窯 |八里向山 I遺跡窯 I 8世紀中葉

薪訟一由一1三ジ染防1111忌議 |祐気昨両記瓦会 1-8世紀3/4期

古期 |籍宮5号黛 | 和気コショウプ谷l号串 I8世紀4/4期

新期 |二ツ梨ー賞山 9号窯|細川ョウプ苔2号需 | 脚年前後

l 戸樟5号窯 |和気後山谷 l号窯 I 9世紀[/4期

戸時的号無 |和気白石黛 I 9世紀2/4期

戸海30号鰐 |大口窯 | ぉ0年頃

古段階 |戸浄II号窯 I (+) I -870年頃

中段階 |戸時t9号窯 I (+) I 世紀後葉
25良一段I戸話語吾ゑゐ浄五尋逼一一一一一|一二一一| 寸 D世紀初頭

古段階 |戸津44号窯.If_岡向山 1A窯 | 
t-:;;.:，;~-; ;;_;;; -;;;;;~~ ;，;-.;.;-----------------------t 10世紀前業

中段階 |戸時t56号紫ー戸津38号禽 | ， .:._'~I~~:.~l__':: ~:_~:-: .!'_~___ ___________________1 -950年頃

新段階 |戸津48号熊・豆岡向山7熊

耳閉山PO-I額見町SK49

千代オオキダゆ6土坑額見町SKl46

敷地天神山額見町SKllO

額見町SK419'SK1l4'SKI42

額見町SK472.B区上層土器溜まり

i!i見町SK335'G区中世土器溜まり l

側
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棚

/

一

/

3

-

4

 

紀

一

紀

世
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世

ヲ'一句，
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l醐年前後押l

II世紀2/4則前桂

ω70-1J10年頃

1Jl0-1l50年頃

古期

新期

11期

中 1-1期
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12期
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II 2周j
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E 期
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偏
口
瓶

ヒラ出
雲骨由

壷

百

B4宥フ

ミ重w
主建霊安
市 E 電~

電~
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害車場A3 害車場A2に褐色や赤色の大粒混和材が多量含有する煮炊具胎土。

熊場B1 細砂粒含有の少ない均質な粉っぽい胎土で、 白色系から赤味強い発

色。能美黛産と推察できる。

黛場B2一言葉場B1に大粒砂粒 (褐色・賞褐色・赤色).を混和材として多量入れ

る煮炊具胎土。

黛場C ー黛場B1に似るが、赤色酸化鉄粒含有し、赤〈発色させる良質土。

搬入Al-海綿骨針含むサラサラの砂粒質胎土。砂粒含有少なく、金沢平野等で

確認される北系胎土。

般入A2-搬入Alに褐色や白色の大粒砂粒を含有する製塩土器胎土。赤〈発色

するものが多い。

〈古代末~中世土師器胎土}

H-A -細砂粒極多量含有する磁面のガサック胎土。薄い肌色発色で南加賀系統

胎土。なお、小石多量含有のものは特に H-A2、破簡はガサックが、砂粒の

目立たないill肌色呈すものはH-A3とした。

H-B -A類系統で類似するが破面ガサツキが強く、くすんだ赤褐色呈す胎土。

小石多含有はH-B2とした。

H.C 細砂粒混在のない粉っぽい胎土(やや粒子粗い)。海綿骨針を稀に含む北

加1賀系胎土。檀褐色を基本とするが、特に白色系のものはH-C2とする。

H-D -C類に似た粉っぽい胎土だが骨針は含まず、組l砂粒を僅かに含有する胎

土。白色系統の発色を基本とするが、赤味帯びる発色のものがあり、これは

I-I-D2とした。

H-E ーシルト質胎土素地。光る透明感ある鉱物多量含有。金沢末窯産的?

4.色・焼について
土器の色・焼について (石 ・鉄は無記入)、色は土器器表面の中で主体を占める

色調を、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色葉

監修 『新版標準土色帖J1994年版に基づき、その表示方法に従って示した。焼き

は土器の焼成具合を、焼締まりの強い順から、堅敏一良好一良一不良の 4段階表

示で示 した。

5.時期について
観察表に示す須恵器と土師器の時期については、田崎明人氏の北陸古代土器編

年軸(田崎明人1988r古代土器編年軸の設定Jrシンポジウム北陸古代土器研究の

現状と諜題 (報告編)J及び岡崎明人 1997r加賀地域での 10.11世紀土器編年と暦

年代Hシンポジウム北陸の 10・11世紀代の土器様相J)に基づく編年標記で示し

た。古代土器は特に古代と記さないが、中世土器については古代と区別するため

中O矧と表記した。当土器群の編年観については、 『鎖見町遺跡rrJの総指論文で

古代土器 I期からW期にかけて編年観を、 『額見町遺跡田Jの総括論文で古代官期

から中世 1期までの土師器編年観を示し、筆者の編年的な括りについて述べてい

るので参照いただきたいが、観察表に関しては、混乱を避けるため、田嶋編年に基

づいた。なお、古代咽2新期の土骨量について、本文では中世土器と扱ったが、詳し

くは f額見町遺跡mJの総括論文を確認いただきたい。凹嶋編年における、筆者の

考える暦年代観を付記したものを右に示すので参考としていただくとともに、こ

れ以外で記載される灰軸陶器、白磁については、灰軸陶器は東濃産灰勅陶器編年

案 (山内伸浩「結語Jr白土原 14号窯発掘調査報告書』多治見市教育委員会、 I仰4

年及び、尾野普裕「東濃窯灰紬陶器編年小考H岐阜史学j第96号、 1999年)、白磁

は山本信夫編年案 (山本信夫「中世前期の貿易陶磁器H概説 中世の土器・陶磁

器』中世土器研究会、 1995年)に基づいて記した。

6.調整等について
観察表に示す須恵器、 土師器の調整等については主要な成形、調整痕跡、のみを

記載し、斐の"niき具種別については内郷信雄氏の分類案に碁つ3示した(内期信

雄 1988r須恵器蔓類に見られる叩き目文についてHシンポジウム北陸の古代土総

研究の現状と課題J)oH類を平行線文、 D類を同心円文とし、I-Ia類は平行線彫り

込みに直交して木目のあるもの、 Hb類は右上がり斜交の木目のあるもの、I-Ic

類は左上がり斜交木目のあるもの、 He鎖は木目の見えないもの、 Da類は木目

の見えないもの、 Db類は同心円彫り込みに沿って同心円木自の見える芯材使朋

のもの、 Dc類は柾目状木目のもの、 SD類は木製無文当て具の年輪痕跡のものと

した。なお、白織では山本大宰府白磁分類案(本文 150頁掲示に基づく)を提示し

た。

7.備考について
土器に関する備考では、煮炊き使用痕跡や使用に伴う磨耗痕、付着物、彩色や焼

成状態、特殊な施文や施粕、器形特徴、ヘラ記号、重ね焼きを記した。なお重 O 
としたものは食膳具類の重ね焼き類型を示したもので、 I類は蓋身を使用状態の

正位で重ねる一段か二段積みのもの。E類は蓋を逆位に身に重ねのもので、その

まま柱状に積み重ねる rra類と身兼+葉身+身蓋と交互に重ねる IIb類とに分け

られる。蓋と身を別々にそのまま柱状に重ねるものについてはE類とした。なお、

石製品や金属製品、土製品等については重量や特筆すべきことを記した。

8 実測番号について
観察表で示す実測番号は、実祖l原図に記載された番号であり、資料に貼付した

資料実i則番号と対比可能である。ただ、須官、器と土師器、石製品等、種別により図

に付した実測番号を分けたため、番号は重複する。

額見町遺跡W報告区域出土古代・中世遺物観察表凡例



第W章総 括

第N章総 括

一額見町遺跡の古代「村寺Jに関する考察ー

1 .はじめに

今回の報告区域は、 8世紀後半から 9世紀前半を中心とする集落群という点で、これまで報告した I群集落や

E群集落とは異なる様相を持つが、その中核となるものが、四面廟付掘立柱建物と井屋を伴う大型井戸と理解し

ている。この遺構の周辺からは古代仏教系遺物が出土し、四面廟付掘立柱建物や井屋を伴う大型井戸が仏教に関

係する施設であることを示唆する。以下では、古代仏教系遺物の出土状況とその内容、四面腐付掘立柱建物など

の仏堂的建物、井屋を伴う大型井戸について検討を加え、額見町遺跡の仏教施設の様相と特徴を提示する。

2.額見町遺跡検出の古代仏教施設に関する検討

(1) 古代仏教系遺物の出土状況と内容

仏教系遺物には、仏像をはじめとして、経典、仏塔、仏具などがあるが、古代集落遺跡で出土する仏教系遺物

と言えば、仏具に使用される金属製用具類、そしてそれを模倣した土器、瓦塔 ・堂などとなる。関東の古代仏教

系遺物を集成した「考古資料から古代を考える会」は、仏教系遺物の模倣土製品について、仏鉢(当報告では鉢E)、

稜錦、水瓶(浄瓶)、多口瓶、香炉(火舎)、三足盤、獣足付容器などを上げており (r古代仏教系遺物集成・関東J

2000年)、筆者はこれに灯明具専用器穫と想定する灰皿形を呈した小型鉢を加えたい。また、須恵器 ・土師器食

膳具に灯明痕跡の付着するものについては転用灯明具とし、古代仏教系遺物に加えて資料抽出すると、額見町遺

跡では今回報告の仏堂的建物周辺にほぼ出土が限られる。既に報告した I群、 E群集落域では仏鉢4点、水瓶 1

点、火舎1点、専用灯明具 1点、転用灯明具 1点が出土するが、その多くが古代 II2期から 皿期と古く、まとまっ

た出土の傾向もない。仏教系遺物の出土が、如何に当仏教施設周辺に集中しているかを物語る。

第 110図の左に、仏堂的建物とその周辺の仏教系遺物出土状況を示したが、大きくは仏堂的建物の北西側地点、

大型井戸 SE03内とその周辺の地点、仏堂的建物の南側からやや東寄りの地点の 3箇所にまとまっていることが

わかる。特に SE03周辺には仏教系遺物の集中出土があり、井戸側内と外周土坑を合わせると図示しただけでも

仏鉢5点、転用灯明具 10点を数える。転用灯明具は図示していないものも含めると 21点もあり、この周辺と仏

堂的建物周辺の出土を合わせると 100点近い転用灯明具片が出土している。転用灯明具の時期は、第 110・111

図に示すように、古くは SK385 や SE03 下層出土のN1 期~N2古期に位置付けられ、最も新しいものは SE03

中上層の V2期に位置付けられる 。 N1 期~N2古期は 8 世紀 3 / 4 期、 V2 期は 9 世紀 2 / 4 期に位置付けら

れ、仏鉢や水瓶、獣足付盤(火舎)、稜鋭などもこの時期にほぼ該当する。

転用灯明具は主に須恵器杯Aを使用するが、須恵器形に成形した底部ヘラ切り技法の土師器杯Aも定量使用さ

れている。この時期の南加賀の土師器食膳具は、赤彩土師器椀Aが通常であり、土師器杯Aは転用灯明具専用土

器として作られた可能性が高い。法量もひとまわり小型を呈し、同様の転用灯明具が同時期の能美地域山林寺院、

八里向山B遺跡でまとまって出土している (V期の短期間に営まれた一堂二字の山林寺院、小松市 2004)。

仏鉢は図示できていないものを含めると 10点以上が出土する。南加賀では仏鉢の生産が低調であり、先述の

八里向山B遺跡、でも 1個体が出土するのみである。そのような中で 10個体以上の出土は突出した数量であり、

継続的に仏教施設が営まれていたことを物語る。また、当遺跡の仏鉢の特徴として、須恵器よりも土師器が多い

ことが上げられる。土師器仏鉢は底面糸切りの平底で、極めて薄く作られており、概ねV期に位置付けられる。

また、赤彩品も確認され、内外面にミガキ調整を施し、黒く光沢を持つ発色の須恵器仏鉢などもある。

その他、水瓶が2点、稜銃蓋が3点、小型瓶類が5点以上、そしてかなり写実的な獣脚意匠を施した大型三足

盤が出土している。獣足部分のみの完形2本を土坑埋納しであり、火舎として使用したものだろう(次回報告分)。

土師質の同類型品が南加賀窯跡群二ツ梨一貫山支群で定量出土しており、 N2期から V1期頃に南加賀窯跡群で

は盛んに生産されたようである(小松市 2002)。この他に、仏堂的建物の北側からこの時期のものとしては大型

の圏足円面硯が1点、図化した範囲から西側にやや外れるが、「神功開資J3枚の埋納、石帯 1点が確認でき、

いずれも仏教系遺物と呼べるものではないが、当施設と関連性を持つであろう。同様に当施設と関係のあるもの

として、井戸側内から土師器羽釜と井戸端から大型甑の完形品が潰れて出土している。いずれも VI1期頃に位置
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第W章総括

付けられるものであり、特に羽釜は金属器模倣器種と して特別に生産されたものだろう 。仏前への供物調理に使

用された可能性がある。なお、当区域からは、これらの仏教系遺物とともに墨書・刻書土器が出土する。「悌」、「田

主」、「八水J等、文字の意味するところが注目されるが、仏教施設と関連する字句もあり、遺構説明の後に改め

て述べる。

(2 ) 仏堂的建物に関する検討

筆者が仏堂的建物と性格付けするのは、第 110図右に示した四面廟付建物の SB259と雨落ち講を四方に持つ

側柱建物の SB302である。SB259の四面廟付建物の構造は、須田勉氏が提唱される村落寺院の主堂たる性格を

付すべきものであるが(須田 2006)、SB302に関しては、柱穴の並びの不確定要素と雨落ち溝の評価、出土土器

がない点などから、仏堂的建物の認定に跨踏する部分がある。本文報告でも柱穴配置に関して不確定要素がある

としているが、筆者は仏教系遺物の時期幅と仏堂的建物の同所建て替え、雨落ち溝の位置から考えて、積極的に

仏堂的建物と位置付ける立場をとった。

SB259は3x 3聞の側柱建物の身舎に 5x6聞の四面廟が付く東西棟の建物で、主軸をほぼ方位軸に合わせる

南面の建物である。身舎の規模は 370x 480 cm、廟の規模は 790x 910 cmで、身舎の柱穴掘方の方が深く大きく

掘られる。柱穴掘方が一部方形を呈すものもあるが、多くは円形か不整方形で、身舎と廟の柱並びが微妙に合わ

ない。特に桁間柱穴に関しては本数も合わず、仏像を身舎の桁間柱並びに合わせて南面配置した場合、腐の柱が

ちょうど身舎の柱間にあたり、仏像が建物外部からは見えない構造となっている。このため、四面廟付建物とは

言い難いのではないかとも考えたが、完全に東西棟に主軸を持つ建物は、額見町遺跡ではこの建物に限定される

ことと、外側と内側の建物の柱規模関係や間隔などから、建替え重複とは考え難く、四面廟付建物と断定し、そ

のような身舎と腐の柱配置が仏像を外側から見せるような建物構造をしていないという点が、当建物構造の特徴

を示すものと判断した。つまり、身舎内に須弥檀が配置され、その上に仏像が安置されるような、定型的な寺院

建築とは異なっていた可能性がある。関東の集落遺跡内で確認される仏堂的建物の事例では、このような身舎と

廟との桁行柱の本数が合わない事例や、柱間隔の違いにより身舎と廟で柱筋が通らない事例は少なからず確認で

き、集落遺跡内で確認される仏堂建物構造の特徴ともされている。このような仏堂的建物について論じた須田勉

氏は、この四面廟付建物をはじめとする仏堂的建物について、府部構造が土府であった可能性が高いことと構造

や造営にかかわる技術が在地の豪族居宅に極めて近いことから、在地豪族の居宅建築から発展し、在地の中で専

用寺院建築に昇華、定着したものと位置付けている(須田 2006、50頁)。またこのような府部構造について、伽

藍寺院の金堂に見られる胸部の利用とは異なった法会上の機能が想定されるとしており、寺院建物とは廟部空間

の構造的違い、例えば身舎部分が壁で仕切られる構造を有していた可能性を指摘されている。

以上述べた SB259の柱穴からは水瓶と外底面墨書をもっ須恵器盤Aが出土する。盤Aの器形からV2期 (9

世紀2/4期)頃と判断され、その廃絶時期の一端を知ることができるが、この建物に重複する形で、主軸を東

へ 17度振る東西 620cm、南北600cm程度の正方形に近い掘立柱建物、 SB302が存在する。3x4聞の南北棟に

東側へ1聞の廟が付く構造にも復元されているが、その場合の身舎の桁行柱は細く不安定なため、 4x4問の正

方形側柱建物である可能性を支持したい。東側の柱がやや不安定だが、北西南の 3面の柱穴掘方はしっかりとし

た大型の掘り込みをもつもので、柱穴列からそれぞれ200~ 240 cmの所に雨落ち溝が掘られている。この区域の

遺構重複が多く、明確に捉え切れていない部分もあるが、ほほ四面に講を伴うものと予想、でき、柱芯から 2m以

上軒が出る建物であることを物語ろう 。通常の官街級建物でも軒の出の長さは 150~ 200 c皿とされており(山中

2003、98頁)、仏堂としての寺院建築に順ずる屋根構造がこのような軒の出の長さに繋がったものと予想したい。

この掘立柱建物からは古代の土器が出土しておらず、時期を復元できる資料がないが、四面廟付建物がV2期に

廃絶した建物とすれば、大型井戸の廃絶時期や周辺の仏教系遺物の終罵時期と一致しており、四面廟付建物を建

替えとし、それに先行する建物として SB302 を位置付けたい。 当区域で仏教系遺物の出土が始まる N1~N2

古期を SB302の成立期に想定して初期仏堂に、仏教系遺物の出土が盛んとなる Vl期をもって四面腐付建物へ

建替えられたものと推察したい。この2棟の仏堂的建物は、建替えが行われながらも、仏堂空間を保持したもの

であり、その南側は仏教行事を行うような広場的な空間として位置付けられていたのであろう 。なお、この仏堂

的建物に重複する側柱建物がもう 1棟 (SB267)存在するが、この掘立柱建物は柱穴から II3期の須恵器が出土

しており、仏教系遺物の出現以前ということで、仏堂的な建物とは性格の異なるものと理解したい。
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(3 ) 古代大型井戸に関する検討

これまで述べた仏堂的建物の南西側には大型井戸 SE03が存在する。井戸本体の径が上端で 150-160 cm、深

さが井戸側上端から下底まで 580cmを測るもので、下位の 150cm部分のみ一木の剥り貫き材を 2枚合わせて井戸

側とする。井戸本体の周辺には 480x 360 cmの大型土坑の掘削があり、井戸周縁は平坦なテラス面を形成する。

そのテラス面の内部、井戸の南西側に併設して縦横 1m程の方形プランを呈すステップ状の掘り込みがあり、形

態や位置からこれを水汲み場と理解した。当水汲み場設置により、土坑はこの部分が張り出す形状となるが、そ

れに合わせるかのように小柱穴 Pl・P2が 1m間隔で、土坑際に掘られる。柱穴は井戸の主軸上の奥側へも 2本

P5. P6が土坑際に掘られており、この4本の柱穴を基点に左右に 2本対の柱穴を配し、計8本の小柱穴が並ぶ。

水汲み場の手前に並ぶ Pl・P2を入口として 8本柱で建てられる井戸の覆屋を復元することが可能で、しっかり

とした建物構造を有すものではないが、外観的には八角形を呈す井屋と認識されるには十分なものであったろう 。

このような井戸の深さのためか、遺物出土は埋土の各段階に分けられる傾向があり、通常は井戸底埋納される

ような口頭部を打ち欠いた完形品の短頚壷や完形の小瓶が、井戸が埋め戻される過程の中で出土してくる。その

ようなことから、井戸がある程度埋められた後も井戸の機能を有していた可能性も考えられるが、井戸の下層埋

土出土のものがV2期に位置付けられ、中上層埋土のものと接合関係にあることを考えれば、仏堂的建物が廃絶

する V2期に一気に埋め戻されたと考えるのが穏当だろう 。井戸の上層埋土にあたる中上層湿土から転用灯明具
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第 111図 額見町遺跡の井屋をもっ大型井戸と出土遺物並びに仏教系墨書土器
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をはじめとして、仏鉢や浄瓶などが多く出土する背景には、そのような法具が不要となり、井戸埋納とともに一

括廃棄した様子を示唆する。井戸の埋没時期は V2期だが、井戸の掘削時期に関しては掘方等から遺物出土がな

く、裏付け資料がない。ただ、井戸内や井戸の外周テラスから出土する転用灯明具はN1期から N2古期に位置

付けられるものが定量存在しており、その頃から井戸として機能していたことが窺い知れる。

このような極めて深い井戸の掘削は、北陸では例を見ないものであり、当遺跡の立地地形が台地であるからと

言っても、尋常ではない深さである。当地点から西へ 150mも行けば、柴山潟の潟縁に達することができ、単な

る水を得るという視点で言えば、これだけの井戸の掘削は不要である。11世紀後半以降の大型総柱建物群を構

成する段階になって、同じ領域に新たに井戸が2基掘削されており (SEOl. SE02)、この空間を聖域と位置付け、

この地における湧水に拘ったものと見なされよう。特別な意味を持つ井戸であり、特に古代は井屋を伴う構造の

大型井戸である点を考え合わせれば、湧き出る清浄な泉を得るための宗教的な観念に基づく特別な装置であった

と性格づけできょう 。仏教との関連で言えば、所調 「閑伽井」に相当するものであり、ここで汲まれる清浄な泉

は、仏や菩薩へ備える香水または参拝者への加持香水に使用されたのだろう。

(4 ) 仏堂的建物と他の建物群に関する検討

以上、 2棟の仏堂的建物と大型井戸について検討したが、これ以外にも周辺には同時期に建物が営まれていた

可能性は高く、建物のいくつかは仏堂的建物と関連して仏教施設を構成する機能を有していた可能性がある。多

くが次回報告分の掘立柱建物であるため、出土遺物も含め十分な検討がなされていないが、雨落ち溝を四方に持

つ正方形側柱建物の SB302と、南面する四面廟付建物の SB259の2棟の仏堂的建物と主軸方位の合う建物を抽

出したのが第 112図である。

初期仏堂とした SB302に主軸を合わせる建物は、西側に 2x 2聞の総柱建物 3棟 (SB255、SB266、SB321)

がほぼ等間隔で柱筋を合わせて建ち並んでおり、その建物群と同じ並びで南西側に大型井戸 SE03が存在する。

北側の SB255とSB266は東柱が2本立つタイプ、 SB321は田字の総柱タイプで、いずれもしっかりとした倉庫

様の建物と言えるものだが、束柱の形態が異なる点は気になる。仏堂的建物の南東側には 3x4聞の側柱建物が

南北棟に 1棟 (SB326)位置し、軒を連ねる格好となる。その他にも、類似する主軸方向をもつものが、 SB326

の南側に 2棟 (SB311. SB333)、SE03の南西側に 2棟 (SB303. SB305)存在するが、同時期に存在したとし

ても、建物配置の観点から、仏堂的建物の付属施設として存在していたとは考え難い。仏堂的建物は、南側建物

空白地に法会等を行う広場をあて、その西側に総柱建物群と大型井戸を、東側に南北棟の側柱建物を配置する建

物構成であったと推察する。3棟の総柱建物全てが仏堂的建物に付属する建物であった可能性もあるが、建物の

雨落ち溝付掘立柱建物を主堂とする段階:W1-W2期ワ 図面府付掘立柱建物を主堂とする段階:V1-V2期?

第 112図 2時期の仏堂的建物に主軸を合わせる掘立柱建物の配置図 (S= 1 /600) 
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位置関係と北の 2棟と南の 1棟の束柱構成の違いから、最も南側の SB321のみが関

連施設であった可能性があろう 。そうなればSB321は法具などを収める倉として、

側柱建物 SB326は僧坊的な性格の建物として、 SB302の主堂を奥に配置し、左右に

コ字配置する建物構成であった可能性があろう 。

以上の SB302の主堂的建物から四面廟付建物の SB259へ北に主軸を振り、ほぼ方

位軸に合わせて建て替えられるが、類似する主軸をもっ建物は、西側に SB322、東

側に SB225、南側に SB332とSB334がある。SB322とSB225はいずれも 2x 3聞の

南北棟の側柱建物で、仏堂的建物からほぼ等間隅で存在し、その南側にも南北棟の側

柱建物が数棟存在する。特に SB317は細長い建物であり、僧坊の可能性がある。仏

堂的建物の左右に位置する建物と合わせて、関連すると位置付けられよう 。先述した

SB334 (梁間200側、桁220側)

。?0
0 ψ0 

00 0 
SB302の建物構成においては、仏堂的建物の南側に広場的な建物空白地が存在してい 第 113圏内土J的遺構図

たが、当建物構成においては、仏堂的建物の南側正面6m程の地点に掘立柱建物が存在している。SB259とほぼ

同じ主軸を向く SB332とSB334の2棟の 2x2聞の建物が重複存在しており、特に SB334は倉庫様の建物形態

であるものの、柱問の狭さと柱穴の大きさ、梁聞が棟持ち柱である点など特殊な感がある。そもそも主堂的建物

の南側に隣接して倉を置く建物配置は考え難く、仏堂に付随する礼拝堂的な建物である方が考え易いだろう 。

また、もう一つの可能性として、当建物が棟持ち柱を持ち、柱の太い小型建物であるという特殊性から、「社J

的な性格を有す建物であった可能性もある。この仏堂的建物の存在する箇所から真っ直ぐ南方へ 200m、台地尾

根を上がった頂上部には、式内社「気多御子神社」の伝承を持つ神社が現在建てられている。この神社は、近世

額田村の村社として存在した神明宮を近代になって気多御子神社と改称したもので、その名は境内に残る社叢を

「キタモリ=気多森jと呼んで、いたことから来ているとされる。柴山潟に面する小高い場所にあり、同じ標高の

尾根部頂上には三湖台古墳群最大の前方後円墳である、自のほぞ古墳が存在する。古代の社の置かれる場所は湧

水地点に近接する小高い台地上であることが

多いとされており(根本 2003)、まさに当地

は適地であったと言えよう 。湧水地点との一

体性が重要との視点で言えば、初期の「社J

が大型井戸の SE03に近接して存在すること

は十分に考えられ、仏教施設に隣接する形で

「社Jが営まれていた可能性があるだろう 。

仏堂的建物と「杜」の併設する事例は出雲

で確認例がある。青木遺跡や杉沢遺跡など4

遺跡が報告されており(内田 2006)、杉沢遺

跡では「堂」と「社」とされる建物遺構が6

mほどの距離を置いて並列配置されるなど、

近接した位置関係を有している。

額見町遺跡からは神祇信仰に関連する遺物

出土はないが、集落群が全盛期を迎える 7世

紀後半-8世紀中頃にはA地区やH地区など

で大規模な土器廃棄遺構が確認される。須恵、

器聾などの大型貯蔵具や長頚瓶類を中心に廃

棄されており、その他壷瓶類、 小型瓶類のほ

かにも、円面硯や須恵質権状錘、須恵質紡錘

車、土馬、獣足付羽釜、鳥形瓶など特殊品が

廃棄される。大聾等大型貯蔵具や瓶類が多い

のは、酒に関わる祭犯が行われたことを示唆

しており、古来から続く神祇信仰に基づく集

⑧ 

dコ/潟緑へ

第 114図 額見町遺跡の仏教施設の位置と気多御子神社
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落群内祭最巴の様子を示すものと言えよう。それが当仏教施設出現とともに衰退していく様は、仏に帰依すること

で簡易に現世利益を得られるといった、新たな仏教信仰の教えが民衆に広く受け入れられたことを示すだろう。

(5) 仏堂的建物周辺の刻書、墨書土器に関する検討

以上の仏教施設の性格を考える上で、文字資料の示す意味は重要で、ある。ただ、額見町遺跡では墨書土器をは

じめとして数えるほどしか資料はなく、しかも今回報告の仏教施設周辺に集中する傾向がある。刻書では「偽」、

「大」、「生」、墨書では 「生」、「田主」、「入水」、「古Jなどがあり、特に「働J刻書は当区域の仏教施設が仏教と

関連するものであることを端的に示してくれよう。「悌j刻書は焼成前に生産地にて記されたものであり、当仏

教施設へ供給されることを前提に生産されたものである。当刻書が須恵器壷葦の天井内面に記されていたことは

どのような意味があるか定かでないが、仏や菩薩などの本尊に捧げる容器であったことを示すだろう 。

他に当仏教施設との関連性を示す資料に、 111図の右下に示した「八水」と墨書した須恵器杯Aがある。四面

廟付建物と同時期のもので、仏堂的建物の北西 40m程の位置にある 2つの隣接する小ピットに埋納されていた。

「八水」の意味は地名の可能性もあるが、仏教との関わりで考えるならば、「八功徳水Jという言葉がある。弥陀

如来の報土にある池の水を示す言葉で、人種の勝れた特質(功徳)を備えた水とされており、別名「八味水」、

「八定水」と略称されることも多かったようである。つまり、「八功徳水jを略記した可能性があり、その場合は

SE03から汲まれる浄水のことを示した可能性があろう 。当墨書土器は香水を入れる容器と位置付けられ、仏前

に捧げられていたものだろう。また、この井戸の井屋が八角形の外観をもっ建物であった可能性が高いことから、

そこで汲まれる浄水という意味で、 「八角堂の水」を略し、「八水」と呼ばれていた可能性もある。いずれにして

も、井戸で汲まれる浄水(香水)を仏に捧げるための容器として墨書した可能性が高いと判断される。

これ以外は直接仏教施設に関連する墨書は確認できないが、 SE03に廃棄された「田主J墨書土器は、仏堂の

性格を考える上で重要で、ある。「田主」は平城宮木簡や計帳などに人名として記載されているものであり、氏族

名を示す可能性もあるが、表記文字の通り田の主という意味で記されたとすれば、回の所有者=領主を示すこと

となろう 。ただ、当集落遺跡、が農業経営を基盤とする伝統的な集落ではなく、手工業生

産を主な生業とする移民集落である点を考え合わせれば、単に田の所有者を意味するも

のではなく、広義での領主層、額田郷を束ねる郷長的な存在として記された可能性があ

ろう。また、そのような郷長的存在を記すのに、意識的に「田」の字句を使用した点に

関しては、村落内祭杷的な意味合いも感じる。先述した「社」的建物の存在を考えれば、

仏堂的建物と「社J的建物とが併存する中で、仏教行事である悔過法会とともに『儀制令・

春時祭田条』にあるような村落内祭杷が行われた可能性があろう。村落内祭記においては、

それを司る「社首」的存在が必要であり、「回主」の墨書が意識的に記された背景にはそ

のような意味合いが込められていた可能性もあると見たい。

以上の墨書は複数字句でその性格を読み取り得るものだが、額見町遺跡で最も多く記さ

れる墨書に「生Jの1字句墨書がある。SE03で1点、仏堂的建物の北側に隣接の SK364

で1点出土しており、 C地区 SK116でも 2点が出土する。また、仏堂的建物南側の広場

的空間に近接する SK409では、焼成前に「生jを刻書した須恵器杯B身が出土しており、

これら「生」文字表記が仏堂的建物の周辺に集中することから、上記の墨書土器同様に、

当施設に関連するものと推察される。墨書に加えて刻書が存在することは、「例」刻書同様

に当施設への供給を前提に記されたものであり、「生」を仏教的ないしは祭紀的な字句と

考えられなければ、「田主」同様に主宰者として記された可能性があろう 。「生Jを人名

と見た場合、越前足羽郡や坂井郡に広く分布する 「生江臣Jや「生部」の氏族名が注目

「生m書(SK409)

「生j墨書(SKl16)

。，，~

(116) 1:=一一一一l

される。江沼郡域内で確認されていない氏族名だが、その可能性は十分にあると考えたい。 第115図 「生j書土器

3.まとめ~額見町遺跡の古代仏教施設の性格と南加賀の山林寺院との関係~

これまで、額見町遺跡の古代仏教施設と関連する出土遺物について述べたが、まとめると以下に要約できる。

当仏教施設は、その出現を 8世紀中頃とし、 8世紀末頃には初期の仏堂的建物から四面廟付の仏堂的建物へ建

替えられたものと考える。初期仏堂は雨落ちj誌をもっ正方形掘立柱建物の形態を呈し、他の建物群との隔絶性が
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低い「小堂」的な風貌をもっ建物として存在した。それを主堂として南側東西に法具を収める倉や僧坊、「閑伽井」

に匹敵する井屋をもっ大型井戸を配置する建物構成であったと理解される。お堂の南側jは建物空白地として広場

的な位置付けがなされ、悔過法会などとともに農耕祭紀的な行為も行われたものだろう 。

建替え後の仏堂は四面廟付建物構造となり、他の建物群とは隔絶した構造と規模をもつようになる。同時に建

物主軸も、初期仏堂段階の集落群の主軸に合わせた建物方位から、独立した南北方位軸に合わせた建物軸となっ

て、多分に南面を意識した東西棟の建物を志向する。「小堂」よりも格上の「金堂」的な風貌を備えた建物を主

堂と し、僧坊的な長方形建物を南側東西に配置する建物構成となる。大型井戸は継続して営まれ、悔過法会、農

耕祭杷の中核をなす信仰の拠所となっていたものだろう。建替え後の仏教施設で特徴的なのは、主堂の南面に隣

接して営まれる小型棟持ち柱建物の存在である。当建物は礼堂的な性格をもっ可能性があるものの、筆者は当地

に隣接する式内社「気多御子神社」伝承地の位置関係から、「社」に匹敵する神祇信仰に通じる建物の可能性を

有力視したい。

初期仏堂段階では大型井戸自体が神祇信仰の場であった形態から、それに併設して神を祭る建造物として「社」

が成立する背景には、この時代に進められた政治的な神祇祭記統括があったろう 。祭杷場に「社jが建てられる

ことで公的な祭杷場として認知され、それが 『延喜式』神名帳に記載の 2.861所の「社」に繋がったと予想する。

仏教施設のあった場所に「社」が併設される形態を採るが、神祇信仰は集落成立時より存在した在地信仰であり、

初期仏堂段階においても、農耕祭最Eにまつわる宗教行事は執り行われていたであろう 。「社」という建物自体の

出現は平安期の政治的な思惑による時代の潮流に則ったものであったと理解したい。

以上の仏教施設は須田勉氏が提唱する村落寺院に該当するものだが、 北陸において SB259のような「金堂」

的風貌を有す仏教系施設の確認事例は他になく、額見町遺跡の初期仏堂に近い、正方形の掘立柱建物の形態をも

っ「小堂j的建物を伴う事例が少数例(金沢市上荒屋遺跡、白山市源波遺跡、富山市長岡杉林遺跡)確認される

にとどまる(出越 1999)。北陸で確認される多くの仏教系遺物を出土する遺跡は、建物遺構の中に特に仏堂的建

物を特定することはできず、仮に集落遺跡内に「小堂」的建物が存在していたとしても、通常の居住用建物とは

異なる構造や隔絶した空間を形成するこ となく、通常の建物内に信仰対象を納め置き、仏教行事を執り行うのが

一般的だ、ったのだろう。当状況は北陸のみならず、西日本でも同様の状況と推察されるが、須田勉氏らが集成し

た関東や東北の事例における、明確な仏堂建物として他の建物に卓越する事例が多く確認される状況とは大きな

違いがある。仏教信仰を受け入れる地域環境や歴史的素地の違いにもよろうが、このような一般的建物と隔絶し

た建物構造や空間を形成する背景には、 8世紀後半以降も東国が一般居住建物として竪穴建物を継続的に採用し、

西日本のような掘立柱建物へ転換していかなかった状況が関連しているようにも感じる。西日本でも集落内での

建物の再検討を行う必要性はあるが、建物構造だけでは判別しにくい状況にあるのが実情だろう。

北陸地域の事例検討をした出越茂和氏は、先の論稿で「小堂」的建物の存在する遺跡に仏教系遺物を定量出土

する遺跡を加えて、「里寺」と呼称し、それらは荘園関係や土地開発関係、手工業生産関係、社会的上位の位置

にある遺跡にほぼ限られるとした(出越 1999、174-178頁)。つまり、仏堂を構え、定期的な仏教活動を行え

るだけの権力や財力を有する在地権力者の存在が成立の前提にあるわけだが、在地権力者はこうした仏教政策を

行うことによって、地域の墾田・山林開発を行う新興村落における民衆と在地権力者との精神的結合を強化し、

新たな支配論理を形成しようとしたとされている(須田 2006、65-66頁)。このように仏教施設は単一の集落

に帰属するものではなく、在地権力者の支配領域内で生産活動に従事する民衆に対する信仰の拠所として設置さ

れたものであり、そのような成立要因が限られた遺跡でしか確認されない状況に繋がっていたものだろう。

その中でも突出した存在の額見町遺跡、の仏教施設は、僧坊的建物や「社J的建物も併設するなど、まさに信仰

拠点と呼ぶにふさわしいものであった。その仏堂建物として整った形態や他の居住用建物から隔絶した配置構成、

台地集落にもかかわらず井泉に拘った井戸掘削などは、在地権力者の権力、財力の大きさを示すものであり、支

配統括する対象領域は郷単位を越えて、広く 三湖台地古代集落群全域または丘陵部手工業生産遺跡群域を包括し

て設定するような、広域の集落民を対象とする信仰拠点であった可能性が高いだろう 。

以上、村落内での仏教信仰が8世紀中頃以降に盛んとなるのと時期を同じくして、里からほど近い山間部へ少

数の堂舎で構成される仏教施設が造られ始める。所謂山林寺院であり、南加賀地域では8世紀2/4期の松谷廃

寺を始めと して、 8世紀中頃から末の宮竹うっ しょやま A遺跡、 9世紀前半の八里向山B遺跡、 9世紀後葉の里
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!IIE遺跡、 10世紀前半の軽海廃寺、 9世紀後葉-15世紀の浄水寺跡など、能美地域を中心に営まれる。江沼地

域においても、 9世紀後葉-11世紀に営まれた南郷堂林廃寺跡をはじめとして、宇谷B遺跡や温谷寺跡などで

も古代の山林寺院が確認されており、江沼盆地内に営まれる津波倉廃寺、保賀廃寺、弓波廃寺、宮地廃寺などの

白鳳期寺院が8世紀代まで継続的に営まれていたことが、このような山林寺院成立に繋がった可能性があろう。

能美地域の平野部には、伽藍配置を有す平地寺院の確認はなされていない。ただ、梯川流域の古代集落遺跡か

らは、 9世紀後半-10世紀の軒先瓦が定量出土しており、当地域の一角に加賀国分寺が存在していた可能性を

示唆する。国分寺推定地とされる国府台地は昭和初期の耕地整理によりほぼ壊滅状態であり、場所の特定は困難

な状況だが、出土する平安宮式軒先瓦の時期は 9世紀3/4期頃に位置付けられ、 841年に勝興寺を転用して成

立する加賀国分寺の年代に近い(小松市 2006)。能美地域の山林寺院が9世紀後半以降に活発化する背景には、

国分寺成立に伴って越前国分寺より移配される講師 1名と僧 10名の存在があったと言えよう 。また、同時に国

分寺の前身である定額寺がこの台地上に存在していた可能性が高いこととなるが、国分寺推定地では白鳳期に位

置付けられる瓦も出土しており、周辺集落からも同時期の軒先瓦が出土する。さらに近年、国分寺推定地から東

へ1.7kmの丘陵縁辺部で、7世紀後葉に位置付けられる瓦陶兼業窯(立明寺窯)が発見され、定額寺存在の可能性

を示す資料が少しずつ見えてきた。定額寺は官寺に準ずるものであり、国家の庇護を受け、僧侶が常駐する七堂

伽藍を備えた寺院である。寺に常駐する僧侶は、その智(勉学)・行(修行)の場、または密教的な行法により

国域の厄災消除を祈願する道場の場を、里の集落から隔絶された山林に求め、西日本各地の寺院同様に、 8世紀

中頃以降、平地寺院に付随する機能を担って、能美地域の山林寺院は成立していったのだろう(上原 2008)。

以上のように、山林寺院は平地寺院との連携の中で成立してくるものと言え、主堂を礎石建物とする点や建物

の柱配置が仏像を安置すべき須弥檀を勅に設定されている点など、寺院建築様式に基づく建物構造を有している。

成立当初から寺としての位置付けが明確な建物であり、村落の仏堂建物とは少数の中小規模堂舎で建物構成され

る点で共通するものの、根本的な主堂の建物構造においては明らかに違っていただろう。それは本稿の前半で述

べたように、村落の仏堂建物がもともとは在地の豪族居宅建物に起源があり、仏教建築として成立していない点

を論及した須田勉氏の説に明確に論じられている部分でもある。以上の視点から、村落の仏教施設を平地寺院、

山林寺院と同列に「寺院」と呼称することには嬉賭すべきであり、他の用語を検討する必要がある。

A 加賀国分寺(勝興寺) B 津波倉廃寺 C 弓波廃寺 D 保賀廃寺

E 宮地廃寺

③ー渇屋窯跡 ⑥ 立明寺黛跡 @ー黒瀬瓦窯跡

①宮竹うっしょやまA遺跡 ②ー庄が屋敷B遺跡 ③滝谷寺跡

@和気小しょうぷ谷遺跡 ⑤一八里向山B遺跡 ⑥ー里川E遺跡

⑦ー軽海廃寺 ③ 浄水寺跡 ⑨ー松谷廃寺 ⑪一高尾廃寺 ⑪ 南郷堂林廃寺跡

⑫ー柏野寺跡 ⑬ 字谷B遺跡 ⑭ー温谷寺跡

第 116図 南加賀地域の山林寺院分布と平地寺院、額見町遺跡の位置 (8= 1 / 200，000) 
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平安初期の仏教説話集 『日本霊異記』に登場する寺堂について、その表記の仕方により性格を分類された直木

孝次郎氏は、「寺」は官寺や郡寺などの在地豪族の建立した伽藍配置を伴う寺院を指し、「山寺jは山林修行の場

としての修行寺、 「堂」 は村人の協同かもしくは在地有力者によって建立、 維持される堂を指すとされた(直木

1969)。確かに、古代村落に存在しただろう多くの仏教施設は、「堂」 と言える小規模施設であり、寺院建築を基

本としない点からも、寺と呼ぶべきものではないと感じる。ただ、関東や北陸の仏教系遺物出土遺跡からは「寺」

や 10寺」 と墨書された土器を出土することが多く (笹生 1998、出越 1999)、これら仏教施設が集落の中で「寺」

と認識されていたことは間違いない。これに対し、「堂Jと記した墨書土器は上記集落では確認例がなく、建物

自体は「堂」レベルであったとしても、「仏像」または 「仏」に匹敵する信仰対象を納める仏教施設という視点で、

民衆は「寺」と呼んでいたのだろう 。以上より、 筆者は村落の仏教施設について規模の如何に関わらず、村の中

の寺的機能を有すものという意味で「村寺」と総称したい。なお、このような村の仏教施設について、南木佳士

著の小説「阿弥陀堂だより 」を例に「村堂」の風景や在り方について触れた宮瀧交二氏の論稿は、村落経営の視

点で「村寺」を位置付けており、イメージを膨らませてくれる(宮瀧 2005)。

以上、 「村寺」は在地社会の中で僧が法会を行うものであったと言えるが、 『日本霊異記』 ゃ 『東大寺風諦文稿J

をもとに僧の都郁間交通と「村寺」の役割を論じた鈴木景二氏は、在地権力者が開催する私的法会において、民

衆を前に僧が、檀越(権力者)の徳を賛嘆し、寺堂の縁起、地名の起源、檀越の先祖以来の伝統、檀越の正当性

などを説くことで、権力者の私的財源による功徳が呪術的恩恵として民衆に与えられたとし、これによって在地

に根付く民衆の共同体意識を解体し (または在地神祇信仰を仏教に取り込む形で)、在地権力者が民衆の個別支配

を可能とする、新たな在地社会秩序を形成しようとしたと性格付けた(鈴木 1994)。また、地方の法会に招かれ

る僧は中央の官大寺僧であったとし、国師・講読師制度に基づく部内巡行や修行のための廻国、また在地権力者

に屈請されて地方へ赴いたとされた。官大寺僧は、国分寺の僧や在地の自度僧、沙弥など僧の候補者と接し、と

もに山林寺院等で修行することで、在地の僧達と師弟関係を結び、村寺における法会においても活動をともにし

たとされる。

「村寺」 を舞台とした民間の仏教信仰はこのような僧達によ って支えられていたものであり、在地権力者は官

大寺僧を屈請または自度僧などを抱え込むなどしたのだろう 。「村寺」は8世紀後半以降に、在地社会の新たな支

配体制を模索する権力者 (新興勢力や富裕層など)にとって、民衆を精神的にコントロールできる有効な装置で

あり、在地の神祇信仰もその中に組み入れられることで、民衆に広く受け入れられたものと考えられよう 。

以上、額見町遺跡の仏教施設について述べたが、その遺構の性格を論じるにおいて、やや論拠が暖昧な部分が

あることは否めない。未報告部分もあり、詳細な検討はできなかったが、今後の報告の中で再考を期することで

ご容赦いただきたい。また、本稿を草するにあたり、仏堂的建物に関しては須田勉氏、出越茂手口氏、池田敏宏氏

に、 墨書土器に関しては湯川善一氏に、ご指導をいただ、いた。稿の末尾ではあるが、感謝の意を表したい。
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